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平成２６（２０１４）年度　総合科学部年間行事予定表

前　期（４月１日〜９月３０日）

４月１０日㈭から４月３日㈭新入生オリエンテーション

４月７日㈪入学式

４月��日㈮授業開始

４月��日㈭から４月４日㈮履修登録期間（Web登録期間）

５月２日㈮から４月��日㈮履修登録確認期間（Web修正期間）

５月２日㈮授業振替日（火曜日）

５月７日㈬授業振替日（月曜日）

５月��日㈫履修登録確認期限（履修登録修正願提出期限）

５月��日㈮卒業研究題目届提出期限

８月６日㈬から７月��日㈭総括授業・定期試験

８月��日㈰から８月７日㈭夏季休業

から８月��日㈪成績の通知日（追・再試験は１０月末までに適宜実施）

後　期（１０月１日〜３月３１日）

��月１日㈬授業開始

��月７日㈫から９月��日㈬履修登録期間（Web登録期間）

��月��日㈬から��月８日㈬履修登録確認期間（Web修正期間）

��月��日㈬授業振替日（月曜日）

��月��日㈮大学祭準備のため休業

��月３日㈪から��月１日㈯大学祭（休業日）

��月２日㈰開学記念日（休業日）

��月５日㈬履修登録確認期限（履修登録修正願提出期限）

��月６日㈭授業振替日（月曜日）

１月７日㈬から��月��日㈭冬季休業

１月��日㈭授業振替日（月曜日）

１月��日㈮大学入試センター試験場設営のため休業

１月��日㈮から１月��日㈬卒業研究提出期間

１月��日㈮コース配属・転学科・転コース願提出期限

１月��日㈬，２月２日㈪から２月��日㈮総括授業・定期試験

２月��日㈬成績の通知日

３月６日㈮から３月２日㈪追試験・再試験（４年次生は２月��日㈭まで）

３月��日㈪卒業式・修了式

３月��日㈫から３月��日㈬学年末休業

大学への問い合わせ及び緊急連絡先

◯徳島大学総合科学部学務係

ＴＥＬ　０８８−６５６−７１０８
ＦＡＸ　０８８−６５６−９３１４

総合科学部の英語表記の頭文字「IAS」をモチーフに、人と人を

つなぐかたちを描きながら、奥行きのある「諸科学の融合」を

表現したシンボルマーク。「諸科学の融合」は「人と人との和合」

「世界中の人々の融和」につながっていくことに期待を込めて

いる。



　徳島大学総合科学部新入生の皆さん，ご入学おめでとうございます。皆さんのご入学を心よりお

祝い申し上げます。

　これから新たに大学生活を始めるにあたって，皆さんは大きな夢や希望，目標とともに，いくば

くかの不安も抱いているかもしれません。この『履修の手引』は，皆さんが卒業するまでの総合科

学部での履修方法や単位・資格の修得方法，２年次以降に各コースに配属して専門教育を履修する上

で必要な要件や規則をまとめたものです。言わば，皆さんが総合科学部で学修するためのナビゲー

ターです。皆さんには卒業時までこれらの規則が適用されますので，この『履修の手引』に必ず目

を通すとともに，卒業時まで大切に保管しておいてください。

　皆さんのこれまでの大きな目標は「大学に入ること」にあったかもしれませんが，これからの４

年間は，徳島大学総合科学部での学びを基礎に，皆さんが「社会で活躍する」ための準備期間とな

ります。その研鑽・学修の「場」が徳島大学であり，総合科学部であると思ってください。

　徳島大学が掲げる教育の理念は，「明日を目指す学生の多様な個性を尊重して，人間性に富む人格

の形成を促す教育を行い，優れた専門的能力と，自立して未来社会の諸問題に立ち向かう，進取の

気風を身につけた人材の育成」にあります。「進取」とは「進んで事をなすこと」（広辞苑）を意味

します。すなわち，自らの問題関心あるいは社会の諸課題に対して，自らが培った能力をもって積

極的に行動できる人材の育成が，徳島大学の教育目標となっています。

　明治７年（１８７４）以来１４０年近い歴史をもつ総合科学部もまた，そうした教育理念のもとに，総

合的・学際的な広い視野を持ちつつ核となる自らの専門性を深めることで，複雑化した現代の諸問

題について考察・分析し，その解決方法を模索できる人材の育成を目指しています。「探求心」を

もって自らの問題関心・課題テーマに取り組むことで，皆さんは総合科学部で学問や研究の醍醐味

を知ることになります。

　もちろん，社会が大学生に求める能力は，大学で培った教養的知識・専門的知識ばかりではあり

ません。「人間力」あるいは「社会人基礎力」とも言われますが，主体性や行動力，チャレンジ精神，

問題発見・解決能力や発想力，コミュニケーション能力や協調性・協働性といった，「前に踏み出す

力」「考え抜く力」「チームで働く力」も，社会から期待されている能力です。コミュニケーション

能力とは語学力という意味ではなく，相手の話を聞き，それに対して自分の意見を伝えられる能力

のことです。友達とのコミュニケーションであれば簡単でしょうが，見知らぬ他者との間で相手の

立場・考えを理解し，自分の考えを相手にどう伝えるか，となると難しいものです。これらの能力

は，「学修する力」にも求められます。

　それゆえ，総合科学部では，広い視野や社会人としての人格形成教育の観点から，全学共通教育

や学部共通科目・学科共通科目の履修も重視しています。このような能力は，大学での学修の場だ

大学での学び・求められる能力



けではなく，学内外のサークル活動や社会活動などを通じて会得することもあります。時間の許す

限り，こうした活動に積極的に参加し，様々な社会体験を通じて「自分を研鑽する」ことが，将来

にわたっての皆さんの自己形成につながるといえます。

　「大学」には，職業教育（キャリア教育），リベラルアーツ（教養教育），学術研究（専門教育）と

いう３つの顔があります。総合科学部でもこれらの教育プログラム（カリキュラム）が展開されて

おり，これらの教育プログラムを通じて，大学生としての能力・資質を高め，自らの目標に向かっ

てのキャリアデザイン（将来設計）が求められることになります。ただし，大学は高校までのよう

に集団生活をおくる場ではありません。自己責任と自己管理のもとに，大学生には自律的な学修が

求められることになります。そのことを皆さんが充分に理解し行動することで，ぜひ，皆さんが将

来，「総合科学部で学んで良かった」「総合科学部で有為な学生生活を送ることができた」と振り返

ることができる，充実した学生時代を送られることを期待しています。

　　平成２６年４月

徳島大学総合科学部長　　　　　　　

　　　平　井　松　午　　
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Ⅰ．総合科学部における学びと生活



−３−

　ここでは総合科学部で学んでいくうえで，もっとも基本的な事柄を説明します。詳細は別のページや，『全

学共通教育履修の手引き』『学生生活の手引き』を参照してください。

⑴　総合科学部の学びの特徴

　①　専門性と総合性の融合

　　　人文科学，社会科学，自然科学の垣根を越えて，幅広く学際的に学ぶと同時に，特定の分野を専門的

に深化させていきます。

　②　手厚い教員体制

　　　１学年の学生定員は２６５名ですが，教員は約１３０名を数えます。総合科学部の学生約８人に教員１人

という手厚い体制で丁寧，親身な教育を行います。

　③　地域社会との連携や寄与

　　　学生，教員とも学内での学習・教育にとどまらず，様々な形で学外とのかかわりを持ちます。地域社

会の課題を知り，積極的な協働を図ります。

　④　キャリア教育の重視

　　　卒業後の就職・進学や人生設計について早い段階から考えていきます。自分の関心，特性，人生観な

どを振り返りつつ，社会の今と未来を見据える学習です。

　⑤　グローバル人材の育成

　　　グローバル化する内外の社会に対応でき，新しい諸問題に対応できる力を身につけます。その一環と

して語学，留学，海外実習などを重視します。

　⑥　汎用的技能の習得

　　　情報リテラシーや，外国語の基本的運用力，日本語の文章読解・表現力，国際感覚，コミュニケーショ

ン力，プレゼンテーション力，リーダーシップ，チームワークなど社会で一般に必要とされる技能を身

につけます。

　⑦　教員免許などの資格取得

　　　在学中に様々な資格が取得できるほか，多様な種類の教員免許に対応したカリキュラムが提供されて

います。ただし，資格を取得する為にはプラスアルファの学習が必要で，特に教員免許状の取得は近年，

厳格になっています。

⑵　専門教育と共通教育の区別

　　教育課程は，総合科学部で行う「専門教育」と全学共通教育センターで行う「共通教育」に分かれます。

主に１年次で共通教育科目を履修し，２〜４年次で専門教育科目を履修します。時間割や履修の手続き，

建物・教室，事務担当係なども別になります。

 

１．総合科学部で学ぶための基本事項



−４−

⑶　学年暦と授業の形態

　　２学期制で，前期（４月〜９月）と後期（１０月〜３月）に分かれ，毎学期の初めに授業の履修登録を行

います。授業により多少の違いがありますが，それぞれ１５週（１５回）の授業が実施され，学期の終わり

に学期末試験があり，成績が評価されます。祝日が多い曜日の授業は，他の曜日と振替られる場合がある

ので注意が必要です。学年暦をよく確認してください。

　　授業の形態は講義，演習（ゼミ），実験，実習などがあります。授業時間は，１講時を４５分とし，原則

として２講時９０分を１コマ（ひとまとまり）として実施されます。９０分の講義の場合，予習と復習をそ

れぞれ，２時間行うのが前提です。演習（ゼミ）や実験，実習など，２コマ連続して実施する授業もありま

す。夏休みや冬休みなどに一日複数回の授業を数日間連続して行う集中形式の授業もあります。

⑷　単位と進級・卒業

　　授業を受け，試験に合格すると単位が与えられ，その単位の合計数によって進級や卒業が認められます。

卒業するためには，大学に４年以上在学し，共通教育科目３５単位以上，専門教育科目９６単位以上，合計

１３１単位以上を修得しなければなりません（進級に必要な単位数は「履修細則」の５１頁を参照）。通常の

講義形式の授業の場合，半期受講し試験に合格すると２単位が与えられます。授業は自分の知的関心に

そって基本的に自由に選べますが，一定の条件にしたがって履修し，単位をそろえる必要があります。「必

修」とされている授業は必ず履修し，「選択必修」とされている授業は，そのカテゴリーの中にある複数の

授業から必ず選択し履修します。学科やコースによって履修条件が異なりますので，所属学科・コースの

履修上の要望事項を確認してください。

　　また，授業ごとに配当学年が定められています。たとえば配当学年が「２年」の場合，２年生以上の学

生は履修できますが，１年生は履修できません。ほとんどの授業は毎年開講されますが，一部，隔年開講の

授業もあるので，計画的に履修する必要があります。

⑸　成績の評価

　　授業ごとにその内容を説明するシラバス（授業概要）があります。そのシラバスを読んで学びたい授業

を選びます。シラバスに書いてある目標に照らして，受講生の到達度が成績として示されます。１００点満

点で６０点以上を合格とします。「優」（１００〜８０点），「良」（７９〜７０点），「可」（６９〜６０点），「不可」

（５９点以下）等に区分されます。

　　また，成績の総合的な指標として Grade Point（グレードポイント，GP）評価があります。１〜５までの

数字を用いた，国際的な指標です。GP は次のように計算されます。

　　・点数が６０点以上の場合：GP ＝（点数評価−５０）÷１０

　　・点数が６０点未満の場合：GP ＝０

　　つまり，１００点なら GP は５.０，７３点なら２.３，６０点なら１.０，５８点なら０となります。不可や欠席の場

合は GP は０。「認定」の評価は GP の対象外。GP を用いて個人の成績の平均値 Grade Point Average（GPA）

が算出されます。

　　・GPA ＝（科目の単位数× GP）の総和÷（履修登録した単位数の合計）

　　この GPA の高低で個人の成績が客観的に示されます。 



−５−

⑹　カンニング，コピペなどの不正行為

　　試験でカンニングなどの不正行為をした場合，懲戒処分と合わせて，当該の学期に履修した単位がすべ

て取り消されます。その時点でほぼ留年が確定します。また，インターネット上の情報をコピー・アンド・

ペースト（コピペ）して，あたかも自分で書いたように提出物を作成する行為も不正行為とみなされ処分

の対象となりえます。

⑺　コース配属や転学科・転コース

　　１年次は各学科に所属して学びますが，２年次になると学科内でコースに分かれて所属します。１年次

の１２月にコースガイダンスがあり，翌１月に志望コースを決めます。コースの受入可能数を超えた場合

は選抜を行います。３年・４年次になるとコース内でさらにゼミ・研究室に分かれて専門的に学びます。卒

業研究はその所属するゼミ・研究室の指導教員の下，取り組みます。いずれの配属についても自分の知的

関心，適性，将来設計などふまえてじっくり考えて決めましょう。

　　学科を変更したい場合は，転学科制度があり，教育上支障がない場合にのみ許可されます（ただし推薦

入試により入学した学生は認められません）。転学科を希望する場合，熟慮の上，担当の教員や学務係と相

談し，所定の願書を１月末までに提出します。２年次以降は学科内での転コース制度もありますが，転学

科も転コースも例外的な扱いですので，迷いがないよう当初から慎重に選択してください。

⑻　教員免許状や各種資格

　　教員免許状や各種資格の取得が可能です（詳しくは「Ⅲ　教員免許状と各種資格」を参照）。教員免許状

取得には多くの学生が関心を示しますが，通常の履修に加えて，卒業要件とならない教職課程の科目を履

修する必要があります。近年，教職課程は厳格化されているので安易な気持ちでは取得できません。説明

会などに参加し，教員養成推進班の担当教員にも相談してください。
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Ⅰ　国際文化コースとは

　　国際文化コースは，学生のみなさんが，現代社会・国際社会におけるさまざまな社会的・文化的事象を

多面的に研究することを通じて，問題を自ら発見し掘り下げる主体性を持ち，広い視野を持って総合的に

判断を下すことができる「よき市民」として成長することを目指します。

　　現代では，世界中のさまざまの地域やそこに住む人々が相互に交流し関連し合っています。そうした結

びつきや相互依存は，今後いっそう強固になることはあっても弱まることはないでしょう。その一方で地

域間の経済的・文化的格差は拡大し，文化摩擦，環境問題，地域紛争などの問題が起こっています。こう

した今日的な問題は，地球のどの地域の問題であっても私たちに無関係ではありません。私たちは，関心

を自分たちの周辺のローカルな問題にのみ向け，全地球的な問題に無関心のままでいることは許されませ

ん。

　　そこで本コースでは，日本を含む東アジア，アメリカおよびヨーロッパ諸国の言語，文学，思想，歴史，

社会などについて学びます。そうした学習を通じてさまざまな地域の主に文化的な問題に対する理解力，

調査能力，さらに語学力，情報発信能力などを身につけます。さらには，経済学，国際関係論，心理学な

どの領域についても学び，幅広く総合的な問題解決能力を獲得することを目指します。

　　このように，自ら主体的に学び，多面的な視点から思考する能力は，民主主義社会を担う市民に不可欠

であり，また同時に，自らの日常生活をよりよいものにしていくためにも重要なものです。

Ⅱ　教育目標

　　国際文化コースでは，上記のような主体性と多面的な思考力を身につけるために，段階的な教育課程を

用意しています。まず１年次には，基本的な調査能力・発表能力を身につけます。同時に，哲学，歴史，

文化，言語など，幅広い分野について基礎知識を身につけます。そうした基礎的な学力をもとに，２年次以

降には，学生の関心や資質に応じて，アジアや欧米の言語，文学，思想，歴史，社会について学び，また

それらの地域を相互に比較して学ぶことができます。学生が自ら学習計画を立案することは，主体的な学

習課程の一部です。

　　具体的な学習目標として，次の３つがあります。

　１）日本，アジア，欧米などの地域について，言語や文化，歴史などの幅広い観点から総合的に理解しま

す。（総合的地域研究）

　２）言語や文化，歴史などの観点から，日本，アジア，欧米などの地域について相互に比較研究します。（地

域間比較研究）

２．コース毎の履修上の要望事項・履修例

受　入　可　能　数コ　ー　ス　名学　　科　　名

６０　　名国 際 文 化人 間 文 化
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　３）哲学，歴史，文学，言語など，個別学問領域について専門的知識の獲得を目指します。（個別領域研究）

Ⅲ　履修上の要望事項

　【一般的な要望事項】

　　国際文化コースでは，さまざまな専門分野にわたる授業を履修することができます。これは「総合科学」

を学ぶうえで重要な特徴なのですが，逆に，しっかりした問題意識・目的意識がないと，学習が散漫になっ

てしまう可能性があります。指導教員とよく相談し，しっかりした履修計画を立てるようにしてください。

　　１年次の指導教員は，人間文化学科の教務委員です。「大学入門講座」などを通じて指導に当たります。

２年次には自分が仮選択した「履修パターン」代表教員が指導に当たります。３年次以降は，「演習」の担

当教員が指導教員となります。

　　また，卒業に必要な単位を間違いなくそろえるために，この『履修の手引』と，別冊の『全学共通教育

履修の手引』を熟読してください。

　【国際文化コースでの履修の道筋】

　　１年次末にみなさんは国際文化コースを選択します。国際文化コースでは，みなさんが履修計画を立て

る際の指針となるように５つの「履修パターン」を用意しています。５つの「履修パターン」のうちから

１つを選択し，そこに示された科目を中心に選択することで，ある領域について一貫性のある履修計画を

立てることができます。

　　２年次初めに５つの「履修パターン」のうちから１つを仮選択し，その「履修パターン」に即して履修

します。

　　３年次初めには，「履修パターン」を本選択します。必ずしも，２年次で仮選択した「履修パターン」と

同じパターンを選択する必要はありません。ただし，履修内容が大きく異なる「履修パターン」への変更

は勧めません。

　【１年次の履修】

　　１年次には，全学共通教育科目，学部共通科目，学科共通科目の３種類の授業から履修します。

　１）全学共通教育科目

　　　別冊の『全学共通教育履修の手引』を参照して履修してください。

　２）学部共通科目

　　・学部共通科目は，必修科目を６単位，選択必修Ａを２単位以上，選択必修Ｂを４単位以上，合計１２

単位以上修得するように履修してください。

　　・「基礎ゼミナール」と「キャリアプラン入門Ⅰ」，「キャリアプラン入門Ⅱ」は必ず履修してください。

　　・選択必修Ａのうち１科目（２単位）を履修してください。

　　・選択必修Ｂのうち，１年次に受講できるのは「情報処理の基礎Ⅰ」と「情報処理の基礎Ⅱ」のみです。

２年次に「実用外国語基礎演習」などの科目も開講されますから，必ずしも１年次に４単位を修得し

なくてもかまいません。
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　３）学科共通科目

　　　１年次のうちに，６科目（１２単位）を選択して履修しておくことが望ましいです。

　【２年次の履修】

　　２年次には，全学共通教育科目，学部共通科目，学科共通科目に加えて，一部のコース専門コア科目，

コース専門選択科目を受講します。コース専門コア科目，コース専門選択科目については，自分が仮選択

した「履修パターン」に提示された科目を中心に履修してください。

　１）全学共通教育科目

　　　２年次で必ず履修すべきなのは，英語（発信型）の４単位分と，教養科目の残り数題目です。

　２）学部共通科目

　　　選択必修Ｂの科目については，自分が仮選択した「履修パターン」が推奨する科目の中から選択して

ください。

　３）学科共通科目

　　　１年次のうちに６科目（１２単位）を履修し終わっていることが望ましいです。

　４）コース専門コア科目

　　　それぞれの「履修パターン」で履修を推奨する科目が異なります。別表の「履修パターン」を参照し

てください。

　５）コース専門選択科目

　　　それぞれの「履修パターン」で履修を推奨する科目が異なります。別表の「履修パターン」を参照し

てください。

　【３・４年次の履修】

　　３・４年次では，コース専門コア科目，コース専門選択科目，総合科学テーマ科目の３種類を中心に履

修します。自分が選択した「履修パターン」に即して履修してください。総合科学テーマ科目については，

視野を広げて自分の専門領域外も俯瞰できるように他学科，他コースの科目を含めて履修してください。

また，４年次には研究の成果を卒業研究（卒業論文）という形で作り上げます。

　１）コース専門コア科目

　　　「実用外国語演習（英語）」または「実用外国語演習（中国語）」（８単位）の履修を推奨します。

　２）コース専門選択科目

　　　コース専門選択科目については別表の「履修パターン」を参考にして履修計画を立て，選択してくだ

さい。

　３）総合科学テーマ科目

　　　最低５科目（１０単位）を選択し，履修してください。

　４）卒業研究

　　　「演習」での指導にもとづいて，卒業研究を制作するようにしてください。
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【国際文化コース履修パターン】

10
以
上

コア比較文化論

総合科学テーマ科目

コア地域交流史
△日本経済と社会

コア世界経済論Ⅰ
コア国際関係論Ⅰ
選択社会心理学
○運動文化論

健康行動論
地域健康福祉論

○グローバル社会論
△地域創生論

地域政策論Ⅰ
選択地域文化論Ⅰ

共生社会論
△メディア情報論

選択芸術文化論
情報社会と情報倫理
情報と職業
情報の数理
現象の数理
数学と社会
資源エネルギー論

△環境マネジメント
○環境倫理学

環境政策論Ⅰ
自然保護論
生態学Ⅰ

△総合科学実践プロジェクト
△総合科学特別講義

14 以上自由選択科目（学部全体か
ら選択可能）

90計
6卒業研究

131合計

ヨーロッパ ･ アメリカ研究パターンの名称
1大学入門科目

全学共通
教育科目

20
教養科目群
社会性形成科目群

14基盤形成科目群
35計
2基礎ゼミナール

必修

学部共通
科目

2キャリアプラン入門Ⅰ
2キャリアプラン入門Ⅱ
2
以
上

○科学と人間
選択必修 A

健康と福祉

4
以
上

△情報処理の基礎Ⅰ

選択必修 B

情報処理の基礎Ⅱ
△国際交流・協力体験
△基礎英語講読Ⅰ
△基礎英語講読Ⅱ
○実用外国語基礎演習Ⅰ
○実用外国語基礎演習Ⅱ

キャリアプラン
短期インターンシップ

　

以
上

12

日本語表現の基礎

学科共通科目

○文化研究の基礎
○哲学・思想の基礎
△近現代社会の成立と展開

心理学の基礎Ⅰ
心理学の基礎Ⅱ
ヘルスプロモーションの基礎
健康体力科学の基礎

　

以
上

12

○異文化間コミュニケーション

コース専門コア科目

△国際関係論Ⅰ
○実用外国語演習(英語・中国語)
△世界経済論Ⅰ
△地域交流史
○比較社会論
△比較文化研究
△比較文化論

　

以
上

30

8 以上

ヨーロッパ思想研究

コース専門選択科目

ヨーロッパ文化研究
ヨーロッパ史研究Ⅰ
ヨーロッパ史研究Ⅱ
ヨーロッパ史研究Ⅲ
ヨーロッパ文学研究
アメリカ史研究
音楽学
現代音楽芸術論

8 以上

英米文化研究Ⅰ
英米文化研究Ⅱ
英米文学研究
英米文学講読Ⅰ
英米文学講読Ⅱ
英米言語研究Ⅰ
英米言語研究Ⅱ
現代英語研究Ⅰ
現代英語研究Ⅱ
現代英語研究Ⅲ
現代英語研究Ⅳ

いずれ
か一つ
8 単位

ヨーロッパ思想演習
ヨーロッパ文学演習
ヨーロッパ文化演習
欧米歴史・社会演習
英米文学演習
比較文化演習
英米言語演習

日本・アジア研究パターンの名称
1大学入門科目

全学共通
教育科目

20
教養科目群
社会性形成科目群

14基盤形成科目群
35計
2基礎ゼミナール

必修

学部共通
科目

2キャリアプラン入門Ⅰ
2キャリアプラン入門Ⅱ
2
以
上

○科学と人間
選択必修 A

健康と福祉

4
以
上

△情報処理の基礎Ⅰ

選択必修 B

情報処理の基礎Ⅱ
△国際交流・協力体験
△基礎英語講読Ⅰ
△基礎英語講読Ⅱ
○実用外国語基礎演習Ⅰ
○実用外国語基礎演習Ⅱ

キャリアプラン
短期インターンシップ

　

以
上

12

○日本語表現の基礎

学科共通科目

△文化研究の基礎
哲学・思想の基礎

○近現代社会の成立と展開
心理学の基礎Ⅰ
心理学の基礎Ⅱ
ヘルスプロモーションの基礎
健康体力科学の基礎

　

以
上

12

△異文化間コミュニケーション

コース専門コア科目

△国際関係論Ⅰ
○実用外国語演習(英語・中国語)
△世界経済論Ⅰ
○地域交流史
△比較社会論
△比較文化研究
○比較文化論

　

以
上

30

8 以上

アジア史基礎研究Ⅰ

コース専門選択科目

アジア史基礎研究Ⅱ
アジア史研究Ⅰ
アジア史研究Ⅱ
考古学基礎研究Ⅰ
考古学基礎研究Ⅱ
考古学研究
東アジア文化論
芸術文化論
東アジア文化論講読Ⅰ
東アジア文化論講読Ⅱ

8 以上

日本史基礎研究Ⅰ
日本史基礎研究Ⅱ
日本史研究Ⅰ
日本史研究Ⅱ
日本文学研究Ⅰ
日本文学研究Ⅱ
日本文学講読Ⅰ
日本文学講読Ⅱ
日本文学講読Ⅲ
地域文化論Ⅱ
日本経済論
日本言語概説Ⅰ
日本言語概説Ⅱ
日本言語研究Ⅰ
日本言語研究Ⅱ

いずれ
か一つ
8 単位

日本史演習
考古学演習
日本文学演習
東アジア文化演習
日本言語演習

10
以
上

コア比較文化論

総合科学テーマ科目

コア地域交流史
○日本経済と社会

コア世界経済論Ⅰ
コア国際関係論Ⅰ
選択社会心理学
○運動文化論

健康行動論
地域健康福祉論

○グローバル社会論
△地域創生論

地域政策論Ⅰ
選択地域文化論Ⅰ

共生社会論
△メディア情報論

選択芸術文化論
情報社会と情報倫理
情報と職業
情報の数理
現象の数理
数学と社会
資源エネルギー論

△環境マネジメント
△環境倫理学

環境政策論Ⅰ
自然保護論
生態学Ⅰ

△総合科学実践プロジェクト
△総合科学特別講義

14 以上自由選択科目（学部全体か
ら選択可能）

90計
6卒業研究

131合計

歴史研究パターンの名称
1大学入門科目

全学共通
教育科目

20
教養科目群
社会性形成科目群

14基盤形成科目群
35計
2基礎ゼミナール

必修

学部共通
科目

2キャリアプラン入門Ⅰ
2キャリアプラン入門Ⅱ
2
以
上

○科学と人間
選択必修 A

健康と福祉

4
以
上

△情報処理の基礎Ⅰ

選択必修 B

情報処理の基礎Ⅱ
△国際交流・協力体験
△基礎英語講読Ⅰ
△基礎英語講読Ⅱ
○実用外国語基礎演習Ⅰ
○実用外国語基礎演習Ⅱ

キャリアプラン
短期インターンシップ

　

以
上

12

日本語表現の基礎

学科共通科目

△文化研究の基礎
○哲学・思想の基礎
○近現代社会の成立と展開

心理学の基礎Ⅰ
心理学の基礎Ⅱ
ヘルスプロモーションの基礎
健康体力科学の基礎

　

以
上

12

△異文化間コミュニケーション

コース専門コア科目

△国際関係論Ⅰ
○実用外国語演習(英語・中国語)
○世界経済論Ⅰ
○地域交流史
△比較社会論
△比較文化研究
△比較文化論

　

以
上

30

8 以上

ヨーロッパ史研究Ⅰ

コース専門選択科目

ヨーロッパ史研究Ⅱ
ヨーロッパ史研究Ⅲ
アメリカ史研究
社会変動論
ヨーロッパ文化研究
ヨーロッパ思想研究
現代音楽芸術論
音楽学

8 以上

日本史基礎研究Ⅰ
日本史基礎研究Ⅱ
日本史研究Ⅰ
日本史研究Ⅱ
アジア史基礎研究Ⅰ
アジア史基礎研究Ⅱ
アジア史研究Ⅰ
アジア史研究Ⅱ
考古学研究
考古学基礎研究Ⅰ
考古学基礎研究Ⅱ
地域文化論Ⅰ
地域文化論Ⅱ

いずれ
か一つ
8 単位

欧米歴史・社会演習
日本史演習
東アジア文化演習
考古学演習

10
以
上

コア比較文化論

総合科学テーマ科目

コア地域交流史
○日本経済と社会

コア世界経済論Ⅰ
コア国際関係論Ⅰ
選択社会心理学
○運動文化論

健康行動論
地域健康福祉論

○グローバル社会論
△地域創生論

地域政策論Ⅰ
選択地域文化論Ⅰ

共生社会論
△メディア情報論

選択芸術文化論
情報社会と情報倫理
情報と職業
情報の数理
現象の数理
数学と社会
資源エネルギー論

△環境マネジメント
△環境倫理学

環境政策論Ⅰ
自然保護論
生態学Ⅰ

△総合科学実践プロジェクト
△総合科学特別講義

14 以上自由選択科目（学部全体か
ら選択可能）

90計
6卒業研究

131合計

＊○印は受講を特に推奨する科目、△印は受講を推奨する科目です。 ＊○印は受講を特に推奨する科目、△印は受講を推奨する科目です。 ＊○印は受講を特に推奨する科目、△印は受講を推奨する科目です。
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思想・文化研究パターンの名称
1大学入門科目

全学共通
教育科目

20
教養科目群
社会性形成科目群

14基盤形成科目群
35計
2基礎ゼミナール

必修

学部共通
科目

2キャリアプラン入門Ⅰ
2キャリアプラン入門Ⅱ
2
以
上

○科学と人間
選択必修 A

健康と福祉

4
以
上

△情報処理の基礎Ⅰ

選択必修 B

情報処理の基礎Ⅱ
△国際交流・協力体験
△基礎英語講読Ⅰ
△基礎英語講読Ⅱ
○実用外国語基礎演習Ⅰ
○実用外国語基礎演習Ⅱ

キャリアプラン
短期インターンシップ

　

以
上

12

日本語表現の基礎

学科共通科目

○文化研究の基礎
○哲学・思想の基礎
△近現代社会の成立と展開

心理学の基礎Ⅰ
心理学の基礎Ⅱ
ヘルスプロモーションの基礎
健康体力科学の基礎

　

以
上

12

△異文化間コミュニケーション

コース専門コア科目

△国際関係論Ⅰ
○実用外国語演習(英語・中国語)
△世界経済論Ⅰ
△地域交流史
○比較社会論
○比較文化研究
○比較文化論

　

以
上

30

8 以上

ヨーロッパ思想研究

コース専門選択科目

ヨーロッパ文化研究
英米言語研究Ⅲ
英米言語研究Ⅳ
英米文化研究Ⅰ
英米文学研究
英米文学講読Ⅰ
英米文学講読Ⅱ
社会心理学
社会変動論

8 以上

東アジア文化論
東アジア文化論講読Ⅱ
地域文化論Ⅰ
地域文化論Ⅱ
日本史研究Ⅱ
日本文学講読Ⅲ
日本経済論
地域経済論
デスクトップミュージック
現代音楽芸術論
芸術文化論
音楽学

いずれ
か一つ
8 単位

ヨーロッパ思想演習
ヨーロッパ文化演習
比較文化演習
東アジア文化演習

10
以
上

コア比較文化論

総合科学テーマ科目

コア地域交流史
日本経済と社会

コア世界経済論Ⅰ
コア国際関係論Ⅰ
選択社会心理学
○運動文化論

健康行動論
地域健康福祉論

○グローバル社会論
△地域創生論

地域政策論Ⅰ
選択地域文化論Ⅰ

共生社会論
△メディア情報論

選択芸術文化論
△情報社会と情報倫理

情報と職業
情報の数理
現象の数理
数学と社会
資源エネルギー論

△環境マネジメント
○環境倫理学

環境政策論Ⅰ
自然保護論
生態学Ⅰ

△総合科学実践プロジェクト
△総合科学特別講義

14 以上自由選択科目（学部全体か
ら選択可能）

90計
6卒業研究

131合計

10
以
上

コア比較文化論

総合科学テーマ科目

コア地域交流史
日本経済と社会

コア世界経済論Ⅰ
コア国際関係論Ⅰ
選択社会心理学
○運動文化論

健康行動論
地域健康福祉論

○グローバル社会論
△地域創生論

地域政策論Ⅰ
選択地域文化論Ⅰ

共生社会論
△メディア情報論

選択芸術文化論
情報社会と情報倫理
情報と職業
情報の数理
現象の数理
数学と社会
資源エネルギー論

△環境マネジメント
△環境倫理学

環境政策論Ⅰ
自然保護論
生態学Ⅰ

△総合科学実践プロジェクト
△総合科学特別講義

14 以上自由選択科目（学部全体か
ら選択可能）

90計
6卒業研究

131合計

文学・語学研究パターンの名称
1大学入門科目

全学共通
教育科目

20
教養科目群
社会性形成科目群

14基盤形成科目群
35計
2基礎ゼミナール

必修

学部共通
科目

2キャリアプラン入門Ⅰ
2キャリアプラン入門Ⅱ
2
以
上

○科学と人間
選択必修 A

健康と福祉

4
以
上

△情報処理の基礎Ⅰ

選択必修 B

情報処理の基礎Ⅱ
△国際交流・協力体験
△基礎英語講読Ⅰ
△基礎英語講読Ⅱ
○実用外国語基礎演習Ⅰ
○実用外国語基礎演習Ⅱ

キャリアプラン
短期インターンシップ

　

以
上

12

○日本語表現の基礎

学科共通科目

△文化研究の基礎
○哲学・思想の基礎

近現代社会の成立と展開
心理学の基礎Ⅰ
心理学の基礎Ⅱ
ヘルスプロモーションの基礎
健康体力科学の基礎

　

以
上

12

○異文化間コミュニケーション

コース専門コア科目

△国際関係論Ⅰ
○実用外国語演習(英語・中国語)
△世界経済論Ⅰ
△地域交流史
△比較社会論
○比較文化研究
○比較文化論

　

以
上

30

8 以上

日本文学研究Ⅰ

コース専門選択科目

日本文学研究Ⅱ
日本文学講読Ⅰ
日本文学講読Ⅱ
日本文学講読Ⅲ
東アジア文化論講読Ⅰ
東アジア文化論講読Ⅱ
日本言語概説Ⅰ
日本言語概説Ⅱ
日本言語研究Ⅰ
日本言語研究Ⅱ

8 以上

ヨーロッパ思想研究
ヨーロッパ文学研究
英米文学研究
英米文学講読Ⅰ
英米文学講読Ⅱ
英米文化研究Ⅰ
英米文化研究Ⅱ
英米言語研究Ⅰ
英米言語研究Ⅱ
英米言語研究Ⅲ
英米言語研究Ⅳ
現代英語研究Ⅰ
現代英語研究Ⅱ
現代英語研究Ⅲ
現代英語研究Ⅳ

いずれ
か一つ
8 単位

ヨーロッパ文学演習
英米文学演習
日本文学演習
英米言語演習
比較文化演習
日本言語演習

＊○印は受講を特に推奨する科目、△印は受講を推奨する科目です。 ＊○印は受講を特に推奨する科目、△印は受講を推奨する科目です。
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Ⅰ．心理・健康コースとは

　　キーワードは「健康・心理・身体・スポーツ」です。心理・健康コースでは，心と体，それを取り巻く

生活・文化・社会環境の諸問題に対して，心理学とスポーツ科学の二つの領域からアプローチし，それぞ

れの専門性を高めるとともに，人間の心と体の健康を総合的に思考する能力を身につけることを目指しま

す。

Ⅱ．教育目標

　　心理・健康コースでは，人間の健康な生活や社会づくりに向けた諸問題を，人間行動と社会環境という

視点から広く学際的な視野に立って理解し，現実の課題と関連づけて実践的に処理する能力を身につけさ

せることを教育目標としています。具体的には・・・

　①　人間の心の仕組みについて心理学的に理解し，心理現象一般および心と関連する健康について研究お

よび評価・相談できる能力を身につける。

　②　人間の体の仕組みと働きについて生理学や解剖学を中心に理解し，健康に関わる身体の諸問題につい

て分析・評価できる能力を身につける。

　③　人間の健康行動を生活環境・文化環境・社会環境との関係性から捉え，地域における健康的な暮らし

や「町づくり」を企画・経営・評価できる能力を身につける。

　　心理・健康コースの授業は，心の働きとその仕組みを個人・集団・社会との関わりで探求する心理学と，健

康体力づくりに関わる科学的・実践的アプローチであるスポーツ科学の二領域から構成されており，自分

の興味にあわせたテーマごとに学ぶことができます。

　　知覚心理学，社会心理学をはじめとする心理学諸分野，運動生理学，スポーツ社会学などのスポーツ科

学諸分野の基礎的な知識を体系的に学ぶとともに，心理学実験実習，スポーツ科学実験実習などをとおし

て基礎的なスキルを習得します。さらに，社会福祉に関する科目など，その周辺諸科学の知識を身につけ

ることによって，理論と実践の両面を兼ね備えた学際的視点から，その成果を全人的な健康増進に生かし，

教育・福祉・産業などの分野で，人々の心と体の健康生活を総合的に支援できる人材を養成します。

Ⅲ．履修上の要望事項

　【コース専門コア科目について】

　　コース基礎知識として「知覚心理学」「社会心理学」「コミュニティ心理学」「運動生理学」「スポーツ社

会学」「スポーツマネジメント」「健康教育学」が開設されています。また，コース基礎研究法として「行

動統計学」「人間行動研究法」があり，ゼミナールや卒業研究に向けた基本的な統計処理の手法を学びます。

コース専門コア科目は１０単位以上が必要で，２年生で履修することが望まれます。

 

受　入　可　能　数コ　ー　ス　名学　　科　　名

６０　　名心 理 ・ 健 康人 間 文 化
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　【コース専門選択科目について】

　　「心理・健康ゼミナールⅠ（前期）およびⅡ（後期）」は必修科目で３年生で履修します。ⅠからⅡへと

段階的に履修し卒業研究に引き継がれるもので，原則として同一教員のゼミナールと卒業研究をひとまと

まりで履修してください。ゼミナールの受講者調整は２年生の後期に行います。

　　その他のコース専門選択科目は，自分の興味や将来の進路にあわせて選択し，ゼミナールとあわせて３２

単位以上履修します。

　　総合科学テーマ科目（１０単位以上），および自由選択科目（１４単位以上）は，各自の興味や進路を十分

に考慮して総合的な視点から履修してください。

　【取得資格について】

　　心理・健康コースでは次の資格取得ができます。取得を希望する場合は第Ⅲ章および以下の補足説明を

参照し，履修計画を立ててください。

　①　認定心理士（㈳日本心理学会）について

　　　この資格は，心理学の専門家としての職務を遂行するために必要な最小限の標準的基礎学力と技能を

修得していると認定された人に対して与えられる資格です。ただし，専門職を遂行することを想定した

ものではありません。

　　　「教育心理学」は進級条件や卒業条件の単位としては認められませんが，認定心理士資格の取得のため

の単位としては認められます。

　②　中学校・高等学校「保健体育」教員免許の履修クラスについて

　　　２年次のコース配属から，中学校・高等学校「保健体育」教員免許の取得希望者を履修クラスに編成

し，担当教員がついて履修指導します。また，専門科目における地域実習（ウェルネス・プロジェクト

実習等）では教員免許取得のために，受け入れ先は学校関係や競技団体等に限定されます。また，履修

クラスでは，２年から３年間，保健体育教育の学生ゼミを授業以外で行い，指導実践力を高めていきます。

　③　健康運動指導士養成クラスについて

　　　２年次のコース配属から，健康運動指導士養成クラスを編成し，指導教員を置き，資格取得のための

サポートを行います。

　④　（公財）日本体育協会の公認スポーツ指導者資格に関して，次のコースが承認されています。

　　　・共通科目Ⅰ＋Ⅱ（講習・試験免除）コース

　　　・アシスタントマネジャー（講習免除）コース

　　　・ジュニアスポーツ指導員（講習免除）コース
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Ⅰ．公共政策コースとは

　　本コースは，社会科学のうち，法律学，政治学，経済学，並びに経営学の基盤となる知識を習得した上

で，現代社会が抱える様々な問題に対して，公共政策的観点から解決策を提示できる能力を身につけるこ

とを目指します。

Ⅱ．教育目標

　　持続可能な社会を創生することに貢献できる人材を養成するために，専門の講義，演習，実習などの履

修を通じて以下のような教育目標を追求していきます。

　１）法律学，政治学，経済学，経営学という社会科学の四分野の基礎能力の習得

　２）法律学，政治学，経済学，経営学という社会科学の四分野を，総合的・融合的に理解する能力の習得

　３）上記１），２）の能力を基礎として，現代社会が直面している具体的な課題に対し，公共政策的観点か

らの解決策を提示，実行できる能力の習得

　　また本コースでは，社会科学を総合的・融合的に理解する能力を習得できるように，各分野間に単位修

得上の垣根を設けておりません。さらに公共政策の基礎能力を習得できるよう，「公共政策論」を開講（平

成２７年度からは公共政策学Ⅰ・Ⅱを開講）しています。

Ⅲ．履修上の要望事項

　１）演習（ゼミナール）について

　　　本コースのカリキュラムの中核は，３・４年次に開講される「演習」（ゼミナール）です。所属する演

習によって専攻が確定し，原則として演習担当教員の指導の下に，専門についての学習が深められ，卒

業研究が行われます。２年生後期に演習の所属が決定されますが，できるだけ早い時期にどの演習を選

択するのが自分にとってふさわしいか，関係各教員と十分に相談の上，慎重に検討してください。

　　　具体的には以下の演習が開講されます。

　　　公共政策演習ⅠＡ：３年次配当の法律・政治学系演習

　　　公共政策演習ⅡＡ：４年次配当の法律・政治学系演習

　　　公共政策演習ⅠＢ：３年次配当の経済・経営学系演習

　　　公共政策演習ⅡＢ：４年次配当の経済・経営学系演習

　　　なお，４年次には所属する演習の担当教員の指導の下，卒業研究（卒論）を作成します（６単位・必修）。

　２）その他

　　　全学共通教育科目でも法律学，政治学，経済学，経営学の授業が多数開講されています。これらの授

業科目を履修しておかないと公共政策コースの専門科目として開講される科目を受講できないわけでは

ありませんが，当然両者は関連していますので，自分の関心の分野がある程度絞れてきたのなら、全学

共通教育科目の授業でもその関心分野に沿ったテーマの授業の履修を心がけてください。

受　入　可　能　数コ　ー　ス　名学　　科　　名

８０　　名公 共 政 策社 会 創 生
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Ⅰ．地域創生コースとは

　　キーワードは「まちづくり・地域づくり」です。実際のまちづくり活動に関わりながら，現代社会を，

社会学，文化人類学，地理学，言語学，情報，芸術の視点で総合的・重層的に捉え，表現し，創造できる

人材を養成することを目指しています。

Ⅱ．教育目標

　　グローバリゼーションが進行するなか，産業空洞化や経済的不均衡の拡大，少子高齢化やコミュニティ

の変質，ICT 社会の問題など，現代の地域社会は多くの問題に直面しています。これらの問題の改善や解

決に向けて，的確な判断と柔軟な発想に基づき，ICT（Information and Communication Technology）に関す

る知識とスキルを身につけた文理融合型「まちづくり・地域づくり」政策を，積極的に推進する人材を養

成することを目標にしています。

　　そのためには，以下に掲げる４つの能力が重要であると考えています。

　①　統計データの活用と分析，GIS（地理情報システム）を用いた空間解析など，高度な社会情報処理能

力（GIS 学術士）

　②　地域社会の現場におけるフィールドワークを重視し，調査の企画・設計から，インタビューやアンケー

トの実施，報告書の作成，プレゼンテーションに至るトータルなプロセスをこなせる能力（社会調査士）

　③　情報処理のための数学的・言語学的アプローチを身につけ，地域づくりに活用できる能力（言語処理・

プログラミング）

　④　コンテンツクリエーターとして論理的な思考能力とともに，それを芸術的に表現する能力（コンテン

ツクリエーター）

　　本コース在学生には，上記のうちの少なくとも１つの能力をコアに，複数の能力を横断的に身につけて

もらいたいと考えています。

Ⅲ．履修上の要望事項

　【卒業研究について】

　　地域創生コースでは，卒業研究が必修になっています。３年生時に指導教員の希望を取り，最終的には

４年生時に指導教員を決定します。教員のアドバイスを参考にしながら，体系的な履修計画を心がけてく

ださい。

　　卒業研究は，卒業論文または卒業制作のどちらかになります。卒業研究を指導する教員ごと異なります

ので，指導教員に相談してください。

受　入　可　能　数コ　ー　ス　名学　　科　　名

５５　　名地 域 創 生社 会 創 生
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　【プログラムについて】

　　本コースでは，複数の科目を体系的に受講してもらうことで，教育目標の４つの能力を身につけてもら

いたいと考えています。これらの科目は，学部共通科目，学科共通科目，コース専門コア科目，コース専

門選択科目，総合テーマ科目にまたがっています。各自，自分なりの履修計画を立ててください。

ま ち づ く り ア ー ト プ ロ ジ ェ ク ト

以下の５科目の受講生がグループを作りプロジェクト研究を遂行。どれかを受講することで，学年を越え

たメンバーで構成されるプロジェクトを経験できます。

アート創生プロジェクト　　　１後（学科共通科目）

情報創生プロジェクト　　　　２後（コース専門コア科目）

芸術創生基礎演習　　　　　　３・４前（選択必修）

環境アート　　　　　　　　　２・３・４後（コース専門コア科目）

（大学院プロジェクト研究　　　前後）

社 会 調 査 士

社会調査士の資格取得。社会調査士認定機構により認定されたＡ〜Ｇの中から６科目を受講する必要があ

る（詳しくは便覧の社会調査士の項目を参照）。調査設計から実査・フィールドワークを通じての報告書作

成といった一連社会調査に必要な能力が身につく。認定科目は年度ごとに変わるので，申請の際には必ず，

社会調査士認定機構の HP を参照すること

Ａ「地域調査法ⅠＡ・Ｃ・Ｄ・Ｆ」　　　　２・３前（コース専門選択科目）

Ｂ「地域調査法ⅡＡ・Ｃ・Ｆ」　　　　　　２・３後（コース専門選択科目）

Ｃ「情報処理の基礎Ⅰ」　　　　　　　　　１後（学部共通科目）

Ｄ「社会統計学Ⅰ」　　　　　　　　　　　２前（コース専門コア科目）

Ｅ「社会統計学Ⅱ」　　　　　　　　　　　２後（コース専門選択科目）

Ｆ「地域調査法ⅠＥ」　　　　　　　　　　２・３前（コース専門選択科目）

Ｇ「地域調査演習Ａ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ」　　２・３通年（コース専門選択科目）

調 査 実 習 （ フ ィ ー ル ド ワ ー ク ）

「地域調査法」は調査に必要な基礎的な理論や分析手法を身につけるための授業で，「地域調査演習」その

応用と実践（フィールドワーク）にあたります。授業は一体として運営され，それぞれＡ〜Ｈの８科目あ

り，原則として担当する教員によって特色ある内容から構成されます。

地域調査法ⅠＡ〜Ｈ　　　２・３前（コース専門選択科目）

地域調査法ⅡＡ〜Ｈ　　　２・３後（コース専門選択科目）

地域調査演習Ａ〜Ｈ　　　２・３通年（コース専門選択科目）
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G I S 学 術 士

GIS 学術士の資格取得。日本地理学会より認定されたＡ〜Ｄに対応する科目を受講する必要がある（詳し

くは便覧の GIS 学術士の項目を参照）。地理情報をコンピューターで系統的に取得・構築，管理，分析，

総合，表示・伝達することに関わる能力が身につく。対応科目は，年度ごとに多少の変動があるので，申

請の際には必ず日本地理学会の GIS 学術士の HP を参照すること

Ａ：情報科学　　　　　　　１前（全学共通科目・必修）

Ｂ：空間情報論Ⅰ　　　　　２・３・４後（コース専門選択科目）

Ｃ：空間情報論Ⅱ　　　　　３・４前（コース専門選択科目）

Ｃ：地域調査演習Ｂ・Ｇ　　２・３通年（コース専門選択科目）

Ｄ：地域総合演習　　　　　３・４通（コース専門選択科目）

プ ロ グ ラ ミ ン グ

コンピューターに，自分の意図した情報処理を行わせるスキルが習得できる

情報処理の基礎Ⅱ　　　　　　１後（学部共通科目）

情報総合プログラミングⅠ　　２後（コース専門選択科目）

映像情報プログラミングⅠ　　２後（コース専門選択科目）

（さらに高度な能力を求めるなら）

情報総合プログラミングⅡ　　３前（コース専門選択科目）

映像情報プログラミングⅡ　　３前（コース専門選択科目）

言 語 の 調 査 と 分 析

言語の実証的研究に必要となるデータ調査方法と分析手法を学ぶ

言語情報処理研究Ⅰ　　　　　２後（コース専門選択科目）

日本言語研究Ⅰ　　　　　　　２・３・４後期（コース専門選択科目）

日本言語研究Ⅱ　　　　　　　２・３・４後期（コース専門選択科目）

言語情報処理研究Ⅱ　　　　　３前（コース専門選択科目）

情報総合プログラミングⅡ　　３前（コース専門選択科目）

地 域 ・ 空 間 づ く り プ ロ ジ ェ ク ト

地域構造を政策・経済の視点から理論的に把握し，GIS により空間的に図示する能力が身につく。

地域政策論Ⅰ　　　　　　　　２・３前（コース専門コア科目）

空間情報論Ⅰ　　　　　　　　２・３・４後（コース専門選択科目）

地域構造論　　　　　　　　　２・３・４後（コース専門選択科目）

地域経済論　　　　　　　　　２・３前（コース専門選択科目）
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　【コース専門選択科目】

　　「地域調査法」と「地域調査演習」は実務能力の養成を重視する本コースの教育の中核となる科目の一つ

です。「地域調査法」は調査に必要な基礎的な理論や分析手法を身につけるための授業で，「地域調査演習」

はその応用と実践にあたります。両者は密接な補完関係にあり，授業は一体として運営されることになり

ます。それぞれＡ〜Ｈの８科目からなり，原則として担当する教員によって特色ある内容から構成されて

います。

　　「日本言語演習」「地域総合演習」の科目は，３・４年次での重複履修（単位の読み重ね）が可能です。３

年生前期，後期，４年生前期，後期と，最大８単位（２単位×４回）履修することが可能です。

地域社会をみる視点（見えないものを見る力）

ミクロ・マクロと視点を移しながら，社会を見る基礎的な視点を身につけることが出来るようになる。

社会学の基礎Ⅰ・Ⅱ　　　　　１・２後（学科共通科目）

社会変動論　　　　　　　　　２・３前（コース専門コア科目）

社会理論　　　　　　　　　　２・３前（コース専門選択科目）

地 域 文 化

地域を比較文化的な視点から分析できるようになる

地域文化論Ⅰ　　　　　　　　２・３前（総合科学テーマ科目）

比較社会論　　　　　　　　　２・３後（総合科学テーマ科目）

グローバル社会論　　　　　　３・４前（総合科学テーマ科目）

地 域 ネ ッ ト ワ ー ク

地域社会をネットワーク，コミュニケーションの視点から分析，把握出来るようになる

情報と職業　　　　　　　　　３・４後（コース専門選択科目）

情報社会と情報倫理　　　　　３・４前（コース専門選択科目）

福祉情報論　　　　　　　　　３・４後（コース専門コア科目）

コンテンツクリエーター

効果的に表現する手法を習得し，ネットワークを通じて発信するスキルを身につける。

アート表現の基礎　　　　　　２・３・４前（コース専門選択科目）

映像デザイン　　　　　　　　２・３・４前（コース専門選択科目）

メディア情報論　　　　　　　２・３・４後（コース専門選択科目）

Web デザインⅠ　　　　　　　２前（コースコア科目）

Web デザインⅡ　　　　　　　３前（コース専門選択科目）
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Ⅰ．環境共生コースとは

　　環境共生コースでは「生命・環境・共生」をキーワードとして，生命現象や生物と環境の関係・環境問

題について広い視野を持ち，かつ生命科学および環境化学の分野における深い知識を持って，社会の様々

な分野でそれを活用できる人材の育成を目標としています。そのために広い分野からの授業科目を用意し

ています。環境共生コースの学生は，２年次の冬に所属研究室（指導教員）を決定し，３年次から各々の研

究室に所属します。

Ⅱ．教育目標

　　本コースでは生命科学および環境化学を基本としたカリキュラムを編成しています。また社会創生学科

の特徴である総合性を活かし，人文系・社会系の科目も受講できるようになっています。これらの科目を

履修することで，「生命・環境・共生」に対して十分な知識と理解が身につくような教育を用意しています。

環境共生コースでは，授業・演習・実験・セミナー・卒業研究を通じて，自然環境と共生した持続可能な

社会作りに貢献できる人材の養成を目指しています。

Ⅲ．履修上の要望事項

　【学部共通科目について】

　　学部共通科目には，必修科目である少人数制の「基礎ゼミナール」，総合的・融合的思考を身につけるた

めの「選択必修Ａ」，総合科学教育の基盤となる技能の養成を目指す「選択必修Ｂ」があります。環境共生

コースに進学を希望する場合は「選択必修Ｂ」の科目では，情報科学の基礎を身につけるため１年次の

「情報処理の基礎Ⅰ」，科学英語に慣れるために２年次の「基礎英語講読Ⅱ」の科目を履修しておくと良い

でしょう。

　【学科共通科目について】

　　学科共通科目では，現代の社会のさまざまな問題について学ぶための基礎知識の習得を目指しています。

そのため，公共政策，地域社会分析，環境などの問題を学ぶために必要な社会科学，自然科学の科目を提

供しています。必修科目としては社会創生学や経済学，社会学，生命科学などがあります。選択必修科目

の「生命科学基礎実験」は，生命科学分野の基礎的な実験を行うものですので，環境共生コースを希望す

る学生は，１年次で必ず履修してください。１年次の終わりに環境共生コースへの希望者が定員の３０名を

超えた場合は，「生命科学基礎実験」を履修していた学生の希望が優先的に取り扱われます。また化学の基

礎，文系数学の基礎の履修も勧めます。

　【コースコア科目ついて】

　　コースコア科目では，おもに環境に関した科目を学びます。環境政策学・環境倫理学といった社会系の

受　入　可　能　数コ　ー　ス　名学　　科　　名

３０　　名環 境 共 生社 会 創 生
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科目や，生態学・自然保護論といった理系の科目から構成されています。ここで学ぶ科目は環境共生コー

スのカリキュラムの中心となる科目ですので，なるべく多くの科目を履修することを勧めます。

　【コース選択専門科目について】

　　コース選択科目ではこれまで学んできた内容の上に，さらに深く掘り下げた内容の学習を行います。こ

こには生化学や細胞情報学，系統分類学などの生命科学系の科目や，分析化学や有機化学などの化学系の

科目，社会系の科目，そして環境共生実験，環境共生セミナーなど多くの科目が含まれます。さまざまな

分野の科目がありますが．教員と相談するなどして，卒業研究や将来自分が進みたい分野で必要な科目を

積極的に履修してください。なお生命科学系の科目の多くでは，同じ教科書（Essential細胞生物学・南江堂）

の内容に沿って講義をしますので，購入しておくと良いでしょう。

　【履修パターンについて】

　　環境共生コースで履修する分野は非常に広範囲です。すべての分野の科目を履修することは不可能です

が，自分の進みたい分野の科目は過不足なく履修する必要があります。ここでは環境共生コースで学ぶこ

とができる代表的な研究分野と，コースコア科目，コース選択科目，総合科学テーマ科目，自由選択科目

などから各研究分野で必要とされる科目を簡単に紹介します。なお，ここで紹介されている履修パターン

の複数を選択することも可能です。さらに詳しい履修パターンに対する質問は，直接教員にお願いします。

　・履修パターン１

　　　生命現象のしくみの基礎に興味のある人向けです。科目としてはコース選択科目の「生化学」，「発生

学」，「分子生物学」，「適応進化学」などを履修しましょう。

　・履修パターン２

　　　生態系やフィールドワークに興味のある人向けです。コースコア科目の「生態学Ⅰ」，「自然保護論」，

コース選択科目の「生態学Ⅱ」，「系統分類学」などを履修しましょう。

　・履修パターン３

　　　環境中や食料品に存在する物質，あるいは微生物が作り出す物質が生物に対して与える影響に興味の

ある人向けです。コース選択科目の「物質作用・影響評価」，「活性物質生理学」，「機能物質作用学」，「生

体物質影響学」などの科目を履修しましょう。

　・履修パターン４

　　　環境との共生を目指すアプローチとして生物資源由来の化合物，物質の循環，環境の分析に興味のあ

る人向けです。コース選択科目の「生物有機化学」，「天然物化学」，「環境機器分析化学」などと化学系

基礎科目および自由選択科目として総合数理学科から提供される「化学基礎実験」，「有機化学Ⅱ」や化

学系の講義も積極的に履修しましょう。
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Ⅰ．数理科学コースとは

　　数理科学コースでは，数学や情報科学の教育研究を通して数理科学的思考能力を身に付け，一般職や公

務員をはじめ教育，開発，研究，金融，情報関連分野などあらゆる業種・職種で活躍できる柔軟な発想と

抽象的・論理的思考ができる人材の育成を目的としています。そして，卒業後には地域社会や国際社会の

中で指導的な役割を果たすことができる人へと成長していけるような人材の育成を目指しています。

Ⅱ．教育目標

　　上記教育目的を達成するために，教育課程の中で以下の能力を備えた人材を育成することを目指してい

ます。（　）内は，目標を実現するための授業科目等です。

　【総合的能力】

　１．広い視野，深い教養，豊な人間性（共通教育）

　２．しっかりとした職業観，自己責任の観念，高い倫理観（学部共通）

　３．相手の言うことを正確に聞きとり，自分の考えを適切に伝えることができる（基礎ゼミ，キャリアプ

ラン入門Ⅱ，演習科目全般，卒業研究）

　４．主体的に問題を発見，設定し，解決に導くことができる（基礎ゼミ，キャリアプラン入門Ⅱ，卒業研

究）

　５．問題とその解決方法，および，解決結果を明確かつ論理的に表現できる（基礎ゼミ，キャリアプラン

入門Ⅱ，演習科目全般，卒業研究）

　６．生涯にわたり自発的に学習する意欲をもつ（基礎ゼミ，キャリアプラン入門Ⅱ，卒業研究）

　【専門的能力】

　　専門的能力は１年次から２年次にかけての期間で学習する基礎的な内容（主に学科共通科目やコースコ

ア科目）と２年次から４年次にかけての期間で学習する発展的な内容（主にコース選択科目）それぞれに

対して目標を設けています。

　【１年次から２年次にかけて学習する基礎的な内容】

　１．外国語（英語）が基礎的なレベルで読み書きできる（共通教育）

　２．微分積分学，線形代数学など数学の基礎を十分に理解している（数理科学の基礎，微分積分・演習，

線形代数・演習，数学基礎，代数基礎，複素解析）

　３．情報機器の仕組を理解し，基本的な操作方法を習得して，情報の収集，整理，発信に活用できる（情

報科学，プログラミング演習Ⅰ，計算機概論，情報数学）

　４．自然，社会，工学などにおける諸現象，諸問題を数理モデルとして定式化し，解析することができる

（微分方程式） 

受　入　可　能　数コ　ー　ス　名学　　科　　名

３５　　名数 理 科 学総 合 理 数
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　【２年次から４年次にかけて学習する発展的な内容】

　　数理科学コースではコース選択科目の取り方によって数学を中心に学習するカリキュラムと情報科学を

中心に学習するカリキュラムが作成可能です。

　　数学を中心に学習する場合は，普遍的な代数，幾何，解析の数理構造を学術的文献などを利用しなが

ら以下に気をつけて学習します。

　１．数学の諸概念の発展を学び，文化としての数学の重要性を理解する

　２．数学の言語としての側面を理解し，数学記号を使いこなせる

　３．代数学，解析学，幾何学，確率・統計について，その理論体系を十分に理解している（代数学，解析

学，幾何学，確率・統計）

　４．基本的な数学の定理を用いて演習問題が解ける

　５．数学の文献を読みこなし，厳密な定義から証明の論理展開を正確に追うことができる（数理科学演習，

卒業研究）

　　情報科学を中心に学習する場合は，コンピュータによる応用数理（問題解決法）や情報関係技術とそ

の応用を以下に気をつけて学習します。

　１．計算機構造，データ構造，アルゴリズムなど，情報科学の基礎技術を身につけている（計算機概論，

プログラミング演習Ⅱ，データベース基礎論，情報の数理）

　２．情報システム管理，情報システム構築に関する基礎知識を修得している（データベース基礎論，最適

化論，情報の数理）

　３．情報の計測や制御分野への応用力を修得している（制御概論）

　４．コンピュータグラフィックスの基礎技術を修得している（コンピュータグラフィックス基礎論）

　５．問題を抽象化する能力，および，適切なデータ構造，アルゴリズムなどの選択能力を身につけている

（情報科学演習，卒業研究）

　６．初学者（中・高生など）に情報機器の利用方法を指導できる

Ⅲ．履修上の要望事項

　　数理科学コースの提供する専門科目は十分に余裕のある構成になっています。したがって，履修科目を

考える際に，数学に重点を置いた履修，情報科学に重点を置いた履修，あるいはそれらを総合した履修な

ど，各個人が希望する履修方法が考えられます。コース教員のアドバイスを参考にしながら，系統的な履

修計画を心がけてください。

　【１年次で履修することが望ましい科目】

　１．学部共通科目：情報処理の基礎Ⅰ

　　　学科共通科目：数理科学の基礎Ⅰ，Ⅱ，物理科学の基礎，化学の基礎，生命科学の基礎，地球科学の

基礎

　２．高校数学Ⅲ・Ｃを履修していない学生は全学共通教育の大学入門科目群「高大接続科目（数学）」，高

校物理を履修していない学生は全学共通教育の大学入門科目群「自然科学入門（物理学）」
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Ⅰ．物質総合コースとは

　　物理学・化学・地球科学など自然科学は個別的なものではなく，互いに密接な関連を持っています。従っ

て，特定の分野に偏ることなく，幅広く自然科学の基礎を身につけ，自然科学に関係する様々な場で活躍

できる幅広い基盤的素養を身に付けた上で専門性を高めていくことを目標とします。

Ⅱ．教育目標

　　物質総合コースで勉強する学生は，基盤となる専門分野の学力を高めながら，幅広い視野に立った自然

科学の発展に貢献することを学びます。狭い専門領域にとらわれずに，物理学，化学ならびに地球科学に

関する基礎を学び，物質科学関連領域の基礎的学力と専門的素養を身につけます。これらの勉学を通じて，

次のような人材の育成を目指します。

　①　物質科学を総合的に理解するために基盤分野の専門性を高める。

　②　さまざまな科学技術分野における種々の問題に対して柔軟に対応できる。

　③　広い視野を有し，基盤的な分野はもちろん，応用的な分野にも進出可能な知識を身につける。

Ⅲ．履修上の注意事項

　【学科共通科目について】

　　学科共通科目は，総合理数学科の学生にとって大切な，各分野の基礎的な講義ならびに実験・演習から

構成されており，物質総合コースに所属する学生にとっては，特に重要な科目が多く含まれています。し

たがって，１２単位以上という必要最低単位数に留まらずに，できるかぎり多くの分野にわたって履修する

ことが望まれます。

　【コース専門コア科目】

　　コース専門コア科目は，物理学・化学・地球科学それぞれの専門性を高めるための基礎となる科目であ

り，できるかぎり多くの分野にわたって履修することが望まれます。

　【コース専門選択科目】

　　コース専門選択科目は，物理学・化学・地球科学それぞれの専門性をより高めるために必要な科目です。

　　物　理　系：力学Ⅱ，電磁気学Ⅱ，熱統計力学Ⅱ，放射線科学，量子力学Ⅱ，物性科学，量子物質科学，

宇宙科学，物理学実験Ⅰ・Ⅱ

　　化　学　系：無機化学Ⅱ，有機化学Ⅱ，物理化学Ⅱ，分子化学反応論，生物有機化学，環境機器分析化

学，天然物化学，化学実験Ⅰ・Ⅱ

　　地球科学系：地球表層構造形成論，物質構造解析学，環境地質学，地球科学実験Ⅰ・Ⅱ

受　入　可　能　数コ　ー　ス　名学　　科　　名

４５　　名物 質 総 合総 合 理 数
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　【自由選択科目】

　　社会創生学科で開設されている環境科学系の科目は，物質総合コースでの勉学に深く関連する科目があ

りますので，自由選択科目として積極的に履修してください。

　［１年次で履修することが望ましい科目］

　１．学科共通科目の，数理科学の基礎Ⅰ，物理科学の基礎，化学の基礎，地球科学の基礎，生命科学の基礎

　２．高校数学Ⅲ・Ｃを履修していない学生は，全学共通教育の大学入門科目群「高大接続科目（数学）」，

高校物理を履修していない学生は，全学共通教育の大学入門科目群「自然科学入門（物理学）」

　［教員免許状を取得する場合に履修することが望ましい科目］

　　本コースの授業科目の中で，次の科目を履修することが望まれます。

　　力学Ⅰ，電磁気学Ⅰ，熱統計力学Ⅰ，無機化学Ⅰ，物理化学Ⅰ，有機化学Ⅰ，分析化学Ⅰ，地球表層環

境論
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　総合科学部では，みなさんが充実した学生生活を送ることができるように，様々な支援体制をとっていま

す。以下では，そうした情報や学生生活を送る上での注意事項を紹介しています。よく目を通し，有意義な

学生生活を送るようにしてください。

　なお，学務部発行の『学生生活の手引』も併せてよく読んでおいてください。

学生への連絡方法／大学の連絡先

　みなさんに対する通知や連絡（講義室の変更，試験，休講，呼び出しなど）は，すべて掲示によって伝え

られます。常に所定の掲示板（全学共通教育については共通教育４号館１階，専門教育については総合科学

部１号館学務係前および１号館西側の外）を一日に一回は必ず見るようにして，自己に不利な結果を招かな

いように注意してください。また，総合科学部のホームページ（http://www.tokushima-u.ac.jp/ias/）や，学生

用教務事務システムにも主要な事項が掲載されています。

　大学への問い合わせや緊急連絡等が必要な場合には，総合科学部学務係まで連絡してください。

　◎総合科学部学務係（総合科学部１号館西棟１階）

　　TEL. ０８８−６５６−７１０８　　FAX.０８８−６５６−９３１４　　E-mail：skgakumk@tokushima-u.ac.jp

学生証の交付

　学生証は，本学の学生であることの証明ですから，常に携帯してください。学生証を所持していないと，

講義室，研究室，図書館，情報化推進センターなどの本学諸施設が利用できなかったり，証明書等の交付や
� ��������������

試験が受けられない場合があります。紛失した場合には，直ちに学生証汚損（紛失）届に写真（更新する場
� �����������������������������

合のみ）を添え，学務部教育支援課で再交付を受けてください（徳島大学学部共通細則第７条〜第１１条，

『学生生活の手引』関係諸規則参照）。

学生支援の体制

　総合科学部では，留学生・社会人・帰国子女・編入生を含むすべての学生の大学生活を支援する体制を組

織的に整えています。

　授業の履修や学習等の支援については「教務委員会」，学生生活の支援については「学生委員会」，将来の

進路や就職に関わる支援については「就職委員会」が中心になって担当しています。

　みなさんは２年次からいずれかの「コース」に所属することになりますが，各コースに教務委員（１名），

学生委員（１名），就職委員（１名）を配置しています（具体的には「コース担当教員一覧表」を見てくださ

い）。また，１年生については，「１年次指導教員」（教務委員１名，学生委員１名）を置いています（学務係

前の掲示板に指導教員名を掲示していますので確認してください）。何かわからないこと，気になることが

あれば，担当の教務委員・学生委員・就職委員の教員に遠慮なく相談してください。

　どこに相談してよいかわからないときは，総合科学部学務係に尋ねてください。 

３．学生生活の基本事項
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　オフィスアワー

　　　総合科学部の教員が，毎週決まった曜日・時間に研究室で皆さんの相談に応じています。また，相談

内容によっては，専門分野の先生方を紹介しています（詳しくは，総合科学部のホームページ，シラバ

スおよび各教員研究室のドアの表示をご覧ください）。

就職斡旋・就職情報

　将来の進路とキャリア教育

　　将来の進路（就職・進学）をどうするかは，学生生活で最大の課題です。就職・進学それぞれの進路に

は，それなりの準備と能力が求められます。早めに自分の将来設計（キャリアデザイン）を立て，その実

現に向けての努力も必要になります。

　　総合科学部では，そうした皆さんの将来設計を支援するキャリア教育プログラム『自らの就業力向上を

促す巣立ちプログラム』を，平成２３年度から工学部と共同で実施しています。巣立ちプログラムでは，１

年次の前期に「キャリアプラン入門Ⅰ」，後期に「キャリアプラン入門Ⅱ」という必修科目を履修すること

になります。これらの科目では，大学での学びの意義や方法を学修するとともに，社会人基礎力（人間力・

就業力）やキャリアデザイン設計について学びます。コース配属後の２年次以降も，「キャリアプラン」あ

るいは「短期インターンシップ」という授業科目を履修することもできますので，自らの専門分野を深め

る中で，将来設計の一助としてください。

　キャリア支援センター

　　就職に関する情報は，キャリア支援センター（共通教育４号館１階）で得ることができます。ここでは，

みなさんが将来の進路を考える参考になるように，全国の企業・事業所および公務員試験・教員採用試験

等の就職情報が整理されており，必要に応じて自由に閲覧できるようになっています。

　　また，キャリアカウンセラーが皆さんの相談に応じていますので，３・４年生のみならず１・２年生のみ

なさんも気軽に相談してください。一人で悩んでいるより相談するほうが，良い結論が導き出されること

はいうまでもありません。なお，キャリア支援センターには次のような資料等があります。

　　�企業からの求人票・会社概要

　　�地方別企業ガイドブック

　　�公務員等受験案内

　　�教員採用試験案内

　　�就職関係図書

　　�各種就職雑誌（日本経済新聞・受験ジャーナル・教職課程）

　　�卒業生の就職先一覧

　　�キャリア支援センターが発行している就活関連冊子等

　　�キャリア情報検索のためのパソコン，プリンター

　　�コピー機

　就職委員会

　　就職については，各コースの就職委員（教員）で組織する就職委員会を中心に，企業開拓，情報収集，

就職説明会・講演会，就職相談，助言指導，進路調査などにあたっています。就職委員は皆さんの進路選
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択へのアドバイスも行っていますので，将来設計についても積極的に相談してください。就職は人生の一

大選択です。家族や指導教員，就職委員，あるいはキャリア支援センターの職員やキャリアカウンセラー

などともよく相談しながら，悔いのない選択をしてください。

　　なお，民間企業を中心とした就職ガイダンスやセミナー，企業説明会，求人紹介などは，全学組織であ

る「キャリア支援センター」を中心に実施していますが，総合科学部就職委員会ではこのほかに，総合科

学部学生にニーズが高い公務員や教員などの試験対策や卒業生との懇談会なども行っています。早い段階

からこうした取組に積極的に参加し，自らの意識を高めるように心がけてください。

　就活サポート室

　　総合科学部では独自に就活サポート室を設けており，キャリアコーディネーターが県内において求人開

拓を行っています。就活のワンポイントアドバイスを始め，県内・四国内企業就職希望者への情報提供，

経済・雇用状況についての分析もしています。

　　就活サポート室で得られた情報は，各コースの就職委員を通じて掲示されますのでご覧ください。

　　また就活サポート室ではみなさんの就職相談，企業紹介，履歴書・エントリーシートの書き方，添削指

導，企業研究，面接方法と言った個人指導も行っています。

　　３年生後期になって実際の就職活動が始まってみると戸惑う人も多いのですが，ベテランキャリアコー

ディネーターの助言は有益です。少しでも就職活動を有利に進めるために就活サポート室を活用してくだ

さい。

　　また１・２年のみなさんも，将来に向けて役立つ情報を提供しておりますので立ち寄ってください。

定期健康診断

　毎年４月〜５月に健康診断を実施していますので，全員必ず受診してください。また，４年次学生で就職

活動などに必要な健康診断証明書は，定期健康診断受診者に対して保健管理・総合相談センター又は学務部

学生生活支援課で発行しています。発行日程等は掲示により通知します。

休学および退学の手続き

　１）休学の理由

　　　次の理由により，２か月以上就学できない場合，許可されれば休学できます。休学にあたっては保護

者（保証人）や指導教員と事前に十分に話し合ってください。休学願のほか，カッコ内の書類が必要で

す。休学願は学務係で随時受け付けます。

　　①　疾病又は負傷（医師の診断書）

　　②　学資の支弁が困難な場合（理由書）

　　③　災害等により修学困難と認められた場合（罹災証明書）

　　④　海外の教育・研究施設において修学する場合（受入先の証明書（写））

　　⑤　自主的な海外留学や長期海外生活体験のための休学（理由書及び指導教員等の意見書）

　　⑥　大学院における研究を継続するために必要な期間の休学（理由書及び指導教員等の意見書）

　　⑦　勤務の都合（理由書）（夜間主コース及び大学院各教育部の学生のみを対象とする）

　　⑧　出産又は育児に従事する場合（母子健康手帳の写し等）
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　　⑨　家族の看病又は介護をする場合（理由書）

　　⑩　公共的な事業に参加する場合（受入先の証明書（写））

　　⑪　その他，やむを得ない理由であると認められた場合（理由書及び指導教員等の意見書）

　２）休学にともなう授業料の免除　

　　　休学しようとする学期の前に休学が許可されれば，当該の学期中，授業料は発生しません。そのため

には学期の始まる１か月前までに休学願を提出してください。学期が始まってからの休学は一部または

全額の授業料が必要です。

　３）退学

　　　退学の場合は，退学願のほか，指導教員等の意見書が必要です。学務係で随時受け付けますが，学期

の途中での退学の場合は授業料が発生します。学期が始まる前に退学を許可されたい場合，学期の始ま

る１か月前までに退学願を出してください。授業料未納者の退学願は受理できません。

　　　退学にあたっては保護者（保証人）や指導教員と事前に十分に話し合ってください。

授業料納付および授業料免除

　１）授業料納付

　　　授業料は前期（４月から９月）分を４月末日までに，後期（１０月から翌年３月）分を１０月末日まで

に納入しなければなりません。

　　　なお，申出により，前期分納入の際，後期分も納入することができます。

　　　入学年の前期分授業料は，銀行窓口にて，本学専用の振込用紙を使った銀行振込となりますが，後期

分〜卒業までの授業料の納入方法として，本学では，「口座振替制度」を実施しています。口座振替制度

とは，指定金融機関（阿波銀行・三菱東京 UFJ 銀行・四国銀行・徳島銀行・ゆうちょ銀行）に開設され

た学生，保護者又は保証人名義の預金口座から，前・後期ごとに自動引落が行われる納入方法で，手数

料は不要です。

　　■注意事項

　　　①　授業料口座振替申込書は合格通知書に同封されています。

　　　②　正当な理由もなく納付を怠り，催告しても，なお，納付しない者は学則第２８条第２号により除

籍されます。

　２）授業料免除

　　　経済的理由により授業料の納付が困難で，かつ学業成績が優れていると認められる者などには，授業

料の全額または半額が免除されることがあります。授業料免除を希望する者は，学務部学生生活支援課

で申請書の交付を受け，所定の期間内に提出してください。

　　ア．授業料免除提出期日

　　　　前期分　３月上旬〜中旬（２月上旬に掲示）

　　　　後期分　９月上旬〜中旬（７月下旬に掲示）

　　イ．提出書類

　　　　①　授業料免除申請書　　②　家庭調書　　③　市町村長の証明した生計状況調査書

　　　　④　その他必要書類
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　　授業料免除の申請時には，経済的な理由だけでなく，学業成績も審査の対象となります。１年次学生

は高校の成績が３.５以上，２年次以降の学生は標準修得単位数（２年３２単位，３年６４単位，４年９６単

位以上）を取得したうえで，前年度までの学業成績が，学科の同学年で上位１／２以上であることが必

要です。成績の算出にあたっては，履修した科目の成績に単位数を掛けた値を合計し，総単位数で除し

た数値を用います。ただし，成績が６０点未満の場合や，履修届を出したにもかかわらず試験等を受けな

かった科目については「０点」とカウントされますので注意してください。
　

学術交流協定校等への交換留学および語学研修制度

　徳島大学は海外の大学と学術交流協定を結んでおり，協定校への交換留学制度を整えています（大学院生

対象分も含む）。また，さまざまな奨学金制度もあります。ここでは概要のみを示しますので，詳細は

　・国際課国際交流係（共通教育４号館１階，TEL ６５６−７０８２）

　・福田  スティーブ  利久  教員（英語圏の場合）steve@ias.tokushima-u.ac.jp

　・荒武達朗  教員（中国語圏の場合）aratake@ias.tokushima-u.ac.jp

に問い合わせてください。カルチャー・ラウンジ（１号館北棟２階）でも資料を閲覧できます。

　１．学術交流協定締結校への留学（長期＝セメスター留学，単位取得を目的とする）

　　　学術交流協定締結校へ交換留学をするためには，次の３点を満たすことが必要です。希望する学生は

計画的に準備をしておく必要があります。

　　１）グローバル人材育成学習プログラム（１１６頁参照）に登録すること

　　２）現地使用言語の充分な能力

　　　　英　語：以下に示すいずれかの検定試験の得点以上のスコアを持っていなければ派遣候補にはなれ

ません。また，高スコアを持っているほうが選考上有利です。

　　　　　　　　TOEIC　スコア５００，TOEFL　スコア４７０

　　　　　　　　（TOEIC IP，TOEFL は ITP Level １を基準とする）

　　　　中国語：HSK，中国語検定試験，TECC による資格に基づいて審査をします。未取得でも応募でき

ますが，上級，高スコアを持っているほうが有利になります。

　　３）応募時点での GPA２.６以上

　　　　（未満は派遣候補になれません）

　　　これらの条件を満たした上で，書類選考，面接により派遣が決定されます。なお，「外国留学願」は出

発の２ヶ月前までに国際課国際交流係に提出すること（短期留学の場合も提出する必要あり）。さらに長

期＝セメスター単位で留学する者は「留学に伴う履修計画書」を学務係に提出する必要があります。こ

れには単位認定を希望する科目などの情報を書き込みます。単位の認定については該当科目担当教員と

の事前の相談が必要です。また，留学により修得した単位の本学部での認定については，「１０留学及び

外国語技能検定試験による単位認定」（４７頁）を参照してください。

　　・学術交流協定締結校等と使用言語

　　　①　ルンド大学（スウェーデン）（英語）

授業料免除の申請基準は？
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　　　②　ダブリン・シティ大学（アイルランド）（英語）

　　　③　ビショップス大学（カナダ）（英語）

　　　④　ヴァレンシア大学＊（アメリカ合衆国）（英語）

　　　⑤　慶北大学校（韓国）（英語）

　　　⑥　復旦大学（中国）（中国語）

　　　⑦　武漢大学（中国）（中国語）

　　　⑧　南京大学（中国）（中国語）

　　　⑨　吉林大学（中国）（中国語）

　　　⑩　西安交通大学（中国）（中国語）

　　　⑪　嘉義大学（台湾）（中国語）

　　　⑫　プネー大学（インド）（英語）

　　　へのセメスター単位の留学が可能です。人数，締め切り時期については問い合わせてください。なお，

毎年複数回，留学制度の説明会を開催します。

　　　＊ヴァレンシア大学への留学は，ディズニー・ワールド（カリフォルニア州オーランド）でのインター

ンシップを含みます。英語でのジョブ・インタビューに合格する必要があります。

　　　＊協定校等へ長期留学する学生は，渡航日程の関係上，不都合があれば学部専門科目の定期試験を繰

り上げて受験できる場合があります。詳しくは学務係に問い合わせてください。

　２．語学研修制度（短期留学）

　　①　南イリノイ大学 Center for English as a Second Language（アメリカ合衆国）

　　　　派遣期間：８月〜９月（４週間程度）

　　　　募集期間：５月

　　　　費　　用：５０万円程度

　　②　オークランド大学 English Language Academy（ニュージーランド）

　　　　派遣期間：３月（３〜４週間程度）

　　　　募集期間：１０月〜１１月

　　　　費　　用：３０万円〜４０万円程度

　　③　モナシュ大学 English Language Centre( オーストラリア）

　　　　派遣期間：８月〜９月，３月（３〜４週間程度）

　　　　募集期間：５月，１０月〜１１月

　　　　費　　用：４０万円程度

　　④　復旦大学　国際文化交流学院（中国）

　　　　派遣期間：８月（４週間程度）

　　　　募集期間：５月

　　　　費　　用：２０万円程度

　　語学研修は事情により，おこなわれない年もあります。この他に，７月末〜８月初旬には慶北大学校で

「夏休み短期文化研修プログラム」（募集は４月〜５月頃）が，３月には台湾の育達科技大学を中心として「春

休み短期日本語教育・台湾文化研修」（募集は１２月頃）が行われる予定です。 
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　３．学術交流協定締結校への留学及び語学研修に対する援助

　　①　「徳島大学海外留学支援制度　徳島大学アスパイア奨学金」

　　　　派遣期間：１２ヶ月以内

　　　　奨学金額：アジア地域　月額６万円（最高）

　　　　　　　　　アジア地域以外　月額１０万円（最高）

　　　　応募締切：募集要項（国際センターホームページ http://www.isc.tokushima-u.ac.jp/ 内）による。

　　　　採　択　数（２０１３年度実績）：

　　　　　　　　　長期（３月以上１２ヶ月以内）　１０名程度

　　　　　　　　　短期（３ヶ月未満）　　　　　　９０名程度

　　②　「徳島大学学生後援会」による学生の海外派遣支援助成

　　　　派遣期間：２８日以上

　　　　奨学金額：大学院生　５万円

　　　　　　　　　学部学生　３万円　※１度の派遣につき１回限り

　　　　応募締切：随　時

　　③　JASSO（独立行政法人日本学生支援機構）奨学金

　　　　申請プログラムが採択された場合のみ。

　　　　２０１３年度は３名に支給（地域により月額６〜８万）

　　いずれも「外国留学願」を提出し，学長の許可を得る必要があります。また，本学及び他の機関から海

外留学に関わる他の奨学金による給付を受ける場合は，原則として対象となりません。上記以外に援助が

出る場合もありますので，国際課国際交流係に問い合わせてみてください。

　

　私費留学生が応募できる奨学金には下記のようなものがあります。

・日本学生支援機構による文部科学省外国人留学生学習奨励費

　申請時期：３月末〜４月初旬

・徳島大学国際教育研究交流資金による外国人留学生に対する奨学金事業

　申請時期：３月〜５月頃

・国内採用による国費外国人留学生制度

　申請時期：１０月

・各種民間財団による奨学金

　詳細については国際課国際交流係に問い合わせてください。

　　
　

奨学金制度

　人物・学業ともに優秀で，かつ経済的理由から就学が困難と認められる者には，選考の上，日本学生支援

機構から第１種奨学金（無利子貸与），第２種奨学金（有利子貸与）が貸与されます。ただし，学業成績が著

しく不良な者は，奨学金の貸与が停止になることがあります。

徳島大学への留学生のための奨学金制度
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　これ以外にも，地方公共団体および民間奨学会による奨学金制度があります。募集等の条件は，団体によ

り種々異なり，大学を通して応募するものと団体へ直接応募するものがあります。

　奨学生の募集は掲示により通知しますので，希望者は学務部学生生活支援課（共通教育４号館１階）へ申

し出てください（詳細は学務部発行の『学生生活の手引』を参照）。

賞罰・表彰

　学業や課外活動，社会活動において高い評価を受けた学生は，「徳島大学学生表彰」を受けることがありま

す。また，学業・人物が優秀な学生は「康楽賞」による表彰制度もあります。一方，本学学生としての本分

に反した者は，退学・停学などの懲戒処分を受ける場合があります（「徳島大学学則第５１・５２条」）。

　１）徳島大学学生表彰

　　　「徳島大学学生表彰要項」にもとづいて推薦されますが，表彰を受ける基準は次のようになっています。

該当者は学務部学生生活支援課（共通教育４号館１階）まで申し出てください。

　　①　学業その他において得られた成果が，学会又は国内外の公的機関等において表彰された者

　　②　全国規模のスポーツ競技会等において３位以内に入賞した者

　　③　西日本大会等において優勝した者

　　④　中・四国大会等において優勝した者

　　⑤　四国地区大学総合体育大会（通称インカレ）において優勝した者

　　⑥　文学，絵画，彫刻，音楽，演劇等の芸術・文化活動で作品・公演等が，全国規模の審査等で賞を受

けた者

　　⑦　ボランティア活動，人命救助，犯罪または火災防止等で，国内外の公的機関等において表彰された者

　２）総合科学部学生表彰

　　　総合科学部では，学業成績（GPA）が優秀であった３年生及び４年生を「総合科学部学生表彰要項」

に基づいて表彰します。

　３） 康 　 楽 　賞
こう らく

　　　本学には，康楽会から贈られる康楽賞（学術研究と奨学金の２種類）の制度があります。いずれも，

各年度の卒業年次学生に対して優先的に授与されます。募集は毎年７月頃に掲示により通知されますの

で，希望者は推薦書などの所定の書類を揃えて総合科学部学務係へ提出してください。

　　　康楽賞（学術研究）は人物および学業成績が優秀で，卒業研究などで優れた研究成果等をあげた者

（３件）に賞状と賞金（５万円）が授与されます。応募時には研究報告書が必要です。また，康楽賞（奨

学金）は学業成績が優秀で，経済的に困難である者（３名）に賞状と賞金（１０万円）が授与されます。

　４）試験などの不正行為

　　　試験でカンニングをはじめ不正行為をした者は，徳島大学学則により懲戒処分（退学，停学，訓告）

を受けます。また，当該の科目はもとより，その学期中に履修した他のすべての科目の成績が取り消さ

れます。

　　　不正行為とは，次の行為をいいます。

　　　　①　カンニング（カンニングペーパー・参考書・他の受験者の答案等を見ること，他人から答えを

教わることなど）をすること。カンニングに協力することも不正行為です。
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　　　　②　使用を禁じられた用具を使用して問題を解くこと。

　　　　③　試験場において，試験監督者等の指示に従わないこと。

　　　　④　試験場において，他の受験者の迷惑となる行為をすること。

　　　　⑤　その他，試験の公平性を損なう行為をすること。

　　　試験時以外に，不正行為と見なされるものとして，次のような行為があります。

　　　　①　インターネット上からのコピペや文献・書籍を丸写しすること。レポートなどで，他人の書い

た文章を自分が書いた文章のようにして提出するのは盗作です。他人の文章を引用，参照する際

は出典を明記します。

　　　　②　代筆や代返など他人がなりすまして出席を装うこと。

　

　　授業料免除と同様に，学生交流協定締結校への留学や，奨学資金・康楽賞の応募には，「学業成績が優秀」

であることも条件となっています。各選考の学業成績基準は若干異なりますが，１）１年次の場合には高

校の成績が３.５以上，２年生以上は標準修得単位数（２年３２単位，３年６４単位，４年９６単位以上）を取得した

うえで，２）成績が学科の同学年で上位１／２以上か，３）修得単位ごとの各科目の成績に［優５／良３／

可１］の数字を乗じ，その総和を総単位数で除した成績が３.０以上であることが，一つの目安になります。

証明書や届出

　各種証明書の発行や各種届の手続き・窓口は，内容によって違います。成績証明書，在学証明書，学割証，

卒業（修了）見込証明書，健康診断書などは，諸証明自動発行機（４号館１階・教育支援課）で発行されま

す。他の証明や届は総合科学部学務係，学務部教育支援課・学生生活支援課（４号館１階）などに分かれま

すので，詳細は『学生生活の手引き』で確認してください。

　身上調書に記入した内容に変更があった場合は，１週間以内に学務係に届け出てください。

学部内施設の使用方法

　１）運動場およびテニスコートの使用

　　⑴　使用の受付は総合科学部学務係が担当しています。

　　⑵　使用調整のため，前期・後期に使用の希望調査（仮予約）を実施します。希望調査は「希望調査表」

を学務係に提出してください。

　　⑶　希望調査期間等は，それぞれの学期の初めに掲示板で周知します。

　　⑷　「希望調査表」に基づき「使用日の仮予約」を学務係が行います。

　　⑸　使用責任者は，仮予約後に実際に使用する場合は必ず使用日の３日前までには，「運動場及びテニス

コート使用願」を学務係に提出してください。

　　⑹　仮予約をしていない使用予定者は学務係で「使用状況表」を確認し，施設の空いている日を「運動

場及びテニスコート使用願」に記入の上提出してください。

　　⑺　施設の使用に当たり，「運動場及びテニスコート使用許可書」を交付します。

　　　　なお，使用に当たっては次の使用条件を遵守し学務係員の指示に従ってください。

学業成績も考慮されます
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　　　①　火気を使用してないこと。

　　　②　設備品は丁寧に取り扱い，移動させないこと。

　　　③　施設周辺の駐車場・通路等の利用者および車等にはよく注意し使用すること。

　　　④　使用後は後始末を十分に行うこと。

　　　⑤　上記の使用条件に違反した場合は，直ちに使用を停止し，また，その後の使用を許可しないこと

がある。

建物・講義室などの使用および入退室

　建物や部屋は夜間・休日は施錠されますが，学生証（カードキー）をかざせば開錠できます。ただし建物

や部屋，学年，学科，コースなどにより入場できる条件は違いますので，掲示や説明会などで確認してくだ

さい。各教室やゼミ室は空いている時間に限り利用できます。使用については，総合科学部学務係まで問い

合わせてください。

喫煙の禁止

　キャンパス内は原則禁煙。

　常三島キャンパスでは，非喫煙者の受動的喫煙による不快感を解消し，その健康被害を予防するために，

建物内を全面禁煙としています。喫煙場所は生協前の憩い広場（喫煙コーナー）など指定された場所のみで

す。

構内の交通規制

　交通事故防止のため構内では自転車，オートバイ，自動車等の車両の通行が規制されていますので，次の

事を厳守してください。

　１）自転車は自転車置場に整然と駐輪してください。通路をふさぎ歩行者の迷惑にならないように。

　２）オートバイ

　　ア．オートバイの構内走行は禁止しています。
� ��������������������������������

　　イ．オートバイは必ずオートバイ専用置場に駐輪してください。

　３）自　動　車

　　ア．公共交通機関を利用して通学するのが原則ですが，交通が不便，かつ，通学距離が片道１０㎞以上
� ������������������������������������

で，公共交通機関による通学が著しく不便である第４年次生（卒業研究受講資格者）に限り，希望す
� ������������������������������������������������������������������

れば自動車通学が可能です。駐車許可申請書を総合科学部総務係へ提出してください。選考の上，駐

車許可証を発行します。なお，駐車許可証の発行は年１回で，申請時期は４月です。詳細は掲示で通

知します。

　　イ．駐車許可証の交付を受けた者の駐車場は，附属図書館南側の第１駐車場です。入構時には，駐車許

可証を車外から確認できるようにしてください。

　　ウ．休日や休業期間も含め，総合科学部構内への学生の乗り入れは原則禁止しています。
� ������������������������������������������������������������������
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交通事故に遭ったとき

　日頃から交通安全及び交通規則の遵守を心掛けてください。万一，学内外で交通事故が発生し，事故の当
� �������

事者になった場合は，すみやかに以下へ届けてください。
� ���������������������������������������������

　・平 日 昼 間　　総合科学部学務係　　TEL　０８８−６５６−７１０８

　・平日夜間と休日　　セ　コ　ム　　　　　TEL　０８８−６５５−４００１

その他

　エレベーターの利用は，障がいのある人，けがや病気の人，大きな荷物を持つ人などに限られます。

　学生個人や団体が総合科学部の掲示板を利用したい場合は，掲示物を学務係に持参して許可を受けてくだ

さい。掲示期間は１週間です。期限後は責任者が撤去してください。
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Ⅱ．規　　　　則　　　　集
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　　　第１章　総則

　（通則）

第１条　徳島大学総合科学部（以下「本学部」という。）に関する事項は，

徳島大学学則（以下「学則」という。）に定めるもののほか，この規則

の定めるところによる。

２　学則及びこの規則に定めるもののほか，本学部に関する事項は，本

学部教授会が定める。

　（教育研究上の目的）

第１条の２　本学部は，人文，社会，自然諸科学の教育及び研究を通じ

て，学生の教養と自立心を涵養し，現代社会の諸問題について，専門

的な分析能力と総合的な判断力を兼ね備えた人材の育成を目的とし，

人類の福祉と文化の向上に貢献することをめざす。

２　人間文化学科は，人文科学における専門知識や専門技能，技術を身

につけ，現代社会の諸問題に対応し得る幅広い視野を有する人材育成

を目的とする。

３　社会創生学科は，地域・情報・環境・政策等に関わる諸科学を学び，そ

れらを総合して，環境と共生する望ましい社会や地域の創生に向けて

貢献できる人材育成を目的とする。

４　総合理数学科は，数理科学・物質科学に基づき現代社会，特に科学

技術分野の諸問題を，幅広い視野から解決する能力を身につけた人材

育成を目的とする。

　　　第２章　入学者選考

　（入学者選考）

第２条　本学部の入学者の選考は，学則の定めるところによって行うも

のとする。

　　　第３章　教育課程及び履修方法

　（コース）

第３条　本学部の各学科に次のコースを置く。

　　　人間文化学科

　　　　国際文化コース

　　　　心理・健康コース

　　　社会創生学科

　　　　公共政策コース

　　　　地域創生コース

　　　　環境共生コース

　　　総合理数学科

　　　　数理科学コース

　　　　物質総合コース

　（コースの決定及び変更）

第４条　本学部の学生は，前条に掲げる所属学科の各コースのうち，い

ずれか一つを専攻するものとする。

２　前項のコースの決定時期は，第２年次の初めとする。

３　第１項のコースを変更しようとするときは，第２年次以降の学年末

に，所定の願書を本学部長に提出しなければならない。

４　前項の願出については，教育上支障がない場合に限り選考の上，許

可することがある。

　（教育課程）

第４条の２　本学部の教育課程は，全学共通教育の授業科目（以下「共

通教育科目」という。）及び専門教育の授業科目（以下「専門教育科

目」という。）により編成する。

　（共通教育科目の履修等）

第４条の３　共通教育科目の履修等に関することは，徳島大学全学共通

教育履修規則（以下「共通教育履修規則」という。）の定めるところに

よる。

２　共通教育履修規則第５条に定める履修要件は，別表第１のとおりと

する。

　（専門教育科目）

第５条　専門教育科目は，学部共通科目，学科共通科目，コース専門コ

ア科目，コース専門選択科目，総合科学テーマ科目，自由選択科目及

び卒業研究に区分する。

２　専門教育科目及びその単位数は，別表第２のとおりとする。ただし，

自由選択科目は，同表に掲げる授業科目のうち，本学部長の指定する

授業科目を選択するものとする。

３　他の学部に属する専門教育科目は自由科目とし，これを履修するこ

とができる。

４　前項の規定により修得した単位は，２０単位を超えない範囲で本学部

における修得単位として認定することができる。

　（履修手続）

第６条　専門教育科目を履修するためには，所定の期日までに当該専門

教育科目担当教員に受講申請し，承認を受けるものとする。

第７条　第５条第３項の規定により履修するためには，本学部長を経て

関係学部長の許可を得た後，当該専門教育科目担当教員に受講申請す

るものとする。

　（進級要件）

第７条の２　上級学年に進級するためには，本学部長が別に定める要件

を満たさなければならない。

　（卒業研究）

第８条　卒業研究を行うには，各コースにおいて必要と認めた授業科目

について，その単位を修得していなければならない。

　（他の大学又は短期大学における授業科目の履修等）

第９条　他の大学若しくは短期大学の授業科目を履修しようとする者又

は外国の大学若しくは短期大学へ留学を志願する者は，所定の願書を

本学部長を経て学長に提出し，許可を受けなければならない。

　（単位の認定）

第１０条　前条の規定により許可を受けた者（以下「派遣学生」という。）

が他の大学若しくは短期大学又は外国の大学若しくは短期大学で修得

した単位の認定は，当該大学又は短期大学が発行する成績証明書によ

り行う。

２　大学以外の教育施設等における学修に基づく単位の認定は，大学以

外の教育施設等が発行する成績証明書等により行う。

　（履修報告書）

第１１条　派遣学生は，履修を終えたときは，速やかに（外国の大学又は

短期大学に留学する者については，帰国の日から１月以内），所定の履

修報告書を本学部長を経て学長に提出しなければならない。

　　　第４章　試験，卒業，教員の免許状及び学芸員の資格

　（試験）

第１２条　授業科目の試験は，原則として定められた試験期間に行う。

ただし，演習，実験及び実習については，試験を行わないことがある。

２　授業科目の試験を受けるには，授業時間数の３分の２以上出席して

いなければならない。

　（成績）

第１３条　試験及び卒業研究の成績は，１００点をもって満点とし，６０点

以上をもって合格とする。

２　成績は，優（８０点以上），良（７０点以上）及び可（６０点以上）に

区分する。

　（追試験）

第１４条　病気その他やむを得ない事情のため，定められた期日に受験

できなかった者は，その学年末までに追試験を受けることができる。

　（再試験）

第１５条　試験を受けて合格しなかった者は，その学年末までに再試験

を受けることができる。

　（卒業）

第１６条　本学部を卒業するためには，次の単位を修得しなければなら

ない。

１．徳島大学総合科学部規則
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　（教員の免許状）

第１７条　教育職員の免許状授与の所要資格を取得しようとする者は，

教育職員免許法（昭和２４年法律第１４７号）及び教育職員免許法施行

規則（昭和２９年文部省令第２６号）に定める所要の単位を修得しなけ

ればならない。

２　前項の単位を修得するために必要な授業科目及び履修方法について

は，本学部長が別に定める。

　（学芸員の資格）

第１７条の２　学芸員となる資格を取得しようとする者は，博物館法（昭

和２６年法律第２８５号）及び博物館法施行規則（昭和３０年文部省令第

２４号）に定める所要の単位を修得しなければならない。

２　前項の単位を修得するために必要な授業科目及び履修方法について

は，本学部長が別に定める。

　　　第５章　転学部，転学科並びに再入学及び補欠入学

　（転学部）

第１８条　学則第２２条の３の規定により本学部に転学部を願い出た者が

あるときは，教育上支障がない場合に限り選考の上，許可することが

ある。

２　転学部を許可する時期は，入学後１年以上を経過した学年の初めと

する。

３　転学部を許可した学生を在籍させる年次は，本学部教授会の議を経

て定める。

４　転学部を許可した学生の既修得単位の認定は，本学部教授会の議を

経て定める。

　（転学科）

第１８条の２　学則第２２条の４の規定により転学科を願い出た者がある

ときは，教育上支障がない場合に限り選考の上，許可することがある。

２　前条第２項から第４項までの規定は，前項の転学科を許可する場合

に準用する。

　（再入学及び補欠入学）

第１９条　学則第２１条の５及び第２２条の規定により入学した者の在学

期間及び既修得単位の認定については，次のとおりとする。

　⑴　在学期間は，第２年次に入学した者は６年，第３年次に入学した

者は４年とする。

　⑵　既修得単位の認定は，本学部教授会の議を経て定める。

　　　附　則

１　この規則は，平成２６年４月１日から施行する。

２　平成２５年度以前に入学した者並びに平成２６年度に転学部，再入学

又は補欠入学する者及び平成２７年度に第３年次に転学部，再入学又

は補欠入学する者については，なお従前の例による。

　　　人間文化学科

単 位 数授業科目区分教育課程

３５単位以上共通教育科目

１２単位以上
（ただし，選択必修Ａから
２単位必修，選択必修Ｂか
ら４単位必修）

学部共通科目専門教育科目

１２単位以上学科共通科目

４２単位以上
（ただし，国際文化コース
は，コース専門コア科目が
１２単位以上，心理・健康
コースはコース専門コア科
目が１０単位以上）

コース専門コア科目
コース専門選択科目

１０単位以上総合科学テーマ科目

別表第２に掲げる授業科目
から１４単位以上

自由選択科目

６単位卒業研究

９６単位以上計

１３１単位以上合　　　　　　　計

　　　社会創生学科

単 位 数授業科目区分教育課程

３５単位以上共通教育科目

１２単位以上
（ただし，選択必修Ａから
２単位必修，選択必修Ｂか
ら４単位必修）

学部共通科目専門教育科目

１２単位以上学科共通科目

４２単位以上
（ただし，公共政策コース
と地域創生コースは，コー
ス専門コア科目が１０単位
以上，環境共生コースは，
コース専門コア科目が１４
単位以上）

コース専門コア科目
コース専門選択科目

１０単位以上総合科学テーマ科目

別表第２に掲げる授業科目
から１４単位以上

自由選択科目

６単位卒業研究

９６単位以上計

１３１単位以上合　　　　　　　計

　　　総合理数学科（各コース共通）

単 位 数授業科目区分教育課程

３５単位以上共通教育科目

１２単位以上
（ただし，選択必修Ａから
２単位必修，選択必修Ｂか
ら４単位必修）

学部共通科目専門教育科目

１２単位以上学科共通科目

４２単位以上
（ただし，コース専門コア
科目が１４単位以上）

コース専門コア科目
コース専門選択科目

１０単位以上総合科学テーマ科目

別表第２に掲げる授業科目
から１４単位以上

自由選択科目

６単位卒業研究

９６単位以上計

１３１単位以上合　　　　　　　計

別表第１

　共通教育科目の履修要件

　　人間文化学科，社会創生学科

所要単位数授 業 科 目区 分

１ 単 位大 学 入 門 講 座大学入門科目群

左に

加え

２単位

４単位

４単位

４単位

４単位

歴 史 と 文 化

人 間 と 生 命

生 活 と 社 会

自 然 と 技 術

教 養 科 目 群

２単位
ウ エ ル ネ ス 総 合 演 習

社会性形成科目群
共 創 型 学 習

８単位

４単位

２単位

英 語

英 語 以 外 の 外 国 語 科 目

情 報 科 学

基盤形成科目群

３５単位合 計
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　　総合理数学科

所要単位数授 業 科 目区 分

１単位大 学 入 門 講 座大学入門科目群

左に

加え

４単位

４単位

４単位

４単位

４単位

歴 史 と 文 化

人 間 と 生 命

生 活 と 社 会

自 然 と 技 術

教 養 科 目 群

２単位
ウ エ ル ネ ス 総 合 演 習

社会性形成科目群
共 創 型 学 習

６単位

４単位

２単位

英 語

英 語 以 外 の 外 国 語 科 目

情 報 科 学

基盤形成科目群

３５単位合 計

別表第２

　専門教育科目表

　　学部共通科目

単 位 数授 業 科 目

２

２

２

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル

キ ャ リ ア プ ラ ン 入 門 Ⅰ

キ ャ リ ア プ ラ ン 入 門 Ⅱ

必 修

２

２

科 学 と 人 間

健 康 と 福 祉

選択必修Ａ

２

２

２

２

２

２

２

２

２

情 報 処 理 の 基 礎 Ⅰ

情 報 処 理 の 基 礎 Ⅱ

国 際 交 流 ・ 協 力 体 験

基 礎 英 語 講 読 Ⅰ

基 礎 英 語 講 読 Ⅱ

実 用 外 国 語 基 礎 演 習 Ⅰ

実 用 外 国 語 基 礎 演 習 Ⅱ

キ ャ リ ア プ ラ ン

短 期 イ ン タ ー ン シ ッ プ

選択必修Ｂ

　　人間文化学科

　　　学科共通科目

単 位 数授 業 科 目

２

２

２

２

２

２

２

２

日 本 語 表 現 の 基 礎

文 化 研 究 の 基 礎

哲 学 ・ 思 想 の 基 礎

近 現 代 世 界 の 成 立 と 展 開

心 理 学 の 基 礎 Ⅰ

心 理 学 の 基 礎 Ⅱ

ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン の 基 礎

健 康 体 力 科 学 の 基 礎

　　国際文化コース

　　　コース専門コア科目

単 位 数授 業 科 目

２

２

２

２

２

２

８

８

２

比 較 文 化 研 究

比 較 文 化 論

地 域 交 流 史

比 較 社 会 論

世 界 経 済 論 Ⅰ

国 際 関 係 論 Ⅰ

実 用 外 国 語 演 習 （ 英 語 ）

実 用 外 国 語 演 習 （ 中 国 語 ）

異 文 化 間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

　　国際文化コース

　　　コース専門選択科目

単 位 数授 業 科 目

２

２

２

２

８

２

２

２

２

２

８

２

２

２

２

８

２

２

２

８

２

２

２

８

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

８

２

２

２

２

２

８

２

８

２

８

８

２

８

２

２

２

２

８

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

日 本 言 語 概 説 Ⅰ

日 本 言 語 概 説 Ⅱ

日 本 言 語 研 究 Ⅰ

日 本 言 語 研 究 Ⅱ

日 本 言 語 演 習

日 本 文 学 研 究 Ⅰ

日 本 文 学 研 究 Ⅱ

日 本 文 学 講 読 Ⅰ

日 本 文 学 講 読 Ⅱ

日 本 文 学 講 読 Ⅲ

日 本 文 学 演 習

日 本 史 基 礎 研 究 Ⅰ

日 本 史 基 礎 研 究 Ⅱ

日 本 史 研 究 Ⅰ

日 本 史 研 究 Ⅱ

日 本 史 演 習

東 ア ジ ア 文 化 論

東 ア ジ ア 文 化 論 講 読 Ⅰ

東 ア ジ ア 文 化 論 講 読 Ⅱ

東 ア ジ ア 文 化 演 習

考 古 学 基 礎 研 究 Ⅰ

考 古 学 基 礎 研 究 Ⅱ

考 古 学 研 究

考 古 学 演 習

ア ジ ア 史 基 礎 研 究 Ⅰ

ア ジ ア 史 基 礎 研 究 Ⅱ

ア ジ ア 史 研 究 Ⅰ

ア ジ ア 史 研 究 Ⅱ

英 米 言 語 研 究 Ⅰ

英 米 言 語 研 究 Ⅱ

英 米 言 語 研 究 Ⅲ

英 米 言 語 研 究 Ⅳ

現 代 英 語 研 究 Ⅰ

現 代 英 語 研 究 Ⅱ

現 代 英 語 研 究 Ⅲ

現 代 英 語 研 究 Ⅳ

英 米 言 語 演 習

英 米 文 化 研 究 Ⅰ

英 米 文 化 研 究 Ⅱ

英 米 文 学 研 究

英 米 文 学 講 読 Ⅰ

英 米 文 学 講 読 Ⅱ

英 米 文 学 演 習

ヨ ー ロ ッ パ 文 学 研 究

ヨ ー ロ ッ パ 文 学 演 習

ヨ ー ロ ッ パ 文 化 研 究

ヨ ー ロ ッ パ 文 化 演 習

比 較 文 化 演 習

ヨ ー ロ ッ パ 思 想 研 究

ヨ ー ロ ッ パ 思 想 演 習

ヨ ー ロ ッ パ 史 研 究 Ⅰ

ヨ ー ロ ッ パ 史 研 究 Ⅱ

ヨ ー ロ ッ パ 史 研 究 Ⅲ

ア メ リ カ 史 研 究

欧 米 歴 史 ・ 社 会 演 習

日 本 語 教 育 方 法 論 Ⅰ

日 本 語 教 育 方 法 論 Ⅱ

日 本 語 教 授 法 Ⅰ

日 本 語 教 授 法 Ⅱ

日 本 語 教 材 研 究

書 道

芸 術 文 化 論

音 楽 学

デ ス ク ト ッ プ ミ ュ ー ジ ッ ク

現 代 音 楽 芸 術 論

日 本 経 済 論

地 域 経 済 論

地 域 文 化 論 Ⅰ

地 域 文 化 論 Ⅱ

社 会 変 動 論

社 会 心 理 学
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　　心理・健康コース

　　　コース専門コア科目

単 位 数授 業 科 目

２

２

２

２

２

２

２

２

２

行 動 統 計 学

人 間 行 動 研 究 法

運 動 生 理 学

知 覚 心 理 学

社 会 心 理 学

コ ミ ュ ニ テ ィ 心 理 学

健 康 教 育 学

ス ポ ー ツ 社 会 学

ス ポ ー ツ マ ネ ジ メ ン ト 論

　　心理・健康コース

　　　コース専門選択科目

単 位 数授 業 科 目

２
２
１
１
１
１
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

生 理 心 理 学
精 神 医 学
心 理 学 実 験 実 習 Ⅰ
心 理 学 実 験 実 習 Ⅱ
心 理 学 実 験 実 習 Ⅲ
心 理 学 実 験 実 習 Ⅳ
応 用 解 剖 生 理 学
衛 生 ・ 公 衆 衛 生 学
コ ー チ ン グ 論
コ ー チ ン グ 論 実 習 Ⅰ
コ ー チ ン グ 論 実 習 Ⅱ
コ ー チ ン グ 論 実 習 Ⅲ
コ ー チ ン グ 論 実 習 Ⅳ
コ ー チ ン グ 論 実 習 Ⅴ
コ ー チ ン グ 論 実 習 Ⅵ
コ ー チ ン グ 論 実 習 Ⅶ
コ ー チ ン グ 論 実 習 Ⅷ
運 動 文 化 論
ス ポ ー ツ 心 理 学
ス ポ ー ツ 栄 養 学
経 営 学 Ⅰ
情 報 と 職 業
福 祉 情 報 論
地 域 社 会 論
市 民 活 動 論
比 較 社 会 論
異 文 化 間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
地 域 交 流 史
心 理 ・ 健 康 ゼ ミ ナ ー ル Ⅰ
心 理 ・ 健 康 ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ
人 格 心 理 学
認 知 心 理 学
教 育 相 談
健 康 心 理 学
学 習 心 理 学
人 間 形 成 論
ス ポ ー ツ 障 害 論
レ ジ ャ ー マ ー ケ テ ィ ン グ 論
地 域 健 康 福 祉 論
救 急 処 置 法
健 康 行 動 論
経 営 学 Ⅱ
地 域 構 造 論
情 報 社 会 と 情 報 倫 理
ス ポ ー ツ 科 学 実 験 実 習
ウ ェ ル ネ ス ・ プ ロ ジ ェ ク ト 実 習
応 用 生 理 学
福 祉 心 理 学

　　社会創生学科

　　　学科共通科目

単 位 数授 業 科 目

２

２

２

２

２

２

社 会 創 生 学 の 基 礎

経 済 学 の 基 礎 Ⅰ

社 会 学 の 基 礎 Ⅰ

社 会 学 の 基 礎 Ⅱ

生 命 科 学 の 基 礎

法 律 学 の 基 礎 Ⅰ

　　公共政策コース

　　　コース専門コア科目

単 位 数授 業 科 目

２

２

２

２

２

２

２

２

２

環 境 政 策 論 Ⅰ

憲 法

行 政 法 Ⅰ

マ ク ロ 経 済 学 Ⅰ

財 政 学 Ⅰ

地 域 経 済 論

公 共 政 策 学 Ⅰ

経 済 学 の 基 礎 Ⅱ

法 律 学 の 基 礎 Ⅱ

　　公共政策コース

　　　コース専門選択科目

単 位 数授 業 科 目

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

４

４

４

４

民 法 Ⅰ

民 法 Ⅱ

刑 法 Ⅰ

刑 法 Ⅱ

行 政 法 Ⅱ

商 法 Ⅰ

商 法 Ⅱ

企 業 取 引 法

経 済 法 Ⅰ

経 済 法 Ⅱ

ミ ク ロ 経 済 学 Ⅰ

ミ ク ロ 経 済 学 Ⅱ

マ ク ロ 経 済 学 Ⅱ

財 政 学 Ⅱ

環 境 経 済 学

日 本 経 済 論

会 計 学 Ⅰ

会 計 学 Ⅱ

経 営 学 Ⅰ

経 営 学 Ⅱ

経 営 学 Ⅲ

国 際 関 係 論 Ⅰ

国 際 関 係 論 Ⅱ

国 際 法

世 界 経 済 論 Ⅰ

世 界 経 済 論 Ⅱ

ヨ ー ロ ッ パ 思 想 研 究

地 域 政 策 論 Ⅰ

地 域 政 策 論 Ⅱ

市 民 活 動 論

地 域 社 会 論

比 較 社 会 論

社 会 統 計 学 Ⅰ

社 会 統 計 学 Ⅱ

情 報 と 職 業

情 報 社 会 と 情 報 倫 理

環 境 政 策 論 Ⅱ

環 境 倫 理 学

自 然 保 護 論

環 境 マ ネ ジ メ ン ト

環 境 リ ス ク 論

公 共 政 策 学 Ⅱ

計 画 の 数 理

計 画 の 論 理

都 市 ・ 交 通 計 画

公 共 政 策 演 習 Ⅰ Ａ

公 共 政 策 演 習 Ⅱ Ａ

公 共 政 策 演 習 Ⅰ Ｂ

公 共 政 策 演 習 Ⅱ Ｂ

２

２

２

２

２

地 理 学 の 基 礎 Ⅰ

文 系 数 学 の 基 礎

ア ー ト 創 生 プ ロ ジ ェ ク ト

化 学 の 基 礎

生 命 科 学 基 礎 実 験
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　　地域創生コース

　　　コース専門コア科目

単 位 数授 業 科 目

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

地 理 学 の 基 礎 Ⅱ

情 報 創 生 プ ロ ジ ェ ク ト

社 会 統 計 学 Ⅰ

地 域 文 化 論 Ⅰ

地 域 政 策 論 Ⅰ

社 会 変 動 論

福 祉 情 報 論

Ｗ ｅ ｂ デ ザ イ ン Ⅰ

情 報 社 会 と 情 報 倫 理

環 境 ア ー ト

日 本 言 語 研 究 Ⅰ

　　地域創生コース

　　　コース専門選択科目

単 位 数授 業 科 目

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

４

４

４

４

４

４

４

４

８

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

地 域 構 造 論

空 間 情 報 論 Ⅰ

空 間 情 報 論 Ⅱ

地 域 変 容 論

地 域 環 境 論

社 会 統 計 学 Ⅱ

地 域 文 化 論 Ⅱ

地 域 政 策 論 Ⅱ

市 民 活 動 論

地 域 経 済 論

日 本 経 済 論

地 域 社 会 論

比 較 社 会 論

社 会 理 論

経 営 学 Ⅰ

経 営 学 Ⅱ

地 域 調 査 法 Ⅰ Ａ

地 域 調 査 法 Ⅱ Ａ

地 域 調 査 法 Ⅰ Ｂ

地 域 調 査 法 Ⅱ Ｂ

地 域 調 査 法 Ⅰ Ｃ

地 域 調 査 法 Ⅱ Ｃ

地 域 調 査 法 Ⅰ Ｄ

地 域 調 査 法 Ⅱ Ｄ

地 域 調 査 法 Ⅰ Ｅ

地 域 調 査 法 Ⅱ Ｅ

地 域 調 査 法 Ⅰ Ｆ

地 域 調 査 法 Ⅱ Ｆ

地 域 調 査 法 Ⅰ Ｇ

地 域 調 査 法 Ⅱ Ｇ

地 域 調 査 法 Ⅰ Ｈ

地 域 調 査 法 Ⅱ Ｈ

地 域 調 査 演 習 Ａ

地 域 調 査 演 習 Ｂ

地 域 調 査 演 習 Ｃ

地 域 調 査 演 習 Ｄ

地 域 調 査 演 習 Ｅ

地 域 調 査 演 習 Ｆ

地 域 調 査 演 習 Ｇ

地 域 調 査 演 習 Ｈ

地 域 総 合 演 習

憲 法

民 法 Ⅰ

財 政 学 Ⅰ

行 政 法 Ⅰ

国 際 関 係 論 Ⅰ

ミ ク ロ 経 済 学 Ⅰ

ミ ク ロ 経 済 学 Ⅱ

マ ク ロ 経 済 学 Ⅰ

マ ク ロ 経 済 学 Ⅱ

社 会 心 理 学

コ ミ ュ ニ テ ィ 心 理 学

ス ポ ー ツ 社 会 学

ス ポ ー ツ マ ネ ジ メ ン ト 論

比 較 文 化 研 究

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

８

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

異 文 化 間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

環 境 マ ネ ジ メ ン ト

環 境 政 策 論 Ⅰ

環 境 経 済 学

自 然 保 護 論

計 画 の 論 理

都 市 ・ 交 通 計 画

環 境 を 考 え る

地 域 の 防 災

生 態 系 の 保 全

情 報 創 生 演 習

芸 術 創 生 基 礎 演 習

Ｗ ｅ ｂ デ ザ イ ン Ⅱ

情 報 総 合 プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅰ

情 報 総 合 プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅱ

言 語 情 報 処 理 研 究 Ⅰ

言 語 情 報 処 理 研 究 Ⅱ

映 像 情 報 プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅰ

映 像 情 報 プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅱ

芸 術 研 究 演 習 Ⅰ Ａ

芸 術 研 究 演 習 Ⅰ Ｂ

芸 術 研 究 演 習 Ⅱ Ａ

芸 術 研 究 演 習 Ⅱ Ｂ

メ デ ィ ア 情 報 論

メ デ ィ ア 情 報 演 習 Ⅰ Ａ

メ デ ィ ア 情 報 演 習 Ⅰ Ｂ

メ デ ィ ア 情 報 演 習 Ⅱ Ａ

メ デ ィ ア 情 報 演 習 Ⅱ Ｂ

言 語 情 報 演 習 Ⅰ

言 語 情 報 演 習 Ⅱ

映 像 デ ザ イ ン

ア ー ト 表 現 基 礎

工 芸 表 現 と 技 法

彫 刻 研 究

美 術 概 論

英 米 言 語 研 究 Ⅰ

英 米 言 語 研 究 Ⅱ

英 米 言 語 研 究 Ⅲ

英 米 言 語 研 究 Ⅳ

日 本 言 語 研 究 Ⅱ

日 本 言 語 概 説 Ⅰ

日 本 言 語 概 説 Ⅱ

日 本 言 語 演 習

プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 Ⅱ

制 御 概 論

数 値 計 算 法

デ ー タ ベ ー ス 基 礎 論

最 適 化 論

コンピュータグラフィックス基礎論

情 報 と 職 業

経 済 法 Ⅱ

商 法 Ⅱ

地 域 計 画

　　環境共生コース

　　　コース専門コア科目

単 位 数授 業 科 目

２

２

２

２

２

２

２

２

２

環 境 政 策 論 Ⅰ

環 境 倫 理 学

環 境 経 済 学

環 境 物 質 循 環 論

生 態 学 Ⅰ

生 物 資 源 論

自 然 保 護 論

環 境 リ ス ク 論

環 境 マ ネ ジ メ ン ト

　　環境共生コース

　　　コース専門選択科目

単 位 数授 業 科 目

２

２

２

生 化 学

分 子 生 物 学

発 生 学
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２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

適 応 進 化 学

細 胞 情 報 学

保 全 生 物 学

環 境 資 源 利 用 学

環 境 政 策 論 Ⅱ

分 析 化 学 Ⅰ

環 境 機 器 分 析 化 学

グ リ ー ン ケ ミ ス ト リ ー

環 境 生 理 学

物 質 作 用 ・ 影 響 評 価

活 性 物 質 生 理 学

生 態 学 Ⅱ

天 然 物 化 学

生 物 有 機 化 学

生 命 環 境 情 報 学

系 統 分 類 学

細 胞 生 理 学

機 能 物 質 作 用 学

生 体 物 質 影 響 学

環 境 共 生 学 実 験 Ⅰ

環 境 共 生 学 実 験 Ⅱ

環 境 共 生 学 実 験 Ⅲ

環 境 共 生 学 セ ミ ナ ー Ⅰ

環 境 共 生 学 セ ミ ナ ー Ⅱ

環 境 共 生 学 総 合 演 習 Ⅰ

環 境 共 生 学 総 合 演 習 Ⅱ

財 政 学 Ⅰ

財 政 学 Ⅱ

福 祉 情 報 論

地 域 変 容 論

地 域 環 境 論

市 民 活 動 論

熱 統 計 力 学 Ⅰ

無 機 化 学 Ⅰ

無 機 化 学 Ⅱ

物 理 化 学 Ⅰ

有 機 化 学 Ⅰ

有 機 化 学 Ⅱ

化 学 基 礎 実 験

物 質 構 造 解 析 学

地 球 表 層 構 造 形 成 論

地 球 表 層 環 境 論

地 球 環 境 科 学

生 態 系 の 保 全

都 市 ・ 交 通 計 画

資 源 循 環 工 学

景 観 デ ザ イ ン

地 域 の 防 災

緑 の デ ザ イ ン

環 境 を 考 え る

　　総合理数学科

　　　学科共通科目

単 位 数授 業 科 目

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

数 理 科 学 の 基 礎 Ⅰ

数 理 科 学 の 基 礎 Ⅱ

物 理 科 学 の 基 礎

化 学 の 基 礎

生 命 科 学 の 基 礎

地 球 科 学 の 基 礎

プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 Ⅰ

物 理 学 基 礎 実 験

化 学 基 礎 実 験

生 命 科 学 基 礎 実 験

地 球 科 学 基 礎 実 験

　　数理科学コース

　　　コース専門コア科目

単 位 数授 業 科 目

２

２

２

数 理 科 学 の 基 礎 Ⅲ

数 学 基 礎

微 分 積 分 ・ 演 習 Ⅰ

　　数理科学コース

　　　コース専門選択科目

単 位 数授 業 科 目

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

４

４

代 数 基 礎 Ⅰ

代 数 基 礎 Ⅱ

複 素 解 析 Ⅰ

複 素 解 析 Ⅱ

微 分 方 程 式 Ⅰ

微 分 方 程 式 Ⅱ

確 率 ・ 統 計 Ⅰ

確 率 ・ 統 計 Ⅱ

代 数 学 Ⅰ

代 数 学 Ⅱ

幾 何 学 Ⅰ

幾 何 学 Ⅱ

解 析 学 Ⅰ

解 析 学 Ⅱ

応 用 数 理 Ⅰ

応 用 数 理 Ⅱ

情 報 シ ス テ ム 特 論 Ⅰ

情 報 シ ス テ ム 特 論 Ⅱ

モ デ リ ン グ 理 論

プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 Ⅱ

制 御 概 論

数 値 計 算 法

最 適 化 論

コンピュータグラフィックス基礎論

情 報 総 合 プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅰ

経 済 法 Ⅱ

商 法 Ⅱ

数 理 科 学 演 習

情 報 科 学 演 習

　　物質総合コース

　　　コース専門コア科目

単 位 数授 業 科 目

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

力 学 Ⅰ

電 磁 気 学 Ⅰ

熱 統 計 力 学 Ⅰ

量 子 力 学 Ⅰ

無 機 化 学 Ⅰ

物 理 化 学 Ⅰ

有 機 化 学 Ⅰ

分 析 化 学 Ⅰ

地 球 物 質 科 学

地 球 環 境 科 学

地 球 表 層 構 造 形 成 論

地 球 表 層 環 境 論

２

２

２

２

２

２

微 分 積 分 ・ 演 習 Ⅱ

線 形 代 数 ・ 演 習 Ｉ

線 形 代 数 ・ 演 習 Ⅱ

計 算 機 概 論

情 報 数 学

デ ー タ ベ ー ス 基 礎 論

　　物質総合コース

　　　コース専門選択科目

単 位 数授 業 科 目

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

物 理 学 実 験 Ⅰ

化 学 実 験 Ⅰ

地 球 科 学 実 験 Ⅰ

力 学 Ⅱ

電 磁 気 学 Ⅱ

熱 統 計 力 学 Ⅱ

量 子 力 学 Ⅱ

物 理 学 実 験 Ⅱ

物 性 科 学

放 射 線 科 学

量 子 物 質 科 学
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　　卒業研究

単 位 数授 業 科 目

６卒 業 研 究

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

４

宇 宙 科 学

無 機 化 学 Ⅱ

物 理 化 学 Ⅱ

有 機 化 学 Ⅱ

生 化 学

環 境 機 器 分 析 化 学

天 然 物 化 学

分 子 化 学 反 応 論

生 物 有 機 化 学

環 境 物 質 循 環 論

環 境 リ ス ク 論

グ リ ー ン ケ ミ ス ト リ ー

化 学 実 験 Ⅱ

細 胞 生 理 学

環 境 生 理 学

生 体 物 質 影 響 学

環 境 地 質 学

物 質 構 造 解 析 学

地 球 科 学 実 験 Ⅱ

物 質 総 合 セ ミ ナ ー

　　　総合科学テーマ科目

単 位 数授 業 科 目

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

比 較 文 化 論

地 域 交 流 史

日 本 経 済 と 社 会

世 界 経 済 論 Ⅰ

国 際 関 係 論 Ⅰ

社 会 心 理 学

運 動 文 化 論

健 康 行 動 論

地 域 健 康 福 祉 論

グ ロ ー バ ル 社 会 論

地 域 創 生 論

地 域 政 策 論 Ⅰ

地 域 文 化 論 Ⅰ

共 生 社 会 論

メ デ ィ ア 情 報 論

芸 術 文 化 論

情 報 社 会 と 情 報 倫 理

情 報 と 職 業

情 報 の 数 理

現 象 の 数 理

数 学 と 社 会

資 源 エ ネ ル ギ ー 論

環 境 マ ネ ジ メ ン ト

環 境 倫 理 学

環 境 政 策 論 Ⅰ

自 然 保 護 論

生 態 学 Ⅰ

総 合 科 学 実 践 プ ロ ジ ェ ク ト

総 合 科 学 特 別 講 義
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１　授業科目の科目区分

　⑴　授業科目は，全学共通教育科目及び専門教育科目に大別される。

　⑵　専門教育科目は，学部共通科目，学科共通科目，コース専門コア科目，コース専門選択科目，総合科

学テーマ科目，卒業研究（必修科目）及び全専門教育科目の中から履修する自由選択科目（選択科目）

とする。

２　科目区分と卒業に必要な単位数

　　詳しくは，１７コース別履修科目表を参照すること。

３　授業等に関する担当係及び掲示

　　全学共通教育科目に関する担当係は教育支援課共通教育係であり，関連事項は全学共通教育用の掲示板

に掲示される。専門教育科目に関する担当係は総合科学部学務係であり，関連事項は総合科学部掲示板に

掲示される。 

２．履　　修　　細　　則

単位数総合理数学科社会創生学科人間文化学科学科
科目区分

３５単位
以　上

１単位大 学 入 門 科 目 群全
学
共
通
教
育
科
目

２２単位以上２０単位以上２０単位以上
教 養 科 目 群

社会性形成科目群

１２単位以上１４単位以上１４単位以上基 盤 形 成 科 目 群

９６単位
以　上

１２単位以上
（ただし，基礎ゼミナール，キャリアプラン入門Ⅰ及びキャリアプラ
ン入門Ⅱは必修。選択必修Ａから２単位必修，選択必修Ｂから４単
位以上必修）

学 部 共 通 科 目

専　

門　

教　

育　

科　

目

１２単位以上学 科 共 通 科 目

４２単位以上
（ただし，コース専門
コア科目が１４単位以
上）
（詳細はコース別履修
科目表を参照）

４２単位以上
（ただし，公共政策
コースと地域創生
コースは，コース専
門コア科目が１０単位
以上，環境共生コー
スはコース専門コア
科目が１４単位以上）
（詳細はコース別履修
科目表を参照）

４２単位以上
（ただし，国際文化
コースは，コース専
門コア科目が１２単位
以上，心理・健康コー
スはコース専門コア
科目が１０単位以上）
（詳細はコース別履修
科目表を参照）

コース専門コア科目
コース専門選択科目

１０単位以上総合科学テーマ科目

１４単位以上自 由 選 択 科 目

６単位　卒 業 研 究

１３１単位以上　　　　　計
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４　履修要件と履修方法

　⑴　単位の定義

　　　授業時間数と単位の関係は，徳島大学学則第３０条の規定に基づき下表のように定められている。十

分な予習及び復習をしたうえで授業を受けることが，授業の理解と単位の修得のために必要となる。

　単位の定義　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学設置基準に準拠（学則第３０条）

　⑵　年間の履修単位数

　　①　１〜３年の各学年において１年間に履修する総単位数は，４０単位を標準とする。

　　②　４年生については，卒業研究を含めて１０単位以上を履修することを原則とする。

　⑶　全学共通教育科目の履修要件と履修方法

　　　全学共通教育科目の詳しい説明は，「全学共通教育履修の手引」を参照すること。

　⑷　専門教育科目の履修要件と履修方法

　　①　学部共通科目

　　　ア　１２単位以上修得すること。

　　　イ　「基礎ゼミナール」，「キャリアプラン入門Ⅰ」及び「キャリアプラン入門Ⅱ」は必ず修得すること。

　　　ウ　選択必修Ａから２単位，選択必修Ｂから４単位以上を必ず修得すること。

　　　エ　１２単位を超えて修得した単位数については，自由選択科目の修得単位として自動的に算定する。

　　②　学科共通科目

　　　ア　コース別履修科目表に従って１２単位以上修得すること。

　　　イ　社会創生学科においては，１２単位のうち８単位は，別に指定する５科目から履修すること（コー

ス別履修科目表参照）。

　　　ウ　学科共通科目の必要単位数（１２単位）を超えて修得した単位数については，自由選択科目として

自動的に算定する。

　　③　コース専門コア科目・コース専門選択科目

　　　ア　コース別履修科目表に従って４２単位以上修得すること。

　　　イ　コース専門コア科目・コース専門選択科目の必要単位数を超えて修得した単位数は，自由選択科

目の単位として自動的に算定する。

　　④　総合科学テーマ科目

　　　ア　コース別履修科目表に従って１０単位以上修得すること。

　　　イ　総合科学テーマ科目の必要単位数（１０単位）を超えて修得した単位数は，自由選択科目の単位と

して自動的に算定する。

　　⑤　自由選択科目

　　　　全ての専門教育科目の中から選択し，履修することができる。

内　　　　　　　　　　容１単位の時間科　　　目

（予習１時間＋授業１時間＋復習１時間）×１５回４５時間講義・演習科目

（予習・復習１時間＋授業２時間）×１５回４５時間実験・実習科目

学修の成果を評価して定める卒 業 研 究
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５　授業科目の配当学年

　⑴　授業科目の配当学年は時間割表に記載する。

　⑵　専門教育科目は，自由選択科目として履修する場合も含めて，配当学年以上の学年の学生のみが履修

できる。

６　受講申請

　　毎学期の始めに，履修しようとする科目の授業担当教員に受講申請を行わなければならない。ただし講

義室等の関係で受講者を制限する場合がある。

７　履修科目の登録等

　⑴　毎学期の始めに，その学期に履修しようとする科目を履修登録期限までにＷ eb履修システムにおいて

履修登録しなければならない。

　⑵　履修登録していない科目は受講できない。

　⑶　履修登録の変更について

　　①　履修登録確認期間中には担当教員の承認なしで履修登録を削除することができる。

　　②　履修登録確認期限までは履修登録の変更は可能であるが，担当教員の承認を必要とする。なお，本

人の責に帰さない事由で承認印を得られない場合は仮提出理由書（所定様式）を学務係に提出する。

　　③　履修登録確認期限を過ぎての変更はできない。

８　授業科目区分の変更

　⑴　修得した専門教育科目のコース専門コア科目・コース専門選択科目のうち，総合科学テーマ科目の科

目群に含まれる科目の科目区分については，所定の様式に従い，随時変更できるものとする。また，４の

⑷に記した様に，必要単位数を超えて修得した学部共通・学科共通科目・コース専門コア科目・コース

専門選択科目及び総合科学テーマ科目の単位数は自由選択科目の単位数として自動的に算定される。

　⑵　所属コースを変更した場合の科目区分の変更について

　　　転学科，転コースをした場合は，転学科・転コース先の科目区分に従って，修得した専門教育科目の

科目区分を自動的に変更する。

９　他大学（単位互換協定校）及び本学工学部における授業科目の履修

　⑴　鳴門教育大学，放送大学，四国大学及び徳島文理大学の授業科目の履修を希望する学生は事前に「願

書」を担当係へ提出し，許可を受けなければならない。

　⑵　履修可能な授業科目名及び科目区分等は学務係で閲覧できる。

　⑶　修得した成績は本学部の評価に読み替え，修得大学名または学部名を付記する。

　⑷　鳴門教育大学，放送大学，四国大学，徳島文理大学及び本学工学部で修得した単位は，合計で２０単位

まで卒業要件に算定される。

　　①　鳴門教育大学での履修

　　　　鳴門教育大学で修得した単位数は，８単位まで自由選択科目又は教職科目に含めることができる。

なお，教職科目の単位は卒業要件に算定されない。
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　　②　放送大学での履修

　　　ア　放送大学で修得した単位数は，専門教育科目と全学共通教育科目を合わせた１２単位まで含める

ことができる。ただし，全学共通教育科目（外国語の科目を含む。）はｅ−ラーニング科目（大学間

の単位互換協定に基づく他大学開設の科目）を含めた８単位以下とする。

　　　イ　放送大学の授業科目の単位数（２単位）は本学部の２単位とするが，外国語及び保健体育科目の

２単位は本学部の１単位とする。

　　　ウ　放送大学の授業科目は下記の範囲内で本学部の授業科目として履修できる。

　　　　�　放送大学の共通科目

　　　　　ⅰ）外国語科目と保健体育科目を除く共通科目は，全学共通教育科目における教養科目群の授業

科目として履修できる。ただし，教養科目群の４つの授業科目（歴史と文化・人間と生命・生

活と社会・自然と技術）からは少なくとも各２単位ずつの合計８単位分は本学の授業題目で履

修すること。

　　　　　ⅱ）外国語科目（英語・ドイツ語・フランス語・中国語）は，全学共通教育の基盤形成科目群の

外国語として履修できる。

　　　　　ⅲ）保健体育科目は，全学共通教育科目の社会性形成科目群（ウェルネス総合演習）として履修

できる。

　　　　�　放送大学の専門科目

　　　　　　本学部の自由選択科目として履修できる。

　　③　四国大学での履修

　四国大学で修得した単位数は，総合科学部長が定めた農工商連携スタディーズ開設授業科目のうち，

６単位まで自由選択科目に含めることができる。

　　④　徳島文理大学での履修

　徳島文理大学で修得した単位数は，総合科学部長が定めた農工商連携スタディーズ開設授業科目の

うち，６単位まで自由選択科目に含めることができる。

　　⑤　本学工学部での履修

　　　　本学工学部で修得した単位は，１２単位まで自由選択科目に含めることができる。

１０　留学及び外国語技能検定試験による単位認定

　　留学により修得した成績や，外国語技能検定試験により修得した成績は，全学共通教育科目や，本学部

の専門教育科目の単位として認めることがある。全学共通教育科目の単位認定については，「全学共通教

育履修の手引」に示される基準に基づいて行うものとする。

　⑴　留学

　　　留学の申請は，留学を希望する学生が，「外国留学願」に健康診断書を添えて担当係に提出することに

より行うものとする。また，留学中に修得した成績を本学部の専門教育科目の単位として認定する申請

は，帰国後速やかに「外国留学における成績に基づく単位認定申請書」等を学務係に提出することによ

り行うものとする。
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　　①　交流協定校への留学

　　　ア　修得した成績は審査により本学部の専門教育科目として認める。

　　　イ　修得した成績は「認定」と表記し，修得大学名を付記する。

　　　ウ　修得した成績の科目区分は，留学時の学年及び所属する学科・コースの科目区分に基づき判定する。

　　②　交流協定校以外への留学

　　　ア　修得した成績は審査により本学部の専門教育科目として認める。ただし，成績認定の申請時には

留学先の大学概要・シラバス等を併せて提出し，認定可能かどうか審査を受けなければならない。

この審査は出発前に受けておくのが望ましい。

　　　イ　修得した成績は「認定」と表記し，修得大学名を付記する。

　　　ウ　修得した成績の科目区分は，留学時の学年及び所属する学科・コースの科目区分に基づき判定する。

　　③　上記①，②において認定された単位は，４０単位まで卒業要件に算定される。

　　④　上記①，②は本学部を休学する場合にも適用する。

　⑵　外国語技能検定試験

　　　外国語技能検定試験により修得した成績は本学部の専門教育科目の単位として審査の上認めることが

ある。単位の認定の申請は，学務係に所定の申請書を提出することにより行うものとする。申請の期限

は，当該の試験を受験した日から２年以内とする。下記の単位認定に際して，既に認定又は単位の修得

がなされている場合は，「実用外国語基礎演習Ⅰ」及び「実用外国語基礎演習Ⅱ」においては各２単位か

ら，「実用外国語演習」においては８単位から，既に認定及び修得された単位数の合計を差し引いた単位

数を認定の上限とする。認定基準については言語ごとに次のように定める。

　　①　英語

　　　実用英語技能検定（英検）（財団法人　日本英語検定協会）

　　　　１級：「実用外国語基礎演習Ⅰ（英語）」２単位，

　　　　　　　「実用外国語基礎演習Ⅱ（英語）」２単位　及び

　　　　　　　「実用外国語演習（英語）」８単位

　　　　※　ただし，「全学共通教育」の「英語」に加えて認定することができる。

　　　TOEFL（国際教育交換協議会）

　　　　IBT（Internet-based Testing）９０点以上：「実用外国語基礎演習Ⅰ（英語）」２単位及び

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「実用外国語基礎演習Ⅱ（英語）」２単位

　　　　IBT（Internet-based Testing）９５点以上：「実用外国語基礎演習Ⅰ（英語）」２単位，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「実用外国語基礎演習Ⅱ（英語）」２単位及び

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「実用外国語演習（英語）」４単位

　　　　IBT（Internet-based Testing）１００点以上：「実用外国語基礎演習Ⅰ（英語）」２単位，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「実用外国語基礎演習Ⅱ（英語）」２単位及び

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「実用外国語演習（英語）」８単位

　　　　※　ただし，「全学共通教育」の「英語」に加えて認定することができる。

　　　TOEIC（財団法人　国際ビジネスコミュニケーション協会）

　　　　８００点以上：「実用外国語基礎演習Ⅰ（英語）」２単位及び
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　　　　　　　　　　「実用外国語基礎演習Ⅱ（英語）」２単位

　　　　８５０点以上：「実用外国語基礎演習Ⅰ（英語）」２単位，

　　　　　　　　　　「実用外国語基礎演習Ⅱ（英語）」２単位及び

　　　　　　　　　　「実用外国語演習（英語）」４単位

　　　　９００点以上：「実用外国語基礎演習Ⅰ（英語）」２単位，

　　　　　　　　　　「実用外国語基礎演習Ⅱ（英語）」２単位及び

　　　　　　　　　　「実用外国語演習（英語）」８単位

　　　　※　ただし，「全学共通教育」の「英語」に加えて認定することができる。

　　②　ドイツ語

　　　　ドイツ語技能検定試験（独検）（財団法人ドイツ語学文学振興会）

　　　　　３級　　：「実用外国語基礎演習Ⅰ（ドイツ語）」２単位

　　　　　２級以上：「実用外国語基礎演習Ⅰ（ドイツ語）」２単位及び

　　　　　　　　　　「実用外国語基礎演習Ⅱ（ドイツ語）」２単位

　　　　※　ただし，いずれの場合も「全学共通教育」の「ドイツ語」に加えて認定することができる。

　　③　フランス語

　　　　実用フランス語技能検定試験（仏検）（財団法人フランス語教育振興協会）

　　　　　準２級以上：「実用外国語基礎演習Ⅰ（フランス語）」２単位及び

　　　　　　　　　　　「実用外国語基礎演習Ⅱ（フランス語）」２単位

　　　　※　ただし，「全学共通教育」の「フランス語」に加えて認定することができる。

　　④　中国語

　　　　中国語検定試験（日本中国語検定協会）

　　　　　３級　　：「実用外国語基礎演習Ⅰ（中国語）」２単位及び

　　　　　　　　　　「実用外国語基礎演習Ⅱ（中国語）」２単位

　　　　　２級以上：「実用外国語基礎演習Ⅰ（中国語）」２単位，

　　　　　　　　　　「実用外国語基礎演習Ⅱ（中国語）」２単位及び

　　　　　　　　　　「実用外国語演習（中国語）」８単位

　　　　　※　ただし，「全学共通教育」の「中国語」に加えて認定することができる。

　　　　中国政府漢語水平考試（HSK）（中国国家漢語水平考試委員会）

　　　　　４級　　：「実用外国語基礎演習Ⅰ（中国語）」２単位及び

　　　　　　　　　　「実用外国語基礎演習Ⅱ（中国語）」２単位

　　　　　５級以上：「実用外国語基礎演習Ⅰ（中国語）」２単位，

　　　　　　　　　　「実用外国語基礎演習Ⅱ（中国語）」２単位及び

　　　　　　　　　　「実用外国語演習（中国語）」８単位

　　　　　※　ただし，「全学共通教育」の「中国語」に加えて認定することができる。
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　　　　　　　なお，平成２１年度以前に実施された旧 HSK において取得した級については，次のとおり認

定する。

　　　　　初等４級もしくは初等５級：「実用外国語基礎演習Ⅰ（中国語）」２単位及び

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「実用外国語基礎演習Ⅱ（中国語）」２単位

　　　　　中等６級以上：「実用外国語基礎演習Ⅰ（中国語）」２単位，

　　　　　　　　　　　　「実用外国語基礎演習Ⅱ（中国語）」２単位及び

　　　　　　　　　　　　「実用外国語演習（中国語）」８単位

　　　　　※　ただし，「全学共通教育」の「中国語」に加えて認定することができる。

１１　入学前の既修得単位の認定

　⑴　他大学又は本学において修得した科目の単位（科目等履修生として修得した単位を含む）は，下記に

定める単位を上限として，本学部で修得した単位として認めることがある。ただし，成績は，本学で修

得した場合を除き，「認定」と表記する。

　⑵　本学部において修得した科目の単位（科目等履修生等として修得した単位を含む）は⑴の上限規定に

かかわらず上限なしで認めることができる。

　⑶　科目及び単位認定は，入学時の学年及び所属する学科・コースの科目区分に従って，対応する科目に

ついて行う。

　⑷　既修得単位の認定申請は，本学部の入学時に行わなくてはならない。

　　①　第１年次入学者

　　　ア　他大学卒業者又は中途退学者の場合

　　　　�　全学共通教育科目　　　　　　　　　　　　　　　　３０単位まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人間文化学科　　　　総合理数学科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会創生学科

　　　　　　　　教養科目群　　　　　　　　　　　　　１８単位まで　　　　　２０単位まで

　　　　　　　　社会性形成科目群　　　　　　　　　　４単位まで　　　　　６単位まで

　　　　　　　　基盤形成科目群　　　　　　　　　　　１４単位まで　　　　　１２単位まで

　　　　�　専門教育科目　　　　　　　　　　　　　　　　　　８単位まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　計　　３８単位まで

　　　イ　徳島大学卒業者又は中途退学者の場合

　　　　�　全学共通教育科目　　　　　　　　　　　　　　　　３５単位まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人間文化学科　　　　総合理数学科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会創生学科

　　　　　　　　大学入門科目群　　　　　　　　　　　１単位　　　　　　　１単位

　　　　　　　　教養科目群　　　　　　　　　　　　　１８単位まで　　　　　２０単位まで

　　　　　　　　社会性形成科目群　　　　　　　　　　４単位まで　　　　　６単位まで

　　　　　　　　基盤形成科目群　　　　　　　　　　　１４単位まで　　　　　１２単位まで
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　　　　�　専門教育科目　　　　　　　　　　　　　　　　　　８単位まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　計　　４３単位まで

　　②　第２年次入学者（転学部入学者が対象）

　　　ア　全学共通教育科目

　　　　　本学で修得した，あるいは認定された科目について，基礎科目群を除きすべてそのまま認定する。

　　　イ　専門教育科目　　　　　　　　　　　　　６単位まで

　　③　第３年次入学者（転学部入学者及び補欠入学者が対象）

　　　ア　転学部入学者の場合

　　　　�　全学共通教育科目

　　　　　　本学で修得した，あるいは認定された科目について，基礎科目群を除きすべてそのまま認定する。

　　　　�　専門教育科目　　　　　　　　　　　　３８単位まで

　　　イ　補欠入学者の場合

　　　　�　全学共通科目教育科目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人間文化学科　　　　総合理数学科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会創生学科

　　　　　　　　大学入門科目群　　　　　　　　　　　１単位　　　　　　　１単位

　　　　　　　　教養科目群　　　　　　　　　　　　　１８単位まで　　　　　２０単位まで

　　　　　　　　社会性形成科目群　　　　　　　　　　４単位まで　　　　　６単位まで

　　　　　　　　基盤形成科目群　　　　　　　　　　　１４単位まで　　　　　１２単位まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　計　　３５単位まで

　　　　�　専門教育科目　　　　　　　　　　　　３８単位まで

１２　進級要件及び卒業研究の受講資格

　⑴　進級要件

　　①　２年次に進級するためには，１年次末において全学共通教育科目と専門教育科目を合わせて２０単位

以上を修得していなければならない。

　　②　３年次に進級するためには，２年次末において全学共通教育科目と専門教育科目を合わせて５０単位

以上を修得していなければならない。

　　③　４年次に進級するためには，３年次末において全学共通教育科目３０単位以上，専門教育科目７６単

位以上，合計１０６単位以上を修得していなければならない。

　　④　上記の専門教育科目は，徳島大学総合科学部規則第５条第２項の別表第２に掲げる専門教育科目を

言う。

　　⑤　後期より半年以上留学する学生は，翌年４月に進級するためには，出国前にあらかじめ留学先での

単位認定予定科目を申請するとともに，２月末までに留学先での単位修得見込みを証明する文書を提

出し，その修得見込みの単位数を加算した単位数が上記の進級要件を満たしていなければならない。

　⑵　卒業研究の受講資格

　　　卒業研究は４年生の履修科目であり，これを受講するには，４年次への進級要件を満たしていなけれ
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ばならない。なお，長期留学中の４年次生は，５月末までに卒業研究の題目とともに留学先での卒業研

究指導教員の指導証明書を提出しなければならない。

１３　卒業の要件

　　本学部を卒業するには，大学に４年以上在学して，総合科学部規則の規定に従って１３１単位以上を修得

しなければならない。　　　　

１４　卒業研究の題目の届出及び成果の提出

　⑴　卒業研究の題目は，５月末日までに指導教員の認印を得て，学務係へ提出しなければならない。

　⑵　卒業研究の成果は，１月末日までに指導教員又は学務係へ提出しなければならない。ただし，年度を

越えて留学する学生については，卒業研究の成果の提出は次年度の７月末日又は１月末日までとする。

１５　学習プログラムの単位修得による証明書の発行

　　総合科学部で開設している学習プログラムの所定の単位を修得した場合は，そのことを証明する証明書

を本学部が発行するので，希望者は所定の手続きをとること。

１６　気象警報等が発表された場合の休講措置

　　台風等により，気象警報等が徳島市に発表された場合の授業の休講措置は，次のとおりとする。

　⑴　昼間に開講する授業については，午前７時に「暴風警報と大雨警報」，「暴風警報と洪水警報」，「大雪

警報」（以下「警報」という。）又は特別警報（波浪特別警報を除く。以下同じ。）が発表中の場合は，午

前の授業を休講とする。午前１１時に警報又は特別警報が発表中の場合は，午後の授業を休講とする。

　⑵　夜間に開講する授業については，午後４時に警報又は特別警報が発表中の場合は，すべて授業を休講

とする。

　⑶　授業開始後に警報が発表された場合は，次の時限以降の授業を休講とする。ただし，特別警報が発表

された場合は，直ちに休講とする。

　⑷　⑴から⑶に定める以外の場合又は特別な事情がある場合は，総合科学部長が措置を決定する。

　⑸　⑴から⑷の措置により休講となった授業は後日に補講する。

　⑹　上記のほか，授業の休講措置に関し必要な事項は，総合科学部長が別に定める。
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１７　コース別履修科目表

　国際文化コース

１大 学 入 門 科 目 群    

全 学 共 通 教 育 科 目
２０

教 養 科 目 群     
社 会 性 形 成 科 目 群   

１４基 盤 形 成 科 目 群 
３５単位以上計

必修２基 礎 ゼ ミ ナ ー ル
必 修

学部共通
科 目

必修２キ ャ リ ア プ ラ ン 入 門 Ⅰ
必修２キ ャ リ ア プ ラ ン 入 門 Ⅱ

２単位以上必修
２科 学 と 人 間

選択必修Ａ
２健 康 と 福 祉

４単位以上必修

＊１　４つの内２単
位までしか，卒
業に必要な単位
に算入されない。

＊２　４つの内２単
位までしか，卒
業に必要な単位
に算入されない。

２情 報 処 理 の 基 礎 Ⅰ

選択必修Ｂ

２情 報 処 理 の 基 礎 Ⅱ
２国 際 交 流 ・ 協 力 体 験
２基 礎 英 語 講 読 Ⅰ
２基 礎 英 語 講 読 Ⅱ
２実用外国語基礎演習Ⅰ（英語）
２実用外国語基礎演習Ⅰ（中国語）
２実用外国語基礎演習Ⅰ（ドイツ語）
２実用外国語基礎演習Ⅰ（フランス語）
２実用外国語基礎演習Ⅱ（英語）
２実用外国語基礎演習Ⅱ（中国語）
２実用外国語基礎演習Ⅱ（ドイツ語）
２実用外国語基礎演習Ⅱ（フランス語）
２キ ャ リ ア プ ラ ン
２短 期 イ ン タ ー ン シ ッ プ

１２単位以上計
２日 本 語 表 現 の 基 礎

学 科 共 通 科 目

２文 化 研 究 の 基 礎
２哲 学 ・ 思 想 の 基 礎
２近 現 代 世 界 の 成 立 と 展 開
２心 理 学 の 基 礎 Ⅰ
２心 理 学 の 基 礎 Ⅱ
２ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン の 基 礎
２健 康 体 力 科 学 の 基 礎

１２単位以上計

＊　２つを合わせて
８単位までしか，
卒業に必要な単位
に算入されない。

２比 較 文 化 研 究

コース専門コア科目

２比 較 文 化 論
２地 域 交 流 史
２比 較 社 会 論
２世 界 経 済 論 Ⅰ
２国 際 関 係 論 Ⅰ
８実 用 外 国 語 演 習 （ 英 語 ）
８実 用 外 国 語 演 習 （ 中 国 語 ）
２異 文 化 間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

１２単位以上計
２日 本 言 語 概 説 Ⅰ

コース専門選択科目

２日 本 言 語 概 説 Ⅱ
２日 本 言 語 研 究 Ⅰ
２日 本 言 語 研 究 Ⅱ
２日 本 文 学 研 究 Ⅰ
２日 本 文 学 研 究 Ⅱ
２日 本 文 学 講 読 Ⅰ
２日 本 文 学 講 読 Ⅱ
２日 本 文 学 講 読 Ⅲ
８日 本 言 語 演 習
８日 本 文 学 演 習
２日 本 史 基 礎 研 究 Ⅰ
２日 本 史 基 礎 研 究 Ⅱ
２日 本 史 研 究 Ⅰ
２日 本 史 研 究 Ⅱ
８日 本 史 演 習
２東 ア ジ ア 文 化 論
２東 ア ジ ア 文 化 論 講 読 Ⅰ
２東 ア ジ ア 文 化 論 講 読 Ⅱ
２考 古 学 基 礎 研 究 Ⅰ
２考 古 学 基 礎 研 究 Ⅱ
２考 古 学 研 究
８考 古 学 演 習
２ア ジ ア 史 基 礎 研 究 Ⅰ
２ア ジ ア 史 基 礎 研 究 Ⅱ
２ア ジ ア 史 研 究 Ⅰ
２ア ジ ア 史 研 究 Ⅱ
８東 ア ジ ア 文 化 演 習
２英 米 言 語 研 究 Ⅰ
２英 米 言 語 研 究 Ⅱ

＊

＊１

＊２



−５４−

２英 米 言 語 研 究 Ⅲ

コース専門選択科目

２英 米 言 語 研 究 Ⅳ
２現 代 英 語 研 究 Ⅰ
２現 代 英 語 研 究 Ⅱ
２現 代 英 語 研 究 Ⅲ
２現 代 英 語 研 究 Ⅳ
８英 米 言 語 演 習
２英 米 文 化 研 究 Ⅰ
２英 米 文 化 研 究 Ⅱ
２英 米 文 学 研 究
２英 米 文 学 講 読 Ⅰ
２英 米 文 学 講 読 Ⅱ
８英 米 文 学 演 習
２ヨ ー ロ ッ パ 文 学 研 究
８ヨ ー ロ ッ パ 文 学 演 習
２ヨ ー ロ ッ パ 文 化 研 究
８ヨ ー ロ ッ パ 文 化 演 習
８比 較 文 化 演 習
２ヨ ー ロ ッ パ 思 想 研 究
８ヨ ー ロ ッ パ 思 想 演 習
２ヨ ー ロ ッ パ 史 研 究 Ⅰ
２ヨ ー ロ ッ パ 史 研 究 Ⅱ
２ヨ ー ロ ッ パ 史 研 究 Ⅲ
２ア メ リ カ 史 研 究
８欧 米 歴 史 ・ 社 会 演 習
２日 本 語 教 育 方 法 論 Ⅰ
２日 本 語 教 育 方 法 論 Ⅱ
２日 本 語 教 授 法 Ⅰ
２日 本 語 教 授 法 Ⅱ
２日 本 語 教 材 研 究
２書 道
２芸 術 文 化 論
２音 楽 学
２デ ス ク ト ッ プ ミ ュ ー ジ ッ ク
２現 代 音 楽 芸 術 論
２日 本 経 済 論
２地 域 経 済 論
２地 域 文 化 論 Ⅰ
２地 域 文 化 論 Ⅱ
２社 会 変 動 論
２社 会 心 理 学

３０単位以上計
２比 較 文 化 論

総合科学テーマ科目

２地 域 交 流 史
２日 本 経 済 と 社 会
２世 界 経 済 論 Ⅰ
２国 際 関 係 論 Ⅰ
２社 会 心 理 学
２運 動 文 化 論
２健 康 行 動 論
２地 域 健 康 福 祉 論
２グ ロ ー バ ル 社 会 論
２地 域 創 生 論
２地 域 政 策 論 Ⅰ
２地 域 文 化 論 Ⅰ
２共 生 社 会 論
２メ デ ィ ア 情 報 論
２芸 術 文 化 論
２情 報 社 会 と 情 報 倫 理
２情 報 と 職 業
２情 報 の 数 理
２現 象 の 数 理
２数 学 と 社 会
２資 源 エ ネ ル ギ ー 論
２環 境 マ ネ ジ メ ン ト
２環 境 倫 理 学
２環 境 政 策 論 Ⅰ
２自 然 保 護 論
２生 態 学 Ⅰ
２総 合 科 学 実 践 プ ロ ジ ェ ク ト
２総 合 科 学 特 別 講 義

１０単位以上計
総 合 科 学 部 全 学 科 の 全 て の
専 門 教 育 科 目 の 中 か ら 選 択自 由 選 択 科 目

１４単位以上計
必修６単位卒 業 研 究

１３１単位合 計



−５５−

　心理・健康コース

１大 学 入 門 科 目 群 

全 学 共 通 教 育 科 目
２０

教 養 科 目 群
社 会 性 形 成 科 目 群

１４基 盤 形 成 科 目 群
３５単位以上計

必修２基 礎 ゼ ミ ナ ー ル
必 修

学部共通
科 目

必修２キ ャ リ ア プ ラ ン 入 門 Ⅰ
必修２キ ャ リ ア プ ラ ン 入 門 Ⅱ

２単位以上必修
２科 学 と 人 間

選択必修Ａ
２健 康 と 福 祉

４単位以上必修

＊１　４つの内２単
位までしか，卒
業に必要な単位
に算入されない。

＊２　４つの内２単
位までしか，卒
業に必要な単位
に算入されない。

２情 報 処 理 の 基 礎 Ⅰ

選択必修Ｂ

２情 報 処 理 の 基 礎 Ⅱ
２国 際 交 流 ・ 協 力 体 験
２基 礎 英 語 講 読 Ⅰ
２基 礎 英 語 講 読 Ⅱ
２実用外国語基礎演習Ⅰ（英語）
２実用外国語基礎演習Ⅰ（中国語）
２実用外国語基礎演習Ⅰ（ドイツ語）
２実用外国語基礎演習Ⅰ（フランス語）
２実用外国語基礎演習Ⅱ（英語）
２実用外国語基礎演習Ⅱ（中国語）
２実用外国語基礎演習Ⅱ（ドイツ語）
２実用外国語基礎演習Ⅱ（フランス語）
２キ ャ リ ア プ ラ ン
２短 期 イ ン タ ー ン シ ッ プ

１２単位以上計
２日 本 語 表 現 の 基 礎

学 科 共 通 科 目

２文 化 研 究 の 基 礎
２哲 学 ・ 思 想 の 基 礎
２近 現 代 世 界 の 成 立 と 展 開
２心 理 学 の 基 礎 Ⅰ
２心 理 学 の 基 礎 Ⅱ
２ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン の 基 礎
２健 康 体 力 科 学 の 基 礎

１２単位以上計
２行 動 統 計 学

コース専門コア科目

２人 間 行 動 研 究 法
２運 動 生 理 学
２知 覚 心 理 学
２社 会 心 理 学
２コ ミ ュ ニ テ ィ 心 理 学
２健 康 教 育 学
２ス ポ ー ツ 社 会 学
２ス ポ ー ツ マ ネ ジ メ ン ト 論

１０単位以上計
２生 理 心 理 学

コース専門選択科目

２精 神 医 学
１心 理 学 実 験 実 習 Ⅰ
１心 理 学 実 験 実 習 Ⅱ
２応 用 解 剖 生 理 学
２衛 生 ・ 公 衆 衛 生 学
２コ ー チ ン グ 論
１コ ー チ ン グ 論 実 習 Ⅰ
１コ ー チ ン グ 論 実 習 Ⅱ
１コ ー チ ン グ 論 実 習 Ⅲ
１コ ー チ ン グ 論 実 習 Ⅳ
１コ ー チ ン グ 論 実 習 Ⅴ
１コ ー チ ン グ 論 実 習 Ⅵ
１コ ー チ ン グ 論 実 習 Ⅶ
１コ ー チ ン グ 論 実 習 Ⅷ
２運 動 文 化 論
２ス ポ ー ツ 心 理 学
２ス ポ ー ツ 栄 養 学
２経 営 学 Ⅰ
２情 報 と 職 業
２福 祉 情 報 論
２地 域 社 会 論
２市 民 活 動 論
２比 較 社 会 論
２異 文 化 間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
２地 域 交 流 史

必修２心 理 ・ 健 康 ゼ ミ ナ ー ル Ⅰ
必修２心 理 ・ 健 康 ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ

２人 格 心 理 学
２認 知 心 理 学

＊１

＊２



−５６−

２教 育 相 談

コース専門選択科目

２健 康 心 理 学
２学 習 心 理 学
２人 間 形 成 論
２ス ポ ー ツ 障 害 論
２レ ジ ャ ー マ ー ケ テ ィ ン グ 論
２地 域 健 康 福 祉 論
２救 急 処 置 法
２健 康 行 動 論
２経 営 学 Ⅱ
２地 域 構 造 論
２情 報 社 会 と 情 報 倫 理
１心 理 学 実 験 実 習 Ⅲ
１心 理 学 実 験 実 習 Ⅳ
２ス ポ ー ツ 科 学 実 験 実 習
２ウェルネス・プロジェクト実習
２応 用 生 理 学
２福 祉 心 理 学

３２単位以上計
２比 較 文 化 論

総合科学テーマ科目

２地 域 交 流 史
２日 本 経 済 と 社 会
２世 界 経 済 論 Ⅰ
２国 際 関 係 論 Ⅰ
２社 会 心 理 学
２運 動 文 化 論
２健 康 行 動 論
２地 域 健 康 福 祉 論
２グ ロ ー バ ル 社 会 論
２地 域 創 生 論
２地 域 政 策 論 Ⅰ
２地 域 文 化 論 Ⅰ
２共 生 社 会 論
２メ デ ィ ア 情 報 論
２芸 術 文 化 論
２情 報 社 会 と 情 報 倫 理
２情 報 と 職 業
２情 報 の 数 理
２現 象 の 数 理
２数 学 と 社 会
２資 源 エ ネ ル ギ ー 論
２環 境 マ ネ ジ メ ン ト
２環 境 倫 理 学
２環 境 政 策 論 Ⅰ
２自 然 保 護 論
２生 態 学 Ⅰ
２総 合 科 学 実 践 プ ロ ジ ェ ク ト

１０単位以上計
総 合 科 学 部 全 学 科 の 全 て の
専 門 教 育 科 目 の 中 か ら 選 択自 由 選 択 科 目

１４単位以上計
必修６単位卒 業 研 究

１３１単位合 計



−５７−

　公共政策コース

１大 学 入 門 科 目 群

全 学 共 通 教 育 科 目
２０

教 養 科 目 群
社 会 性 形 成 科 目 群

１４基 盤 形 成 科 目 群 
３５単位以上計

必修２基 礎 ゼ ミ ナ ー ル
必 修

学部共通
科 目

必修２キ ャ リ ア プ ラ ン 入 門 Ⅰ
必修２キ ャ リ ア プ ラ ン 入 門 Ⅱ

２単位以上必修
２科 学 と 人 間

選択必修Ａ
２健 康 と 福 祉

４単位以上必修

＊１　４つの内２単
位までしか，卒
業に必要な単位
に算入されない。

＊２　４つの内２単
位までしか，卒
業に必要な単位
に算入されない。

２情 報 処 理 の 基 礎 Ⅰ

選択必修Ｂ

２情 報 処 理 の 基 礎 Ⅱ
２国 際 交 流 ・ 協 力 体 験
２基 礎 英 語 講 読 Ⅰ
２基 礎 英 語 講 読 Ⅱ
２実用外国語基礎演習Ⅰ（英語）
２実用外国語基礎演習Ⅰ（中国語）
２実用外国語基礎演習Ⅰ（ドイツ語）
２実用外国語基礎演習Ⅰ（フランス語）
２実用外国語基礎演習Ⅱ（英語）
２実用外国語基礎演習Ⅱ（中国語）
２実用外国語基礎演習Ⅱ（ドイツ語）
２実用外国語基礎演習Ⅱ（フランス語）
２キ ャ リ ア プ ラ ン
２短 期 イ ン タ ー ン シ ッ プ

１２単位以上計
必修２社 会 創 生 学 の 基 礎

学 科 共 通 科 目

必修２経 済 学 の 基 礎 Ⅰ

２単位以上必修
２社 会 学 の 基 礎 Ⅰ
２社 会 学 の 基 礎 Ⅱ

必修２生 命 科 学 の 基 礎
２法 律 学 の 基 礎 Ⅰ
２地 理 学 の 基 礎 Ⅰ
２文 系 数 学 の 基 礎
２ア ー ト 創 生 プ ロ ジ ェ ク ト
２化 学 の 基 礎
２生 命 科 学 基 礎 実 験

１２単位以上計
２環 境 政 策 論 Ⅰ

コース専門コア科目

２憲 法
２行 政 法 Ⅰ
２マ ク ロ 経 済 学 Ⅰ
２財 政 学 Ⅰ
２地 域 経 済 論
２公 共 政 策 学 Ⅰ
２経 済 学 の 基 礎 Ⅱ
２法 律 学 の 基 礎 Ⅱ

１０単位以上計
２民 法 Ⅰ

コース専門選択科目

２民 法 Ⅱ
２刑 法 Ⅰ
２刑 法 Ⅱ
２行 政 法 Ⅱ
２商 法 Ⅰ
２商 法 Ⅱ
２企 業 取 引 法
２経 済 法 Ⅰ
２経 済 法 Ⅱ
２ミ ク ロ 経 済 学 Ⅰ
２ミ ク ロ 経 済 学 Ⅱ
２マ ク ロ 経 済 学 Ⅱ
２財 政 学 Ⅱ
２環 境 経 済 学
２日 本 経 済 論
２会 計 学 Ⅰ
２会 計 学 Ⅱ
２経 営 学 Ⅰ
２経 営 学 Ⅱ
２経 営 学 Ⅲ
２国 際 関 係 論 Ⅰ
２国 際 関 係 論 Ⅱ
２国 際 法
２世 界 経 済 論 Ⅰ
２世 界 経 済 論 Ⅱ
２ヨ ー ロ ッ パ 思 想 研 究

＊１

＊２



−５８−

２地 域 政 策 論 Ⅰ

コース専門選択科目

２地 域 政 策 論 Ⅱ
２市 民 活 動 論
２地 域 社 会 論
２比 較 社 会 論
２社 会 統 計 学 Ⅰ
２社 会 統 計 学 Ⅱ
２情 報 と 職 業
２情 報 社 会 と 情 報 倫 理
２環 境 政 策 論 Ⅱ
２環 境 倫 理 学
２自 然 保 護 論
２環 境 マ ネ ジ メ ン ト
２環 境 リ ス ク 論
２公 共 政 策 学 Ⅱ
２計 画 の 数 理
２計 画 の 論 理
２都 市 ・ 交 通 計 画
４公 共 政 策 演 習 Ⅰ Ａ
４公 共 政 策 演 習 Ⅱ Ａ
４公 共 政 策 演 習 Ⅰ Ｂ
４公 共 政 策 演 習 Ⅱ Ｂ

３２単位以上計
２比 較 文 化 論

総合科学テーマ科目

２地 域 交 流 史
２日 本 経 済 と 社 会
２世 界 経 済 論 Ⅰ
２国 際 関 係 論 Ⅰ
２社 会 心 理 学
２運 動 文 化 論
２健 康 行 動 論
２地 域 健 康 福 祉 論
２グ ロ ー バ ル 社 会 論
２地 域 創 生 論
２地 域 政 策 論 Ⅰ
２地 域 文 化 論 Ⅰ
２共 生 社 会 論
２メ デ ィ ア 情 報 論
２芸 術 文 化 論
２情 報 社 会 と 情 報 倫 理
２情 報 と 職 業
２情 報 の 数 理
２現 象 の 数 理
２数 学 と 社 会
２資 源 エ ネ ル ギ ー 論
２環 境 マ ネ ジ メ ン ト
２環 境 倫 理 学
２環 境 政 策 論 Ⅰ
２自 然 保 護 論
２生 態 学 Ⅰ
２総 合 科 学 実 践 プ ロ ジ ェ ク ト
２総 合 科 学 特 別 講 義

１０単位以上計

総 合 科 学 部 全 学 科 の 全 て の
専 門 教 育 科 目 の 中 か ら 選 択自 由 選 択 科 目

１４単位以上計
必修６単位卒 業 研 究

１３１単位合 計



−５９−

　地域創生コース

１大 学 入 門 科 目 群

全 学 共 通 教 育 科 目
２０

教 養 科 目 群
社 会 性 形 成 科 目 群

１４基 盤 形 成 科 目 群 
３５単位以上計

必修２基 礎 ゼ ミ ナ ー ル
必 修

学部共通
科 目

必修２キ ャ リ ア プ ラ ン 入 門 Ⅰ
必修２キ ャ リ ア プ ラ ン 入 門 Ⅱ

２単位以上必修
２科 学 と 人 間

選択必修Ａ
２健 康 と 福 祉

４単位以上必修

＊１　４つの内２単
位までしか，卒
業に必要な単位
に算入されない。

＊２　４つの内２単
位までしか，卒
業に必要な単位
に算入されない。

２情 報 処 理 の 基 礎 Ⅰ

選択必修Ｂ

２情 報 処 理 の 基 礎 Ⅱ
２国 際 交 流 ・ 協 力 体 験
２基 礎 英 語 講 読 Ⅰ
２基 礎 英 語 講 読 Ⅱ
２実用外国語基礎演習Ⅰ（英語）
２実用外国語基礎演習Ⅰ（中国語）
２実用外国語基礎演習Ⅰ（ドイツ語）
２実用外国語基礎演習Ⅰ（フランス語）
２実用外国語基礎演習Ⅱ（英語）
２実用外国語基礎演習Ⅱ（中国語）
２実用外国語基礎演習Ⅱ（ドイツ語）
２実用外国語基礎演習Ⅱ（フランス語）
２キ ャ リ ア プ ラ ン
２短 期 イ ン タ ー ン シ ッ プ

１２単位以上計
必修２社 会 創 生 学 の 基 礎

学 科 共 通 科 目

必修２経 済 学 の 基 礎 Ⅰ

２単位以上必修
２社 会 学 の 基 礎 Ⅰ
２社 会 学 の 基 礎 Ⅱ

必修２生 命 科 学 の 基 礎
２法 律 学 の 基 礎 Ⅰ
２地 理 学 の 基 礎 Ⅰ
２文 系 数 学 の 基 礎
２ア ー ト 創 生 プ ロ ジ ェ ク ト
２化 学 の 基 礎
２生 命 科 学 基 礎 実 験

１２単位以上計
２地 理 学 の 基 礎 Ⅱ

コース専門コア科目

２情 報 創 生 プ ロ ジ ェ ク ト
２社 会 統 計 学 Ⅰ
２地 域 文 化 論 Ⅰ
２地 域 政 策 論 Ⅰ
２社 会 変 動 論
２福 祉 情 報 論
２Ｗ ｅ ｂ デ ザ イ ン Ⅰ
２情 報 社 会 と 情 報 倫 理
２環 境 ア ー ト
２日 本 言 語 研 究 Ⅰ

１０単位以上計
２地 域 構 造 論

コース専門選択科目

２空 間 情 報 論 Ⅰ
２空 間 情 報 論 Ⅱ
２地 域 変 容 論
２地 域 環 境 論
２地 域 文 化 論 Ⅱ
２地 域 政 策 論 Ⅱ
２市 民 活 動 論
２地 域 経 済 論
２日 本 経 済 論
２地 域 社 会 論
２比 較 社 会 論
２社 会 理 論
２経 営 学 Ⅰ
２経 営 学 Ⅱ
２社 会 統 計 学 Ⅱ
２地 域 調 査 法 Ⅰ Ａ
２地 域 調 査 法 Ⅱ Ａ
２地 域 調 査 法 Ⅰ Ｂ
２地 域 調 査 法 Ⅱ Ｂ
２地 域 調 査 法 Ⅰ Ｃ
２地 域 調 査 法 Ⅱ Ｃ
２地 域 調 査 法 Ⅰ Ｄ
２地 域 調 査 法 Ⅱ Ｄ
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２地 域 調 査 法 Ⅰ Ｅ

コース専門選択科目

２地 域 調 査 法 Ⅱ Ｅ
２地 域 調 査 法 Ⅰ Ｆ
２地 域 調 査 法 Ⅱ Ｆ
２地 域 調 査 法 Ⅰ Ｇ
２地 域 調 査 法 Ⅱ Ｇ
２地 域 調 査 法 Ⅰ Ｈ
２地 域 調 査 法 Ⅱ Ｈ
４地 域 調 査 演 習 Ａ
４地 域 調 査 演 習 Ｂ
４地 域 調 査 演 習 Ｃ
４地 域 調 査 演 習 Ｄ
４地 域 調 査 演 習 Ｅ
４地 域 調 査 演 習 Ｆ
４地 域 調 査 演 習 Ｇ
４地 域 調 査 演 習 Ｈ
８地 域 総 合 演 習
２憲 法
２民 法 Ⅰ
２財 政 学 Ⅰ
２行 政 法 Ⅰ
２国 際 関 係 論 Ⅰ
２ミ ク ロ 経 済 学 Ⅰ
２ミ ク ロ 経 済 学 Ⅱ
２マ ク ロ 経 済 学 Ⅰ
２マ ク ロ 経 済 学 Ⅱ
２社 会 心 理 学
２コ ミ ュ ニ テ ィ 心 理 学
２ス ポ ー ツ 社 会 学
２ス ポ ー ツ マ ネ ジ メ ン ト 論
２比 較 文 化 研 究
２異 文 化 間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
２環 境 マ ネ ジ メ ン ト
２環 境 政 策 論 Ⅰ
２環 境 経 済 学
２自 然 保 護 論
２計 画 の 論 理
２都 市 ・ 交 通 計 画
２環 境 を 考 え る
２地 域 の 防 災
２生 態 系 の 保 全
２情 報 創 生 演 習
２芸 術 創 生 基 礎 演 習
２Ｗ ｅ ｂ デ ザ イ ン Ⅱ
２情 報 総 合 プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅰ
２情 報 総 合 プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅱ
２言 語 情 報 処 理 研 究 Ⅰ
２言 語 情 報 処 理 研 究 Ⅱ
２映 像 情 報 プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅰ
２映 像 情 報 プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅱ
２芸 術 研 究 演 習 Ⅰ Ａ
２芸 術 研 究 演 習 Ⅰ Ｂ
２芸 術 研 究 演 習 Ⅱ Ａ
２芸 術 研 究 演 習 Ⅱ Ｂ
２メ デ ィ ア 情 報 演 習 Ⅰ Ａ
２メ デ ィ ア 情 報 演 習 Ⅰ Ｂ
２メ デ ィ ア 情 報 演 習 Ⅱ Ａ
２メ デ ィ ア 情 報 演 習 Ⅱ Ｂ
２言 語 情 報 演 習 Ⅰ
２言 語 情 報 演 習 Ⅱ
２メ デ ィ ア 情 報 論
２映 像 デ ザ イ ン
２ア ー ト 表 現 基 礎
２工 芸 表 現 と 技 法
２彫 刻 研 究
２美 術 概 論
２英 米 言 語 研 究 Ⅰ
２英 米 言 語 研 究 Ⅱ
２英 米 言 語 研 究 Ⅲ
２英 米 言 語 研 究 Ⅳ
２日 本 言 語 研 究 Ⅱ
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２日 本 言 語 概 説 Ⅰ

コース専門選択科目

２日 本 言 語 概 説 Ⅱ
８日 本 言 語 演 習
２プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 Ⅱ
２制 御 概 論
２数 値 計 算 法
２デ ー タ ベ ー ス 基 礎 論
２最 適 化 論
２コンピュータグラフィックス基礎論
２情 報 と 職 業
２経 済 法 Ⅱ
２商 法 Ⅱ
２地 域 計 画

３２単位以上計
２比 較 文 化 論

総合科学テーマ科目

２地 域 交 流 史
２日 本 経 済 と 社 会
２世 界 経 済 論 Ⅰ
２国 際 関 係 論 Ⅰ
２社 会 心 理 学
２運 動 文 化 論
２健 康 行 動 論
２地 域 健 康 福 祉 論
２グ ロ ー バ ル 社 会 論
２地 域 創 生 論
２地 域 政 策 論 Ⅰ
２地 域 文 化 論 Ⅰ
２共 生 社 会 論
２メ デ ィ ア 情 報 論
２芸 術 文 化 論
２情 報 社 会 と 情 報 倫 理
２情 報 と 職 業
２情 報 の 数 理
２現 象 の 数 理
２数 学 と 社 会
２資 源 エ ネ ル ギ ー 論
２環 境 マ ネ ジ メ ン ト
２環 境 倫 理 学
２環 境 政 策 論 Ⅰ
２自 然 保 護 論
２生 態 学 Ⅰ
２総 合 科 学 実 践 プ ロ ジ ェ ク ト
２総 合 科 学 特 別 講 義

１０単位以上計
総 合 科 学 部 全 学 科 の 全 て の
専 門 教 育 科 目 の 中 か ら 選 択自 由 選 択 科 目

１４単位以上計
必修６単位卒 業 研 究

１３１単位合 計
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　環境共生コース

１大 学 入 門 科 目 群

全 学 共 通 教 育 科 目
２０

教 養 科 目 群
社 会 性 形 成 科 目 群

１４基 盤 形 成 科 目 群 
３５単位以上計

必修２基 礎 ゼ ミ ナ ー ル
必 修

学部共通
科 目

必修２キ ャ リ ア プ ラ ン 入 門 Ⅰ
必修２キ ャ リ ア プ ラ ン 入 門 Ⅱ

２単位以上必修
２科 学 と 人 間

選択必修Ａ
２健 康 と 福 祉

４単位以上必修

＊１　４つの内２単
位までしか，卒
業に必要な単位
に算入されない。

＊２　４つの内２単
位までしか，卒
業に必要な単位
に算入されない。

２情 報 処 理 の 基 礎 Ⅰ

選択必修Ｂ

２情 報 処 理 の 基 礎 Ⅱ
２国 際 交 流 ・ 協 力 体 験
２基 礎 英 語 講 読 Ⅰ
２基 礎 英 語 講 読 Ⅱ
２実用外国語基礎演習Ⅰ（英語）
２実用外国語基礎演習Ⅰ（中国語）
２実用外国語基礎演習Ⅰ（ドイツ語）
２実用外国語基礎演習Ⅰ（フランス語）
２実用外国語基礎演習Ⅱ（英語）
２実用外国語基礎演習Ⅱ（中国語）
２実用外国語基礎演習Ⅱ（ドイツ語）
２実用外国語基礎演習Ⅱ（フランス語）
２キ ャ リ ア プ ラ ン
２短 期 イ ン タ ー ン シ ッ プ

１２単位以上計
必修２社 会 創 生 学 の 基 礎

学 科 共 通 科 目

必修２経 済 学 の 基 礎 Ⅰ

２単位以上必修
２社 会 学 の 基 礎 Ⅰ
２社 会 学 の 基 礎 Ⅱ

必修２生 命 科 学 の 基 礎
２法 律 学 の 基 礎 Ⅰ
２地 理 学 の 基 礎 Ⅰ
２文 系 数 学 の 基 礎
２ア ー ト 創 生 プ ロ ジ ェ ク ト
２化 学 の 基 礎
２生 命 科 学 基 礎 実 験

１２単位以上計
２環 境 政 策 論 Ⅰ

コース専門コア科目

２環 境 倫 理 学
２環 境 経 済 学
２環 境 物 質 循 環 論
２生 態 学 Ⅰ
２生 物 資 源 論
２自 然 保 護 論
２環 境 リ ス ク 論
２環 境 マ ネ ジ メ ン ト

１４単位以上計
２生 化 学

コース専門選択科目

２分 子 生 物 学
２発 生 学
２適 応 進 化 学
２細 胞 情 報 学
２保 全 生 物 学
２環 境 資 源 利 用 学
２環 境 政 策 論 Ⅱ
２分 析 化 学 Ⅰ
２環 境 機 器 分 析 化 学
２グ リ ー ン ケ ミ ス ト リ ー
２環 境 生 理 学
２物 質 作 用 ・ 影 響 評 価
２活 性 物 質 生 理 学
２生 態 学 Ⅱ
２天 然 物 化 学
２生 物 有 機 化 学
２生 命 環 境 情 報 学
２系 統 分 類 学
２細 胞 生 理 学
２機 能 物 質 作 用 学
２生 体 物 質 影 響 学
２環 境 共 生 学 実 験 Ⅰ
２環 境 共 生 学 実 験 Ⅱ
２環 境 共 生 学 実 験 Ⅲ

必修２環 境 共 生 学 セ ミ ナ ー Ⅰ

＊１
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必修２環 境 共 生 学 セ ミ ナ ー Ⅱ

コース専門選択科目

必修２環 境 共 生 学 総 合 演 習 Ⅰ
必修２環 境 共 生 学 総 合 演 習 Ⅱ

２財 政 学 Ⅰ
２財 政 学 Ⅱ
２福 祉 情 報 論
２地 域 変 容 論
２地 域 環 境 論
２市 民 活 動 論
２熱 統 計 力 学 Ⅰ
２無 機 化 学 Ⅰ
２無 機 化 学 Ⅱ
２物 理 化 学 Ⅰ
２有 機 化 学 Ⅰ
２有 機 化 学 Ⅱ
２化 学 基 礎 実 験
２物 質 構 造 解 析 学
２地 球 表 層 構 造 形 成 論
２地 球 表 層 環 境 論
２地 球 環 境 科 学
２生 態 系 の 保 全
２都 市 ・ 交 通 計 画
２資 源 循 環 工 学
２景 観 デ ザ イ ン
２地 域 の 防 災
２緑 の デ ザ イ ン
２環 境 を 考 え る

２８単位以上計
２比 較 文 化 論

総合科学テーマ科目

２地 域 交 流 史
２日 本 経 済 と 社 会
２世 界 経 済 論 Ⅰ
２国 際 関 係 論 Ⅰ
２社 会 心 理 学
２運 動 文 化 論
２健 康 行 動 論
２地 域 健 康 福 祉 論
２グ ロ ー バ ル 社 会 論
２地 域 創 生 論
２地 域 政 策 論 Ⅰ
２地 域 文 化 論 Ⅰ
２共 生 社 会 論
２メ デ ィ ア 情 報 論
２芸 術 文 化 論
２情 報 社 会 と 情 報 倫 理
２情 報 と 職 業
２情 報 の 数 理
２現 象 の 数 理
２数 学 と 社 会
２資 源 エ ネ ル ギ ー 論
２環 境 マ ネ ジ メ ン ト
２環 境 倫 理 学
２環 境 政 策 論 Ⅰ
２自 然 保 護 論
２生 態 学 Ⅰ
２総 合 科 学 実 践 プ ロ ジ ェ ク ト
２総 合 科 学 特 別 講 義

１０単位以上計
総 合 科 学 部 全 学 科 の 全 て の
専 門 教 育 科 目 の 中 か ら 選 択自 由 選 択 科 目

１４単位以上計
必修６単位卒 業 研 究

１３１単位合 計
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　数理科学コース

１大 学 入 門 科 目 群

全 学 共 通 教 育 科 目
２２

教 養 科 目 群
社 会 性 形 成 科 目 群

１２基 盤 形 成 科 目 群 
３５単位以上計

必修２基 礎 ゼ ミ ナ ー ル
必 修

学部共通
科 目

必修２キ ャ リ ア プ ラ ン 入 門 Ⅰ
必修２キ ャ リ ア プ ラ ン 入 門 Ⅱ

２単位以上必修
２科 学 と 人 間

選択必修Ａ
２健 康 と 福 祉

４単位以上必修

＊１　４つの内２単
位までしか，卒
業に必要な単位
に算入されない。

＊２　４つの内２単
位までしか，卒
業に必要な単位
に算入されない。

２情 報 処 理 の 基 礎 Ⅰ

選択必修Ｂ

２情 報 処 理 の 基 礎 Ⅱ
２国 際 交 流 ・ 協 力 体 験
２基 礎 英 語 講 読 Ⅰ
２基 礎 英 語 講 読 Ⅱ
２実用外国語基礎演習Ⅰ（英語）
２実用外国語基礎演習Ⅰ（中国語）
２実用外国語基礎演習Ⅰ（ドイツ語）
２実用外国語基礎演習Ⅰ（フランス語）
２実用外国語基礎演習Ⅱ（英語）
２実用外国語基礎演習Ⅱ（中国語）
２実用外国語基礎演習Ⅱ（ドイツ語）
２実用外国語基礎演習Ⅱ（フランス語）
２キ ャ リ ア プ ラ ン
２短 期 イ ン タ ー ン シ ッ プ

１２単位以上計

１０単位以上必修

２数 理 科 学 の 基 礎 Ⅰ

学 科 共 通 科 目

２数 理 科 学 の 基 礎 Ⅱ
２物 理 科 学 の 基 礎
２化 学 の 基 礎
２生 命 科 学 の 基 礎
２地 球 科 学 の 基 礎

２単位以上必修

２プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 Ⅰ
２物 理 学 基 礎 実 験
２化 学 基 礎 実 験
２生 命 科 学 基 礎 実 験
２地 球 科 学 基 礎 実 験

１２単位以上計
２数 理 科 学 の 基 礎 Ⅲ

コース専門コア科目

２数 学 基 礎
２微 分 積 分 ・ 演 習 Ⅰ
２微 分 積 分 ・ 演 習 Ⅱ
２線 形 代 数 ・ 演 習 Ｉ
２線 形 代 数 ・ 演 習 Ⅱ
２計 算 機 概 論
２情 報 数 学
２デ ー タ ベ ー ス 基 礎 論

１４単位以上計
２代 数 基 礎 Ⅰ

コース専門選択科目

２代 数 基 礎 Ⅱ
２複 素 解 析 Ⅰ
２複 素 解 析 Ⅱ
２確 率 ・ 統 計 Ⅰ
２確 率 ・ 統 計 Ⅱ
２微 分 方 程 式 Ⅰ
２微 分 方 程 式 Ⅱ
２代 数 学 Ⅰ
２代 数 学 Ⅱ
２幾 何 学 Ⅰ
２幾 何 学 Ⅱ
２解 析 学 Ⅰ
２解 析 学 Ⅱ
２応 用 数 理 Ⅰ
２応 用 数 理 Ⅱ
２情 報 シ ス テ ム 特 論 Ⅰ
２情 報 シ ス テ ム 特 論 Ⅱ
２モ デ リ ン グ 理 論
２プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 Ⅱ
２制 御 概 論
２数 値 計 算 法
２最 適 化 論
２コンピュータグラフィックス基礎論
２情 報 総 合 プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅰ
２経 済 法 Ⅱ

＊１

＊２
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２商 法 Ⅱ

コース専門選択科目
４数 理 科 学 演 習
４情 報 科 学 演 習

２８単位以上計
２比 較 文 化 論

総合科学テーマ科目

２地 域 交 流 史
２日 本 経 済 と 社 会
２世 界 経 済 論 Ⅰ
２国 際 関 係 論 Ⅰ
２社 会 心 理 学
２運 動 文 化 論
２健 康 行 動 論
２地 域 健 康 福 祉 論
２グ ロ ー バ ル 社 会 論
２地 域 創 生 論
２地 域 政 策 論 Ⅰ
２地 域 文 化 論 Ⅰ
２共 生 社 会 論
２メ デ ィ ア 情 報 論
２芸 術 文 化 論
２情 報 社 会 と 情 報 倫 理
２情 報 と 職 業
２情 報 の 数 理
２現 象 の 数 理
２数 学 と 社 会
２資 源 エ ネ ル ギ ー 論
２環 境 マ ネ ジ メ ン ト
２環 境 倫 理 学
２環 境 政 策 論 Ⅰ
２自 然 保 護 論
２生 態 学 Ⅰ
２総 合 科 学 実 践 プ ロ ジ ェ ク ト
２総 合 科 学 特 別 講 義

１０単位以上計
総 合 科 学 部 全 学 科 の 全 て の
専 門 教 育 科 目 の 中 か ら 選 択自 由 選 択 科 目

１４単位以上計
必修６単位卒 業 研 究

１３１単位合 計
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　物質総合コース

１大 学 入 門 科 目 群    

全 学 共 通 教 育 科 目
２２

教 養 科 目 群     
社 会 性 形 成 科 目 群   

１２基 盤 形 成 科 目 群 
３５単位以上計

必修２基 礎 ゼ ミ ナ ー ル
必 修

学部共通
科 目

必修２キ ャ リ ア プ ラ ン 入 門 Ⅰ
必修２キ ャ リ ア プ ラ ン 入 門 Ⅱ

２単位以上必修
２科 学 と 人 間

選択必修Ａ
２健 康 と 福 祉

４単位以上必修

＊１　４つの内２単
位までしか，卒
業に必要な単位
に算入されない。

＊２　４つの内２単
位までしか，卒
業に必要な単位
に算入されない。

２情 報 処 理 の 基 礎 Ⅰ

選択必修Ｂ

２情 報 処 理 の 基 礎 Ⅱ
２国 際 交 流 ・ 協 力 体 験
２基 礎 英 語 講 読 Ⅰ
２基 礎 英 語 講 読 Ⅱ
２実用外国語基礎演習Ⅰ（英語）
２実用外国語基礎演習Ⅰ（中国語）
２実用外国語基礎演習Ⅰ（ドイツ語）
２実用外国語基礎演習Ⅰ（フランス語）
２実用外国語基礎演習Ⅱ（英語）
２実用外国語基礎演習Ⅱ（中国語）
２実用外国語基礎演習Ⅱ（ドイツ語）
２実用外国語基礎演習Ⅱ（フランス語）
２キ ャ リ ア プ ラ ン
２短 期 イ ン タ ー ン シ ッ プ

１２単位以上計

１０単位以上必修

２数 理 科 学 の 基 礎 Ⅰ

学 科 共 通 科 目

２数 理 科 学 の 基 礎 Ⅱ
２物 理 科 学 の 基 礎
２化 学 の 基 礎
２生 命 科 学 の 基 礎
２地 球 科 学 の 基 礎

２単位以上必修

２プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 Ⅰ
２物 理 学 基 礎 実 験
２化 学 基 礎 実 験
２生 命 科 学 基 礎 実 験
２地 球 科 学 基 礎 実 験

１２単位以上計
２力 学 Ⅰ

コース専門コア科目

２電 磁 気 学 Ⅰ
２熱 統 計 力 学 Ⅰ
２量 子 力 学 Ⅰ
２無 機 化 学 Ⅰ
２物 理 化 学 Ⅰ
２有 機 化 学 Ⅰ
２分 析 化 学 Ⅰ
２地 球 物 質 科 学
２地 球 環 境 科 学
２地 球 表 層 構 造 形 成 論
２地 球 表 層 環 境 論

１４単位以上計
２物 理 学 実 験 Ⅰ

コース専門選択科目

２化 学 実 験 Ⅰ
２地 球 科 学 実 験 Ⅰ
２力 学 Ⅱ
２電 磁 気 学 Ⅱ
２熱 統 計 力 学 Ⅱ
２量 子 力 学 Ⅱ
２物 理 学 実 験 Ⅱ
２物 性 科 学
２放 射 線 科 学
２量 子 物 質 科 学
２宇 宙 科 学
２無 機 化 学 Ⅱ
２物 理 化 学 Ⅱ
２有 機 化 学 Ⅱ
２生 化 学
２環 境 機 器 分 析 化 学
２天 然 物 化 学
２分 子 化 学 反 応 論
２生 物 有 機 化 学
２環 境 物 質 循 環 論
２環 境 リ ス ク 論
２グ リ ー ン ケ ミ ス ト リ ー

＊１

＊２
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２化 学 実 験 Ⅱ

コース専門選択科目

２細 胞 生 理 学
２環 境 生 理 学
２生 体 物 質 影 響 学
２環 境 地 質 学
２物 質 構 造 解 析 学
２地 球 科 学 実 験 Ⅱ

必修４物 質 総 合 セ ミ ナ ー
２８単位以上計
２比 較 文 化 論

総合科学テーマ科目

２地 域 交 流 史
２日 本 経 済 と 社 会
２世 界 経 済 論 Ⅰ
２国 際 関 係 論 Ⅰ
２社 会 心 理 学
２運 動 文 化 論
２健 康 行 動 論
２地 域 健 康 福 祉 論
２グ ロ ー バ ル 社 会 論
２地 域 創 生 論
２地 域 政 策 論 Ⅰ
２地 域 文 化 論 Ⅰ
２共 生 社 会 論
２メ デ ィ ア 情 報 論
２芸 術 文 化 論
２情 報 社 会 と 情 報 倫 理
２情 報 と 職 業
２情 報 の 数 理
２現 象 の 数 理
２数 学 と 社 会
２資 源 エ ネ ル ギ ー 論
２環 境 マ ネ ジ メ ン ト
２環 境 倫 理 学
２環 境 政 策 論 Ⅰ
２自 然 保 護 論
２生 態 学 Ⅰ
２総 合 科 学 実 践 プ ロ ジ ェ ク ト
２総 合 科 学 特 別 講 義

１０単位以上計
総 合 科 学 部 全 学 科 の 全 て の
専 門 教 育 科 目 の 中 か ら 選 択自 由 選 択 科 目

１４単位以上計
必修６単位卒 業 研 究

１３１単位合 計
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１８　教職に関する科目表

単　位　数授　　業　　科　　目

２教 師 論

２教 育 学

２教 育 心 理 学

２学 校 制 度 論

２教 育 課 程 論

２国 語 科 教 育 法 Ⅰ

２国 語 科 教 育 法 Ⅱ

２国 語 科 教 育 法 Ⅲ

２国 語 科 教 育 法 Ⅳ

２社 会 科 教 育 法

２地 理 歴 史 科 教 育 法

２地 理 歴 史 科 教 育 方 法 論

２公 民 科 教 育 法

２公 民 科 教 育 方 法 論

２英 語 科 教 育 法 Ⅰ

２英 語 科 教 育 法 Ⅱ

２英 語 科 教 育 法 Ⅲ

２英 語 科 教 育 法 Ⅳ

２美 術 科 教 育 法 Ⅰ

２美 術 科 教 育 法 Ⅱ

２美 術 科 教 育 法 Ⅲ

２美 術 科 教 育 法 Ⅳ

２保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅰ

２保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅱ

２保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅲ

２保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅳ

２数 学 科 教 育 法 Ⅰ

２数 学 科 教 育 法 Ⅱ

２数 学 科 教 育 法 Ⅲ

２数 学 科 教 育 法 Ⅳ

２情 報 科 教 育 法 Ⅰ

２情 報 科 教 育 法 Ⅱ

２理 科 教 育 法 Ⅰ

２理 科 教 育 法 Ⅱ

２理 科 教 育 法 Ⅲ

２理 科 教 育 法 Ⅳ

２道 徳 教 育

２特 別 活 動 研 究

２教 育 方 法 学

２生 徒 指 導 論

２教　 育　 相　 談

１教 育 実 習 事 前 事 後 指 導

４教　 育　 実　 習 （ 中 学 ）

２教　 育　 実　 習 （ 高 校 ）

１介 護 等 体 験

２教 職 実 践 演 習

　上記の科目のうち，「教育相談」以外は進級要件，卒業要件及び成績評価（GP・GPA）に算定されない。
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１９　学芸員資格に関する科目表

単　位　数授　　業　　科　　目

�生 涯 学 習 概 論

�博 物 館 概 論

�博 物 館 経 営 論

�博 物 館 資 料 論

�博 物 館 資 料 保 存 論

�博 物 館 展 示 論

�博 物 館 情 報 ・ メ デ ィ ア 論

�博 物 館 教 育 論

�博 物 館 実 習

　上記の科目は，進級要件，卒業要件及び成績評価（GP・GPA）に算定されない。

　　　附　則

　この細則は，平成１３年４月１日から施行し，平成１３年度入学者から適用する。ただし，平成１３年度に転学部又は補欠入

学する者及び平成１４年度に第３年次に転学部又は補欠入学する者については，なお従前の例による。

　　　附　則

　この細則は，平成１４年４月１日から施行し，平成１３年度入学者から適用する。ただし，平成１３年度に補欠入学した者及

び平成１４年度に第３年次に補欠入学する者については，なお従前の例による。

　　　附　則

　この細則は，平成１５年４月１日から施行し，１６コース別履修科目表については，平成１３年度入学者から適用する。ただ

し，平成１３年度に第３年次に補欠入学した者及び平成１４年度に第３年次に転学部又は補欠入学した者については，なお従前

の例による。

　　　附　則

　この細則は，平成１６年４月１日から施行する。

　　　附　則

　この細則は，平成１７年４月１日から施行する。

　　　附　則

　この細則は，平成１８年４月１日から施行する。ただし，平成１７年度以前に入学した者に係るコース別履修科目表について

は，なお従前の例による。

　　　附　則

　この細則は，平成１９年４月１日から施行する。

　　　附　則

　この細則は，平成２０年４月１日から施行する。

　　　附　則

　この細則は，平成２１年４月１日から施行する。ただし，平成２１年３月３１日に本学部に在学する者，並びに，平成２１年度

に転学部又は補欠入学する者及び平成２２年度に３年次に転学部又は補欠入学する者については，なお従前の例による。

　　　附　則

　この細則は，平成２２年４月１日から施行する。ただし，平成２２年３月３１日に本学部に在学する者，並びに，平成２２年度

に転学部又は補欠入学する者及び平成２３年度に３年次に転学部又は補欠入学する者については，なお従前の例による。

　　　附　則

　この細則は，平成２３年４月１日から施行する。ただし，平成２２年度以前に入学した者，並びに，平成２３年度に転学部又

は補欠入学する者及び平成２４年度に３年次に転学部又は補欠入学する者については，なお従前の例による。

　　　附　則

　この細則は，平成２３年６月９日から施行する。

　　　附　則

　この細則は，平成２４年４月１日から施行する。ただし，平成２３年度以前に入学した者については，なお，従前の例による。

　　　附　則

１　この細則は，平成２５年４月１日から施行する。

２　平成２４年度以前に入学した者並びに平成２５年度に転学部，再入学又は補欠入学する者及び平成２６年度に３年次に転学

部，再入学又は補欠入学する者については，この細則による改正後の１７ コース別履修科目表の規定にかかわらず，なお従前

の例による。

　　　附　則

　この細則は，平成２５年１０月１０日から施行する。

　　　附　則

１　この細則は，平成２６年４月１日から施行する。

２　平成２５年度以前に入学した者並びに平成２５年度に転学部，再入学又は補欠入学する者及び平成２７年度に３年次に転学

部，再入学又は補欠入学する者については，なお従前の例による。
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１　試　　　験

　⑴　成績の考査の一環として学年暦に定める期間に試験（定期試験）を行う。

　⑵　定期試験は，授業時間数の３分の２以上出席した者につき行う。

　⑶　成績の考査を試験によらない科目は，論文，レポート，制作物の提出及び作業演習等をもって行う。

　⑷　成績は，１科目につき１００点をもって満点とし，６０点以上をもって合格とする。

２　受　験　心　得

　⑴　受講の許可を得ている科目に限り受験することができる。

　⑵　遅刻した場合は，受験することができない。ただし，遅刻が２０分以内で，やむを得ない理由がある

と監督教員が認めたときは，受験することができる。

　⑶　受験の際は，学生証を携行し，机上の右上隅に置くこと。忘れた者は，学務部又は学務係で仮学生証

の交付を受けること。

　⑷　受験の際は，監督教員の指示に従うこと。

　⑸　不正行為をした者は，徳島大学学則第５２条に基づき処分される。

３　成績の通知・確認

　⑴　履修科目の成績は，原則として前期・後期ともに学期内に通知する。ただし，前期の追試験・再試験

及び９月に実施される集中講義等の成績は，１１月上旬に通知する。

　⑵　通知を受けた者は，成績を確認して疑義のある場合は，成績の通知日から１週間以内，ただし１週間後

の同日が休業日である場合は，休業日あけの最初の平日までに学務係まで申し出のうえ，確認すること。

　⑶　成績記入は，次のとおりである。

　　　　１科目につき６０点以上………合　格

　　　　不…………………………不合格（再試験可）　　　（不）………………………再受講（再試験不可）

　　　　欠………試験当日欠席（追試験又は再受講）　　　（欠）………………………受験資格なし（再受講）

　⑷　すべての学生は，入学時に「個別成績表の送付に係る同意書」を学務係に提出し，成績表の保証人へ

の送付の可否について申し出ることとする。

　　　ただし，成績表の送付を「否」とした場合でも，下記の事項に該当する場合には，保証人に成績表を

送付する。

　　①　単位の修得状況の芳しくない者

　　②　進級要件又は卒業要件に満たない者

４　追　試　験

　⑴　次の理由により定期検査が受けられなかった者は，「追試験」を願い出ることができる。

　　ア　本人の責に帰し得ない理由の場合

３．試　　験　　細　　則
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　　イ　病気の場合

　　　　願い出にあたっては，欠席の詳細な理由を記した「欠席届」，アまたはイを証明する「証明書」（医

師の診断書など），「追試験願」を学務係に提出する。

　　　　「欠席届」「追試験願」の用紙は学務係で交付される。

　⑵　追試験の願い出は，試験実施日から２週間以内に行うこと。ただし２週間後の同日が休業日である場

合は，休業日あけの最初の平日までに行うこと。

　⑶　追試験の許可は，教務委員会で審査のうえ行う。

　⑷　追試験の受験を許可された者は，前期においては１０月末までに，後期においては学期内に受験するも

のとする。

５　再　試　験

　⑴　定期試験に不合格になり，かつ「再試験」の指示があった場合には，再試験を受けることができる。

　⑵　再試験は，前期においては１０月末までに，後期においては学期内に受験するものとする。

　⑶　再試験を受験しようとするときは，学務係で願出用紙の交付を受け，当該試験の担当教員の認印を得

たうえで，学務係に提出しなければならない。

　⑷　願出用紙の提出は，その再試験が行われる日の前日までとする。

　⑸　再試験に合格した者の成績は，１科目につき６０点とする。

６　追試験・再試験成績の通知・確認

　⑴　追試験・再試験の成績は，前期においては１１月上旬に，後期においては学期内に学務係で本人に通

知する。

　⑵　通知を受けた者は，成績を確認して疑義のある場合は，成績の通知日から１週間以内，ただし１週間後

の同日が休業日である場合は，休業日あけの最初の平日までに学務係まで申し出のうえ，確認すること。

　　　附　則

　この細則は，平成２年４月１日から実施する。

　　　附　則

　この細則は，平成５年４月１日から実施する。

　　　附　則

　この細則は，平成１１年４月１日から実施する。

　　　附　則

　この細則は，平成１２年４月１日から実施する。

　　　附　則

　この細則は，平成１３年４月１日から実施する。

　　　附　則

　この細則は，平成１４年４月１日から実施する。

　　　附　則

　この細則は，平成１６年４月１日から実施する。
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　　　附　則

　この細則は，平成１８年４月１日から実施する。

　　　附　則

　この細則は，平成１９年４月１日から実施する。

　　　附　則

　この細則は，平成２０年４月１日から施行する。

　　　附　則

　この細則は，平成２１年４月１日から施行する。

　　　附　則

　この細則は，平成２４年４月１日から施行する。

　　　附　則

　この細則は，平成２５年７月１日から実施する。
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１　コ　ー　ス

　　人間文化学科，社会創生学科及び総合理数学科に３の表に示すコースを置く。

２　コース決定及び変更

　⑴　１年次学生は，コース選考についてのガイダンスを受け，学年暦によって定められた期日までに，

コース志望届を提出しなければならない。

　⑵　２年次以上の全学生が所属学科のいずれか一つのコースに所属しなければならない。コースへの所属

は２年次の初めとする。

　⑶　各コースの受入可能数は３の表のとおりである。

　⑷　受入可能数を超える志望者があるコースは，選抜を行う。選抜の方法は，次のうち一つまたは二つを

用いる。

　　　①成績，②面接，③筆記試験，④小論文，⑤実技

　⑸　教育上支障がない場合に限り，選考の上，年度の初めにコースの変更を許可することがある。コース

変更を希望する者は，２年次以降，学年暦によって定められた期日までにコース変更届を提出する。

３　コ　ー　ス　表

　　　附　則

　この細則は，平成２１年４月１日から施行する。ただし，平成２１年３月３１日に本学部に在学する者，並

びに，平成２１年度に転学部又は補欠入学する者及び平成２２年度に３年次に転学部又は補欠入学する者につ

いては，なお従前の例による。

　　　附　則

　この細則は，平成２２年４月１日から施行する。

４．コ　ー　ス　細　則

受入可能数コ ー ス

６０国 際 文 化

６０心理・健康

人間文化学科

受入可能数コ ー ス

８０公 共 政 策

５５地 域 創 生

３０環 境 共 生

社会創生学科

受入可能数コ ー ス

３５数 理 科 学

４５物 質 総 合

総合理数学科
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　（名称）

第１条　本会は，徳島大学総合科学部学友会と称し，事務所を徳島大学総合科学部内に置く。

　（会員）

第２条　本会は，正会員（総合科学部）及び特別会員（総合科学部教職員）で組織する。

　（目的）

第３条　本会は，学生の自治的活動を通じて，健全な学風の樹立，学生生活の向上及び将来における社会参

加への準備を図ることを目的とする。

　（事業）

第４条　本会は，前条の目的を達成するため，次の事業を行う。

　一　学生が自治的に行う行事の企画及び実行。

　二　学生のサークルに対する援助。

　三　就職に関する学生の自治的活動。

　四　その他本会が必要と認めた事項。

　（役員）

第５条　本会に次の役員を置く。

　一　会　　長　１名

　二　副　会　長　１名

　三　委　員　長　１名

　四　副委員長　２名

　五　監　　査　１名

　六　幹　　事　大学祭担当１名，卒業アルバム担当１名，就職活動担当１名，その他若干名

　（役員の選出）

第６条　役員は，次の方法によって選出する。

　一　会長は，学部長をもって充てる。

　二　副会長は，学生委員会委員長をもって充てる。

　三　委員長，副委員長，監査は，正会員から公選とする。

　四　幹事は，正会員の中から委員長が委嘱する。

　（役員の任務）

第７条　役員の任務は，次のとおりとする。

　一　会長は，本会を代表し会務を総括する。

　二　副会長は，会長を補佐し，会長に事故あるときは，その職務を代行する。

　三　委員長は，正会員の代表として本会の事業を総括する。

　四　副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故のあるときは，副委員長のうち１名が，その職務を代行する。

　五　監査は，会計を監査する。

５．徳島大学総合科学部学友会会則
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　六　幹事は，会務を処理する。

　（役員の任期）

第８条　役員の任期は，一年とし，再任を妨げない。

２　役員に欠員が生じた場合は，これを補充し，その任期は，前任者の残任期間とする。

　（役員の選挙）

第９条　正会員による選挙は，次のとおりに行う。

　一　委員長は毎年１月に選挙管理委員会を設ける。

　二　選挙管理委員会は，毎年２月に次年度の役員の選挙を行う。

　三　選挙管理委員会は，各学科の各学年から互選された選挙管理委員１名ずつで構成し，その中から選挙

管理委員長を互選する。

　四　役員に立候補する者は，公示の日から選挙期間の開始１週間前までに，文書で選挙管理委員長に届け

出なければならない。

　五　選挙が成立するためには，投票総数が正会員の３分の１を超えなければならない。

　六　有効投票の過半数を得た者を当選とする。ただし，白票は無効票とする。

　七　選挙の結果，有効投票の過半数に満たない場合は，上位得票の２名で再投票を行う。

　八　再投票の結果，有効投票の最多得票数を得た者を当選とする。

　九　期間内に立候補する者が現れない場合は，現委員長の選任によって次年度委員長，副委員長，監査の

計４名を決定する。

　（会議）

第１０条　会長は，必要があると認めるときは，総会を招集することができる。

２　総会は，会則の改廃その他重要な事項を審議する。

３　総会の議事は，正会員の過半数の賛成によって議決し，議決にあたっては，あらかじめ作成された原案

に対する委任状を認める。

　（会計）

第１１条　会計年度は，毎年４月１日に始まり，翌年３月３１日に終わる。

２　本会の経費は，正会員の入会金（２００円），会費（４,０００円），寄付金及びその他の収入をもって充てる。

３　入会金及び会費は入学時に納入する。

４　既納の入会金及び会費は返還しない。

　（情報開示）

第１２条　情報開示は次に従うものとする。

　一　開示請求書発行は委員長のみが発行できるものとする。

　二　開示請求依頼者は発行依頼を委員長に対して行う。

　三　開示請求が行える学生は，総合科学部の学生に限定する。

　四　開示可能な情報は，監査を受けた最新の決算のみとする。

　五　開示された情報はいかなる方法によっても，コピー，複製等は行わないものとする。

　　　附　則

　本会則は，平成１８年４月１日から施行する。
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Ⅲ．教員免許状と各種資格



−７９−

　本学部では，「１　免許状の種類及び教科」に示す教員免許が取得できます。本学部では，教員免許状取得

を希望する学生に対して，１年次の１０月頃に説明会を実施し，免許状取得に関する指導を行っています。免

許状の取得を希望する学生はこの説明会に必ず出席してください。

　教員免許状を取得するためには，卒業に必要な単位のほかに，卒業要件とならない授業科目を多数履修し，

４年次には「教育実習」や「教職実践演習」を受講しなければなりません。また，中学校教員免許状を取得

するためには，「介護等体験」の受講が必修となっています。これらの実習や演習で実施される学外での実習

は，実習先のご好意によって受講が可能となっているものです。このような実情を踏まえ，本学部では実習

を受講するために要件を定めています。それらは，５−１に示していますので，各自で確認してください。

また，免許の取得に必修の科目の中には，隔年開講のものもあります。履修に際しては，各年次の時間割に

よく目を通して，履修計画を立てるようにしてください。

　教員免許状取得には上記に示したような，多くの科目の履修や学外での実習が必要であることを踏まえ，

安易な気持ちで教員免許状を取得することは厳に慎んでください。学外の実習先に迷惑がかかるようなこと

があれば，教員免許状の取得ができなくなる場合があります。

　以下に大まかに，免許状取得までの説明会・事前指導等の実施予定を示しておきます。詳しくは，「２　基

礎資格及び必要単位数」以下を熟読してください。

【教職課程スケジュール概要】

　日程の詳細は，学務係前の「教職関連の掲示板」に掲示することで通知されます。掲示板を毎日確認する

ようにしてください。

　次頁は，本学部が示す「教員として身につけておくべき資質能力の年次別到達目標」です。これをよく読

んで，教師となるための心得を自覚しながら，各学年ごとに教員としての資質を高めていけるように努力し

てください。

１．教員免許状の取得

「教職キャリアノート」と「教職実践演習」「教育実習」と「介護等体験」日　　程

教職キャリアノートの配布教員免許状取得希望者に対する説明会

介護等体験受講希望調査

１年次１０月

介護等体験実施説明会　　　１２月

教職キャリアノートは，前・後期１回ず

つ提出し，指導を受けて返却されます。

各期日は，学務係前の掲示板に通知さ

れます。

介護等体験事前指導

（福祉施設実習について）

２年次５月

介護等体験事前指導

（鳴門教育大学附属特別支援学校実習について）

　　　１１月

教育実習受講希望調査　　　２月

教育実習受講説明会３年次４月

教職実践演習

教育実習事前指導４年次

教育実習

教育実習事後指導
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教員として身につけておくべき資質能力の年次別到達目標

４　年　次３　年　次２　年　次１　年　次

教育的愛情を根幹として，
生徒の成長や安全，健康
のために，自ら率先して
行動することができ，教
育実習においても実践す
ることができる。

教育的愛情を根幹として，
生徒の成長や安全，健康
を守るための方法につい
て具体的に考えることが
できる。

教育的愛情について理解
し，介護等体験やボラン
ティア活動等を通じ，他
の人の安全，健康を守ろ
うとすることができる。

日常生活の中で教育的愛
情とは何かを考え，積極
的に自らの安全，健康を
守るために行動すること
ができる。

創
造
力
・
企
画
力

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
力

生徒の健全な成長に資す
るという情熱を常にもち，
積極的に学び，共に成長
しようとする意識をもっ
て教育実習に当たること
ができる。

教育実習に向けての明確
な心構えをもって，積極
的に講義に参加し，生徒
の成長に資するために必
要な力を身につけようと
努める。

教師の使命や教師に必要
な資質・能力を理解し，
介護等体験やボランティ
ア活動等に熱意と誠意を
もって当たることができ
る。

教師の存在の意味やその
必要性を考えながら講義
に出席し，自分なりにそ
の解をいくつか見いだす
ことができる。

使
命
感

教育公務員としての責任
感や倫理観をもち，教育
実習において困難に直面
しても，職責を果すこと
ができる。

教育公務員として倫理観
の重要性を理解し，責任
感を養いつつ，積極的に
教育実習の準備を進める
ことができる。

介護等体験やボランティ
ア活動等を通してさまざ
まな立場の人を思いやり，
他者を理解する姿勢を
持って，活動をやり遂げ
ることができる。

講義を通じ，徳島大学の
目指す「人間力」とは何
かを理解し，それらを身
につけようと努める。

自
己
統
制
力

教員としての職責や義務
の自覚に基づき，教育実
習で目的や状況に応じた
適切な言動をとることが
できる。

講義や教員採用説明会等
を通じ，教職に対する自
覚をもち，他者の立場に
立って行動することがで
きる。

サークル活動，ボラン
ティア活動等を通じてお
互いを認め合い，支え合
う関係づくりができる。

新入生オリエンテーショ
ン等を通じ，新しい人間
関係を築こうと努力し，
仲間づくりができる。

人
間
関
係
調
整
力

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力

教育実習では，学校組織
の一員として，周りの人
と協力して職務を果たす
ことができる。

ゼミの活動等を通して，
目的・情報・資源・関係
性を共有し，ネットワー
クをつくり共有した目標
に向けて努力することが
できる。

サークル活動，ボラン
ティア活動等を通して，
共に問題解決に取り組む
ために協働で考え企画す
ることができる。

分野を超えて交友関係を
広げ，対等に意見交換や
話合いをし，自分の潜在
的能力を引き出すことが
できる。

協
働
力

主に教育実習を通して保
護者・地域との連携の仕
方を学び，良好な人間関
係の築き方を身につける。

社会の情勢・風潮に関心
を寄せ，人間関係を円滑
にするための力を身につ
けようと努力する。

集団の中で，協調的に行
動ができ，周りの人との
関係づくりを省察し，自
認することができる。

他者に対して適切な行動
が取れ，人間関係を円滑
に維持しようとすること
ができる。

社
会
性

生徒と共感的にコミュニ
ケーションしようと努め
ると共に，生徒のコミュ
ニケーション力を高める
ための指導ができる。

生徒の発達に合った，表
情や声の抑揚，身振り手
振りなど，コミュニケー
ションスキルの上達を目
指し，努力することがで
きる。

講義や介護等体験・ボラ
ンティア活動等の中で自
分の意志を他者に適切に
伝え，相手の感情や思考
を把握しようと努める。

友人や教職員とコミュニ
ケーションを積極的にか
わそうとする意欲をもち，
受容的な態度をとること
ができる。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

生

徒

指

導

力

生徒理解に努め，生徒
個々人の発達や心身の状
況に応じて適切な指導を
行うことができる。

生徒理解の方法を理解し，
講義の受講を通していじ
めや不登校等に関する教
育相談の習熟を図る。

生徒の発達状況に基づく
心的特性や発達課題につ
いて理解し，それらを介
護等体験等で実践しよう
とする。

身近な人の些細な変化に
も気づくよう心を配り，
人の役に立つ行動をとろ
うとする。

個
人
指
導
力

学級集団としての目的意
識を生徒と共に確立する
よう学級経営に積極的に
参画できるようになり，
教育実習において実践す
る。

特別活動等の講義を通じ
て，成長を促す学級経営
の在り方を具体的にイ
メージすることができる。

社会参加をする中で，好
悪の感情にとらわれずに
他者と望ましい人間関係
を築こうと努める。

社会の一員としての自覚
をもち，集団生活上のモ
ラルやルールの意義につ
いて自分なりの見解をも
つ。

集
団
指
導
力

学習指導の基本的要素を
理解し，学習指導要領の
内容に基づき授業を構想
することができる。

教育実習へ向けて，指導
案の書き方の習熟を図り，
導入・展開・終末の流れの
ある指導案を作成できる。

学習指導要領の熟知に努
め，教科の観点別目標を
理解し，他者に説明でき
る。

様々な講義から，学習者
の意欲を喚起する方法に
気づくことができる。

授
業
構
想
力

学

習

指

導

力

授業を行う上での基本的
な表現力や実践力を身に
つけ，柔軟に授業を展開
することができる。

教育実習の授業を想定し，
発問を考え，生徒の反応
を予想することができる。

表情を工夫し，間の取り
方や個・集団を意識した
話し方の習熟に努める。

分かり易い言葉遣いや話
し方に留意し，文字を丁
寧に書くように努める。

展
開
力

生徒の学習の定着状況に
基づいて，自分自身の授
業を省察し，授業計画や
指導方法等を工夫・改善
していくことができる。

教育実習の授業を想定し，
授業内容に即し，多様な
評価の手立てを工夫する
ことができる。

適切な評価の方法（診断
的評価・形成的評価・総
括的評価，自己評価等）
や評価の観点について理
解する。

各講義に対する自分の評
価が適切であったかどう
かを多角的に再考するよ
う努める。

評
価
力



−８１−

１　免許状の種類及び教科

　　総合科学部で取得可能な免許状の種類及び教科は次のとおりです。

２　基礎資格及び必要単位数

　　教員免許状を取得する場合の基礎資格及び必要単位数は次のとおりです。

　ただし，「４　本学で開設している授業科目」のうち，必修の指定のある科目は上記の単位数にかかわらず

必ず履修しなければなりません。なお，４−４「介護等体験」は，上記の表に含まれていませんが，本学部

では中学一種免許状の必修の科目として開設しています。

３　法令で規定された単位数

　３−１　「教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目」

　　　法令で規定された単位数は次のとおりです。本学部では４−１に従って履修してください。

関 連 す る コ ー ス
＊

免許状の種類及び免許教科

国際文化コース
中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状（国　　語）

高等学校教諭一種免許状（国　　語）

公共政策コース・地域創生コース中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状（社　　会）

国際文化コース・地域創生コース高等学校教諭一種免許状（地理歴史）

公共政策コース高等学校教諭一種免許状（公　　民）

数理科学コース
中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状（数　　学）

高等学校教諭一種免許状（数　　学）

地域創生コース・数理科学コース高等学校教諭一種免許状（情　　報）

環境共生コース・物質総合コース
中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状（理　　科）

高等学校教諭一種免許状（理　　科）

地域創生コース
中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状（美　　術）

高等学校教諭一種免許状（美　　術）

心理・健康コース
中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状（保健体育）

高等学校教諭一種免許状（保健体育）

国際文化コース
中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状（英　　語）

高等学校教諭一種免許状（英　　語）

＊関連するコースとは，コースの専門科目と免許科目の関係が深いコースを指しています。

合計科 目 区 分 及 び 単 位 数基礎資格免許状の種類

（６７）
教科又は教職に関

する科目（８）

教職に関する科目

（３１）

教科に関する科目

（２０）
教育職員免許

法施行規則第

６６条の６に定

める科目（８）

学士の

学位を

有する

こと

中学校教諭

一種免許状

（６７）
教科又は教職に関

する科目（１６）

教職に関する科目

（２３）

教科に関する科目

（２０）

高等学校教諭

一種免許状

単位数免許法に定める教科免許状の種類

２

２

２

２

日本国憲法

体育

外国語コミュニケーション

情報機器の操作

中学校教諭一種免許状

高等学校教諭一種免許状
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　３−２　「教科に関する科目」

　　　免許状種別及び教科別等による法令で規定された単位数は次のとおりです。本学部では４−２に従っ

て履修してください。

　中学校教諭一種免許状

合　計
単位数

単　位　数免 許 法 に 定 め る 科 目教 科

２０１単位以上
〃
〃
〃

国語学（音声言語及び文章表現に関するものを含む。）
国文学（国文学史を含む。）
漢文学
書道（書写を中心とする。）

国 語

２０１単位以上
〃
〃
〃
〃

日本史及び外国史
地理学（地誌を含む。）
「法律学，政治学」
「社会学，経済学」
「哲学，倫理学，宗教学」

社 会

２０１単位以上
〃
〃
〃
〃

代数学
幾何学
解析学
「確率論，統計学」
コンピュータ

数 学

２０１単位以上
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

物理学
物理学実験（コンピュータ活用を含む。）
化学
化学実験（コンピュータ活用を含む。）
生物学
生物学実験（コンピュータ活用を含む。）
地学
地学実験（コンピュータ活用を含む。）

理 科

２０１単位以上
〃
〃
〃
〃

絵画（映像メディア表現を含む。）
彫刻
デザイン（映像メディア表現を含む。）
工芸
美術理論及び美術史（鑑賞並びに日本の伝統美術及びアジアの美術を含
む。）

美 術

２０１単位以上
〃

〃
〃
〃

体育実技
「体育原理，体育心理学，体育経営管理学，体育社会学」及び運動学（運動
方法学を含む。）
生理学（運動生理学を含む。）
衛生学及び公衆衛生学
学校保健（小児保健，精神保健，学校安全及び救急処置を含む。）

保 健
体 育

２０１単位以上
〃
〃
〃

英語学
英米文学
英語コミュニケーション
異文化理解

英 語
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　高等学校教諭一種免許状

合　計
単位数

単　位　数免 許 法 に 定 め る 科 目教 科

２０１単位以上
〃
〃

国語学（音声言語及び文章表現に関するものを含む。）
国文学（国文学史を含む。）
漢文学

国 語

２０１単位以上
〃
〃
〃

日本史
外国史
人文地理学及び自然地理学
地誌

地 理
歴 史

２０１単位以上
〃
〃

「法律学（国際法を含む。），政治学（国際政治を含む。）」
「社会学，経済学（国際経済を含む。）」
「哲学，倫理学，宗教学，心理学」

公 民

２０１単位以上
〃
〃
〃
〃

代数学
幾何学
解析学
「確率論，統計学」
コンピュータ

数 学

２０１単位以上
〃
〃
〃
〃
〃

情報社会及び情報倫理
コンピュータ及び情報処理（実習を含む。）
情報システム（実習を含む。）
情報通信ネットワーク（実習を含む。）
マルチメディア表現及び技術（実習を含む。）
情報と職業

情 報

２０１単位以上
〃
〃
〃
〃

物理学
化学
生物学
地学
「物理学実験（コンピュータ活用を含む。），
化学実験（コンピュータ活用を含む。），
生物学実験（コンピュータ活用を含む。），
地学実験（コンピュータ活用を含む。）」

理 科

２０１単位以上
〃
〃
〃

絵画（映像メディア表現を含む。）
彫刻
デザイン（映像メディア表現を含む。）
美術理論及び美術史（鑑賞並びに日本の伝統美術及びアジアの美術を含
む。）

美 術

２０１単位以上
〃

〃
〃
〃

体育実技
「体育原理，体育心理学，体育経営管理学，体育社会学」及び運動学
（運動方法学を含む。）
生理学（運動生理学を含む。）
衛生学及び公衆衛生学
学校保健（小児保健，精神保健，学校安全及び救急処置を含む。）

保 健
体 育

２０１単位以上
〃
〃
〃

英語学
英米文学
英語コミュニケーション
異文化理解

英 語

　３−３　「教職に関する科目」

　　　免許状種別による法令で規定された単位数は次のとおりです。本学部では４−３に従って履修してく

ださい。 
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　３−４　「教科又は教職に関する科目」

　　　免許状種別及び教科別等による法令で規定された単位数は次のとおりです。本学部では４−２「教科

に関する科目」又は４−３「教職に関する科目」から履修してください。

　　　３−２又は３−３で指定された単位数を超えて修得した単位数は「教科又は教職に関する科目」の単

位数に算入されます。

４　本学で開設している授業科目

　４−１　「免許法６６条の６に定める科目」

　　　以下に示す，全学共通教育科目・専門教育科目の中から各２単位，計８単位を履修してください。

　４−２　「教科に関する科目」

　　　本学部では「教科に関する科目」として下記のとおり開設していますので，該当する免許状の種類及

び教科に応じて，履修してください。

高等学校教諭一種免許状中学校教諭一種免許状免許法に定める科目

２２教職の意義等に関する科目

６６教育の基礎理論に関する科目

６１２教育課程及び指導法に関する科目

４４生徒指導，教育相談及び進路指導に関する科目

２２教職実践演習

３５教育実習（事前及び事後の指導１単位を含む。）

単位数科 目 区 分免許状の種類

８教科又は教職に関する科目中学校教諭一種免許状

１６教科又は教職に関する科目高等学校教諭一種免許状

摘 要高校中学授業科目・授業題目免許法に定める科目

１科目選択
必修

２

２
２
２
２
２

２

２
２
２
２
２

憲法と人権Ⅰ（全学共通教育科目）
憲法と人権Ⅱ（全学共通教育科目）
憲法と人権（全学共通教育科目）
法律学の基礎Ⅰ（専門教育科目）
憲法（専門教育科目）

日 本 国 憲 法

２２ウェルネス総合演習（全学共通教育科目）体 育

１科目選択
必修

２
２
２

２
２
２

英語（全学共通教育科目）
英語以外の外国語（全学共通教育科目）

外 国 語
コミュニケーション

２２情報科学入門（全学共通教育科目）情 報 機 器 の 操 作

８８合　　　　　　　　　　　計



−８５−

　免許教科　中一種免・高一種免「国語」

高一種免中一種免

授　　業　　科　　目科 目 の 区 分 単位数単位数

選択必修選択必修

２２日本語表現の基礎国 語 学
（音声言語及び文章表現に
関するものを含む。）

２２日本言語概説Ⅰ

２２日本言語概説Ⅱ

２２日本言語研究Ⅰ

２２日本言語研究Ⅱ

４４日本言語演習

２２歴史と文化：日本語の敬語

２２歴史と文化：世界の中の日本語

２２歴史と文化：日本語の音声

２２歴史と文化：方言と社会

２２日本文学研究Ⅰ国 文 学
（国文学史を含む。） ２２日本文学研究Ⅱ

２２日本文学講読Ⅰ

２２日本文学講読Ⅱ

２２日本文学講読Ⅲ

８８日本文学演習

２２歴史と文化：近現代文学の世界Ⅰ

２２歴史と文化：近現代文学の世界Ⅱ

２２東アジア文化論漢 文 学

２２東アジア文化論講読Ⅰ

２書道

書 道
（書写を中心とする。）
（中学校のみ教科の単位と
して認められる。）
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　免許教科　中一種免「社会」

中一種免

授　　業　　科　　目科 目 の 区 分 単位数

選択必修

２近現代世界の成立と展開日 本 史 及 び 外 国 史

２日本史基礎研究Ⅰ

２日本史基礎研究Ⅱ

２日本史研究Ⅰ

２日本史研究Ⅱ

２考古学基礎研究Ⅰ

２考古学基礎研究Ⅱ

２考古学研究

２アジア史基礎研究Ⅰ

２アジア史基礎研究Ⅱ

２アジア史研究Ⅰ

２アジア史研究Ⅱ

２ヨーロッパ史研究Ⅰ

２ヨーロッパ史研究Ⅱ

２ヨーロッパ史研究Ⅲ

２アメリカ史研究

２地域交流史

２歴史と文化：日本の古代史

２歴史と文化：古代・中世日本の社会

２歴史と文化：アジアの近代と日本

２人間と生命：東洋の知識人

２地理学の基礎Ⅰ地 理 学
（地誌を含む。） ２地理学の基礎Ⅱ

２地域構造論

２空間情報論Ⅰ

２空間情報論Ⅱ

２地域変容論

２地域環境論

２歴史と文化：日本図の歴史

２歴史と文化：世界図の歴史

２歴史と文化：世界遺産が語る地理と歴史

２生活と社会：地理空間情報と人間社会

２生活と社会：地球環境問題

２２
選択
必修

法律学の基礎Ⅰ「 法 律 学 ， 政 治 学 」

２法律学の基礎Ⅱ

２国際関係論Ⅰ

２国際関係論Ⅱ

２環境政策論Ⅰ

２環境政策論Ⅱ
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中一種免

授　　業　　科　　目科 目 の 区 分 単位数

選択必修

２憲法「 法 律 学 ， 政 治 学 」

２行政法Ⅰ

２行政法Ⅱ

２民法Ⅰ

２民法Ⅱ

２商法Ⅰ

２経済法Ⅰ

２国際法

２経済学の基礎Ⅰ「 社 会 学 ， 経 済 学 」

２経済学の基礎Ⅱ

２社会学の基礎Ⅰ

２社会学の基礎Ⅱ

２比較社会論

２世界経済論Ⅰ

２世界経済論Ⅱ

２日本経済論

２地域経済論

２社会変動論

２福祉情報論

２地域社会論

２マクロ経済学Ⅰ

２マクロ経済学Ⅱ

２財政学Ⅰ

２財政学Ⅱ

２ミクロ経済学Ⅰ

２ミクロ経済学Ⅱ

２環境経済学

２哲学・思想の基礎「哲学，倫理学，宗教学」

２ヨーロッパ思想研究

２環境倫理学
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免許教科　高一種免「地理歴史」

高一種免

授　　業　　科　　目科 目 の 区 分 単位数

選択必修

２日本史基礎研究Ⅰ日 本 史

２日本史基礎研究Ⅱ

２日本史研究Ⅰ

２日本史研究Ⅱ

２歴史と文化：日本の古代史

２歴史と文化：古代・中世日本の社会

２近現代世界の成立と展開外 国 史

２地域交流史

２考古学基礎研究Ⅰ

２考古学基礎研究Ⅱ

２アジア史基礎研究Ⅰ

２アジア史基礎研究Ⅱ

２考古学研究

２アジア史研究Ⅰ

２アジア史研究Ⅱ

２アメリカ史研究

２ヨーロッパ史研究Ⅰ

２ヨーロッパ史研究Ⅱ

２ヨーロッパ史研究Ⅲ

２歴史と文化：アジアの近代と日本

２人間と生命：東洋の知識人

２地理学の基礎Ⅰ人文地理学及び自然地理学

２地域構造論

２空間情報論Ⅰ

２空間情報論Ⅱ

２地域環境論

２歴史と文化：日本図の歴史

２歴史と文化：世界図の歴史

２歴史と文化：世界遺産が語る地理と歴史

２生活と社会：地理空間情報と人間社会

２生活と社会：地球環境問題

２地理学の基礎Ⅱ地 誌

２地域変容論
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免許教科　高一種免「公民」

高一種免

授　　業　　科　　目科 目 の 区 分 単位数

選択必修

２法律学の基礎Ⅰ「法律学（国際法を含む。），
政治学（国際政治を含む。）」 ２法律学の基礎Ⅱ

２国際関係論Ⅰ

２国際関係論Ⅱ

２環境政策論Ⅰ

２環境政策論Ⅱ

２憲法

２行政法Ⅰ

２行政法Ⅱ

２民法Ⅰ

２民法Ⅱ

２商法Ⅰ

２経済法Ⅰ

２国際法

２経済学の基礎Ⅰ「社会学，経済学（国際経済
を含む。）」 ２経済学の基礎Ⅱ

２社会学の基礎Ⅰ

２社会学の基礎Ⅱ

２比較社会論

２世界経済論Ⅰ

２世界経済論Ⅱ

２日本経済論

２地域経済論

２社会変動論

２福祉情報論

２地域社会論

２マクロ経済学Ⅰ

２マクロ経済学Ⅱ

２ミクロ経済学Ⅰ

２ミクロ経済学Ⅱ

２環境経済学

２財政学Ⅰ

２財政学Ⅱ

２哲学・思想の基礎「哲学，倫理学，宗教学，心理学」

２心理学の基礎Ⅰ

２ヨーロッパ思想研究

２社会心理学

２コミュニティ心理学

２人格心理学

２環境倫理学



−９０−

免許教科　中一種免・高一種免「数学」

高一種免中一種免

授　　業　　科　　目科 目 の 区 分 単位数単位数

選択必修選択必修

２２数学と社会代 数 学

２

２
選択
必修

２

２
選択
必修

代数基礎Ⅰ

２２代数基礎Ⅱ

２２代数学Ⅰ

２２代数学Ⅱ

２２線形代数・演習Ⅰ

２２線形代数・演習Ⅱ

２２数理科学の基礎Ⅲ幾 何 学

２２
選択
必修

２２
選択
必修

数学基礎

２２幾何学Ⅰ

２２幾何学Ⅱ

２

２
選択
必修

２

２
選択
必修

数理科学の基礎Ⅰ解 析 学

２２数理科学の基礎Ⅱ

２２解析学Ⅰ

２２解析学Ⅱ

２２微分積分・演習Ⅰ

２２微分積分・演習Ⅱ

２２複素解析Ⅰ

２２複素解析Ⅱ

２２微分方程式Ⅰ

２２微分方程式Ⅱ

２２現象の数理

２２
選択
必修

２２
選択
必修

確率・統計Ⅰ「 確 率 論 ， 統 計 学」

２２確率・統計Ⅱ

２２プログラミング演習Ⅰコ ン ピ ュ ー タ

２２応用数理Ⅰ

２２応用数理Ⅱ

４４数理科学演習



−９１−

免許教科　高一種免「情報」

高一種免

授　　業　　科　　目科 目 の 区 分 単位数

選択必修

２情報社会と情報倫理情報社会及び情報倫理

２経済法Ⅱ

２数値計算法コンピュータ及び情報処理
（実習を含む。）

２情報数学

２制御概論

２プログラミング演習Ⅱ

２計算機概論

２情報創生演習

２情報処理の基礎Ⅰ

２言語情報処理研究Ⅰ

２言語情報処理研究Ⅱ

２映像情報プログラミングⅠ

２言語情報演習Ⅰ

２言語情報演習Ⅱ

４情報科学演習

２２
選択
必修

データベース基礎論情 報 シ ス テ ム
（実習を含む。）

２情報総合プログラミングⅠ

２情報システム特論Ⅰ

２情報システム特論Ⅱ

２２
選択
必修

最適化論情報通信ネットワーク
（実習を含む。）

２情報の数理

２Web デザインⅠ

２２
選択
必修

モデリング理論マルチメディア表現及び技術
（実習を含む。）

２コンピュータグラフィックス基礎論

２情報処理の基礎Ⅱ

２映像情報プログラミングⅡ

２メディア情報演習ⅠＡ

２メディア情報演習ⅡＡ

２情報と職業情 報 と 職 業



−９２−

免許教科　中一種免・高一種免「理科」

高一種免中一種免

授　　業　　科　　目科 目 の 区 分 単位数単位数

選択必修選択必修

２２物理科学の基礎物 理 学

２２力学Ⅰ

２２力学Ⅱ

２２熱統計力学Ⅰ

２２熱統計力学Ⅱ

２２電磁気学Ⅰ

２２電磁気学Ⅱ

２２量子力学Ⅰ

２２量子力学Ⅱ

２２物性科学

２２放射線科学

２２化学の基礎化 学

２２環境物質循環論

２２生物有機化学

２２無機化学Ⅰ

２２無機化学Ⅱ

２２物理化学Ⅰ

２２物理化学Ⅱ

２２有機化学Ⅰ

２２有機化学Ⅱ

２２分析化学Ⅰ

２２環境機器分析化学

２２分子化学反応論

２２グリーンケミストリー

２２生命科学の基礎生 物 学

２２自然保護論

２２生化学

２２分子生物学

２２発生学

２２生態学Ⅰ

２２生態学Ⅱ

２２適応進化学

２２細胞情報学

２２環境生理学

２２物質作用・影響評価

２２活性物質生理学

２２生命環境情報学

２２系統分類学

２２細胞生理学

２２機能物質作用学

２２生体物質影響学



−９３−

高一種免中一種免

授　　業　　科　　目科 目 の 区 分 単位数単位数

選択必修選択必修

２２地球科学の基礎地 学

２２物質構造解析学

２２地球表層構造形成論

２２地球表層環境論

２２地球環境科学

２２地球物質科学

２２環境地質学

２

２
★の
中から
選択
必修

２★物理学基礎実験物 理 学 実 験
（コンピュータ活用を含む。） ２２物理学実験Ⅰ

２２物理学実験Ⅱ

２２２★化学基礎実験化 学 実 験
（コンピュータ活用を含む） ２２化学実験Ⅰ

２２化学実験Ⅱ

２２★生命科学基礎実験生 物 学 実 験
（コンピュータ活用を含む。） ２２環境共生学実験Ⅰ

２２環境共生学実験Ⅱ

２２環境共生学実験Ⅲ

２２★地球科学基礎実験地 学 実 験
（コンピュータ活用を含む。） ２２地球科学実験Ⅰ



−９４−

免許教科　中一種免・高一種免「美術」

高一種免中一種免

授　　業　　科　　目科 目 の 区 分 単位数単位数

選択必修選択必修

２２環境アート絵 画
（映像メディア表現を含む。） ２２芸術創生基礎演習

２２芸術研究演習ⅠＡ

２２芸術研究演習ⅡＡ

２２メディア情報演習ⅠＢ

２２メディア情報演習ⅡＢ

２２メディア情報論

２２アート表現基礎

２２歴史と文化：絵画表現と技法の基礎

２２歴史と文化：絵画表現と技法の応用

２２歴史と文化：現代絵画論

２２彫刻研究彫 刻

２２Web デザインⅡデ ザ イ ン
（映像メディア表現を含む。） ２２芸術研究演習ⅠＢ

２２芸術研究演習ⅡＢ

２２映像デザイン

２２
歴史と文化：ビジュアルコミュニケー
ション

２２歴史と文化：写真画像保存技術概論

２２
歴史と文化：アーツ・アンド・テクノロ
ジー

２２美術概論
美 術 理 論 及 び 美 術 史
（鑑賞並びに日本の伝統美術
及びアジアの美術を含む。）

２工芸技法と表現
工 芸
（中学校の教科の単位とし
て認められる。）



−９５−

免許教科　中一種免・高一種免「保健体育」

高一種免中一種免

授　　業　　科　　目科 目 の 区 分 単位数単位数

選択必修選択必修

１１コーチング論実習Ⅰ体 育 実 技

１１コーチング論実習Ⅱ

１１コーチング論実習Ⅲ

１

２
選択
必修

１

２
選択
必修

コーチング論実習Ⅳ

１１コーチング論実習Ⅴ

１１コーチング論実習Ⅵ

１１コーチング論実習Ⅶ

１１コーチング論実習Ⅷ

２２ウェルネス・プロジェクト実習

２２健康体力科学の基礎「体育原理，体育心理学，体
育経営管理学，体育社会
学」及び運動学
（運動方法学を含む。）

２２コーチング論

２２運動文化論

２２スポーツ心理学

２２スポーツ社会学

２２レジャーマーケティング論

２２スポーツマネジメント論

２２スポーツ障害論

２２心理・健康ゼミナールⅠ

２２心理・健康ゼミナールⅡ

２２運動生理学生 理 学
（運動生理学を含む。） ２２応用解剖生理学

２２スポーツ栄養学

２２スポーツ科学実験実習

２２応用生理学

２２ヘルスプロモーションの基礎衛生学及び公衆衛生学

２２衛生・公衆衛生学

２２地域健康福祉論

２２心理学の基礎Ⅱ学 校 保 健
（小児保健，精神保健，学校
安全及び救急処置を含む。）

２２健康教育学

２２精神医学

２２健康心理学

２２救急処置法

２２健康行動論



−９６−

免許教科　中一種免・高一種免「英語」

高一種免中一種免

授　　業　　科　　目科 目 の 区 分 単位数単位数

選択必修選択必修

２２英米言語研究Ⅰ英 語 学

２２英米言語研究Ⅱ

２２英米言語研究Ⅲ

２２英米言語研究Ⅳ

８８英米言語演習

２２現代英語研究Ⅰ

２２英米文化研究Ⅰ英 米 文 学

２２英米文化研究Ⅱ

２２英米文学研究

２２英米文学講読Ⅰ

２２英米文学講読Ⅱ

８８英米文学演習

２２現代英語研究Ⅱ英語コミュニケーション

２２現代英語研究Ⅲ

２２異文化間コミュニケーション異 文 化 理 解

２２現代英語研究Ⅳ



−９７−

　４−３　「教職に関する科目」

備　　　考
高一種免中一種免

単位数授業科目科目の区分
必修必修

２２２教師論教職の意義等に関する科目

２２２教育学教育の基礎理論に関する科目

２２２教育心理学

２２２学校制度論

２２２教育課程論教育課程及び指導法に
関 す る 科 目

「教科教育法」
取得したい教科免許状
の教科教育法を修得し
なければならない。ま
た，他の教科教育法の
単位は「教科又は教職
に関する科目」に算入
されない。

中一種免（社会）では
「社会科教育法」の他に
「地理歴史科教育法」と
「公民科教育法」のう
ち１科目以上を履修し
なければならない。

高一種免（情報）では
「情報科教育法Ⅰ」，
「情報科教育法Ⅱ」の２
科目で履修しなければ
ならない。

２
選択必修

４
選択必修

２国語科教育法Ⅰ

２国語科教育法Ⅱ

２国語科教育法Ⅲ

２国語科教育法Ⅳ

２２社会科教育法

２
選択必修２

選択必修

２地理歴史科教育法

２地理歴史科教育方法論

２
選択必修

２公民科教育法

２公民科教育方法論

２
選択必修

４
選択必修

２英語科教育法Ⅰ

２英語科教育法Ⅱ

２英語科教育法Ⅲ

２英語科教育法Ⅳ

２
選択必修

４
選択必修

２美術科教育法Ⅰ

２美術科教育法Ⅱ

２美術科教育法Ⅲ

２美術科教育法Ⅳ

２
選択必修

４
選択必修

２保健体育科教育法Ⅰ

２保健体育科教育法Ⅱ

２保健体育科教育法Ⅲ

２保健体育科教育法Ⅳ

２
選択必修

４
選択必修

２数学科教育法Ⅰ

２数学科教育法Ⅱ

２数学科教育法Ⅲ

２数学科教育法Ⅳ

２２情報科教育法Ⅰ

２２情報科教育法Ⅱ

２
選択必修

４
選択必修

２理科教育法Ⅰ

２理科教育法Ⅱ

２理科教育法Ⅲ

２理科教育法Ⅳ

２２道徳教育

２２２特別活動研究

２２２教育方法学

２２２生徒指導論生徒指導，教育相談及び
進路指導に関する科目 ２２２教育相談

１１１教育実習事前事後指導教 育 実 習

３週間４４教育実習（中学）

２週間２２教育実習（高校）

２２２教職実践演習教 職 実 践 演 習
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　４−４　「介護等体験」

　　本学部では「介護等体験」を中学一種免許状の必修の科目として開設しています。中学一種免許状を取

得する場合は，２年次に履修してください。

　

５　履修上の注意

　５−１　受講要件と履修方法

　　「教育実習」および「教職実践演習」を受講するためには，受講の前年度末において，以下の要件を満た

していなければなりません。

　　①　４年次に進級できる者。

　　②　下記の単位数を修得していること。

　「教育実習」を受講するには，受講の前々年度に希望調査票を提出し受講の前年度当初に実施される「教

育実習」の受講説明会に出席してください。また，受講年度の「教育実習事前事後指導」を受講し，「教育

実習」の事前指導を受けてください。なお，中一種免と高一種免を同時に取得する場合，「教育実習」は中

学または高校のいずれかで３週間のみを履修すれば十分です。その場合，履修登録は「教育実習（中学）」と

してください。ただし，３週間実習を行っても「教育実習（高校）」の単位は２単位です。

　「教職実践演習」を受講するには，１年次後期に実施される「教員免許状取得希望者に対する説明会」に

出席し，「教職キャリアノート」を受け取ってください。また，受講の前年度までに開催される「教職キャ

リアノート」の講習会に出席してください。「教職キャリアノート」に授業担当教員の確認印がなければ，

「教職実践演習」を受講できません。なお，２年次以降から教員免許状の取得をめざす学生は，毎年後期に

開催される「教員免許状取得希望者に対する説明会」に出席し，授業担当教員の指示に従ってください。

　「介護等体験」を受講するには，受講の前年度に実施される「介護等体験」の受講説明会に出席し，「希望

調査票」を提出してください。また，「介護等体験」の実習までに開催される説明会・事前指導のすべてに

出席してください。

　

　５−２　その他

　　①　他大学等で修得した「教職に関する科目」の単位は，その単位を修得した他大学等で取得できる免

許状の必要最低単位数を上限として，本学部における当該科目を履修し修得した単位として認められ

ます。

　　②　他大学（鳴門教育大学など）で履修した単位を加えて免許を取得しようとする場合には，前もって

学務係に相談するようにしてください。なお，他大学（鳴門教育大学など）の教職に関する科目の中

には，本学での免許の単位とはできない科目もあります。

　　③　「教職に関する科目」のうち，「教育相談」のみ進級および卒業に必要な単位に認められます。

摘 要単　位　数科目名

社会福祉施設等で５日間

鳴門教育大学附属特別支援学校等で２日間

１

（中一種免必修）
介護等体験

受　講　要　件
科目名

「教職に関する科目」「教科に関する科目」

１６単位以上（教科教育法４単位を含む）２４単位以上教育実習（中学）

１０単位以上（教科教育法２単位を含む）２４単位以上教育実習（高校）

教育実習に必要な単位教 職 実 践 演 習
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１　学芸員の資格

　　学芸員の資格は，博物館法第五条第一項の規定により，次のように定められています。

　　学士の資格を有する者で，大学において文部科学省令で定める博物館に関する科目の単位を修得したもの。

２　文部科学省令で定められた博物館に関する科目

　　文部科学省令で定められた博物館に関する科目は以下のとおりです。

　　本学部では，すべて上記の科目名のままで開講します。また，＊の付いた３科目は，徳島県文化の森総

合公園内の県立博物館・県立美術館・県立文書館との連携によって，鳴門教育大学・四国大学の学生と合

同で受講する科目です。会場も文化の森で受講することとなります。

３　受講に際しての注意事項

⑴　２で示された博物館に関する科目のすべては，学芸員の資格を取得するための必須科目ですが，進級

および卒業に必要な単位には算入されません。

⑵　博物館教育論，博物館展示論，博物館資料保存論及び博物館実習は，学外の施設において受講する科

目であることを踏まえ，受講要件として，以下の①及び②の両方を満たす者とします。

　①　本学部に在学もしくは本学部を卒業した者

　②　各科目を受講するまでに以下に示す要件を満たした者

４　そ　の　他

　⑴　学芸員の資格取得を希望する学生は，毎年７月末頃に実施する「学芸員資格取得希望者に対する説明

会」に出席し，履修指導を受けてください。

　⑵　学芸員の資格取得のために，単位互換協定校の単位を修得し単位の認定を希望する者は，事前に学務

係に照会してください。

２．学芸員の資格取得

単　位　数科 目 名

２単位生涯学習概論

２単位博物館概論

２単位博物館経営論

２単位博物館資料論

２単位博物館資料保存論＊

２単位博物館展示論＊

２単位博物館教育論＊

２単位博物館情報メディア論

３単位博物館実習（事前事後指導を含む）

１９単位計

受講までに修得すべき科目と単位数科　目　名

「博物館概論」 ２単位博物館教育論

「博物館概論」・「博物館情報・メディア論」 計４単位博物館展示論

「博物館概論」「博物館資料論」 計４単位博物館資料保存論

「博物館概論」及び「博物館資料論」を含めて１２単位以上博物館実習
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１　認定心理士とは

　　㈳日本心理学会により認定される心理学の基礎資格で，指定された科目を履修することによって取得で

きます。

２　認定心理士の目的

　　心理学の専門家として仕事をするために必要な，最小限の標準的基礎学力と技能を修得していること

を㈳日本心理学会が認定するものです。

３　認定心理士取得のための履修科目

　　資格取得に必要な領域と必要単位数は以下の通りです。

　　「基礎科目」ａ：心理学概論，ｂ：心理学研究法，ｃ：心理学実験・実習

　　　　　○ａ，ｂの各領域４単位以上，領域ｃは３単位以上で，小計１２単位以上

　　「選択科目」ｄ：知覚心理学・学習心理学，ｅ：生理心理学・比較心理学，ｆ：教育心理学・発達心理学，

ｇ：臨床心理学・人格心理学，ｈ：社会心理学・産業心理学

　　　　　○ｄ，ｅ，ｆ，ｇ，ｈ　の５領域中３領域以上で各領域４単位以上

　　　　　○５領域の小計が１６単位以上

　　「その他の科目」ｉ：心理学関連科目，卒業論文・卒業研究（最大４単位まで）

　　　＊　基礎科目，選択科目，その他の科目で総計３６単位以上が必要

　　　＊　「その他の科目」以外の各領域は「基本主題」と「副次主題」　のいずれかに分類されます。各領

域で必要な単位は４単位以上ですが，この４単位中少なくとも２単位は「基本主題」に属する単位

でなければなりません。

　　上記領域に該当する本学における開講科目は以下の通りです（（　）は単位数）。なお，全学共通教育科

目，教職科目以外は心理・健康コースで開設されている科目です。

　　「基礎科目」

　　　　領域ａ（基本主題）基礎心理学入門（２），心理学概論（２），心理学概説（２），心理学基礎（２）

　　　　　　　　　　　　　＜以上，全学共通教育科目＞

　　　　領域ｂ（基本主題）行動統計学（２），人間行動研究法（２）

　　　　領域ｃ（基本主題）心理学実験実習Ⅰ（１），心理学実験実習Ⅱ（１）

　　　　　　　　　　　　　心理学実験実習Ⅲ（１），心理学実験実習Ⅳ（１）

　　「選択科目」

　　　　領域ｄ（基本主題）知覚心理学（２），認知心理学（２），学習心理学（２）

　　　　領域ｅ（基本主題）生理心理学（２）

３．認定心理士の資格取得
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　　　　領域ｆ（基本主題）心理学の基礎Ⅰ（２），教育心理学（２）＜教職科目＞

　　　　領域ｇ（基本主題）心理学の基礎Ⅱ（２），人格心理学（２），教育相談（２），健康心理学（２）

　　　　　　　（副次主題）精神医学（１）

　　　　領域ｈ（基本主題）社会心理学（２），コミュニティ心理学（２）

　　「その他の科目」

　　　　領域ｉ（基本主題）スポーツ心理学（２），卒業研究（心理学に関するもの：４）

４　認定心理士申請に関して

　　認定心理士の認定申請は，大学を卒業した後で資格取得希望者が個人の資格で申し込むことを原則とし

ています。大学を卒業し，その在学期間に取得した単位を認定単位として申請します。

　　面接試験や筆記試験は無く，更新もありません。

　　申請書類，および資格申請の手引きは（社）日本心理学会のホームページよりダウンロードすることが

できます。

　　申請には指導教員等の署名・捺印，成績証明書，卒業証明書が必要ですので，卒業前に準備しておくと

良いでしょう。また，基礎科目ｂ，ｃに該当する科目には受講年度のシラバスのコピーが必要です。
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１　「健康運動指導士」について

　　健康運動指導士は，スポーツクラブや保健所・保健センター，病院・介護施設などにおいて，人々の健

康を維持・改善するために，安全かつ適切な運動プログラムを提案・指導する専門家です。厚生労働省所

管の㈶健康・体力づくり事業財団が養成・資格の認定・登録事業を行っています。

　　健康運動指導士は，特に運動を重視した国の施策として展開された第２次国民健康づくり対策（アク

ティブ８０ヘルスプラン）から誕生した資格です。現在，「２１世紀における国民健康づくり運動（健康日本

２１）」が積極的に展開されていますが，メタボリックシンドロームの予防，生活習慣病ハイリスク者への

運動指導，少子高齢社会を踏まえた介護予防のための運動指導に関する専門的知識及び技術を有する者と

して動機づけ，支援，または積極的支援対象者に対して生活習慣の改善のための取り組みに資する働きか

けを担う人材として期待されています。

２　「健康運動指導士」養成校＝指定された授業単位を修得することで認定試験が受験できる

　　健康運動指導士の称号は，次の図のように，健康運動指導士養成講習会を受講するか，または，健康運

動指導士養成校の養成講座を修了して，健康運動指導士認定試験に合格した上で，健康運動指導士台帳に

登録されなければなりません。

　　詳しくは㈶健康・体力づくり事業財団　http://www.health-net.or.jp/shikaku/index.html　を参照

　　本学部では，人間文化学科心理・健康コースに健康運動指導士養成校としての養成プログラムを開設し

ており，そこで指定された科目の単位修得により認定試験を受験することができます。

３　「健康運動指導士養成プログラム」として指定されている科目

　　健康運動指導士養成プログラムとして指定されている科目は，年次ごとに開講されており，中には隔年

開講のものもあるので，１年から３年までの履修計画を立てて，必要とされる単位を全て修得することが，

認定試験の受験資格となります。

４．健康運動指導士の資格取得

受
講
者

講
習
会 健

康
運
動
指
導
士
の

称
号
を
取
得

健康運動指導士養成校

合
　
格

登
　
録

受
講

修
了

認
定
試
験

学科試験

養成講座

保健師，管理栄養士，
４年制体育系大学卒業者等

120単位，
180時間，
単位免除有
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　　・１年次の２つの授業は学部・学科共通科目で，１年次に単位修得していなかった学生は，２年次以降に

履修をするように。

　　・コーチング論実習＊は隔年開講科目であるため，２・３年が合同で履修します。

　　・通年の「ウェルネスプロジェクト実習」の履修学生のうち「健康運動指導士養成クラス」の学生は，

実習先をフィットネスクラブ「ハッピー徳島」と定め，健康増進施設実習・水泳水中運動指導実習と

して実施します。

４　「健康運動指導士養成クラス」による資格取得サポート

　　心理・健康コースに配属された２年次から「健康運動指導士養成クラス」を編成し，クラス担当の指導

教員を置き，履修指導や資格情報，模試などの資格取得のためのサポートを月１回程度で実施します。先

輩からのアドバイスや，授業の復習，相互自習など，学生主体となったゼミ形式で，４年の９月，あるい

は３月に認定試験を受けるまでの学習を支援します。

　　ただし，４年間の在学中に養成プログラム科目にかかるすべての単位を修得したものに限り，卒業後の

受験が認められます。再受験は可能ですが，できるだけ４年生の２回の試験で合格できるように努力して

ください。

後　　　期前　　　期

２心理学の基礎Ⅱ２ヘルスプロモーションの基礎１　年

２健康教育学２運動生理学

２　年

２衛生・公衆衛生学２応用解剖生理学

２スポーツ栄養学２コーチング論

１コーチング論実習Ⅲ＊１コーチング論実習Ⅰ＊

１コーチング論実習Ⅱ＊

１コーチング論実習Ⅷ＊

２救急処置法２健康行動論

３　年

１）（コーチング論実習Ⅲ＊２地域健康福祉論

２スポーツ障害論

２スポーツ科学実験実習

１）（コーチング論実習Ⅰ＊

１）（コーチング論実習Ⅱ＊

１）（コーチング論実習Ⅷ＊

ウェルネスプロジェクト実習　　　２

合計　３２　単位
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１　（公財）日本体育協会公認スポーツ指導者養成講習会免除適応コース（共通科目）につ

いて

　　本学部は，日本体育協会の「スポーツ指導者養成講習会免除適応コース」承認校となっています。適応

コースとは日本体育協会で実施しているスポーツ指導者養成講習会と同じカリキュラムを本学部で履修す

ることができ，講習・試験の一部またはすべてが免除されるシステムです。

　　本学部で免除適応されるのは共通科目コースⅠとⅡの講習と試験であり，卒業時に日本体育協会へ申請

し，「免除適応コース修了証明書」が交付されます。

　　卒業後，日本体育協会の公認スポーツ指導者資格を取得する場合，共通科目の一部またはすべての講習

と試験が免除されます（専門科目の受講は必要です）。

　　　＜すべて免除される資格＞

　　　　　スポーツリーダー

　　　＜共通科目のすべてが免除される資格＞

　　　　　指導員（競技種目別）

　　　　　上級指導員（競技種目別）

　　　　　ジュニアスポーツ指導員

　　　　　クラブマネジャー

　　　　　アシスタントマネジャー

　　　＜共通科目の一部が免除される資格＞

　　　　　アスレティックトレーナー（共通科目Ⅲのみ受講）

　　　　　スポーツ栄養士（共通科目Ⅲのみ受講）

　　　　　コーチ（競技種目別）（共通科目Ⅲのみ受講）

　　　　　教師（競技種目別）（共通科目Ⅲのみ受講）

　　　　　上級コーチ（競技種目別）（共通科目Ⅲ，Ⅳのみ受講）

　　　　　上級教師（競技種目別）（共通科目Ⅲ，Ⅳのみ受講）

２　公認スポーツ指導者養成講習会免除適応コースとして指定されている科目

　　「免除適応コース修了証明書」を取得するためには，心理・健康コースで開講している下記の科目を卒業

年度までに履修し，単位を修得する必要があります。

　　（１年生）

　　　　健康体力科学の基礎

　　（２年生）

　　　　スポーツマネジメント論　　　　スポーツ社会学　　　　コーチング論

　　　　スポーツ栄養学　　　　　　　　スポーツ心理学　　　　応用生理学

　　（３年生）

　　　　健康行動論　　　　　救急処置法　　　　　スポーツ障害論　　　　　レジャーマーケティング論

３　その他

　　毎年１月頃に修了証明書の手続きについて掲示します。

５．スポーツ指導者資格免除適応コース（共通科目）
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１　（公財）日本体育協会公認『アシスタントマネジャー』について

　　本学部では，日本体育協会が認定するスポーツマネジメント資格「アシスタントマネジャー」を取得す

るための養成講習会のカリキュラムに沿った教育が実施されている大学として，講習会免除適応コースの

承認を２００９年度より受けました。

　　スポーツマネジメント資格には，「クラブマネジャー」と「アシスタントマネジャー」があります。「ク

ラブマネジャー」とは，地域スポーツクラブなどにおいて，クラブ会員が継続的に快適なクラブライフを

送ることができるよう，健全なクラブ経営を行うためのマネジメント能力を身につけるための資格です。

「アシスタントマネジャー」は，その組織経営のための諸活動をサポートするために必要なスポーツクラブ

のマネジメントに関する基礎的知識を有し，協働できる能力を身につけるための資格です。本学部におい

て，定められた科目を履修することで，「アシスタントマネジャー」資格取得のための養成講習会の受講を

免除されており，４年次および卒業以降の検定試験の受験によって資格取得が可能になります。

２　「アシスタントマネジャー養成コース」として指定されている科目

　　「アシスタントマネジャー」を取得するためには，心理・健康コースで開講している下記の科目を卒業年

度までに履修し，単位を修得する必要があります。それによって，日本体育協会公認「アシスタントマネ

ジャー」の３４時間の養成講習会の受講を免除され，受験資格を得ることができます。

　　（１年生）

　　　　健康体力科学の基礎

　　（２年生）

　　　　スポーツマネジメント論　　　　スポーツ社会学　　　　コーチング論

　　　　スポーツ栄養学　　　　　　　　スポーツ心理学　　　　応用解剖生理学

　　（３年生）

　　　　健康行動論　　　　　　救急処置法　　　　　　スポーツ障害論

　　　　レジャーマーケティング論

３　資格取得に必要な費用

　　□アシスタントマネジャーテキスト　 １,９００円（購入することが望ましい）　　　

　　□修了証明書 ３,１５０円　　　　　　　　　　　　　　　　

　　□検定料 １０,５００円　　　　　　　　　　　　　　　　

４　その他

　　１０月頃に検定試験の案内，１月頃に修了証明書の手続きについて掲示します。

６．アシスタントマネジャーの資格取得
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１．（公財）日本体育協会公認『ジュニアスポーツ指導員』について　

　　本学部では，日本体育協会が認定するフィットネス系資格「ジュニアスポーツ指導員」の，講習会免除

適応コースの承認を２０１３年度より受けました。

　　「ジュニアスポーツ指導員」とは，発育発達期の身体的・心理的特徴についての専門的な知識と技能を持

ち，２歳から１５歳の子ども達を対象に，総合的な体づくりと基礎的動作の習得を目的としたプログラムを

提供できる指導者の資格です。本学部において，定められた科目を履修することで，「ジュニアスポーツ指

導員」資格取得のための養成講習会の受講を免除されており，４年次および卒業以降の検定試験の受験に

よって資格取得が可能になります。

２．「ジュニアスポーツ指導員養成コース」として指定されている科目

　　「ジュニアスポーツ指導員」を取得するためには，心理・健康コースで開講している下記の科目を卒業年

度までに履修し，単位を取得する必要があります。それによって，日本体育協会公認「ジュニアスポーツ

指導員」の３７時間の養成講習会の受講を免除され，受験資格を得ることができます。

　　（１年生）

　　　　健康体力科学の基礎

　　（２年生）

　　　　スポーツマネジメント論　　　　スポーツ社会学　　　　コーチング論　　　　

　　　　スポーツ栄養学　　　　　　　　スポーツ心理学　　　　応用解剖生理学

　　　　コーチング論実習Ⅰ，Ⅳ，Ⅴ，Ⅵ，Ⅶ　　　　　　　　　保健体育科教育法Ⅳ　　　

　　（３，４年生）

　　　　健康行動論　　　　救急処置法　　　　スポーツ障害論　　　　　教育相談

　　　　レジャーマーケティング論　ウェルネス・プロジェクト実習　または　教育実習（中学保健体育）
� ����������������������������������������������������������������������������

３．資格取得に必要な費用

　　□ジュニアスポーツ指導員テキスト ７,６００円（購入することが望ましい）

　　□修了証明書 ３,１５０円　　　　　　　　　　　　　

　　□検定料 １０,５００円　　　　　　　　　　　　　

４．その他

　　１０月頃に検定試験の案内，１月頃に修了証明書の手続きについて掲示します。

７．ジュニアスポーツ指導員の資格取得
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社会調査士資格制度について

　　社会調査士は，一般社団法人　社会調査協会により認定される制度です。

社会調査士資格制度の目的

　　情報化社会としての現代社会は，おびただしい数の社会調査の行われる社会である。変動の激しい，多

極化・複雑化の進む社会的現実をとらえ，生起するさまざまな社会問題への対応と解決を図っていくうえ

で，社会調査は不可欠の方法である。

　　こうした社会調査の高まる重要性に比して，その担い手となる専門的人材の育成システムの現状はきわ

めて未整備の状態にあるといってよい。その結果として，現在実施されている社会調査の一部については，

しばしば方法上・倫理上の問題点が指摘されており，社会調査の質的な改善や水準向上を求める声には大

きなものがある。

　　こうした声に応え，事態の改善をはかるためには，なによりも社会調査に関する教育体制を整備し，調

査を担当する人材の育成を制度化すると同時に，その専門的職業としての資格の制度化をはかることが必

要とされる。このたび日本教育社会学会，日本行動計量学会，日本社会学会の３学会が，相互の連携協力

のもとに，「社会調査士」資格の制度化をはかり，「社会調査士資格認定機構」の設立を構想したのは，そ

うした社会的制度に応えることをねらいとするものである。（社会調査士資格認定機構設立趣旨書より）

（平成２０年１２月２５日より，「社会調査士資格認定機構」は，体制を整備し，名称を新たに「一般社団法

人　社会調査協会」として新しいスタートを切りました。）

社会調査士資格取得のための標準カリキュラム

　　社会調査士取得のためには，以下のＡ〜Ｇに対応する授業科目単位を修得する必要があります。

　Ａ：社会調査の基本的事項に関する科目

　Ｂ：調査設計と実施方法に関する科目

　Ｃ：基本的な資料とデータの分析に関する科目

　Ｄ：社会調査に必要な統計学に関する科目

　Ｅ：量的データ解析の方法に関する科目

　Ｆ：質的な分析の方法に関する科目

　Ｇ：社会調査の実習を中心とする科目

　＊　ＥとＦはどちらかひとつを選択してください。

　Ａ〜Ｇがどの授業科目に対応するかは毎年協会に申請するため，多少の変動がありますので，申請の際に

は必ず，一般社団法人　社会調査協会のホームページを参照してください。現在２０１４年度の認定科目申請

中です。

　http://jasr.or.jp

８．社会調査士の資格取得
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　　本学部では，一般社団法人　社会調査協会の発行する社会調査士資格取得のために必要な科目（調査協

会標準カリキュラムに準拠）を設置しております。

　　社会調査士資格には，卒業以前に取得できる「社会調査士（見込み）」資格と，卒業資格取得後に申請，

あるいは，社会調査士（見込み）資格を変更して取得する正規の「社会調査士」資格があります。資格申

請受付期間は毎年変更がありますので，必ずＨＰを確認してください。

　　資格取得希望者は，以下の要件に従って書類を準備，申請してください。

　　申請にあたっては，必ず自身が資格申請要件を有しているかどうか確認してください。

　【資格申請要件】

　　①　在籍期間が２年以上であること

　　②　社会調査士科目を設置している大学（機関）で標準カリキュラムＡ〜Ｇに

　　　　対応した科目単位を申請時までに，３科目以上単位修得していること

　　③　２の単位修得済み科目と今年度履修中の科目の合計が５科目以上であること

　　　　（ただしＥ／Ｆ科目は選択制のため１科目と数える）

　【資格申請手順】

　　①　社会調査協会ホームページから様式をダウンロードし，必要事項を記入

　　　　（本校連絡責任者　矢部拓也）

　　　　http://jasr.or.jp

　　②　必要書類を準備

　　　　社会調査士（見込み）認定申請書のコピーを学務に提出し，学務より社会調査士指定科目証明書を

受け取る

　　③　資格認定手数料１５,７５０円（税込）を郵便局にて振込み，領収証コピーを様式裏面に貼付

　　　　　口座番号：００１１０−１−６５４７３９

　　　　　加入者名：一般社団法人　社会調査協会

　　④　上記の様式および必要書類を，連絡責任者に提出

　　注）本規定は，２０１０年１２月時点のものであり，今後，改訂される可能性があります。申請に際しては，

各自，社会調査協会のホームページを読んでから申請にのぞんでください。



−１０９−

社会福祉主事について

　　社会福祉主事は，「社会福祉法第１９条」に規定されている「任用資格」で，福祉事務所現業員として任

用される者に要求される資格（任用資格）であり，社会福祉施設職員等の資格に準用されています。「任用

資格」とは，社会福祉主事として採用されて始めて「社会福祉主事」と名乗れるということを意味します。

任用資格を取得するためには，大学在学中に，下記に示す社会福祉主事任用資格指定科目の内，３科目以上

を受講する必要があります。

　　社会福祉主事の職務は，下記に示す福祉施設等において，福祉各法に定められた援護・育成・公正の措

置に関する事務を行うことです。社会福祉主事任用資格の必要な職種は以下のとおりです。

　【行政】

　　１．福祉事務所

　　　　現業員，査察指導員，老人福祉指導主事，家庭児童福祉主事［児童福祉事業従事２年以上等］，家庭

相談員［児童福祉事業従事２年以上等］，母子相談員

　　２．各種相談所

　　　　知的障害者福祉司［知的障害者福祉事業従事２年以上等］，身体障害者福祉司［身体障害者福祉事業

従事２年以上等］，児童福祉司［児童福祉事業従事２年以上等］

　【社会福祉施設】

　　　施設長，生活指導員　等

　　　※［　］内は，社会福祉主事任用資格に加えて必要な要件

社会福祉主事任用資格指定科目

　【社会福祉法第１９条１号に定められた指定科目一覧】

　　社会福祉概論，社会福祉事業史，社会福祉援助技術論，社会福祉調査論，社会福祉施設経営論，社会福

祉行政論，社会保障論，公的扶助論，児童福祉論，家庭福祉論，保育理論，身体障害者福祉論，知的障害

者福祉論，精神障害者保健福祉論，老人福祉論，医療社会事業論，地域福祉論，法学，民法，行政法，経

済学，社会政策，経済政策，心理学，社会学，教育学，倫理学，公衆衛生学，医学一般，リハビリテーショ

ン論，看護学，介護概論，栄養学，家政学

本学部での履修と，社会福祉主事任用資格必要科目履修証明書の発行について

　　社会福祉主事として任用されるに際しては，卒業証明書と成績証明書によって履修を証明することがで

きることとなっています。但し，採用に際して社会福祉主事任用資格必要科目履修証明書の提示を求めら

れることがあります。その場合には，本学部では，次に示す科目の内の３科目を履修することにより，福

祉主事任用資格必要科目履修証明書を発行することができます。

９．社会福祉主事の資格取得
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　【社会福祉主事任用資格必要科目履修証明書発行のために受講が必要な科目】

指　定　科　目本学開講科目（読替科目）

民法

行政法

精神障害者保健福祉論

教育学

心理学

社会学

社会福祉調査論

倫理学

公衆衛生学

・民法Ⅰ及びⅡ

・行政法Ⅰ及びⅡ

・精神医学

・教育学

・人間と生命／心理学基礎

・生活と社会／社会学概論

・社会統計学Ⅰ及びⅡ

・環境倫理学

・衛生・公衆衛生学

※民法，行政法及び社会統計学はⅠとⅡの両方を受講して１科目と見なされるので，両方とも受講すること。
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１　「GIS 学術士」の資格制度について

　「GIS 学術士」とは，GIS の学術を保有する者として，公益社団法人　日本地理学会により認定される制

度です。

２　「GIS 学術士」の資格制度の目的

　　「GIS」とは，地理情報科学（Geographic Information Sciences）および地理情報システム（Geographic 

Information System）を指し，「GIS」の学術とは地理情報をコンピュータで系統的に取得・構築，管理，分

析，総合，表示・伝達することに係わる学術を意味します。「地理情報」とは，地理的な位置や範囲と属性

情報が対になっている情報を指します。「GIS学術士」の資格制度は，GISの知識と技術の向上をはかり，適

正な GIS 学術を普及し，もって地理情報科学及び地理学の進歩と社会の発展に貢献することを目的として

います（「GIS 学術士資格認定規定」をもとに作成）。

３　「GIS 学術士」資格取得のための標準カリキュラム

　　「GIS 学術士」資格取得のためには，以下の【Ａ】〜【Ｄ】に対応する授業科目単位を修得する必要があり

ます。

　【Ａ】：GIS に関連する情報処理を中心とする科目

　【Ｂ】：GIS の基本的機能と空間データの講義を中心とする科目

　【Ｃ】：GIS による地図作成・空間分析の実習を中心とする科目

　【Ｄ】：GIS を利用した卒業論文を執筆する科目（または，それに相当する演習）

　　総合科学部のどの授業科目が【Ａ】〜【Ｄ】に対応するかは，年度ごとに多少の変動がありますので，申請

の際には必ず，公益社団法人　日本地理学会の「資格専門委員会」のホームページ（下記 URL）にある

「実績証明団体」の「徳島大学総合科学部社会創生学科地域創生コース」の項目を参照してください。

　　http://ajg-certi.jp/

４　「GIS 学術士」資格申請に際して

　　「GIS 学術士」の取得は卒業後になります（申請は卒業前に可）。ただし，下記の要件を満たしていれば，

卒業前に「GIS 学術士（見込み）」の認定を受けることができます。「GIS 学術士（見込み）」が認定されれ

ば，資格要件科目をすべて修得した後に，「GIS 学術士」資格への変更を申請することが可能になります。

○「GIS 学術士（見込み）」の認定要件

　①　大学在籍期間が３年以上であること。

　②　３の【Ａ】，【Ｂ】，【Ｃ】に対応した科目の単位を申請時までに２科目以上修得していること。

　③　②の単位修得済み科目と今年度履修中の科目の合計が３科目以上であること。

１０．GIS 学術士の資格取得
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５　資格申請手順について

　　以下では「GIS 学術士（見込み）」の申請手順について簡潔に記します。

　①　公益社団法人　日本地理学会の「資格専門委員会」のホームページから各種申請書をダウンロードし

て必要事項を記入します。

　　　http://ajg-certi.jp/

　②　単位修得・科目履修を証明する書類を準備します。

　③　手数料を払い込みます（「GIS 学術士（見込み）」は認定審査手数料５,２５０円）。払込金受領書のコピー

を申請書の裏面に貼付してください。

　　　【払込先（郵便局）】

　　　　振替口座：００１３０−０−４１３１４３

　　　　加入者名：公益社団法人　日本地理学会 GIS 学術士資格委員会

　　　　＊払込金受領書の「ご依頼人」の欄に，住所，氏名（大学名・学生番号）を記入してください

　④　上記の必要書類一式を公益社団法人　日本地理学会 GIS 学術士資格委員会まで郵送してください。

　注）上記の情報は２０１４年２月時点のものであり，今後改訂される可能性もあります。申請に際しては，

公益社団法人　日本地理学会の「資格専門委員会」のホームページを必ず事前に確認してください。不

明な点があれば，塚本章宏（「GIS 学術士」徳島大学総合科学部代表担当者）まで問い合わせください。
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　「クール・ジャパン」の流行や漫画・アニメ，また日本食の人気などで，世界では日本語を学ぶ人たちが増

えています。私たちの使っている日本語は，現在世界で３９８万人が学んでおり（国際交流基金２０１２），国内

でも１７万人の人たちが勉強しています（文化庁２０１０）。さらに，日本政府も国家戦略の一つとして日本国

内への留学生や優秀な労働者の積極的な受け入れを進めており，これからも質の高い日本語教師の必要性は

高くなっていくと思われます。

　日本人なのだから日本語が教えられる，と思うかもしれません。確かに日本人なら誰でも日本語を話しま

すが，実は日本語教育と国語教育は視点が全く違います。そして，日本語が全くわからない人に，整理して

文法を教えたり日本人と上手に会話できるように指導したりするには，十分な知識と技術が必要です。

　総合科学部では，次ページにある日本語教育関連の授業を提供していますが，それらの授業を履修しても

日本語教師のための資格や免許が得られるわけではありません。でも，日本語教育に関連した事柄を学ぶこ

とで，自分の言語である日本語と言語を含む日本文化や日本人の考え方などを客観的にとらえ直すことがで

きます。また，日本語を使った日本人との円滑なコミュニケーションの仕組みについても学びますから，他

の日本人や外国人留学生や友達との良いコミュニケーションのとり方についても理解することができます。

もちろん，これらの授業は将来日本語教師として働くための良い土台となります。

　日本語教師を職業として目指すなら，一般の教員免許を取得するための授業科目を履修しておくこと，ま

た外国語を体系立てて勉強しておくことを勧めます。

　副専攻課程に相当する単位を取得した場合，そのことを証明する証明書を本学部が発行しますので，希望

者は所定の手続きを取ってください。証明書を得るために他大学・他学部との間で単位互換を希望する人は，

事前に教務委員を通して教務委員会に照会し，履修希望授業科目が文部科学省の示した表 A の科目として認

定されるかを確認してください。

１１．日本語教員の養成

表Ａ　文部科学省が日本語教員養成のための標準的教育内容として示した分

野と副専攻のための最低修得単位数

副専攻課程内　　　　　　　　容記　号

１０単位日本語の構造に関する体系的，具体的な知識Ⅰ−⑴

９単位日本語の教授に関する知識・能力Ⅰ−⑵

４単位言語学的知識・能力Ⅱ

２単位日本人の言語生活等に関する知識・能力Ⅲ

１単位日本事情Ⅳ

２６単位計
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表Ｂ　分野ごとに本学部で開設している授業科目と認定されうる最大単位数

単 位 数授 業 科 目 の 名 称記 号

２日本言語研究Ⅰ

Ⅰ−⑴

２日本言語概説Ⅰ

２日本言語研究Ⅱ

２日本言語概説Ⅱ

８日本言語演習

２日本語表現の基礎

２＊歴史と文化（日本語の音声）

２日本語教育方法論Ⅰ

Ⅰ−⑵

２日本語教育方法論Ⅱ

２日本語教授法Ⅰ

２日本語教授法Ⅱ

２日本語教材研究

８英米言語演習

Ⅱ

２現代英語研究Ⅰ

２英米言語研究Ⅰ

２英米言語研究Ⅱ

２英米言語研究Ⅲ

２英米言語研究Ⅳ

２＊歴史と文化（方言と社会）

２日本文学講読Ⅲ

Ⅲ ２異文化間コミュニケーション

２＊歴史と文化（日本語について考える）

２アート創生プロジェクト

Ⅳ

２社会学の基礎Ⅰ

２社会学の基礎Ⅱ

２市民活動論

２比較文化論

２地域文化論Ⅰ

２地理学の基礎Ⅱ

２美術概論

＊印の付いた科目は全学共通教育科目（年度によって名称が変更されることがある。）
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　総合科学部では，学科横断的な複数科目を受講することで一定のまとまった知識や能力を獲得できるよう

にまとめた一連の科目を「学習プログラム」と名付けてまとめ，「環境科学プログラム」を用意しています。

これらの科目の一部のみを受講することもできますが，プログラム所定の単位を修得した場合は，プログラ

ム単位修得証明書を発行します。くわしくは学務係でたずねてください。

環境科学プログラム（卒業まで次表に従って，計２０単位以上を修得）

　　このプログラムは，総合理数学科および社会創生学科の複数のコースの開設科目の中から，環境科学の

視点にたって社会における各種の課題に寄与できると考えられる科目から構成されている学習プログラム

です。学生自らが，各コースの専門教育と有機的に連携させることによって，身近な生活環境から地球レベ

ルにいたる連続的な環境に関連する科学の基本事項の理解力を高めることを目的とします。環境に関する

対応が求められる社会において活躍する学生諸君は，自分自身の所属するコースの専門教育の内容を深く

理解した上で自らの目的に応じて科目を選択し，コース横断的および学科横断的な学習を行ってください。

　　このプログラムで用意される科目は，修得単位数と合わせ次表にまとめられています。修得した単位数

は，学生が所属するコースの履修科目表に対応して学科共通科目，コース専門コア科目，コース専門選択

科目，総合科学テーマ科目および自由選択科目などの卒業要件単位に認められます。ただし，環境科学の

分野は，年々変化が大きいため指定科目にも変更が生じる場合があります。

１２．学習プログラムの履修概要

公共政策コース環境共生コース総合理数学科

地域創生コース

環境政策論Ⅰ・Ⅱ環境生理学環境機器分析化学

グローバル社会論生体物質影響学放射線科学

市民活動論生化学天然物化学

地域環境論細胞生理学地球科学の基礎

空間情報論Ⅰ・Ⅱ自然保護論地球環境科学

メディア情報演習ⅠＡ・ⅡＡ生態学Ⅰ地球表層環境論

地域構造論環境物質循環論確率・統計Ⅰ・Ⅱ

生態系の保全環境リスク論現象の数理

環境を考える資源循環工学資源エネルギー論

景観デザイン

緑のデザイン

４単位以上６単位以上６単位以上

合計２０単位以上
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　この学習プログラムは，所定の科目の修得と短期留学，さらには海外交流協定校※１などへの長期留学（セ

メスター単位）の経験を踏まえて，異文化に対する豊かな洞察力と確かな語学力を身につけ，国内外の社会

で世界的な視野をもって活躍することができる人材を育成することを目的としています。日本文化および多

文化理解のための科目履修（１，２年次中心）に，早期（１年次が望ましい）の短期留学を経て，２年次後期

以降の長期留学という学習課程をここでは想定しています。

　このプログラムには英語を軸とするものと中国語を軸とするものがあります。所定科目とプログラム修了

証明書の取得に必要な単位数は表１のとおりです。必要単位数を修得した上で，語学検定試験の成績，短期

留学の経験，長期留学での単位修得の有無などを加味して，証明書には複数のランクが設定されています。

その種類と取得要件は表２のとおりです。S ランクを取得した場合，学部長による表彰の対象になります。

証明書の申請は３年生１１月以降から出来ます。すでに証明書を取得している場合でも，語学検定試験の成

績向上などにより，再申請が可能です。

　英語を軸とするプログラムに参加する場合は１年次終了時に，中国語を軸とするプログラムに参加する場

合は２年次終了時までに学務係で登録してください※２。なお，このプログラムへの登録が，海外交流協定校

への長期留学（セメスター単位）の条件になっています。交流協定校への留学を希望する皆さんは，必ずこ

のプログラムに登録してください。

　※１　「手引き」２８頁参照

　※２　ただし，語学検定試験で以下のいずれかの水準を超えた場合は，英語を軸とするプログラムの場合は

２年次中途，中国語を軸とするプログラムの場合は３年次中途での登録を認めます。

　※　海外交流協定校への派遣留学について，年に２度の報告会を開催しています。派遣された皆さんは，

帰国後にその経験を後輩に伝えるために，そこで報告することが義務づけられています。また，留学

を希望する皆さんはその準備のために必ず参加してください。

１３．グローバル人材育成学習プログラム

IELTS　６.０点実用英語技能検定（英検）準１級TOEIC　７３０点TOEFL iBT　８０点英　語

TECC　４００点HSK　２級中国語検定４級中国語
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表１　グローバル人材育成学習プログラム修了証明書取得に必要な単位数

授業科目・題目名※※必要単位数授業カテゴリー

別表１−１

１０単位
日本の社会と文化を理解するための科目

総合科学部サマー・スクール科目

６単位グローバル化と現代社会の諸問題を理解するための科目

８単位英語運用能力向上のための科目※

８単位中国語運用能力向上のための科目※

合計　２４単位以上
　※英語８単位，中国語８単位はいずれかを選択。
※※授業科目・題目名については別表１−１を参照すること。ただし，全学共通教育の授業題目

については年度によって変更になる場合があるので学務係で確認すること。

表２−１　プログラム修了証明書のランク

ポイント証明書のランク

２２以上S

１９以上A

１６以上B

１１以上C

表２−２　加算ポイント基準（語学検定はいずれか一つを採用する）

ポイント語学検定（英語）ランク

１１TOEFL１００，TOEIC８７０，英検１級，IELTS７.０以上

８TOEFL８０，TOEIC７３０，英検準１級，IELTS６.０以上

５TOEFL６０，TOEIC５５０，英検２級，IELTS５.０以上

２TOEFL４５，TOEIC４５０，英検準２級，IELTS４.０以上

ポイント語学検定（中国語）ランク

１１HSK ５級，HSK 口頭試験高級，中国語検定準１級，TECC７００点以上

８HSK ４級，HSK 口頭試験中級，中国語検定２級，TECC６００点以上

５HSK ３級，HSK 口頭試験初級，中国語検定３級，TECC５００点以上

２HSK ２級，中国語検定４級，TECC４００点以上

ポイント３短期語学等研修（３週間以上）

ポイント長期（セメスター単位）留学

１１３科目以上単位認定

８２科目以上単位認定

５１科目以上単位認定

ポイント３海外インターンシップ経験
※ TOEFL は iBT 試験を利用します。TOEIC は IP 試験を除く。
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別表１−１　平成２６年度開講の授業

必要単位数科目名　＊は全学共通教育授業題目授業カテゴリー

１０単位

「アジアの近代と日本」＊

「徳島を考える」＊

「近現代文学の世界Ⅰ」＊

「憲法と人権Ⅰ」＊

「憲法と人権Ⅱ」＊

「江戸時代後期の社会変動と明治維新」＊

「能・狂言・文楽・歌舞伎」＊

「世界の中の日本語」＊

「近現代世界の成立と展開」

「日本経済と社会」

「埋もれた文化遺産Ｉ」＊　　

「埋もれた文化遺産Ⅱ」＊　

「戦国時代から近世社会への変化」＊　

「古代・中世日本の社会」＊　　

「日本の古代史」＊　

「日本史研究Ｉ」　　

「日本史研究Ⅱ」

日本の社会と文化を

理解するための科目

Global communication-volunteer experience in local community ＊
総合科学部サマー・ス

クール科目

６単位

「異文化 / 自文化研究へのいざない」＊

「国際政治学入門」＊

「移民から世界をみる」＊

「グローバル社会に必要な異文化理解のためにⅠ」＊

「グローバル社会に必要な異文化理解のためにⅡ」＊

「比較文化論」

「比較文化研究」

「地域交流史」

「国際交流・協力体験」

「国際関係論Ⅰ」

「国際関係論Ⅱ」

「グローバル社会論」

「地球環境問題」＊

「国際協力論」＊

「サービス・ラーニング」＊

グローバル化と現代

社会の諸問題を理解

するための科目

８単位

「実用外国語基礎演習Ⅰ（英語）」

「実用外国語基礎演習Ⅱ（英語）」

「実用外国語演習（英語）」　

英語運用能力向上の

ための科目※

８単位

中国語入門＊

中国語初級＊

実用外国語基礎演習（中国語）Ⅰ

実用外国語基礎演習（中国語）Ⅱ

実用外国語演習（中国語）

中国語運用能力向上

のための科目※

計　　２４単位以上
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Ⅳ．授業概要（シラバス）

（「学部共通科目」および３学科の「学科共通科目」を記載。

他の授業科目はＨＰを参照）
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単位数等授　業　科　目配当学年ページ

必修

必修

必修

２

２

２

基礎ゼミナール

キャリアプラン入門Ⅰ

キャリアプラン入門Ⅱ

必　

修

①

①

①

１２３

１３１

１３２

２単位以上

必修

２

２

科学と人間

健康と福祉

選
択
必
修
Ａ

①

①

１４０

１４１

４単位以上

必修

＊１　４つ

の内２単位

までしか，

卒業に必要

な単位に算

入されない。

＊２　４つ

の内２単位

までしか，

卒業に必要

な単位に算

入されない。

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

情報処理の基礎Ⅰ

情報処理の基礎Ⅱ

国際交流・協力体験

基礎英語講読Ⅰ

基礎英語講読Ⅱ

実用外国語基礎演習Ⅰ（英語）

実用外国語基礎演習Ⅰ（ドイツ語）

実用外国語基礎演習Ⅰ（フランス語）

実用外国語基礎演習Ⅰ（中国語）

実用外国語基礎演習Ⅱ（英語）

実用外国語基礎演習Ⅱ（ドイツ語）

実用外国語基礎演習Ⅱ（フランス語）

実用外国語基礎演習Ⅱ（中国語）

キャリアプラン

短期インターンシップ

選

択

必

修

Ｂ

①

①

②

②

②

②

②

②

②

②

②

②

②

②

③

１４２

１４３

１４３

１４３

１４６

１４６

１４８

１４９

１４９

１４９

１５０

１５０

１５１

１５１

１５１

１２単位以上計

１．総合科学部

　　　学部共通科目

科

目

学

部

共

通

学部共通科目

＊
１

＊
２
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基礎ゼミナール総論 

Basic Seminar

（必修）１年（前期）

饗場和彦

 
【授業の目的】　人間力の育成とコミュニケーション能力の向上を

図る。

１．教員と学生が議論して課題を設定し，問題解決のための手法

を学ぶ。

２．少人数で討論し，課題を解決してゆく過程を通じて，学生と

教員及び学生相互の人間関係を構築し，コミュニケーション能

力を高めながら人間力を涵養する。

３．学習の成果を発表会で報告することにより，プレゼンテー

ション能力を身につける。

【授業の概要】　大学入学直後の学生が，大学で学習していくため

に必要なことを身につけるためのゼミナール。大学での学習は，

高校までの学習とは異なり，単に既存の知識を「覚え」「正解を導

き出す」ことだけではない。自ら考え，疑問や問題点を提示し，

それを協力して解決していく方法を習得する必要がある。そのた

めに課題を設定して，問題解決学習的な要素を取り入れた内容と

する。具体的には，出来うる限り受講生自身が見つけた課題や問

題をテーマとして，それを多面的な視野で検討し，結論を導き出

すようにする。テーマは教員の専門に近い内容のクラスもあれば，

専門から離れている内容のクラスもある。多面的に考察するため

の体験学習も含まれる。

【到達目標】　以下の技能・能力の育成を目標とする。

１．文献調査・情報収集能力　２．理解力・読解力　３．コミュ

ニケーション能力　４．プレゼンテーション能力　５．レポート

作成能力

　この講義では，汎用的技能の修得，体験・参加型学習及び課題

解決・探究型学習を進める。各クラスの目標については，担当者

ごとに示されたシラバスを参照。

【授業の計画】　１．講読　２．体験学習　３．ディベート（ディ

スカッション）　４．プレゼンテーション（口頭発表）　５．レ

ポート作成　６．その他

【成績評価の方法】　出席の状況，授業への積極性，課題や発表の

内容などから総合的に評価する。

【受講者へのメッセージ】　選択したクラスの教員の所属コースは，

学生の２年次以降のコース配属とは関係しない。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）総合科学部１号館中棟３ F
（メールアドレス）aibak@ias.tokushima-u.ac.jp

基礎ゼミナール 

Basic Seminar

２単位（必修）１年（前期）

福田　スティーブ　利久

 
【授業の目的】　長期・短期の海外留学の事前準備として，自己効

力感，スタディー・スキル，英語力を高める

【授業の概要】　留学を有意義にするため，準備は欠かせない。そ

れは語学力や金銭的な事前準備だけではなく，留学中・留学後も

考えなければならない。そのため，講義では，留学を考えている

学生や留学に興味がある学生と一緒に，今後大学でどのような学

習・行動・準備をすれば，留学中に挫折しない，帰国後に留学経

験を生かせる方法等を考え，一緒に準備をする

【キーワード】　留学事前準備

【到達目標】　①留学準備のノウハウを身につける　②留学先での

必要な英語力を身につける方法を知る　③留学先で生活するため

の文化を知る

【授業の計画】　留学を成功するための書籍や資料から得た情報を

ベースに，留学前・留学中・留学後のことを考え，ディスカッショ

ンやプレゼンテーションを毎回行う。

【参考書】　頭のいい大学四年間の生き方／和田秀樹：中経出版，

２００７

How to Study/Arthur W. Kornhauser:Univniversity of Chicago Press, 
1993, ISBN:9780226451176
「やればできる！」の研究：能力を開花させるマインドセットの力

／キャロル・S. ドゥエック著，今西康子訳，：草思社，２００８，

ISBN：４７９４２１６８０７
学び続ける力／池上彰：講談社，２０１３，ISBN：４０６２８８１８８８
読書力／斎藤　孝：岩波書店，ISBN：４００４３０８０１１

【教科書・参考書に関する補足情報】　授業内容の詳細は受講生と

一緒に決めていくので，購入する教科書は授業中に紹介する。

【成績評価の方法】　授業時に報告する。

【再試験の有無】　無

【受講者へのメッセージ】　今回の「留学事前準備」をテーマとし

た基礎ゼミナールは初めて受け持つことになるので，受講生と一

緒に授業を作っていく感じになる。もっと詳しい話を聞きたい学

生はいつでも研究室を訪ねて下さい。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

Steve T. Fukuda (2N15, 088-656-7198, steve.fukuda@tokushima-u.ac.jp)
（メールアドレス）steve.fukuda@tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）I have no particular office hour. Please email me 
with any questions, comments, or concerns. If you would like to meet 
face-to-face, please email me and we can arrange a meeting time.

基礎ゼミナール 

Basic Seminar

２単位（必修）１年（前期）

笹尾佳代

 
【授業の目的】　大学での学びをスタートするために，身につけて

おきたい知識・教養を修得することを目的とする。日本近代文学

作品を多角的に読むことを通して，言語表現に対する意識を高め

るとともに，広く文化の中での文学の位置付けを捉えることから，

社会と文学との相互関係に目を向けたい。

【授業の概要】　まずは大学での学びそのものについて考える。そ

の後，基本的な情報を得るための方法やレポートの書き方，文学

作品へのアプローチの方法を，具体的な作品の講読を通して提示

する。後半はグループに分かれ，文学的事象に関する調査，分析，

発表を行う。

【キーワード】　情報収集，表現分析，日本近代文学，メディア・

ミックス

【到達目標】　情報収集能力を高め，それらを参照しながら論理的

な思考ができるようになる。

資料の作成，プレゼンテーション，議論ができるようになる。

【授業の計画】　１．ガイダンス　２．大学での学びを考える１　

３．大学での学びを考える２　４．日本近代文学作品を分析する

ために　５．情報収集の方法及び意義について　６．作品講読―多

角的に読む１　７．作品講読―多角的に読む２　８．作品講読―多

角的に読む３　９．文学の派生と発表テーマ設定　１０．経過報告と

議論　１１．グループ発表１　１２．グループ発表２　１３．グループ発

表３　１４．グループ発表４　１５．グループ発表５　１６．まとめ

【教科書】　大学生の論文執筆法／石原千秋著：筑摩書房，２００６，

ISBN：９７８−４４８００６３１０６
【参考書】　筑摩書房，２００６

【教科書・参考書に関する補足情報】授業時に適宜配布，提示する

【成績評価の方法】　授業時のグループ発表やそれをもとに作成す

る期末レポート，出席を含めた授業への取り組みを総合的に評価

する。

【再試験の有無】　無し

【受講者へのメッセージ】　展開によっては，内容を追加・変更・

省略する場合もある。主に受講者が授業を展開する形式をとる。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　参考資料，作品の指定

された部分を，あらかじめ読んで授業にのぞむこと。

多様な文学作品を読むなど，文学，文化に親しむこと。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）笹尾佳代，２N１７
（メールアドレス）sasao@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）水曜１２：５０〜１４：２０　研究室

その他はメールで問い合わせてください。 

（総論としての授業はありません。実際には，以下の各基礎ゼミ
ナールから選択して履修します）
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基礎ゼミナール 

Basic Seminar

２単位（必修）１年（前期）

衣川　仁

 
【授業の目的】　大学で学ぶための力を高めることを目的とします。

学ぶための力とは，具体的には読むこと，書くこと，調べること，

考えること，意見を述べること，意見を聞くこと，批判するこ

と．．．など数多くあります。それらについて，自分で必要だと自

覚したうえで，大学での学びに向きあえるようになることを目指

します。

【授業の概要】　読むこと，書くこと．．．など多様な事柄を身につ

けるために，小説・映画など様々な素材を使って様々な問題を考

える予定です。その際，全体を通した大きなテーマとして「歴史」

を設定しておきます。あらゆるモノ・コト・ヒトに歴史がありま

すが，それぞれの歴史（過去）は通常目の前にはないため，普段

の生活でそれを意識することもほとんどないといえます。しかし，

歴史を踏まえて見直してみると，今までとはちょっと変わって見

えてくることもあるのです。〈歴史（過去）を知ったくらいで見方

が変わるか〉という考え方もあろうかと思います。変わるかどう

かも含めて，いろいろと考えてみましょう。

【キーワード】　歴史

【到達目標】日本語の論理的な文章を読み，書き，理解すること。

自ら考える姿勢を身につけること。

【授業の計画】　１．ガイダンス　２．小説を読む　３．レポート

を書く　４．自分で調べる　５．調べたことを発表する　６．映

画をみる　７．映画をみる　８．グループで調べる（テーマを決

める）　９．グループで調べる　１０．グループで発表する　１１．自

分でテーマを探す　１２．発表する　１３．発表する　１４．発表につ

いての意見を交換する　１５．まとめ　１６．総括授業

【教科書・参考書に関する補足情報】　適宜配布します。

【成績評価の方法】　授業中の課題・発表，授業への取り組み，出

席，レポートなどを総合的に評価します。

【再試験の有無】　無

【受講者へのメッセージ】　授業計画はあくまで大まかな予定であ

り，受講者の意向によって変わる場合もあります。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　何でもいいので，図書

館で歴史関係の本を借りて読んでみましょう。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）１号館北棟２階（２N０２）０８８−６５６−７１５３
（メールアドレス）kinugawa@tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）月曜日１０：３０〜１２：００

基礎ゼミナール 

Basic Seminar

２単位（必修）１年（前期）

宮澤一人

 
【授業の目的】　オペラという「得体の知れない芸術（？）」を取り

上げる。オペラを通して，芸術と娯楽とはなにか，そもそも音楽

は芸術なのか，それよりも芸術とはなんなのか，といった問に対

する答え（があるのなら）を，時代や世相の変化を通して考えて

みる。

【授業の概要】　１７世紀になって突然現れた「オペラ」と呼ばれる

音楽のジャンル。この「浪費を前提とした」音楽ジャンルが，時

代や場所によってどのように変化していったかを，様々な作品を

通してたどる。そして「娯楽と芸術」の狭間で揺れ動きながら存

在し続けた，オペラというものを見つめようと考えている。

【キーワード】　７．バロックオペラと宮廷　８．オペラセリアと

オペラブッファ　９．フランス革命と１９世紀パリの文化　１０．ワ 
ーグナー以後　１１．芸術音楽と娯楽音楽の分離

【到達目標】　本講義では国際感覚の醸成を要請することを目的と

しています。

音楽，芸術，娯楽，エンターテイメントといった言葉の意味を，

的確に定義づけられるようになる。

自分なりに定義づけられた言葉を，的確な文章として，他人に伝

わるように表現できるように，文章テクニックを身につける。

【授業の計画】

第１回：講義の趣旨と概要の説明（オペラの定義をしてみよう，

とりあえず）

第２回：オペラの誕生と絶対王政（ギリシャ悲劇の復活だって？）

第３回：バロックオペラ（華やかで金がかかることが前提）

第４回：バロックオペラの終わり（だってつまらないから）

第５回：オペラセリアとオペラブッファ（まじめとおふざけ）

第６回：モーツァルトの登場（人間の心は複雑）

第７回：モーツァルトの成し遂げたこと（本当はこわい・・・）

第８回：フランス革命（全てを壊してしまった革命）

第９回：１９世紀のパリは文化の中心（様々な政治体制の変化とオ

ペラの変化）

第１０回：グランドオペラ（現代のエンターテイメントの元祖）

第１１回：ワーグナーの成し遂げたこと（もう娯楽ではない「芸術」

なのだ）

第１２回：ワーグナーは偉大すぎて（あんなものの後でどうすれ

ば？）

第１３回：２０世紀になってオペラはどうなったか（もう娯楽じゃな

い）

第１４回：そして「演出」の時代へ（話題になればそれで良いのだ）

第１５回：全体のまとめ，レポートの提出へ向けて

第１６回：各自の発表，最終レポートの提出

【教科書】　オペラの運命　十九世紀を魅了した「一夜の夢」／岡

田暁生：中公新書，２００１，ISBN：４−１２−１０１５８５−１

【教科書・参考書に関する補足情報】　講義では指定した教科書を

読んでもらうので，全員必ず購入してください。

【成績評価の方法】　期末レポート４５％，授業への取り組み状況

４０％，出席状況１５％，です。正当な理由の無い欠席をすると，

点数が減ります。

【再試験の有無】　行いません

【受講者へのメッセージ】　事前に教科書の指定した箇所を読んで

ください。授業のたびに，各自の疑問点や感想をまとめてもらい

ます。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　教科書の指定された箇

所を，事前に読んできてもらいますが，その時に疑問に感じたこ

とを，自分自身で調べてみることが大切です。自分自身で調べる

と言う能力を，この講義を通して鍛えてください。

【WEB ページ】　基本は，音楽が好きな人が対象になります。ただ

し「自分はクラシッを全く聴いたことが無い」という人も大丈夫

です。もちろん，クラシック大好き人間も。かなり長めの音楽を

聴くことがありますが，そのときに「必ず静かにしていられる」

ことが大切です。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

宮澤一人　Tel：０８８−６５６−７１６３　E-mail:miyazawakaz@tokushima-u.ac.jp
（メールアドレス）miyazawakaz@tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）月曜日 PM ３：００− PM ４：３０　１号館北棟

２階２N０９，その他，在室している時は対応します。

基礎ゼミナール 

Basic Seminar

２単位（必修）１年（前期）

荒武達朗

 
【授業の目的】　大学で学ぶべき専門の研究と教養をこれから学ん

でいくにあたって，基本的に身につけておかなければならない姿

勢を身につけることを目的とする。時事問題や歴史問題に関する

文章の講読を通じて思索を深めるとともに，大学外機関への訪問

することで社会への関心を高める。

【授業の概要】　まず勉強をする上での基本的姿勢から始まり，最

終的には強制される勉強から自発的に行う勉強へ移行していく。

【キーワード】　論文講読，要約，発表

【到達目標】修行中の人間（君たちのことだ）が身につけるべき基

本的姿勢を学ぶ

大学で学ぶ手法を身につける

自ら調査・考察する練習をする

日本語の論理的文章を理解できる能力，プレゼンテーション能力

を養う。

【授業の計画】　おおむね以下の内容の事を勉強する。
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１　図書館での情報収集

　　図書館の役割は図書の貸し出しだけにあるのではない。利用

者の調べものに協力するリファレンスという業務も重要な仕事

である。まずは大学の図書館にて調べものの手法を学ぶ。

２　論文の読解，要約，発表

　　現在の日本をめぐる国際関係に関する論文・記事をもとに内

容の要約・論争点の整理・自己の見解の開陳を行う。論文を要

約し，問題点を見つけ，それを数分間で発表するという作業を

繰り返す。それにより，文章を読解し，要約し，発表するとい

う力を伸ばすことが出来よう。

３　学外の訪問

　　予算が付けば，大阪生野区のコリアタウン等（予定）を参観

する。

【教科書】　『世界』『中央公論』『文藝春秋』などの総合雑誌を教材

とする。総合雑誌とは何か？

手軽なところでウィキペディアの記事によると，「総合雑誌（そう

ごうざっし）とは，政治・経済・社会・文化全般についての評論

などを掲載する雑誌。いわゆる『論壇』を構成する雑誌として扱

われてきた事情もあり，オピニオン誌もふくめてこの範囲にいれ

ることが多い。」とのことだ。

【教科書・参考書に関する補足情報】　授業中に指示する。

【成績評価の方法】　授業態度は評価の前提。態度が良ければ自ず

から積極性が生まれ，熱心に課題に取り組み，当然ながら高評価

が得られるに相違ない。

【再試験の有無】　無し

【受講者へのメッセージ】　色んな事に興味を持つこと。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　たくさん読み，たくさ

ん書けば文章は上手くなる。発表も数をこなせば緊張しなくなる。

最初から出来る者など一人もいない。

自分のダメさ加減を知り，それを克服したいと謙虚に思うならば，

必ず道は開ける。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）荒武達朗，２N０７
（メールアドレス）aratake@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）月〜金　８：１５〜３５

あるいはメールでアポをとること。

基礎ゼミナール 

Basic Seminar

２単位（必修）１年（前期）

行實鉄平

 
【授業の目的】　本授業では，「徳島ヴォルティス（サッカー）」お

よび，「徳島インディゴソックス（野球）」といったプロスポーツ

チーム（球団）の運営サポート活動（ボランティア活動）を通し

て学生の「前に踏み出す力」，「考え抜く力」，「チームで働く力」

を養うことを目的としている。

【授業の概要】　本基礎ゼミでは，まず，担当教員等より，徳島の

プロスポーツチーム（球団）の歴史やホームタウン活動（地域貢

献活動）について紹介する。次に，学生には，各スポーツ組織が

目指す理念や目的を理解した上で，実際の試合運営サポート体験

活動を小グループに分かれて，３段階構成（①ホップ：業務内容

を知る，②ステップ：接客応対を知る，③ジャンプ：企画運営に

チャレンジする）で体験してもらう。さらに，活動後は，「プロス

ポーツによるまちづくりの可能性」について議論し，その内容を

プレゼンテーションすることで，「前に踏み出す力」，「考え抜く

力」，「チームで働く力」を養う必要性（面白さ）を理解（体感）

していく。

【キーワード】　スポーツ　ボランティア活動　グループワーク　

プレゼンテーション

【到達目標】

・自分の意見（感じた事や考えたこと）を自分の言葉で表現でき

る

・自分たちで考えた企画をみんなで協力して実践することができ

る

・スポーツの社会的機能（役割）について理解することができる

【授業の計画】

１．オリエンテーション（徳島のプロスポーツ組織について）

２．プロスポーツチーム（球団）の歴史とホームタウン活動（地

域貢献活動）について

３．プロスポーツチーム（球団）運営サポート体験（ホップ１）

４．プロスポーツチーム（球団）運営サポート体験（ホップ２）

５．プロスポーツチーム（球団）の接客対応について

６．プロスポーツチーム（球団）運営サポート体験（ステップ１）

７．プロスポーツチーム（球団）運営サポート体験（ステップ２）

８．プロスポーツチーム（球団）の運営活動を企画してみよう①

９．プロスポーツチーム（球団）の運営活動を企画してみよう②

１０．プロスポーツチーム（球団）運営サポート体験（ジャンプ１）

１１．プロスポーツチーム（球団）運営サポート体験（ジャンプ２）

１２．グループワーク①

１３．グループワーク②

１４．グループワーク③

１５．プレゼンテーション

１６．総括

【教科書】　適宜資料を配布します

【成績評価の方法】　「出席」「学習態度」「プレゼンテーション」の

３つの視点で評価する。評価配分は「出席：６０％」「学習態度：

１０％」「プレゼンテーション：３０％」とする。

【再試験の有無】　なし

【受講者へのメッセージ】　本授業は学外活動を含みます。学外活

動は，週末（基本的には土曜日）の活動となります。活動場所ま

では各自で移動となります。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）行實（０８８−６５６−７２８６）

（メールアドレス）yukizane@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）月曜午後

基礎ゼミナール 

Basic Seminar

２単位（必修）１年（前期）

大宮俊恵

 
【授業の目的】　自ら課題を見出し，主体的に問題解決や調査研究

に取り組み，発表することによって，人間関係調整力，社会性，

コミュニケーション力を身につける。

【授業の概要】　グループでの学びを基本とした演習形式での授業

とする。そのため，それぞれの興味・関心を基本としつつ，グルー

プで調整をしながら探求・調査活動を行い，その結果をプレゼン

テーションし，問題点について全体でディスカッションする。常

に広い視野で物事を見つめ，創意溢れる内容となるようにしたい

と考えている。

【キーワード】　探求・調査活動，プレゼンテーション，ディスカッ

ション

【到達目標】

１　共に協調しながら物事を探求していく力の養成

２　発言する力，聴く力，話し合う力の養成

３　資料収集・作成力の養成

４　プレゼンテーション力の養成

【授業の計画】

１．全体：ガイダンスとグルーピング

２．３．グループ活動：課題決定，調査研究

４．５．グループ活動：発表資料作成，発表練習

６．全体：各グループ発表，コンペディション，グループ再編成

７．８．グループ活動：課題決定，調査研究

９．１０．グループ活動：発表資料作成，発表練習

１１．全体：各グループ発表，コンペディション，グループ再編成

１２．１３．グループ活動：課題決定，調査研究

１４．１５．グループ活動：発表資料作成，発表練習

１６．全体：各グループ発表，コンペディション

【教科書・参考書に関する補足情報】　必要に応じて資料を配付す

る。

【成績評価の方法】　出席，授業への取り組み状況，コンペの順位，

個人調査資料などを用い，総合的に評価する。

【再試験の有無】　無し

【受講者へのメッセージ】　授業に積極的に参加してください。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）２M０２（１号館中棟２階）０８８−６５６−７１９０

（メールアドレス）omiya@ias.tokushima-u.ac.jp
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（オフィスアワー）随時受け付けます。

基礎ゼミナール 

Basic Seminar

２単位（必修）１年（前期）

荒木秀夫

 
【授業の目的】　本基礎ゼミナールは，「アーツ＆サイエンス」を

テーマとする。アーツは日本人の間では「芸術」という意味に解

されやすいが，実際には多様な意味を含んでいる。ゼミで扱う

アーツとは，「人為的こなし」といった意味であり，人間が経験と

知識から体得し，現実場面で発揮できる行動のことをいう。アー

ツはサイエンスに支えられてこそ，さらに現実を動かす大きな力

となる。本基礎ゼミナールの目的は，「アーツ＆サイエンス」の概

念を理解し，それを自らの行動に発揮するための学習・トレーニ

ングを通じて，今後の学生生活にも生かせる能力を体得すること

を目的とする。

【授業の概要】　授業においては，最初に「アーツ」と「サイエン

ス」の意味についての講義を行う。特に，それぞれの歴史的背景

を踏まえた現代的意義について触れる。そして，より具体的な課

題として各自が将来に向けて「何を体得したいのか？」というこ

とをテーマにした討論学習，調査研究を行い，「脳」，「身体性」，

「行動」，「コオーディネーション能力」をキーワードにした実際の

学習・トレーニングを行い，各自の「アーツ＆サイエンス」を体

得することを目指す。

【キーワード】　アーツ，サイエンス，脳，身体性，行動，Co-
ordination 能力

【到達目標】

１．将来，各自が必要となると思われる能力を課題として自覚で

きる。

２．知識を様々な場面で活かす手法を具体的に思考できる。

【授業の計画】

１．ガイダンス

２．「総合科学」を考える

３．アーツの歴史，サイエンスの歴史

４．アーツ＆サイエンスとリベラルアーツ

５．科学と知性・感性

６．脳と人間科学

７．思考・言語のトレーニング実習

８．脳とコオーディネーション能力

９．コオーディネーション能力としての「平衡トレーニング」

１０．「時空間問題」の体験学習

１１．将来ビジョン・ゼミ①

１２．将来ビジョン・ゼミ②

１３．課題設定学習①

１４．課題設定学習②

１５．試験・まとめ

１６．総括授業

【教科書】　論理トレーニング／野矢茂樹：産業図書，２００６．１１，

ISBN：４７８２８０２１１０
【参考書】　これからレポート・卒論を書く若者のために／酒井聡

樹：共立出版，２００７．５，ISBN：９７８−４３２０００５７４７

【教科書・参考書に関する補足情報】　授業の中で，必要に応じて

資料を配付する。

【成績評価の方法】　授業中の課題の達成とレポートにより総合的

に評価する。

【再試験の有無】　無

【受講者へのメッセージ】　ゼミでは，各自が将来の進むべき進路

をイメージすることを重視しながら進める。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　授業中に問題提起を行

うので，それに関連して自主的に資料等を検討し，各自の考えを

まとめておくこと。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）荒木秀夫（２M１３，Tel：６５６−７２１４，E-mail：　
araki@ias.tokushima-u.ac.jp）
（メールアドレス）araki@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）月曜日　午後０時１０分〜午後１時２０分

基礎ゼミナール 

Basic Seminar

２単位（必修）１年（前期）

王　冷然

 
【授業の目的】　法律は絶対的・不変的であると思われがちですが，

実際に時代によって法律の内容は変わりますし，また法律は，神

様ではない人間によって作られているので，完璧なわけではあり

ません。したがって，各々の法律問題について意見の対立が生じ

るのは当然のことであり，その議論こそが法律学であるとも言え

ます。

　そこで，本ゼミナールでは，裁判例を素材として書き上げられ

た民法学の入門書を通読することによって，法律知識の獲得だけ

ではなく，色々な人たちの考え方を理解したうえで，人を説得で

きる論理的思考力および基礎ゼミナールがめざす各種の基礎的能

力を身につけてもらうことを目的とします。

【授業の概要】　教科書の中に取り上げている事例を中心に，個人

またはグループ（受講者の人数による）による報告と，それに基

づく質疑応答，議論を行います。報告者は，事前に報告内容を整

理し，レジュメを作成すること，報告者以外の者は，毎回，疑問

点や意見を積極的に発言し，ゼミをより活発にすることが求めら

れます。詳細については，第１回目のゼミにて説明します。

【キーワード】　民法，権利，義務，民事責任，契約責任，不法行

為責任，親子関係，夫婦関係，信義則，公序良俗，権利濫用

【到達目標】

・教科書の購読，報告レジュメなどの作成を通じて，大学での学

習に必要となる「読む」「話す」「聴く」「書く」といった基本的な

能力を身につけること。

・ゼミ内での発表，議論を通じて，自らの考えを形成し，それを

論理的に，かつできるだけ自分の言葉で表現する能力を養うこと。

【授業の計画】

第１回　自己紹介とガイダンス

第２回　隣人紛争について⑴――教科書第１章

第３回　隣人紛争について⑵――教科書第１章

第４回　隣人紛争について⑶――教科書第１章

第５回　権利濫用について⑴――教科書第２章

第６回　権利濫用について⑵――教科書第２章

第７回　「人の法」について⑴――教科書第３章

第８回　「人の法」について⑵――教科書第３章

第９回　公序良俗について⑴――教科書第４章

第１０回　公序良俗について⑵――教科書第４章

第１１回　信義則について⑴――教科書第５章

第１２回　信義則について⑵――教科書第５章

第１３回　民法と憲法について⑴――教科書第９章

第１４回　民法と憲法について⑵――教科書第９章

第１５回　民法と憲法について⑶――教科書第９章

第１６回　総括授業

【教科書】　民法学入門（第２版）／河上正二：日本評論社，２００９

年，ISBN：９７８−４−５３５−５１６４８−

法学六法１４／石川明など　編修代表：信山社，２０１３

【参考書】　授業中に適宜指示する。

【教科書・参考書に関する補足情報】　授業中に適宜指示します。

【成績評価の方法】　成績は，ゼミナールに取り込む姿勢などの受

講態度（５０％）と，発表（５０％）で評価します。

【再試験の有無】　無

【受講者へのメッセージ】　ゼミナールを通じて多くの知識を得，

また良い友人が得られるように期待しています。そのため，ゼミ

ナールに積極的に取り組む意欲のある受講者を望みます。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　各回で取り上げる教科

書の該当する部分に，あらかじめ目を通しておくこと。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）民法研究室，１号館３F，３M０８
（メールアドレス）wanlengran@tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）水曜日１０：００〜１３：００
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基礎ゼミナール 

Basic Seminar

２単位（必修）１年（前期）

小田切康彦

 
【授業の目的】　学習に必要な情報をどのように入手するのか，著

書や論文をどう読むのか，レポートをどのように書くのか，研究

成果をどう発表し議論するのか。本授業では，大学で学ぶうえで

必要となるアカデミック・スキルを修得するとともに，４年後の卒

業に向けて主体的に勉学に取り組むための姿勢を身につけること

を目的とする。

【授業の概要】　授業では，次の５つのテーマを扱う。第１は，図

書館やインターネット，調査等を利用して文献・資料・データ等

を収集する方法についてである。第２は，そうした文献・資料・

データ等の読み方・用い方についてである。第３は，文献・資

料・データ等に基づくレポートや論文の書き方についてである。

第４は，学習内容や研究成果をプレゼンテーションする方法と発

表後のディスカッションの方法についてである。第５は，自身の

キャリア・デザインについてである。

【キーワード】　アカデミック・ライティング，クリティカル・リー

ディング，プレゼンテーション，ディスカッション，キャリア・

デザイン

【到達目標】

１．文献・資料・データ等の基本的な収集方法を理解する。

２．文献・資料・データ等の基本的な読み方・用い方を理解する。

３．論文・レポートの基本的な書き方を理解する。

４．プレゼンテーションおよびディスカッションの方法を理解す

る。

５．大学での勉学と自らのキャリアについて考えイメージする。

【授業の計画】　１．ガイダンス　２．大学での学び：大学におけ

る授業と勉学姿勢　３．情報を集める⑴：論文・資料等の探索・

収集　４．情報を集める⑵：インターネットを用いた情報の探

索・収集　５．情報を集める⑶：調査等を用いたデータの収集　

６．文献を読む⑴：情報の整理法　７．文献を読む⑵：クリティ

カル・リーディングⅠ　８．文献を読む⑶：クリティカル・リー

ディングⅡ　９．論文・レポートを書く⑴：文章表現　１０．論

文・レポートを書く⑵：学術的文章と形式　１１．論文・レポート

を書く⑶：論文執筆法　１２．発表し議論する⑴：プレゼンテー

ションの手法　１３．発表し議論する⑵：ディスカッションの手法

１４．キャリア・デザイン⑴：ゲスト講演−先輩の話を聞く−　

１５．キャリア・デザイン⑵：ワークショップ−大学生活とキャリ

ア−　１６．授業総括

【教科書】　とくに指定しない。

【参考書】　とくに指定しない。

【教科書・参考書に関する補足情報】

・授業は配布する資料・レジュメを基にすすめる。

・文献・資料等は授業のなかで随時紹介する。

【成績評価の方法】　授業への取り組み状況（５０％），および課題レ

ポート（５０％）を基に評価する。

【再試験の有無】　再試験は行わない。

【受講者へのメッセージ】　大学では，高校時代と比べると主体

的・自主的に勉学を行う姿勢が重視される。４年間の学生生活を

より意義あるものにするためのスタートとして，受講生の積極的

な参加を期待する。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】

・事前に配布する資料・レジュメに目を通して授業にのぞむこと。

・次の授業までの宿題を課す回がある。

【備考】

・担当教員の連絡先やオフィスアワーについては，第１回目の授

業で説明する。

・授業の計画は，受講生数やニーズを踏まえ，事前に説明したう

えで変更する場合がある。

 

基礎ゼミナール 

Basic Seminar

２単位（必修）１年（前期）

上原克之

 
【授業の目的】　本授業では，基本的人権に関する裁判例を素材と

して，今後の授業を履修するうえで基礎となる，資料を読み解く

力，論理的思考力，報告・討論する力，論理的文章を書く力等を

養うことを目的とします。

【授業の概要】　はじめの２〜５回目は，ウォーム・アップとして

裁判例に関係ないテーマで自由に討論していきます。６回目以降，

報告者をきめ，報告者はテキストを読んで裁判例に関するレジュ

メを作成して報告します。報告者以外の参加者は事前にテキスト

を読んだうえで報告内容について討論・検討していきます。後日，

報告者は，報告及び討論・検討内容についてレポートを提出しま

す。

【キーワード】　基本的人権　自由　自己決定権

【到達目標】　１　論理的思考力の養成　２　報告・討論する力の

養成　３　論理的文章を書く能力の養成

【授業の計画】　１　ガイダンス　２〜５　自由テーマ討論　６　髪

型の自由　７　バイクに乗る自由　８　再婚の自由　９　プライ

バシー権　１０　歴史的文化的環境権　１１　取材の自由　１２　ア

クセス権　１３　自己情報開示請求権　１４　平等権　１５　生存権、

１６　総括授業

【教科書】　基本的人権の事件簿　憲法の世界へ／棟居快行他：有

斐閣，２０１１，ISBN：９７８４６４１２８１２１２９
【成績評価の方法】　各課題毎に課すレポート（８０％）と出席や授

業への取組みなどの平常点（２０％）により評価します。

【再試験の有無】　再試験は実施しません。

【受講者へのメッセージ】　しっかり予習をして，授業中は積極的

に発言するようにしてください。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　報告者になっていなく

とも，テキストはしっかり読んできてください。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）総合科学部１号館中棟３階３M１８
（メールアドレス）uehara@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）水曜日１２−１３時

基礎ゼミナール 

Basic Seminar

２単位（必修）１年（前期）

石井健二

 
【授業の目的】　現在は視覚表現時代であると言われている。言語

を主とした情報伝達から，画像や図表を含めた「ビジュアルコ

ミュニケーション」が新しい情報伝達法としてクローズアップさ

れている。それは「読むこと，考えること」から「見ること，感

じること」の人間の視覚に直接訴える情報伝達といえる。ここで

は画面構成の基礎について学ぶ。また色彩についての体験学習を

行う。（基本的なところでは，同授業は課題解決・探求型学習の性

格を有している。）

【授業の概要】　構成の基礎について考察する。

【キーワード】　画面構成

【到達目標】「基礎ゼミ（購読）総論」参照。

本講義ではコミュニケーション能力を養成することを目的として

います。

【授業の計画】　１．テキストを題材として，以下の論題について

討論する。　２．受講生による発表を中心に授業を進める。　３．P
タイルを使った構成について　４．３点による構成について　

５．１本の線による構成について　６．３本の線による構成につい

て　７．２面分割について　８．３面分割について　９．寒色と暖色

による構成について　１０．記号について　１１．木炭デッサン（幾

何形体を描く）　１２．鉛筆デッサン（幾何形体を描く）　１３．デッ

サンはどう描かれたか　１４．デッサンと科学的要素　１５．レ

ポート提出　１６．総括授業

【教科書】　教科書は使用しない

【参考書】　講義の中で紹介する
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【成績評価の方法】　課題と期末レポート及び授業への取組み状況

などをもとに総合的に評価する。

【再試験の有無】　行わない

【受講者へのメッセージ】　「基礎ゼミ（購読）総論」参照

前期開講　講義は，総合科学部　美術棟１階　地域交流スタジオ

にて行う。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）「地域連携研究室１（デジタルイメージング研究

室），Tel：０８８−６５６−７１６５」
（メールアドレス）ishii@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）毎週木曜日１２時から１３時迄（午後１時迄）。

基礎ゼミナール 

Basic Seminar

２単位（必修）１年（前期）

村上敬一

 
【授業の目的】　大学生に必要な，文書作成，レポート作成，ディ

スカッションのための基礎知識を身につける。具体的な実践を通

して，日本語の四技能（読む，書く，話す，聞く）の再確認とス

キル・アップを目指す。

【授業の概要】　この講義は，書きことばとしての日本語，日本語

の文章表現，ならびに，話しことばとしての日本語，音声言語と

しての日本語表現を取り上げる。具体的には以下に示す６点をふ

まえつつ，課題解決・探究型学習によって展開する。

１．言語表現に必要な言語のしくみ（文の構造，論理的で明快な

文章表現，文体，敬語など）

２．日本語の表記に係る問題（表記の特徴，常用漢字，仮名づか

い，外来語の表記，同音異義語など）

３．実用文の書き方（実用文とは何か，文章を作る基本的ルール

など）

４．論文・レポートの書き方

５．日本語の音声に係る問題（アクセント，イントネーションな

ど）

６．ディスカッション・ディベートの実践（意見を言う，人の話

を聞く）

【キーワード】　文章表現・音声言語・文字表記・論文作成・ディ

スカッション・ディベート

【到達目標】

１．日本語の書きことば／話しことばについての基本的なしくみ

を知る。

２．日本語の書きことば／話しことばについての適切な運用能力

を，具体的な実践を通して向上させる。

３．大学生に必要な論文，レポートの作成，ディスカッション・

ディベートができるようになる。

【授業の計画】　１．はじめに　−講義の概略など−　２．書きこと

ばの諸相　３．手紙，メールの書き方　４．文章作成の基礎　

５．敬語について　６．論文・レポートの書き方　−論文／レポー

ト作成の基本−　７．論文・レポートの書き方　−論文の付属要素

（表題，要旨，目次，注など）について−　８．論文・レポートの

書き方　−引用や要約，表記規則などについて−　９．論文・レ

ポートの書き方　−論文の構成について−　１０．ことばの調べ

方　−図書館の利用法−　１１．話しことばの諸相　１２．日本語

のアクセント・イントネーション　１３．ディスカッションとディ

ベート　１４．ディスカッションの実践　１５．ディベートの実践

　１６．補足・補充的なことがら

【教科書】　大学生・留学生のための論文ワークブック／浜田麻里，

平尾得子，由井紀久子共著，：くろしお出版，１９９７，ISBN：
９７８４８７４２４１２７１

【参考書】　新版　大学生のためのレポート・論文術／小笠原喜康：

講談社現代新書，２００９，ISBN：４０６２８８０２１０
【教科書・参考書に関する補足情報】　プリントを配付する

【成績評価の方法】　出席など授業への参加度（５０％）日常的な小

テスト・課題（５０％）

【再試験の有無】　無

【受講者へのメッセージ】　授業への積極的な参加を期待します。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】

（予習）授業の計画に従って，事前に教科書の関連箇所を読み，問

題点や疑問点を整理しておくことが望ましい。

（復習）授業の内容をふまえたレポートを課すので，積極的に取り

組む。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）南棟１階２８号室　TEL０８８−６５６−７１１７
（メールアドレス）murakami.keiichi@tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）毎週水曜日　PM.１：００− PM.２：００　南棟１階

２８号室

事前にメール等で予約することが望ましい（緊急の場合は，この

限りではない）。

基礎ゼミナール 

Basic Seminar

２単位（必修）１年（前期）

小山保夫

 
【授業の目的】　総合科学部で自分の力をどのように伸ばし，自分

の将来の希望（夢）をどのように実現するか，ステップアップで

きるか，その為には今から何をしなければならないのか，それら

を考えさせる。

【授業の概要】　何人かの学生は自分の将来の希望（夢）とは関係

なく，センター試験の結果により仕方なく「総合科学部」にいる

のかもしれない。しかし，総合科学部のカリキュラムはいろいろ

な夢を実現するためには優れていると思う。そのカリキュラムの

中で，どのように力を付けて行くか，具体的に考えさせる。�他

の大学学部への編入学（医歯学部への３年次編入学なども含む），

�京都大学，大阪大学，九州大学などの大学院への進学，�一般

企業への就職，公務員や教員採用，�各種の資格取得など，日常

の勉強の中でそれらをどのように実現するのか，考えてみよう。

【キーワード】　進学　就職　能力　編入

【到達目標】　どのように学生生活を送るか。

【授業の計画】

⑴　君は自分の将来をどのように考えていたか，考えているか。

（１回目）

⑵　君は自分の将来をどのように考えていたか，考えているか。

そして，今，幸せか。（２回目）

⑶　君らにはどのような進路があるのか。自らの可能性を閉ざし

ていないか。私の「基礎ゼミナール」を受講した学生で「夢

（希望）」を実現した人と諦めた（？）人の違いは何か。

⑷　徳島大学総合科学部から，大阪大学，京都大学，九州大学，

東北大学の大学院に進んだ学生は，また医学部，歯学部へ編入

学した学生はどのような学生生活を送ったか。当たり前のこと

を当たり前に行う難しさ。

⑸　就職，進学，いずれも志望動機（エントリーシート，入学願

書）は必要なわけで，どのような志望動機が相手に受けるのか。

特に，就職の場合にエントリーシートで落とされ，面接まで進

めなければ，意味はない。学生生活のどの段階で何を頑張らな

ければならないのか。志望動機の裏付けがあるのか。

⑹　就職，進学，いずれも面接はあるわけで，自分を売り込むと

いうことはどのような事なのか。売り込む為の具体的な事例

（相手に評価される）を持っているか。どうするのか。喋れるだ

けではダメ。

⑺　どのように勉強するのか。大学の最初の二年間で得る力，失

う力。何を得て，何を失うか。人生を決める時期に人生を意識

しないことの怖さ。これからの試験は自分の人生を決める試験

になる。就職試験も大学院試験も，中学・高校・大学の定期考

査とは違う。甘く考えると手遅れになる。

⑻　大学は，教員は，家族は君に何をしてくれるのだろう。指導

を受ける教員により，学生は異なる人生を歩む可能性がある。

何を基準に教員を選ぶのか。君はどの道を進みたいのか。総合

科学部の教員の多くは本当に面倒見が良い，特に，教務委員，

学生委員はそれなりの教員が担当している。しっかりと利用し

なさい。教員の利用の仕方を教える。

⑼　君らの先輩の成功例，失敗例（？）を考えながら，学生生活

をどのように送れば良いのか。自分の性格，能力を踏まえなが

ら考える。

⑽　社会創生学科で何を学び，何を研究するか。学問の面白さを

感じよう。君は何を学びたいか。

⑾　総合理数学科で何を学び，何を研究するか。学問の面白さを

感じよう。君は何を学びたいか。
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⑿　人間文化学科で何を学び，何を研究するか。学問の面白さを

感じよう。君は何を学びたいか。

⒀　これから３年前期が終わるまでの期間，何を為すか。（１回

目・実行プラン作成）

⒁　これから３年前期が終わるまでの期間，何を為すか。（２回

目・実行プラン論議）

⒂　自分の人生，本当にこれで良いのか，確かめる。

⒃　総括

【教科書・参考書に関する補足情報】　資料を配布する。

【成績評価の方法】　自分の「希望」を実現する為のプランを他人

に説明できること。

【再試験の有無】　無し。

【受講者へのメッセージ】　就職・進学関係の情報には目を通すこ

と。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　何を学びたいのかを明

確にする。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）何かあれば，メールで問い合せ。

（メールアドレス）oyama@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）メールで問い合わせをしてください。総合科学

部３号館北棟３階の生命科学エリアは実験室と通路の間に壁がな

いために事故が起こる可能性があります。研究室の教員を訪問す

る場合は事前にメールで問い合わせて在室確認を取ることが必要

です。

基礎ゼミナール 

Basic Seminar

２単位（必修）１年（前期）

真壁和裕

 
【授業の目的】　ベースとなる考え方は，「基礎ゼミナール総論」を

参照のこと。大学では，中学や高校での「過去に決着がついてい

る事柄についての整理された知識を覚える」という学び方から，

自分で問題を見つけ出して解決法を探るという学び方へと，段階

的に変わっていきます。そして最終的には，卒業研究では，“今ま

で世界の誰も知らないこと”を，過去の知見と自ら考えた科学的

検証実験を通じて明らかにする（実際にはほんのちょこっとだけ

ですが．．．）ことができるまでになる必要があります。この授業で

は，そうした転換を図るための基礎的な思考と技法の能力を身に

つけます。

【授業の概要】　大学において演習や研究を通じて問題発見解決能

力を育てるのは，現代では敷かれたレールの上をなぞるだけの仕

事がどんどん減り，常に創造性が求められるからです（例えば，

大手企業の採用面接でそうした能力が試されることが多いのが，

その証左です）。しかし，いわゆる「お勉強」だけではそうした創

造性を創出することはできません。目の前に存在しないものを形

にするための力を習得するには，自ら問題を見つけ，解決するた

めの方策を探し出し，実践できるだけの能力が必要です。ここで

は，生命科学に関連したトピックスを中心にさまざまな話題を選

びながら，幅広い知的好奇心（←ココ重要！あらゆる活動のエン

ジンです！）・総合的視点（偏らない！）・情報の収集力（雰囲気

だけで語らない！）・集めた情報の目利き（デマや都市伝説に騙さ

れない！）・論理的考察力（感情的に決めつけない！）・プレゼン

力（相手に分かってもらう！）・議論力（冷静なキャッチボールが

できる！）などを育成します。

【キーワード】　科学的態度，情報リテラシー，コミュニケーショ

ン（ディスカッション）能力

【到達目標】　複雑な物事について，自力で問題解決に至ることの

できる「賢い人」に近づく。具体的には，適切な資料を集めて分

析する情報リテラシーの養成・科学的な態度の養成・文章を読ん

で理解して要約する能力の養成・論理的に考えて文章に書く能力

の養成・プレゼンテーション能力の養成・コミュニケーション能

力の養成などを通して，自分で問題を発見して解決しようという

態度の養成を目標とします。

【授業の計画】　１．ガイダンスとグルーピング・一巡目のテーマ設

定（過去の例：遺伝子組換え食品・性の多様性（性的二型）・遺伝

子治療・出生前診断・捕鯨・外来移入種・代理母出産・健康食品

など）　２．資料の収集の方法（文献のいろいろ・図書館・インター

ネットなど）・レジュメの書き方・レポートの書き方・発表の方法

（スライドの作り方・話し方・聞き方など）・議論の方法（質問の

仕方・答え方など）の概説　３．一巡目（第３〜６週）　４．二巡目

（第７〜１０週）　５．三巡目（第１１〜１４週）　６．最終のまとめ

【教科書】　なし

【参考書】　適宜紹介する。

【成績評価の方法】　授業態度を重視し，積極性などの取り組み状

況，発表（質疑応答を含む）の成否などにより，総合的に評価す

る。

【再試験の有無】　なし

【受講者へのメッセージ】　演習科目であるので，毎回の参加が必

須です。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）真壁（１号館中棟１階）

（オフィスアワー）随時受けつけます。

基礎ゼミナール 

Basic Seminar

２単位（必修）１年（前期）

川上竜巳

 
【授業の目的】　理系（実験系）の卒業研究では，未解決の事象に

対して様々な角度から検証（実験）し，そこから得たデータを基

にそれを論理的に組み立て，１つのストーリーとして完成させる。

卒論発表の場では，聞き手に対して，そのストーリーを上手に説

明し理解してもらうことが必要となる。これは卒論発表だけでな

く，これからの大学生活においても，さらに先の社会人生活にお

いても必要である。本ゼミナールでは，科学雑誌を題材に取り上

げ，１つの記事（完成されたストーリー）を読み，それをわかり

やすく伝える能力を養う。

【授業の概要】　前半はこの講義の説明やこれからの大学生活や研

究について，教員自身の経験を踏まえて紹介するとともに，後半

のプレゼンテーションやレポートのための基礎知識を身につける。

　後半のプレゼンテーションについて。Nature は世界的に権威の

ある学術雑誌の１つであり，その記事の多くは学術論文であるが，

論文以外にもおもしろい記事や，最新科学成果，社会情勢，科学

政策など，バラエティに富んだ記事がたくさん掲載されている。

Nature ダイジェストは，そんな Nature の記事をわかりやすく紹介

する「日本語」の月刊科学マガジンである。昨年度の Nature ダイ

ジェストに掲載された News の中から記事を１つ選び，その記事

を紹介（プレゼンテーション）する。プレゼンテーションされる

側は紹介された記事に関する疑問点や発表に関する質問をするこ

とで，討論する力を養う。また，発表および討論の内容をレポー

トとしてまとめることにより，論理的文章の作成能力を養う。

【キーワード】　プレゼンテーション，コミュニケーション，レ

ポート

【到達目標】

１．日本語の論理的文章を理解できる能力を養成することを目的

としています

２．日本語で論理的文章を書くことができる能力を養成すること

を目的としています

３．コミュニケーション能力を養成することを目的としています

４．プレゼンテーション能力を養成することを目的としています

【授業の計画】　１．ガイダンス　２．大学生活　３．研究　４．学会

発表と論文発表　５．進学と就職　６．発表内容の決定　７．プレ

ゼンテーションの基礎知識　８．レポートの書き方　９．プレゼン

テーション１　１０．プレゼンテーション２　１１．プレゼンテー

ション３　１２．プレゼンテーション４　１３．プレゼンテーション

５　１４．プレゼンテーション講評　１５．レポート提出　１６．総括

授業

【成績評価の方法】　授業への取り組み（３０％），プレゼンテーショ

ン（５０％），レポート（２０％）により評価する

【再試験の有無】　再試験はしない

【受講者へのメッセージ】　プレゼンテーションは Power Point を
使って行います

受講人数により授業計画を変更する場合があります

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）総合科学部３号館３階３N０８室　TEL０８８−６５６
−７２４７

（メールアドレス）kawakami@tokushima-u.ac.jp 
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基礎ゼミナール 

Basic Seminar

２単位（必修）１年（前期）

蓮沼　徹

 
【授業の目的】　点と点同士をつなぐ線によって描くことのできる

図形をグラフといい，ネットワーク構造をもつものはグラフとし

てモデル化することができる。この授業では，グラフによるモデ

ル化，グラフの性質及びその応用を学びながら，論理的思考力と

問題解決能力を養うことを目的とする。

【授業の概要】　テキストあるいは資料を輪講形式で読み進める。

また，グループあるいは個人単位で興味ある問題に取り組み考察

を行い，その考察結果を板書や PowerPoint を用いた発表形式で報

告してもらう。

【キーワード】　論理的思考力，問題解決能力，プレゼンテーショ

ン能力

【到達目標】　１．論理的思考力，問題解決能力，プレゼンテーショ

ン能力を高める。

【授業の計画】

１．導入（授業の計画・概要，自己紹介）（第１週）

２．テキストあるいは資料の講読・討論（第２週〜第８週）

３．グループあるいは個人単位で課題に取り組み，考察を行う

（第９週〜第１３週）

４．考察結果の発表・報告・ディスカッション（第１４週，第１５

週）

５．総括授業

【教科書】　授業の時に指定する。

【成績評価の方法】　出席，授業への取り組み状況，発表などによ

り総合的に評価する。

【再試験の有無】　無し

【受講者へのメッセージ】　毎回の出席を原則とする。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　テキストあるいは資料

の次回分にあらかじめ目を通しておくこと。特に次回が輪講の担

当回の場合は精読し，その内容をまとめておくこと。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）蓮沼　徹

（メールアドレス）hasunuma@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）金９・１０講時

基礎ゼミナール 

Basic Seminar

２単位（必修）１年（前期）

今井昭二，山本裕史

 
【授業の目的】　化学関連コースに進むにあたって必要な心構えを

身につけ，自学・自習，グループワークによって研究発表プレゼ

ンテーションなどの大学での基本的な教育・研究の流れを理解す

る。

【授業の概要】　化学の初学者にとって必須の化学分析を用いた実

地ゼミを実施する。必要なデータを各自が収集して，まとめ，レ

ポートしてもらい，ポスター発表の形式で公開する。

【キーワード】　流域圏環境調査，河川水質，環境化学，問題解決，

流域圏民族文化，中山間地

【到達目標】

１．大学における自学・自習とレポートの作成，発表プレゼン

テーションという流れを実感し，４年間の大学生活の流れを理

解する

２．（課題解決・探究型学習の導入）

【授業の計画】

１．ガイダンス

２．地域の水資源や環境調査に関わる調査項目の設定

３．事前文献調査

４．−７

　サンプリング・東四国の河川と自然と文化（祖谷−剣山ルート）

　サンプリング・自然と資源（物部川−那賀川ルート，龍河洞，

別府峡，高の瀬峡，滝王国木沢）

　サンプリング・吉野川水源域（大歩危，梶ヶ森，中山間地民俗

資料館，梶ヶ森山頂天文台）

８．滴定による水質分析

９．滴定による水質分析

１０．滴定による水質分析

１１．滴定による水質分析

１２．滴定による水質分析

１３．滴定による水質分析

１４．プレゼンテーションの準備

１５．成果の公開

１６．総括

【教科書・参考書に関する補足情報】

昭文社地図　「徳島県」を準備すること。

野外観察用の「野帳」を生協で購入。

野外実習に適した服装，用具などを各自で準備。

【成績評価の方法】　出席４０％，発表４０％＋レポート２０％

【再試験の有無】　レポート提出などによって再評価を実施する場

合もある。

【受講者へのメッセージ】　車酔いする場合があるので，各自で対

策を取って下さい。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　指示された内容を図書

館で調べて，事前調査すること。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）授業中に教示する。

【備考】　調査や採水は，休日または土日に行う予定でいます。調

査・見学・宿泊に必要な経費の一部は各自で支弁いただく場合も

ありますので，受講を決める際には，あらかじめ了承願います。

授業計画の内容は，天候や天災により変更することもあります。

基礎ゼミナール 

Basic Seminar

２単位（必修）１年（前期）

青矢睦月

 
【授業の目的】　我々の生活基盤をなす岩石，およびその構成物質

である鉱物に対する理解を深める。同時に，地球科学の中心理論

であるプレートテクトニクスについても調べ，プレートテクトニ

クスの枠組みの中で様々な岩石がどのように形成するのかを学ぶ。

これらのテーマについて情報を収集し，一般にわかりやすく説明

するプレゼンテーション法を習得する。

【授業の概要】　身近な岩石や鉱物を観察し，岩石や鉱物にどのよ

うな種類のものがあるかを知る（野外観察も行う予定）。また，

個々の岩石についてその構成鉱物や組織を調べる。プレートテク

トニクスを踏まえ，こういった岩石や鉱物がどのように形成し，

なぜ現在の地表にあるのかを調べる。これらの作業を通じて得た

知識について，パワーポイントを用いたプレゼンテーションを行

う。

【キーワード】　岩石，鉱物，プレートテクトニクス

【到達目標】　プレートテクトニクスを踏まえ，身近な岩石の成因

や，火山の成因，地震の原因などを説明できるようになる。また，

プレゼンテーション能力を養成する。

【授業の計画】

１．岩石，鉱物とはどのようなものか

２．身近な岩石の観察

３．岩石や鉱物について調べる⑴

４．岩石や鉱物について調べる⑵

５．岩石や鉱物について発表する⑴

６．岩石や鉱物について発表する⑵

７．プレートテクトニクスとはどういうものか

８．プレートテクトニクスについて調べる⑴

９．プレートテクトニクスについて調べる⑵

１０．プレートテクトニクスについて発表する⑴

１１．プレートテクトニクスについて発表する⑵

１２．レポートの作成⑴

１３．レポートの作成⑵

【教科書】　特に指定しない。

【参考書】　岩石学 II ／都城秋穂／共著，久城育夫／共著：共立出

版，１９８７，ISBN：４３２０００２０５９
図解・プレートテクトニクス入門：なぜ動くのか？原理から学ぶ

地球のからくり／木村学，大木勇人著：講談社，２０１３，ISBN：
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４０６２５７８３４９

カラーでみる岩石記載学入門／W.S.マッケンジー，A.E.アダムズ

著，千葉とき子訳，：Manson Publishing，２００５，ISBN：４９０２２９００９X
【成績評価の方法】　ゼミでの積極的な取り組み姿勢と発表，レ

ポート

【再試験の有無】　なし

【受講者へのメッセージ】　発表の際にはパワーポイントを使用し

ます。受講者は各自パワーポイントとそれが使えるコンピュータ

を用意して下さい。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）総合科学部３号館　２階２S０２号室　TEL０８８−
６５６−７２６５

（メールアドレス）aoya@tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）毎週火曜日　１２：００〜１３：００　総合科学部３

号館　２階２S０２号室

ただし，在室時はいつでも構いません

基礎ゼミナール 

Basic Seminar

２単位（必修）１年（前期）

久田旭彦，折戸玲子

 
【授業の目的】　学内，学外で科学コミュニケーションを実践し，

成功体験を得る。その体験を通じて，大人としてのコミュニケー

ション能力を高めていく。

【授業の概要】　本講義では「科学」を題材に，コミュニケーショ

ンについてともに考え，学び，実践します。これから皆さんは大

人として扱われます。社会に出れば，好きな場所に行き，好きな

仕事をすることができるでしょう。しかし，そこに居場所を得る

為には，自分の価値を周囲に伝える努力も必要です。例えば，自

分の考えを正確に伝える為には，あらかじめ自分の中で整理して

おかなければなりません。また，それが相手に「伝わる」ように

する為には，相手のもつ知識や要求に応じて，伝え方を工夫する

必要もあります。さらに，話の内容だけでなく，話し手自身の表

情や場の雰囲気によっても，相手に与える印象は大きく変わって

きます。皆さんには，これからの大学生活の中で，勉強はもちろ

ん，こうしたコミュニケーション能力も磨いていって欲しいと思

います。そこで本講義では，皆さんのコミュニケーション能力を

伸ばす為のプログラムを用意しました。実践中心の講義です。経

験を通して多くのことを学びたい，という意欲をもって取り組ん

でください。

【キーワード】　科学コミュニケーション

【関連／科目】　『科学と人間［Science and Humanity］』
【到達目標】　本講義では，体験・参加型学習を導入しています。

到達目標は，皆さんの家族や友人，地域の人々といった一般の人

達に対して，大学で学んだこと・研究したことの価値や魅力を伝

えられるようなコミュニケーション能力を身につけることです。

【授業の計画】　１．９０秒で自己紹介　２．魅せ方を学ぶ　３．場の

効果を学ぶ　４．企画提案　５．プロの発表から学ぶ　６．企画会

議　７．発表の基礎（発表スライドの作り方）　８．広報の基礎

（メールの書き方，ポスターの作り方）　９．打ち合せ　１０．準備

日１　１１．準備日２　１２．発表会１（学内発表１回目）　１３．反

省会　１４．発表会２（学内発表２回目）　１５．会場準備，リハーサ

ル　１６．発表会３（学外発表）

【教科書】　科学するこころを開く Science Window：独立行政法人、

科学技術振興機構

ディズニー・ワールドで私が学んだ１０のルール　お客様もあなた

も笑顔になる／デニス・スノー：実務教育出版，２０１０，ISBN：
９７８４７８８９０７８１２

【参考書】　日本人のための科学論／毛利　衛：PHP 研究所，２０１０，

ISBN：９７８４５６９７９１３３３
科学の横道：サイエンス・マインドを探る１２の対話／佐倉　統：

中央公論新社，２０１１，ISBN：９７８４１２１０２１０４５
わかりあえないことから：コミュニケーション能力とは何か／平

田オリザ：講談社現代新書，２０１２，ISBN：９７８４０６２８８１７７７
【教科書・参考書に関する補足情報】教科書・参考書は，すべて徳

島大学附属図書館で借りることができるので，授業選択の際の参

考にして下さい。（受講生は自分で購入して下さい。）雑誌「科学

するこころを開く Science Window」は，科学技術振興機構のホー

ムページから無料で読むこともできます。

【成績評価の方法】　チームの評価をベースに，個人の普段の取り

組みに対する評価も加えて，成績評価とします。

出席も重視します。特に発表会には必ず出席してください。

【再試験の有無】　なし。

【受講者へのメッセージ】　本講義では「科学」が好きな人も苦手

な人も歓迎します。お互いに多様な価値観との交流を楽しみま

しょう。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　本講義では，毎回いろ

いろな準備をしてきてもらいます。初回は自己紹介です。科学に

まつわる話題提供（体験談や最近気になるニュースなど，テーマ

は自由），または，これからの大学生活に期待していることなどに

ついて，９０秒で発表できるように準備してきてください。

また，本講義では，重要な連絡を大学のメールを使って行います。

定期的にメールを確認するようにして下さい。（使い方は適宜説

明するので，パソコン初心者でも大丈夫です。）

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

久田旭彦：総合科学部３号館１N０６，TEL０８８−６５６−７２３１
折戸玲子：総合科学部３号館１N０３，TEL０８８−６５６−７２３７
（メールアドレス）

久田旭彦：a-hisada@tokushima-u.ac.jp
折戸玲子：orito@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）

久田旭彦：毎週火曜日　１２：００−１２：５０　総合科学部３号館１N０６
（上記以外でも随時受け付けます。不在の場合もあるので，事前

に連絡をとることを推奨します。）

【備考】　学外発表（８月上旬予定）は，実施日が土日，休日にな

る可能性があります。また，その際，交通費等の一部を各自で負

担してもらう可能性があります。あらかじめご了承ください。

（実施場所は徳島県内を予定しています。）

キャリアプラン入門Ⅰ 

Introduction ⑴ to Career Plan

２単位（必修）１年（前期）

葭森健介，石川榮作，平井松午，中川秀幸，

大渕　朗，田中徳一，山野明美

 
【授業の目的】　大学ならびに総合科学部を取巻く今日の社会環境，

および大学生に求められる社会人基礎力やキャリアデザインにつ

いて講義し，初年次学生が自律的で有意義な学生生活を構築する

とともに，将来の就職について考える上で必要な素養と能力を養

う。また web 版キャリア学習ポートフォリオの作成を開始する。

【授業の概要】　今年度は以下の２点を主題とする。　①キャリア

デザイン　GP 特任教授と総合科学部教員により社会人基礎力，

キャリアデザインに関する説明がある。また Web 版キャリア学

習ポートフォリオの意義と作成方法について説明がある。②大学

生から社会人になるということを非常勤講師等がそれぞれの立場

から，適宜，企業・社会等において求められる人間像について講

義を行いエンプロイアビリティを高めるということについて学習

してもらう。また受講者はそれを踏まえて自らのキャリアデザイ

ン・ライフプランを作成する。①はキャリアデザインに関する一

般的な事項であり②は実際の現場に於ける話と言う構成であり，

この内容を受けて最終回までに授業で習った基本的な事に関する

レポートが課せられる予定である。なお各自の学習内容の要点お

よび課題レポート等を Web 版キャリア学習ポートフォリオに記

入する練習も適宜課せられることになる。

【キーワード】　大学，総合科学，地域社会，キャリアデザイン，

ポートフォリオ，職業

【関連／科目】　『キャリアプラン入門Ⅱ［Introduction ⑵ to Career 
Plan］』，『キャリアプラン入門Ⅱ［Introduction ⑵ to Career Plan］』，
『キャリアプラン入門Ⅱ［Introduction ⑵ to Career Plan］』，『キャリ

アプラン入門Ⅱ［Introduction ⑵ to Career Plan］』，『キャリアプラ

ン入門Ⅱ［Introduction ⑵ to Career Plan］』
【到達目標】　大学の現実と課題を各自が理解し，大学における真

摯な学び（広い教養と専門的力の養成）の重要性を自覚し，今後

４年間の学習計画を立てる。

【授業の計画】　授業の進め方について〈大渕〉（４月１６日）

総合科学部で何を学ぶ総合科学部の長所・短所〈葭森〉（４月２３日）
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レポートの書き方，評価のされ方およびネットの使い方について

〈葭森・大渕〉　（４月３０日）

高校と大学での学びの違い−高校の勉強と総合科学部での学び

〈卒業生：中川〉（５月１４日）

読書と人生〈石川〉（５月２１日）

総合科学部で学んで〈植月茉梨亜〉（５月２８日）

総合科学部から社会へ−大学生から社会人になるということ〈中

川秀幸〉（６月４日）

大学におけるキャリア教育と「巣立ちプログラム」〈平井〉（６月

１１日）

Web ポートフォリオの利用方法〈田中〉（６月１８日）

ビジネスコミュニケーション〈山野明美〉（６月２５日）

新聞社で働くことについて〈徳島新聞社〉（７月２日）

ネットワークと大学〈卒業生：森本哲史〉（７月９日）

地域産業と職業〈田村耕一〉（７月１６日）

大学と企業　次代の若者へ（植田貴世子）（７月２３日）

求められる社会人基礎力〈田中〉と各種アンケート（７月３０日）

全体のまとめ（総括授業に当たる）

【教科書】　各講師よりその都度提示された書籍等は自発的に読ん

でレポートにまとめることが望ましい。

【参考書】　授業中に配布

【成績評価の方法】　評価は討論の参加度合い，レポートにより行

う。出席状況については，授業時の点呼や Web 版ポートフォリオ

のショートレポート（２００字程度）で確認する。

【再試験の有無】　各講師の授業には全て参加し，レポートを提出

すること。討論・発表への自発的参加が重要である。詳細な授業

計画等はホームページに掲載する予定。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

葭森健介：（総合科学部１号館 ２N０５　Tel：６５６−７１５６、E-mail:
yosimori@ias.tokushima-u.ac.jp）
山野明美：総合科学部１号館３階３M１２（キャリア教育推進室分室）、

TEL　０８８−６５６−９３２１
中川秀幸：（中棟１階１M１６：電話：０８８−６５６−７２５９）

田中徳一：（Tel：６５６−９３２０，E-mail:t_tanaka@career.tokushima-
u.ac.jp）
平井松午：（総合科学部１号館南棟１ F１S２６，６５６−７１５９，hirai@
tokushima-u.ac.jp）
石川榮作：（総合科学部１号館北棟１階１N０８，Tel.６５６−７１４２，
ishikawa@ias.tokushima-u.ac.jp）
（メールアドレス）

葭森健介：yosimori@ias.tokushima-u.ac.jp
山野明美：yamano@tokushima-u.ac.jp
中川秀幸：sea-hide@ias.tokushima-u.ac.jp
田中徳一：t_tanaka@career.tokushima-u.ac.jp
平井松午：hirai@tokushima-u.ac.jp
石川榮作：ishikawa@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）

葭森健介　水曜日　１２：３０−１３：３０

石川栄作　金曜日　１５：００−１６：００

大渕　朗　水曜日　１４：２０−１５：２０

田中徳一　随時受け付ける

中川秀幸　月曜日１５：００−１６：００（随時受け付ける）

平井松午　水曜日　１１：５０−１２：５０

山野明美　月曜日１２：３０−１３：３０

【備考】　関連する科目はキャリアプラン入門 II（科目コード

１００１０４６まで）であるが，五科目のみしか指定できなかったので

科目コード１００１０３５までしか記載していない。

キャリアプラン入門Ⅱ総論 

Introduction ⑵ to Career Plan

（必修）１年（後期）

饗場和彦，平井松午，田中徳一

 
【授業の目的】　将来の社会的・職業的自立を目指し，キャリアプ

ラン，ライフプランに対する基本的な視点・展望を持つために必

要な素養と社会的能力を養う。キャリア体験講座や適性把握演習

を通じて自らの立ち位置ならびに適性を把握するとともに，学

部・学科の教育理念を理解し基礎学力を養成するための準備を行

う。

【授業の概要】　前半のキャリアプランニング部分は，学部合同で

講義される。キャリア体験講座を通じて学生個々に自らの職業観

について考える。必要に応じてレポートが課せられる。次いで適

性検査にもとづき，自らの適性を性格，言語，係数，総合の観点

から診断・把握する。それらをもとに自らキャリアプランを作成

する。さらにコンピテンシー（企業等で要求される能力・行動特

性）について学ぶとともに，各自が必要なコンピテンシー項目を

選定し，Web 版キャリア学習ポートフォリオに登録する。後半部

分は，小クラスに分かれ，ゼミナール形式で遂行される。将来の

自立のために大学での学業面での充実を目指し，学科の理念を理

解し，自らの社会力・基礎学力を養成するために何をすべきかを

学ぶ。

【キーワード】　キャリアプラン，ライフプラン，適正把握，コン

ピテンシー

【到達目標】　誰もが将来，社会的・職業的自立をしなければなら

ないことを認識し，そのための行動を始める。

【授業の計画】

前半部分（学部合同で講義される。）

１．授業ガイダンス（キャリア教育）

２．適性把握演習（テスト実施）

３．キャリアプラン体験講座（１．考え方）

４．キャリアプラン体験講座（２．事例紹介）

５．自らのキャリアプラン・ライフプランを考える

６．適性把握演習（テスト解説）

７．コンピテンシーの意義と考え方

後半部分（小クラスに分かれ，ゼミナール形式で遂行される。）

１．将来の自立のために大学での学業面での充実を目指し，学科

の理念を理解する。

２．自らの社会力・基礎学力を養成するために何をすべきかを学

ぶ。

【成績評価の方法】　前半７回は，出席や（レポートの提出状況な

ど）受講態度による。また，Web 版キャリア学習ポートフォリオ

への報告内容についても成績評価の対象となる。後半部分のゼミ

ナールでの担当教員の評価と合わせ総合的に評価する。

【再試験の有無】　各担当教員の判断による。

【受講者へのメッセージ】　履修要件：キャリアプラン入門Ⅰを履

修していること。

履修上の注意：必ず出席し，レポート提出は期限厳守のこと。

キャリア学習ポートフォリオを継続的に作成すること。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

平井松午（総合科学部１号館１S２６，０８８−６５６−７１５９）
田中徳一（工学部建設工学棟北棟３ F，０８８−６５６−９３２１）
（メールアドレス）

平井松午（hirai@ias.tokushima-u.ac.jp）
田中徳一（t_tanaka@career.tokushima-u.ac.jp）
（オフィスアワー）

平井松午　オフィスアワー：金曜日１２：００−１２：４５

田中徳一　オフィスアワー：金曜日１２：００−１２：４５

キャリアプラン入門Ⅱ 

Introduction ⑵ to Career Plan

２単位（必修）１年（後期）

堤　和博，平井松午，田中徳一

 
【授業の目的】　将来の社会的・職業的自立を目指し，キャリアプ

ラン，ライフプランに対する基本的な視点・展望を持つために必

要な素養と社会的能力を養う。キャリア体験講座や適性把握演習

を通じて自らの立ち位置ならびに適性を把握するとともに，学

部・学科の教育理念を理解し基礎学力を養成するための準備を行

う。９回目以降の後半では，前半から引き続いて基礎学力を養成

するための準備を兼ねながら，自己の将来設計をたてていく。

【授業の概要】　前半のキャリアプランニング部分は，学部合同で

講義される。キャリア体験講座を通じて学生個々に自らの職業観

について考える。必要に応じてレポートが課せられる。次いで適

性検査にもとづき，自らの適性を性格，言語，係数，総合の観点

（総論としての授業はありません。実際には，以下の各キャリア
プラン入門Ⅱから選択して履修します）



−１３３−

から診断・把握する。それらをもとに自らキャリアプランを作成

する。さらにコンピテンシー（企業等で要求される能力・行動特

性）について学ぶとともに，各自が必要なコンピテンシー項目を

選定し，Web 版キャリア学習ポートフォリオに登録する。後半部

分は，小クラスに分かれ，ゼミナール形式で遂行される。将来の

自立のために大学での学業面での充実を目指し，学科の理念を理

解し，自らの社会力・基礎学力を養成するために何をすべきかを

学ぶ。

【キーワード】　キャリアプランニング，自己開発，学科学習理念，

討論

【到達目標】誰もが将来，社会的・職業的自立をしなければならな

いことを認識し，そのための行動を始める。基礎学力を養成する

ための準備をする。

【授業の計画】

１．授業ガイダンス

２．適性把握演習（テスト実施）

３．キャリアプラン体験講座（１．考え方）

４．キャリアプラン体験講座（２．事例紹介）

５．自らのキャリアプラン・ライフプランを考える

６．適性把握演習（テスト解説）

７．税の仕組みと社会の関わり

８．コンピテンシーの意義と考え方

９．現在の企業のありかたについてのビデオ。

１０．上記ビデオについて意見交換。

１１．学部・学科の学習理念について。

１２．討論・議論・意見交換の基本（ディベートとの違い）につい

て。

１３．自己の将来設計について将来設計について意見交換・討論⑴

１４．自己の将来設計について将来設計について意見交換・討論⑵

１５．レポート作成（文章作成）上の注意点。

【成績評価の方法】　前半８回は，出席や（レポートの提出状況な

ど）受講態度による。また，Web 版キャリア学習ポートフォリオ

への報告内容についても成績評価の対象となる。後半部分のゼミ

ナールでの担当教員の評価と合わせ総合的に評価する。後半部分

のゼミナールでの担当教員の評価と合わせ総合的に評価する。後

半部分はレポートの提出を課し，それによって評価する。

【再試験の有無】　無し

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　討論の部分では毎回内

容を反芻し，次回の討論での発言に備えること。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）堤　和博（総合科学部１号館２N１７日本文学研究

室）

（メールアドレス）tsutsumi@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）堤　和博：随時

キャリアプラン入門Ⅱ 

Introduction ⑵ to Career Plan

２単位（必修）１年（後期）

中村　豊，平井松午，田中徳一

 
【授業の目的】　将来の社会的・職業的自立を目指し，キャリアプ

ラン，ライフプランに対する基本的な視点・展望を持つために必

要な素養と社会的能力を養う。キャリア体験講座や適性把握演習

を通じて自らの立ち位置ならびに適性を把握するとともに，学

部・学科の教育理念を理解し基礎学力を養成するための準備を行

う。

　後半部分では，フィールドワーク・プレゼンテーションを体験

し，自ら問題点を見出す方法を学ぶ。

【授業の概要】　前半のキャリアプランニング部分は，学部合同で

講義される。キャリア体験講座を通じて学生個々に自らの職業観

について考える。必要に応じてレポートが課せられる。次いで適

性検査にもとづき，自らの適性を性格，言語，係数，総合の観点

から診断・把握する。それらをもとに自らキャリアプランを作成

する。さらにコンピテンシー（企業等で要求される能力・行動特

性）について学ぶとともに，各自が必要なコンピテンシー項目を

選定し，Web 版キャリア学習ポートフォリオに登録する。後半部

分は，小クラスに分かれ，ゼミナール形式で遂行される。将来の

自立のために大学での学業面での充実を目指し，学科の理念を理

解し，自らの社会力・基礎学力を養成するために何をすべきかを，

フィールドワークやプレゼンテーションの実践を通して学ぶ。

【キーワード】　キャリアプランニング，自己開発，学科学習理念，

フィールドワーク

【先行／科目】　『キャリアプラン入門Ⅰ［Introduction ⑴ to Career 
Plan］』

【到達目標】　誰もが将来，社会的・職業的自立をしなければなら

ないことを認識し，そのための行動を始める。

　後半部分では，フィールドワーク・プレゼンテーションを通し

て，能動的に行動し問題点を探る方法を学ぶ。

【授業の計画】

１．授業ガイダンス

２．適性把握演習（テスト実施）

３．キャリアプラン体験講座（１．考え方）

４．キャリアプラン体験講座（２．事例紹介）

５．自らのキャリアプラン・ライフプランを考える

６．適性把握演習（テスト解説）

７．税の仕組みと社会の関わり

８．コンピテンシーの意義と考え方

９．フィールドワークについて

１０．徳島城調査

１１．興源寺蜂須賀家墓所調査

１２．徳島城・興源寺調査をふり返る

１３．プレゼンテーション準備　班分け，先例に学ぶ

１４．プレゼンテーション準備

１５．プレゼンテーションによる研究発表

１６．総括授業

【成績評価の方法】　前半８回は，出席や（レポートの提出状況な

ど）受講態度による。また，Web 版キャリア学習ポートフォリオ

への報告内容についても成績評価の対象となる。後半部分のゼミ

ナールでの担当教員の評価と合わせ総合的に評価する。

　後半は，授業への取り組み状況と，プレゼンテーションの内容

により評価する。

【再試験の有無】　無し

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　少人数の班にわかれて

プレゼンの準備をおこないます。授業以外でも班員と集まって打

ち合わせすることが必要です。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

中村　豊：（総合科学部１号館北棟２階２N２０，６５６−７１５５，
nakamura.yutaka@tokushima-u.ac.jp）
平井松午：（総合科学部１号館南棟１ F１S２６，６５６−７１５９，hirai@
tokushima-u.ac.jp）
田中徳一：（Tel：６５６−９３２０，E-mail:t_tanaka@career.tokushima-
u.ac.jp）
（メールアドレス）

中村　豊：nakamura.yutaka@tokushima-u.ac.jp
平井松午：hirai@tokushima-u.ac.jp
田中徳一：t_tanaka@career.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）

中村　豊：毎週月・水曜日　AM.９：００− PM.１２：００　１号館北

棟２階２N２０
その他，メールにて調整の上対応

平井松午：月曜日１２：００〜１３：００および１７：３０〜１９：３０

田中徳一：火曜日１３：００〜１４：００

【備考】　後半部分において，大学近辺を歩くことがありますので，

動きやすい服装が望ましい。

キャリアプラン入門Ⅱ 

Introduction ⑵ to Career Plan

２単位（必修）１年（後期）

吉田文美，平井松午，田中徳一

 
【授業の目的】　将来の社会的・職業的自立を目指し，キャリアプ

ラン，ライフプランに対する基本的な視点・展望を持つために必

要な素養と社会的能力を養う。キャリア体験講座や適性把握演習

を通じて自らの立ち位置ならびに適性を把握するとともに，学

部・学科の教育理念を理解し基礎学力を養成するための準備を行

う。

　９回目以降の後半では，特に「はなしことば」を使った日常的
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なコミュニケーションの基本的な心得について学び，実践的なト

レーニングを行う。

【授業の概要】　前半のキャリアプランニング部分は，学部合同で

講義される。キャリア体験講座を通じて学生個々に自らの職業観

について考える。必要に応じてレポートが課せられる。次いで適

性検査にもとづき，自らの適性を性格，言語，係数，総合の観点

から診断・把握する。それらをもとに自らキャリアプランを作成

する。さらにコンピテンシー（企業等で要求される能力・行動特

性）について学ぶとともに，各自が必要なコンピテンシー項目を

選定し，Web 版キャリア学習ポートフォリオに登録する。

　後半部分は，小クラスに分かれ，ゼミナール形式で遂行される。

将来の自立のために大学での学業面での充実を目指し，学科の理

念を理解し，自らの社会力・基礎学力を養成するために何をすべ

きかを学ぶ。

【キーワード】　キャリアプランニング，自己開発，学科学習理念

【到達目標】

１．誰もが将来，社会的・職業的自立をしなければならないこと

を認識し，そのための行動を始める。基礎学力を養成するため

の準備をする

２．ことば，特に「はなしことば」を使った日常的なコミュニケー

ションにおいて，どのようなことに注意する必要があるか，基

本的な心得について学び，実践的なトレーニングを行う。

【授業の計画】　１．授業ガイダンス　２．適性把握演習（テスト実

施）　３．キャリアプラン体験講座（１．考え方）　４．キャリアプラ

ン体験講座（２．事例紹介）　５．自らのキャリアプラン・ライフプ

ランを考える　６．適性把握演習（テスト解説）　７．税の仕組みと

社会の関わり　８．コンピテンシーの意義と考え方　９．日常のは

なしことば：自己紹介（基本）　１０．日常のはなしことば：自己

紹介（実践）　１１．日常のはなしことば：敬語　１２．日常のはな

しことば：公的なはなしことば（基本）　１３．日常のはなしこと

ば：公的なはなしことば（実践）　１４．日常のはなしことば：説

明・報告の方法⑴　１５．日常のはなしことば：説明・報告の方法

⑵

【教科書・参考書に関する補足情報】　加瀬次男『コミュニケーショ

ンのための日本語・音声表現』学文社（２００１年）を参照予定

【成績評価の方法】　前半８回は，出席や（レポートの提出状況な

ど）受講態度による。また，Web 版キャリア学習ポートフォリオ

への報告内容についても成績評価の対象となる。後半部分のゼミ

ナールでの担当教員の評価と合わせ総合的に評価する。後半部分

は課題の提出，および授業でのワークへの参加状況によって評価

する。

【再試験の有無】　無

【受講者へのメッセージ】　前半，後半ともに，毎回出席しましょ

う。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

吉田文美：（１N１０）Tel：０８８−６５６−７１２４，E-mail:yoshida.ayami@
tokushima-u.ac.jp
田中徳一：（Tel：６５６−９３２０，E-mail:t_tanaka@career.tokushima-
u.ac.jp）
平井松午：（総合科学部１号館南棟１F１S２６，６５６−７１５９，hirai@
tokushima-u.ac.jp）
（メールアドレス）

吉田文美：yoshida.ayami@tokushima-u.ac.jp
田中徳一：t_tanaka@career.tokushima-u.ac.jp
平井松午：hirai@tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）

吉田文美：毎週月曜　１２：００〜１３：００　総合科学部１号館　北

棟１階　１N１０
田中徳一：火曜日　１３：００〜１４：００

平井松午：月曜日１２：００〜１３：００および１７：３０〜１９：３０

キャリアプラン入門Ⅱ 

Introduction ⑵ to Career Plan

２単位（必修）１年（後期）

佐藤健二，平井松午，田中徳一

 
【授業の目的】　将来の社会的・職業的自立を目指し，キャリアプ

ラン，ライフプランに対する基本的な視点・展望を持つために必

要な素養と社会的能力を養う。キャリア体験講座や適性把握演習

を通じて自らの立ち位置ならびに適性を把握するとともに，学

部・学科の教育理念を理解し基礎学力を養成するための準備を行

う。上記が前半部分の授業目的であるが，後半部分では，自らの

キャリアプランを（臨床）心理学との関連において検討，プレゼ

ンテーション，議論することを目的とする。

【授業の概要】　前半のキャリアプランニング部分は，学部合同で

講義される。キャリア体験講座を通じて学生個々に自らの職業観

について考える。必要に応じてレポートが課せられる。次いで適

性検査にもとづき，自らの適性を性格，言語，係数，総合の観点

から診断・把握する。それらをもとに自らキャリアプランを作成

する。さらにコンピテンシー（企業等で要求される能力・行動特

性）について学ぶとともに，各自が必要なコンピテンシー項目を

選定し，Web 版キャリア学習ポートフォリオに登録する。後半部

分は，小クラスに分かれ，ゼミナール形式で遂行される。将来の

自立のために大学での学業面での充実を目指し，学科の理念を理

解し，自らの社会力・基礎学力を養成するために何をすべきかを

学ぶ。　後半部分では，心理学との関連において，まず，参加者の

興味の有るテーマをリストアップする。この際，（臨床）心理学を

活かした職業（例えば，少年鑑別所技官，産業カウンセラーなど），

心理学が貢献しうるコンピテンシー（例えば，コミュニケーショ

ン能力など）も，その候補とする予定である。その後，それらを

まとめて，大きく３つのテーマに絞り込む。それに基づいて３つ

のグループ（班）を作る。その後は，各グループ毎に，一週ずつ，

調べ，まとめたものについて，プレゼンテーション・議論してい

く。

【キーワード】　キャリアプラン，ライフプラン，適正把握，コン

ピテンシー，心理学，プレゼンテーション，議論

【先行／科目】　『キャリアプラン入門Ⅰ［Introduction ⑴ to Career 
Plan］』

【到達目標】　１．誰もが将来，社会的・職業的自立をしなければな

らないことを認識し，そのための行動を始める。　２．（臨床）心理

学に関連する特定の課題について，グループで調べ，解決し，ま

とめ，プレゼンテーションし，議論出来る能力を身につける（課

題解決・探求型学習）

【授業の計画】　１．授業ガイダンス（キャリア教育）　２．適性把握

演習（テスト実施）　３．キャリアプラン体験講座（１．考え方）　

４．キャリアプラン体験講座（２．事例紹介）　５．自らのキャリア

プラン・ライフプランを考える　６．適性把握演習（テスト解説）、

７．税の仕組みと社会の関わり　８．コンピテンシーの意義と考え

方　９．ガイダンス：趣旨説明，自己紹介，課題設定，検討グルー

プ組織，発表の順番決め　１０．発表１（第１班１回目）　１１．発表

２（第２班１回目）　１２．発表３（第３班１回目）　１３．発表４

（第１班２回目）　１４．発表５（第２班２回目）　１５．発表６（第

３班２回目）・総括

【教科書】　無し

【参考書】　無し

【成績評価の方法】　前半８回は，出席や（レポートの提出状況な

ど）受講態度による。また，Web 版キャリア学習ポートフォリオ

への報告内容についても成績評価の対象となる。後半は，毎回の

授業での発表および期末レポートで総合評価する。

【再試験の有無】　無し

【受講者へのメッセージ】

履修要件　キャリアプラン入門Ⅰを履修していること。

履修上の注意　必ず出席し，レポート提出は期限厳守のこと。

キャリア学習ポートフォリオを継続的に作成すること。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　自らのキャリアプラン

を具体的にイメージし，それに関連する（心理学的）話題につい

て，積極的に，情報を収集・整理し，発表の準備をしましょう。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

田中徳一：（Tel：６５６−９３２０，E-mail:t_tanaka@career.tokushima-
u.ac.jp）
佐藤健二（３S０５，Tel：０８８−６５６−７２０２，e-mail:satoken@ias.
tokushima-u.ac.jp）
（オフィスアワー）木曜日１２：１５−１２：５０
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キャリアプラン入門Ⅱ 

Introduction ⑵ to Career Plan

２単位（必修）１年（後期）

佐竹昌之，平井松午，田中徳一

 
【授業の目的】　将来の社会的・職業的自立を目指し，キャリアプ

ラン，ライフプランに対する基本的な視点・展望を持つために必

要な素養と社会的能力を養う。キャリア体験講座や適性把握演習

を通じて自らの立ち位置ならびに適性を把握するとともに，学

部・学科の教育理念を理解し基礎学力を養成するための準備を行

う。

【授業の概要】　前半のキャリアプランニング部分は，学部合同で

講義される。キャリア体験講座を通じて学生個々に自らの職業観

について考える。必要に応じてレポートが課せられる。次いで適

性検査にもとづき，自らの適性を性格，言語，係数，総合の観点

から診断・把握する。それらをもとに自らキャリアプランを作成

する。さらにコンピテンシー（企業等で要求される能力・行動特

性）について学ぶとともに，各自が必要なコンピテンシー項目を

選定し，Web 版キャリア学習ポートフォリオに登録する。

　後半部分は，小クラスに分かれ，ゼミナール形式で遂行される。

将来の自立のために大学での学業面での充実を目指し，学科の理

念を理解し，自らの社会力・基礎学力を養成するために何をすべ

きかを学ぶ。

【キーワード】　キャリアプランニング，自己開発，学科学習理念，

健康，スポーツ

【先行／科目】　『キャリアプラン入門Ⅰ［Introduction ⑴ to Career 
Plan］』

【到達目標】１．誰もが将来，社会的・職業的自立をしなければな

らないことを認識し，そのための行動を始める。　２．コミュニ

ケーション能力を養成する。　３．プレゼンテーション能力を養成

する。　４．考えの相違を尊重する態度を身につける。　５．本講義

では課題解決・探求型学習を導入します。

【授業の計画】　１．授業ガイダンス　２．適性把握演習（テスト実

施）　３．キャリアプラン体験講座（１．考え方）　４．キャリアプラ

ン体験講座（２．事例紹介）　５．自らのキャリアプラン・ライフプ

ランを考える　６．適性把握演習（テスト解説）　７．税の仕組みと

社会の関わり　８．コンピテンシーの意義と考え方　９．コミュニ

ケーションスキル　１０．コミュニケーションスキルとしてのス

ポーツ実践Ⅰ　１１．課題についての調査Ⅰ　１２．課題について

の検討Ⅰ　１３．課題についての調査Ⅱ　１４．課題についての検

討Ⅱ　１５．コミュニケーションスキルとしてのスポーツ実践Ⅱ、

１６．プレゼンテーションおよび総括

【教科書・参考書に関する補足情報】　必要に応じて資料を配付し

ます。

【成績評価の方法】　前半８回は，出席や（レポートの提出状況な

ど）受講態度による。また，Web 版キャリア学習ポートフォリオ

への報告内容についても成績評価の対象となる。後半部分のゼミ

ナールでの担当教員の評価と合わせ総合的に評価する。

　後半部分は授業の中での取り組み状況と最終報告レポートで総

合評価を行う。

【再試験の有無】　なし

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　後半部分については，

毎回アドバイスをします。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

佐竹昌之：総合科学部１号館中棟２階，Tel：０８８−６５６−７２１２
田中徳一：（Tel：６５６−９３２０，E-mail:t_tanaka@career.tokushima-
u.ac.jp）
平井松午：（総合科学部１号館南棟１ F１S２６，６５６−７１５９，hirai@
tokushima-u.ac.jp）
（メールアドレス）

佐竹昌之：satake.masayuki@tokushima-u.ac.jp
田中徳一：t_tanaka@career.tokushima-u.ac.jp
平井松午：hirai@tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）

佐竹昌之：月曜日１６時３０分〜１７時　総合科学部１号館中棟２

階健康体力学研究室

田中徳一：火曜日１３：００〜１４：００

平井松午：月曜日１２：００〜１３：００および１７：３０〜１９：３０ 

キャリアプラン入門Ⅱ 

Introduction ⑵ to Career Plan

２単位（必修）１年（後期）

中里見博，平井松午，田中徳一

 
【授業の目的】　将来の社会的・職業的自立を目指し，キャリアプ

ラン，ライフプランに対する基本的な視点・展望を持つために必

要な素養と社会的能力を養う。キャリア体験講座や適性把握演習

を通じて自らの立ち位置ならびに適性を把握するとともに，学

部・学科の教育理念を理解し基礎学力を養成するための準備を行

う。この演習の後半の授業の目的は，人類にとって最大のリスク

といいうる「原発」について学び，原発についての「リスク・コ

ミュニケーション」に「市民社会」を引き入れるための方策を検

討することである。

【授業の概要】　前半のキャリアプランニング部分は，学部合同で

講義される。キャリア体験講座を通じて学生個々に自らの職業観

について考える。必要に応じてレポートが課せられる。次いで適

性検査にもとづき，自らの適性を性格，言語，係数，総合の観点

から診断・把握する。それらをもとに自らキャリアプランを作成

する。さらにコンピテンシー（企業等で要求される能力・行動特

性）について学ぶとともに，各自が必要なコンピテンシー項目を

選定し，Web 版キャリア学習ポートフォリオに登録する。　後半

部分は，小クラスに分かれ，ゼミナール形式で遂行される。将来

の自立のために大学での学業面での充実を目指し，学科の理念を

理解し，自らの社会力・基礎学力を養成するために何をすべきか

を学ぶ。

　後半の授業では，２１世紀社会はしばしば「リスク社会」と特徴

づけられる。リスク社会とは，人間が人間自らの行為によって人

間を侵害し，損害を与えるものをつくり出している社会のことで

あり，リスクをつくり出している人間の行為とは，科学・技術の

ことにほかならない。このゼミでは，人類にとって最大のリスク

といいうる「原発」について学び，原発についての「リスク・コ

ミュニケーション」に市民社会を引き入れるための方策を検討す

る。

【キーワード】　キャリアプラン，ライフプラン，適正把握，コン

ピテンシー，リスク，リスク社会，リスク・コミュニケーション，

原発，市民社会

【到達目標】　誰もが将来，社会的・職業的自立をしなければなら

ないことを認識し，そのための行動を始める。

　２１世紀社会の特徴としてのリスク社会について理解し，「原発」

のリスクについて理解を深め，原発を制御し廃絶するための市民

社会の役割の重要性について理解すること。

【授業の計画】　１．授業ガイダンス　２．適性把握演習（テスト実

施）　３．キャリアプラン体験講座（１．考え方）　４．キャリアプラ

ン体験講座（２．事例紹介）　５．自らのキャリアプラン・ライフプ

ランを考える　６．適性把握演習（テスト解説）　７．税の仕組みと

社会の関わり　８．コンピテンシーの意義と考え方　９．〜１６．

文献・資料にもとづく報告やグループ討論，全員での議論

【教科書】　低線量汚染地域からの報告　チェルノブイリ２６年後

の健康被害／馬場朝子・山内太郎：NHK 出版，２０１２，ISBN：
９７８４１４０８１５７１７

この国は原発事故から何を学んだのか／小出裕章：幻冬社，２０１２

【成績評価の方法】　前半８回は，出席や（レポートの提出状況な

ど）受講態度による。また，Web 版キャリア学習ポートフォリオ

への報告内容についても成績評価の対象となる。

　後半部分のゼミナールでは，授業中の報告の内容や，質疑応答，

議論への参加・貢献度，課題の遂行，出席状況など総合的に判断

して評価する。試験は行なわない。

【再試験の有無】　なし

【受講者へのメッセージ】

履修要件　キャリアプラン入門Ⅰを履修していること。

履修上の注意　必ず出席し，レポート提出は期限厳守のこと。

キャリア学習ポートフォリオを継続的に作成すること。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）部屋番号：３M０５
電話番号：０８８−６５６−７１８４（内線２６１０）

（メールアドレス）

h-naka@ias.tokushima-u.ac.jp
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キャリアプラン入門Ⅱ 

Introduction ⑵ to Career Plan

２単位（必修）１年（後期）

松嶋一成，平井松午，田中徳一

 
【授業の目的】　将来の社会的・職業的自立を目指し，キャリアプ

ラン，ライフプランに対する基本的な視点・展望を持つために必

要な素養と社会的能力を養う。キャリア体験講座や適性把握演習

を通じて自らの立ち位置ならびに適性を把握するとともに，学

部・学科の教育理念を理解し基礎学力を養成するための準備を行

う。

【授業の概要】　前半のキャリアプランニング部分は，学部合同で

講義される。キャリア体験講座を通じて学生個々に自らの職業観

について考える。必要に応じてレポートが課せられる。次いで適

性検査にもとづき，自らの適性を性格，言語，係数，総合の観点

から診断・把握する。それらをもとに自らキャリアプランを作成

する。さらにコンピテンシー（企業等で要求される能力・行動特

性）について学ぶとともに，各自が必要なコンピテンシー項目を

選定し，Web 版キャリア学習ポートフォリオに登録する。

　後半部分は，小クラスに分かれ，ゼミナール形式で遂行される。

将来の自立のために大学での学業面での充実を目指し，学科の理

念を理解し，自らの社会力・基礎学力を養成するために何をすべ

きかを学ぶ。なお，後半部分では，実際の企業や様々な組織の事

例も題材とし，学外からゲストスピーカー（民間企業の人事部門

の実務家）を招くこともある。

【キーワード】　社会科学，企業，組織，キャリア

【先行／科目】　『キャリアプラン入門Ⅰ［Introduction ⑴ to Career 
Plan］』

【到達目標】　誰もが将来，社会的・職業的自立をしなければなら

ないことを認識し，そのための行動を始める。

【授業の計画】

前半：共通

１．授業ガイダンス

２．適性把握演習（テスト実施）

３．キャリアプラン体験講座（１．考え方）

４．キャリアプラン体験講座（２．事例紹介）

５．自らのキャリアプラン・ライフプランを考える

６．適性把握演習（テスト解説）

７．税の仕組みと社会の関わり

８．コンピテンシーの意義と考え方

後半：松嶋担当分

９．社会科学でのものの考え方

１０．論理的に考えるスキル

１１．効果的なコミュニケーション，およびプレゼンテーションス

キル

１２−１５．文献調査や実地調査に基づくプレゼンテーション，およ

びディスカッション

１６．総括授業

【教科書・参考書に関する補足情報】　以下のエッセイ，文献を読

むことを勧めます。

青島矢一（１９９７）「「社会科学を学ぶことがどうして将来役に立つ

のか」について考えたこと」『一橋論叢』，１１７，４，pp.５３７−５６。
楠木　建（１９９５）「大学での知的トレーニング：アタマがナマっ

ている人へのメッセージ」『一橋論叢』，１１３，３，pp.３９９−４１９。
沼上　幹（１９９４）「卒業式を「自由な人生」の葬式だと思ってい

る学生諸君へ」金井・米倉・沼上編『創造するミドル』，有斐閣，

pp.２８３−３２９。
【成績評価の方法】　前半８回（共通）は，出席や（レポートの提

出状況など）受講態度による。また，Web 版キャリア学習ポート

フォリオへの報告内容についても成績評価の対象となる。後半部

分のゼミナールでの担当教員の評価と合わせ総合的に評価する。

後半８回（松嶋担当分）は，授業への取り組み状況（出席，課題

やプレゼンテーションの内容，ディスカッションへの参加，等）

を総合的に判断して評価する。なお，期末試験は行なわない。

【再試験の有無】　無

【受講者へのメッセージ】　大学の４年間でどれだけ知的トレーニ

ングに取り組んだかは，社会人になった時に歴然とした差として

表れます。是非，充実した時間を過ごしてください。 

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）松嶋一成：総合科学部１号館３階３M１５号室

平井松午：総合科学部１号館南棟１F１S２６，６５６−７１５９，hirai@
tokushima-u.ac.jp
田中徳一：Tel：６５６−９３２０，E-mail:t_tanaka@career.tokushima-u.
ac.jp
（メールアドレス）

松嶋一成：kmatsu@ias.tokushima-u.ac.jp
平井松午：hirai@tokushima-u.ac.jp
田中徳一：t_tanaka@career.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）

松嶋一成

前期：毎週月曜日の講義時間外

後期：毎週水曜日の講義時間外

※　事前にメールでアポイントをとってくれれば，これ以外の時

間でも受け付けます。

平井松午：月曜日　１２：００〜１３：００および１７：３０〜１９：３０

田中徳一：火曜日　１３：００〜１４：００

キャリアプラン入門Ⅱ 

Introduction ⑵ to Career Plan

２単位（必修）１年（後期）

岸江信介，平井松午，田中徳一

 
【授業の目的】　将来の社会的・職業的自立を目指し，キャリアプ

ラン，ライフプランに対する基本的な視点・展望を持つために必

要な素養と社会的能力を養う。キャリア体験講座や適性把握演習

を通じて自らの立ち位置ならびに適性を把握するとともに，学

部・学科の教育理念を理解し基礎学力を養成するための準備を行

う。

【授業の概要】　前半のキャリアプランニング部分は，学部合同で

講義される。キャリア体験講座を通じて学生個々に自らの職業観

について考える。必要に応じてレポートが課せられる。次いで適

性検査にもとづき，自らの適性を性格，言語，係数，総合の観点

から診断・把握する。それらをもとに自らキャリアプランを作成

する。さらにコンピテンシー（企業等で要求される能力・行動特

性）について学ぶとともに，各自が必要なコンピテンシー項目を

選定し，Web 版キャリア学習ポートフォリオに登録する。後半部

分は，小クラスに分かれ，ゼミナール形式で遂行される。将来の

自立のために大学での学業面での充実を目指し，学科の理念を理

解し，自らの社会力・基礎学力を養成するために何をすべきかを

学ぶ。

【キーワード】　キャリアプラン，ライフプラン，適正把握，プレ

ゼンテーション力，　書く力，聞く力，話す力

【到達目標】　誰もが将来，社会的・職業的自立をしなければなら

ないことを認識し，そのための行動を始める。

【授業の計画】

１．授業ガイダンス（キャリア教育）

２．適性把握演習（テスト実施）

３．キャリアプラン体験講座（１．考え方）

４．キャリアプラン体験講座（２．事例紹介）

５．自らのキャリアプラン・ライフプランを考える

６．適性把握演習（テスト解説）

７．税の仕組みと社会の関わり

８．コンピテンシーの意義と考え方

９．書く力，聞く，話す力

１０．社会人の話を聞く

１１．取材し，まとめる力を養う

１２．プレゼンのための取材⑴

１３．プレゼンのための取材⑵

１４．プレゼン発表⑴

１５．プレゼン発表⑵

１６．プレゼン発表⑶，総括

【教科書・参考書に関する補足情報】　適宜，プリント資料を配布

する。

【成績評価の方法】　前半８回は，出席や（レポートの提出状況な

ど）受講態度による。また，Web 版キャリア学習ポートフォリオ

への報告内容についても成績評価の対象となる。

【再試験の有無】　出席点不足の場合は再評価なし。報告および中
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間報告，最終報告が不足の場合は再度提出または発表していただ

く。

【受講者へのメッセージ】

履修要件　キャリアプラン入門Ⅰを履修していること。

履修上の注意　必ず出席し，レポート提出は期限厳守のこと。

キャリア学習ポートフォリオを継続的に作成すること。プレゼン

を必ず行うこと。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　授業内容に関係した読

書をするのが良いと思います。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）岸江信介　総合科学部１号館１階南棟日本語学

研究室　６５６−９３０９

（メールアドレス）kishie.shinsuke@tokushima-u.ac.jp（岸江信介）

（オフィスアワー）岸江信介　火曜日１２〜１３時。総合科学部１

号館１階南棟日本語学研究室

キャリアプラン入門Ⅱ 

Introduction ⑵ to Career Plan

２単位（必修）１年（後期）

吉田敦也，平井松午，田中徳一

 
【授業の目的】　将来の社会的・職業的自立を目指し，キャリアプ

ラン，ライフプランに対する基本的な視点・展望を持つために必

要な素養と社会的能力を養う。キャリア体験講座や適性把握演習

を通じて自らの立ち位置ならびに適性を把握するとともに，学

部・学科の教育理念を理解し基礎学力を養成するための準備を行

う。

【授業の概要】　前半のキャリアプランニング部分は，学部合同で

講義される。キャリア体験講座を通じて学生個々に自らの職業観

について考える。必要に応じてレポートが課せられる。次いで適

性検査にもとづき，自らの適性を性格，言語，係数，総合の観点

から診断・把握する。それらをもとに自らキャリアプランを作成

する。さらにコンピテンシー（企業等で要求される能力・行動特

性）について学ぶとともに，各自が必要なコンピテンシー項目を

選定し，Web 版キャリア学習ポートフォリオに登録する。後半部

分は，フューチャーセンターをオープンし，対話力を高めると共

に，その力をもとに，地域の未来を作ってみる。

【キーワード】　キャリアプランニング，自己開発，学科学習理念，

フューチャーセンター，対話の力，ICT リテラシー。

【到達目標】誰もが将来，社会的・職業的自立をしなければならな

いことを認識し，そのための行動を始める。

【授業の計画】　１．授業ガイダンス　２．適性把握演習（テスト実

施）　３．キャリアプラン体験講座（１．考え方）　４．キャリアプラ

ン体験講座（２．事例紹介）　５．自らのキャリアプラン・ライフプ

ランを考える　６．適性把握演習（テスト解説）　７．税の仕組みと

社会の関わり　８．コンピテンシーの意義と考え方　９．フュー

チャーセンターへようこそ（未来を語り合う文化，社会イノベー

ションを興そう！）　１０．教室の外での対話の準備（ネット環境

の構築：iPad／スマートフォン／フェイスブック活用法）　１１．互

いに注意を払い，人間関係をつくる（チェックイン）　１２．個人の

価値や強み，組織や地域の真価の発見（アプリシエティブ・イン

クワイアリー）　１３．コミュニケーションスキルの強化（フィッ

シュボール）　１４．知恵を集め，アクションを生み出す（ワールド

カフェ，プロアクション　カフェ）　１５．やってみる（プロトタイ

ピング）　１６．ハーベストとクールダウン（チェックアウト）

【成績評価の方法】　前半８回は，出席や（レポートの提出状況な

ど）受講態度による。また，Web 版キャリア学習ポートフォリオ

への報告内容についても成績評価の対象となる。後半部分のゼミ

ナールでの担当教員の評価と合わせ総合的に評価する。

【再試験の有無】　無し

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　クラスメイトと仲良く

なり，コミュニケーションを十分にとり，情報交換に努める。そ

の上で，「疑問をもつ」「自分で調べる（ネット検索含む）」「本を

読む」「考える」「書いてみる」「やってみる」などを基本にして，

事前学習，事後学習することを奨める

【WEB ページ】　http://ct.ias.tokushima-u.ac.jp/yclass（受講者限定）

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）吉田敦也（総合科学部２号館地域連携プラザ２階

E２０２，Tel：０８８−６５６−７８９７）

（メールアドレス）yoshida@tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）メールで２４時間対応する（yoshida@tokushima-
u.ac.jp）
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Introduction ⑵ to Career Plan

２単位（必修）１年（後期）

松尾義則，平井松午，田中徳一

 
【授業の目的】　将来の社会的・職業的自立を目指し，キャリアプ

ラン，ライフプランに対する基本的な視点・展望を持つために必

要な素養と社会的能力を養う。キャリア体験講座や適性把握演習

を通じて自らの立ち位置ならびに適性を把握するとともに，学

部・学科の教育理念を理解し基礎学力を養成するための準備を行

う。

【授業の概要】　前半のキャリアプランニング部分は，学部合同で

講義される。キャリア体験講座を通じて学生個々に自らの職業観

について考える。必要に応じてレポートが課せられる。次いで適

性検査にもとづき，自らの適性を性格，言語，係数，総合の観点

から診断・把握する。それらをもとに自らキャリアプランを作成

する。さらにコンピテンシー（企業等で要求される能力・行動特

性）について学ぶとともに，各自が必要なコンピテンシー項目を

選定し，Web 版キャリア学習ポートフォリオに登録する。後半部

分は，小クラスに分かれ，ゼミナール形式で遂行される。課題解

決に向けての初歩的なスキルをさらに発展させ，他者に対して自

らの考えを論理的に説明したり，議論できる能力を培う

【キーワード】　キャリアプランニング，自己開発，学科学習理念

ディべート，プレゼンテーション，コミュニケーション

【到達目標】　誰もが将来，社会的・職業的自立をしなければなら

ないことを認識し，そのための行動を始める。

　自分の興味ある項目についてプレゼンし，ディベートやコミュ

ニケーション能力を養う

【授業の計画】　１．授業ガイダンス　２．適性把握演習（テスト実

施）　３．キャリアプラン体験講座（１．考え方）　４．キャリアプラ

ン体験講座（２．事例紹介）　５．自らのキャリアプラン・ライフプ

ランを考える　６．適性把握演習（テスト解説）　７．税の仕組みと

社会の関わり　８．コンピテンシーの意義と考え方　９．プレゼン

のテーマを考える　１０−１４．プレゼンとそれに対するディベー

ト　１５−１６．レポートによる発表

【教科書・参考書に関する補足情報】　なし

【成績評価の方法】　受講態度前半８回は，出席や（レポートの提

出状況など）受講態度による。また，Web 版キャリア学習ポート

フォリオへの報告内容についても成績評価の対象となる。後半部

分のゼミナールでの担当教員の評価と合わせ総合的に評価する。

受講態度とプレゼンとレポートの内容で評価

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（オフィスアワー）

松尾義則　６５６−７２７０　yoshinori.matsuo@tokushima-u.ac.jp　いつ

でも OK

キャリアプラン入門Ⅱ 

Introduction ⑵ to Career Plan

２単位（必修）１年（後期）

服部武文，平井松午，田中徳一

 
【授業の目的】　将来の社会的・職業的自立を目指し，キャリアプ

ラン，ライフプランに対する基本的な視点・展望を持つために必

要な素養と社会的能力を養う。キャリア体験講座や適性把握演習

を通じて自らの立ち位置ならびに適性を把握するとともに，学

部・学科の教育理念を理解し基礎学力を養成するための準備を行

う。

【授業の概要】　前半のキャリアプランニング部分は，学部合同で

講義される。キャリア体験講座を通じて学生個々に自らの職業観

について考える。必要に応じてレポートが課せられる。次いで適

性検査にもとづき，自らの適性を性格，言語，係数，総合の観点

から診断・把握する。それらをもとに自らキャリアプランを作成

する。さらにコンピテンシー（企業等で要求される能力・行動特
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性）について学ぶとともに，各自が必要なコンピテンシー項目を

選定し，Web 版キャリア学習ポートフォリオに登録する。後半部

分は，小クラスに分かれ，ゼミナール形式で遂行される。将来の

自立のために大学での学業面での充実を目指し，学科の理念を理

解し，自らの社会力・基礎学力を養成するために何をすべきかを

学ぶ。

【キーワード】　キャリアプランニング，自己開発，学科学習理念

【到達目標】　誰もが将来，社会的・職業的自立をしなければなら

ないことを認識し，そのための行動を始める。

【授業の計画】　１．授業ガイダンス　２．適性把握演習（テスト実

施）　３．キャリアプラン体験講座（１．考え方）　４．キャリアプラ

ン体験講座（２．事例紹介）　５．自らのキャリアプラン・ライフプ

ランを考える　６．適性把握演習（テスト解説）　７．税の仕組みと

社会の関わり　８．コンピテンシーの意義と考え方　９．話を聞く，

意見を伝えることの大切さを考える　１０．何を伝えたいのか，ど

のように伝えるのかを考える　１１．改善を求められたら何が大

切なのか考える　１２．テーマを決めて伝える練習（１回目）　１３．テ 
ーマを決めて伝える練習（２回目）　１４．テーマを決めて伝える

練習（３回目）　１５．テーマを決めて伝える練習（４回目）　１６．ま

とめ

【成績評価の方法】　前半８回は，出席や（レポートの提出状況な

ど）受講態度による。また，Web 版キャリア学習ポートフォリオ

への報告内容についても成績評価の対象となる。後半部分のゼミ

ナールでの担当教員の評価と合わせ総合的に評価する。

【再試験の有無】　無し

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

服部武文：（総合科学部１号館１階生物資源保全学研究室１M１５，
Phone：０８８−６５６−７１８３，E-mail：thattori@ias.tokushima-u.ac.jp）
田中徳一：（Tel：６５６−９３２０，E-mail:t_tanaka@career.tokushima-
u.ac.jp）
平井松午：（総合科学部１号館南棟１ F１S２６，６５６−７１５９，hirai@
tokushima-u.ac.jp）
（メールアドレス）

服部武文：thattori@ias.tokushima-u.ac.jp
田中徳一：t_tanaka@career.tokushima-u.ac.jp
平井松午：hirai@tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）

服部武文：質問も含めお話されたい方は，予め，電話，０８８−６５６

−７１８３あるいは，e-mail:thattori@ias.tokushima-u.ac.jp に，ご連絡

いただけますようお願いいたします。

そのうえで，適宜，予定組ませていただきます。

田中徳一：火曜日１３：００〜１４：００

平井松午：月曜日１２：００〜１３：００および１７：３０〜１９：３０

キャリアプラン入門Ⅱ 

Introduction ⑵ to Career Plan

２単位（必修）１年（後期）

小山保夫，平井松午，田中徳一

 
【授業の目的】　前半部分は平井・田中が担当し，将来の社会的・

職業的自立を目指し，キャリアプラン，ライフプランに対する基

本的な視点・展望を持つために必要な素養と社会的能力を養う。

キャリア体験講座や適性把握演習を通じて自らの立ち位置ならび

に適性を把握するとともに，学部・学科の教育理念を理解し基礎

学力を養成するための準備を行う。

　後半部分は私，小山（社会創生学科・環境共生）が担当する。

時間が許せば，前半部分は学生諸君と受講しようと考えている。

前半部分のキャリアプラン入門のように，学生の能力・適性を定

量化しない。私の研究室の過去十年間の学生（１７名）の進路は大

阪大学大学院７名，九州大学大学院１名，神戸大学大学院１名，

基礎生物学研究所（生理学研究所）１名，歯学部編入学４名，医

学部編入学１名，第一地方銀行１名，派遣研究員１名である。ま

た，何人かは「著者が学部学生だけの学術論文」を国際誌に発表

した。２年の終わりに研究室に所属した彼等は専門科目を学ぶ中

で，入学する前には考えなかった「自分の将来の方向」を見出し

た。君らが，これから何をどのように学び，それらを将来にどの

ように繋げていくのか。「今ある自分」ではなく，「これからの自

分」をどのように考えるか。君自身，どう在りたいのか。それら

を考え，次に進む。

【授業の概要】　前半（平井・田中）のキャリアプランニング部分

は，学部合同で講義される。キャリア体験講座を通じて学生個々

に自らの職業観について考える。必要に応じてレポートが課せら

れる。次いで適性検査にもとづき，自らの適性を性格，言語，係

数，総合の観点から診断・把握する。それらをもとに自らキャリ

アプランを作成する。さらにコンピテンシー（企業等で要求され

る能力・行動特性）について学ぶとともに，各自が必要なコンピ

テンシー項目を選定し，Web 版キャリア学習ポートフォリオに登

録する。

　後半（小山）は，「何を学び，それをどのように将来に繋げる

か？」を考える。お仕着せの職業観・プランニング等ではなく，

「学び」の中で自分の進む道を考える。

【キーワード】　キャリアプランニング，自己開発，学科学習理念，

疑似定量化，エントリーシート，志望動機，大学院進学，編入学，

ターゲット校，格差・差別

【到達目標】　（前半部分）誰もが将来，社会的・職業的自立をしな

ければならないことを認識し，そのための行動を始める。

（後半部分）自分の能力・適性等は学ぶ過程で変わる。何を学び，

それをどのように将来に繋げるかを明確にする。

【授業の計画】

１．授業ガイダンス

２．適性把握演習（テスト実施）

３．キャリアプラン体験講座（１．考え方）

４．キャリアプラン体験講座（２．事例紹介）

５．自らのキャリアプラン・ライフプランを考える

６．適性把握演習（テスト解説）

７．税の仕組みと社会の関わり

８．コンピテンシーの意義と考え方

〈ここからが後半〉

９．「今の君」にとって「キャリアプラン」は意味があるか？君は

自分の能力・適性等を“疑似”定量化していないか，させられ

ていないか？

１０．君は何を「学びたい」のか，それらを将来にどのように繋げ

たいのか？その「学び」に相応しい教員はいるか，教員の業績

データベース（徳島大学 EDB）で調べる。

１１．どこに進むにも志望動機は必要，君に「志望動機」はあるか？

１２．企業のエントリーシートが求めるものは何か？それらを書け

るだけの学生生活とは？

１３．公務員・教員の希望者が多いが，何をどのように準備するの

か？合格できるのか？

１４．大学院進学・他学部編入学という選択，自分の進路に合う「学

び」とは何か？

１５．指定校制度，ターゲット校，格差・差別にどのように立ち向

かうか？

１６．学生にとって「良いキャリアプラン」とは何か？（総括）

【教科書・参考書に関する補足情報】　（後半部分）必要に応じて資

料を配布する。

【成績評価の方法】　前半８回は，出席や（レポートの提出状況な

ど）受講態度による。また，Web 版キャリア学習ポートフォリオ

への報告内容についても成績評価の対象となる。後半部分のゼミ

ナールでの担当教員の評価と合わせ総合的に評価する。

　後半部分は，これからの学生生活をどのように送るかであり，

講義終了時に客観的に成績を評価することは難しい。そこで，こ

れからの時間を自分の将来への準備にどのように使うか，討議・

レポート・準備状況の内容で評価を行う。後半７回の講義の中で

５回以上の出席がない場合は成績評価の対象とならない。

【再試験の有無】　無し。

【受講者へのメッセージ】　（後半部分）自分の人生，それなりの取

組をしなさい。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　明確な目標・目的がな

いと学習は難しい。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

（後半部分）何かあれば，メール（oyama@ias.tokushima-u.ac.jp）
で問い合わせをしなさい。平日で徳島にいるならば，２４時間以内

に必要な返信をする。

（メールアドレス）oyama@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）

（後半部分）何かあれば，メールで問い合わせをしなさい。

 



−１３９−

キャリアプラン入門Ⅱ 

Introduction ⑵ to Career Plan

２単位（必修）１年（後期）

伊藤正幸，平井松午，田中徳一

 
【授業の目的】　将来の社会的・職業的自立を目指し，キャリアプ

ラン，ライフプランに対する基本的な視点・展望を持つために必

要な素養と社会的能力を養う。キャリア体験講座や適性把握演習

を通じて自らの立ち位置ならびに適性を把握するとともに，学

部・学科の教育理念を理解し基礎学力を養成するための準備を行

う。自主的に課題を選びグループにおけるコミュニケーションや

課題探求，成果発表を通して主体的に学ぶ力を伸ばす。

【授業の概要】　前半のキャリアプランニング部分は，学部合同で

講義される。キャリア体験講座を通じて学生個々に自らの職業観

について考える。必要に応じてレポートが課せられる。次いで適

性検査にもとづき，自らの適性を性格，言語，係数，総合の観点

から診断・把握する。それらをもとに自らキャリアプランを作成

する。さらにコンピテンシー（企業等で要求される能力・行動特

性）について学ぶとともに，各自が必要なコンピテンシー項目を

選定し，Web 版キャリア学習ポートフォリオに登録する。後半部

分は，小クラスに分かれ，ゼミナール形式で遂行される。将来の

自立のために大学での学業面での充実を目指し，学科の理念を理

解し，自らの社会力・基礎学力を養成するために何をすべきかを

学ぶ。グループにおけるコミュニケーションをしながら共通の主

題を決め，それに対して主体的に取り込む方法について学び，そ

の成果発表を相互に評価する。

【キーワード】　キャリアプランニング，自己開発，学科学習理念，

課題解決・探求型学習

【先行／科目】　『キャリアプラン入門Ⅰ［Introduction ⑴ to Career 
Plan］』

【到達目標】　誰もが将来，社会的・職業的自立をしなければなら

ないことを認識し，そのための行動を始める。自主的に学ぶため

に，問題を発見し，それをどのような立場で取り組めば効果的に

課題解決に至るかを模擬体験する。

【授業の計画】　１．授業ガイダンス　２．適性把握演習（テスト実

施）　３．キャリアプラン体験講座（１．考え方）　４．キャリアプラ

ン体験講座（２．事例紹介）　５．自らのキャリアプラン・ライフプ

ランを考える　６．適性把握演習（テスト解説）　７．税の仕組みと

社会の関わり　８．コンピテンシーの意義と考え方　９．グループ

討論会　１０．主題決定，状況設定　１１．班内の役割分担決定　

１２．情報収集，進捗状況の確認　１３．班ごとの発表計画　１４．発

表Ⅰ（評価）　１５．総括（前段階）　１６．発表Ⅱ（評価）

【教科書・参考書に関する補足情報】　後半部分では，教科書は指

定しない。

【成績評価の方法】　前半８回は，出席や（レポートの提出状況な

ど）受講態度による。また，Web 版キャリア学習ポートフォリオ

への報告内容についても成績評価の対象となる。後半部分のゼミ

ナールでの担当教員の評価と合わせ総合的に評価する。後半部分

の評価は研究発表に対する学生相互の評価が大きな比重を占めま

す。このため欠席は大きな減点となる可能性があります。

【再試験の有無】　なし

【受講者へのメッセージ】　「モノを調べる，情報を検索する，知識

を整理する」は学習の基礎ですが，どんな状況であれば真剣に取

り組めるか考えてみましょう。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　自主的な検索や，情報

の整理には講義時間内では時間不足をきたします。相互評価の成

果発表で得点を得るためには，自主学習が必要です。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

伊藤正幸：総合科学部１号館２S０６
田中徳一：（Tel：６５６−９３２０，E-mail:t_tanaka@career.tokushima-
u.ac.jp）
平井松午：（総合科学部１号館南棟１ F１S２６，６５６−７１５９，
hirai@ias.tokushima-u.ac.jp）
（メールアドレス）

伊藤正幸：mas-ito@ias.tokushima-u.ac.jp
田中徳一：t_tanaka@career.tokushima-u.ac.jp
平井松午：hirai@ias.tokushima-u.ac.jp
 

（オフィスアワー）

伊藤正幸：１．（前期）火曜日１２：００−１２：４５，（後期）火曜日

１６：３０−１７：３０　２．月曜日１６：３０−１７：３０

なお在室時は随時可

田中徳一：火曜日１３：００〜１４：００

平井松午：月曜日１２：００〜１３：００および１７：３０〜１９：３０

キャリアプラン入門Ⅱ 

Introduction ⑵ to Career Plan

２単位（必修）１年（後期）

守安一峰，平井松午，田中徳一

 
【授業の目的】　将来の社会的・職業的自立を目指し，キャリアプ

ラン，ライフプランに対する基本的な視点・展望を持つために必

要な素養と社会的能力を養う。キャリア体験講座や適性把握演習

を通じて自らの立ち位置ならびに適性を把握するとともに，学

部・学科の教育理念を理解し基礎学力を養成するための準備を行

う。

【授業の概要】　前半のキャリアプランニング部分は，学部合同で

講義される。キャリア体験講座を通じて学生個々に自らの職業観

について考える。必要に応じてレポートが課せられる。次いで適

性検査にもとづき，自らの適性を性格，言語，係数，総合の観点

から診断・把握する。それらをもとに自らキャリアプランを作成

する。さらにコンピテンシー（企業等で要求される能力・行動特

性）について学ぶとともに，各自が必要なコンピテンシー項目を

選定し，Web 版キャリア学習ポートフォリオに登録する。小クラ

スに分かれた後半部分では，能力開発を目的としたゲームや簡単

な数学の問題などを通じて，自発的に考え，議論していくことを

身につけます。

【キーワード】　キャリアプランニング，自己開発，学科学習理念，

課題解決・探求型学習

【到達目標】

１．誰もが将来，社会的・職業的自立をしなければならないこと

を認識し，そのための行動を始める。

２．論理的な考え方や説明ができるようになる

３．自主的・主体的な学習活動を行えるようになる

【授業の計画】　１．授業ガイダンス　２．適性把握演習（テスト実

施）　３．キャリアプラン体験講座（１．考え方）　４．キャリアプラ

ン体験講座（２．事例紹介）　５．自らのキャリアプラン・ライフプ

ランを考える　６．適性把握演習（テスト解説）　７．税の仕組みと

社会の関わり　８．コンピテンシーの意義と考え方　９．ゲーム＆

討論１（下記の順番は変わることがあります）　１０．ゲーム＆討

論２　１１．ゲーム＆討論３　１２．数理的な問題の考察１　１３．数

理的な問題の考察２　１４．大学で学ぶ数学　１５．総括授業

【教科書】特に指定しない。

【成績評価の方法】　前半８回は，出席や（レポートの提出状況な

ど）受講態度による。また，Web 版キャリア学習ポートフォリオ

への報告内容についても成績評価の対象となる。後半部分のゼミ

ナールでの担当教員の評価と合わせ総合的に評価する。

　後半は，出席や受講態度（積極的に討論に参加しているかなど）

による。

【再試験の有無】　なし。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）守安一峰：（総合科学部１号館２S２０，Tel：０８８−
６５６−７２２０）

（メールアドレス）守安一峰：moriyasu@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）守安一峰：水曜日７・８時限

キャリアプラン入門Ⅱ 

Introduction ⑵ to Career Plan

２単位（必修）１年（後期）

中山信太郎，平井松午，田中徳一

 
【授業の目的】　将来の社会的・職業的自立を目指し，キャリアプ

ラン，ライフプランに対する基本的な視点・展望を持つために必

要な素養と社会的能力を養う。キャリア体験講座や適性把握演習

を通じて自らの立ち位置ならびに適性を把握するとともに，学
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部・学科の教育理念を理解し基礎学力を養成するための準備を行

う。

【授業の概要】　前半のキャリアプランニング部分は，学部合同で

講義される。キャリア体験講座を通じて学生個々に自らの職業観

について考える。必要に応じてレポートが課せられる。次いで適

性検査にもとづき，自らの適性を性格，言語，係数，総合の観点

から診断・把握する。それらをもとに自らキャリアプランを作成

する。さらにコンピテンシー（企業等で要求される能力・行動特

性）について学ぶとともに，各自が必要なコンピテンシー項目を

選定し，Web 版キャリア学習ポートフォリオに登録する。　後半

部分は，小クラスに分かれ，ゼミナール形式で遂行される。将来

の自立のために大学での学業面での充実を目指し，学科の理念を

理解し，自らの社会力・基礎学力を養成するために何をすべきか

を学ぶ。

【キーワード】　テーマの設定，質問力，プレゼンテーション力，

コミュニケーション力，キャリアプラン，ライフプラン，適正把

握，コンピテンシー

【到達目標】　１．誰もが将来，社会的・職業的自立をしなければな

らないことを認識し，そのための行動を始める。

【授業の計画】　１．授業ガイダンス（キャリア教育）　２．適性把握

演習（テスト実施）　３．キャリアプラン体験講座（１．考え方）　

４．キャリアプラン体験講座（２．事例紹介）　５．自らのキャリア

プラン・ライフプランを考える　６．適性把握演習（テスト解説）、

７．税の仕組みと社会の関わり　８．コンピテンシーの意義と考え

方　９．就職と仕事：どちらも動機付けが大事　１０．自分さがし

とキャリアプラン　１１．先輩の仕事観を読んで　１２．先輩の仕

事観から学ぶ　１３．総合科学部で学べること　１４．キャリアプ

ラン作成　１５．プレゼンテーションの事前指導　１６．最終報告

会（プレゼンテーションによる），総括

【教科書】　随時指示する。

【成績評価の方法】　前半８回は，出席や（レポートの提出状況な

ど）受講態度による。また，Web 版キャリア学習ポートフォリオ

への報告内容やキャリアプランのプレゼンテーションについても

成績評価の対象となる。

【再試験の有無】　出席点不足の場合は再評価なし。報告および中

間報告，最終報告が不足の場合は再度提出または発表していただ

く。

【受講者へのメッセージ】

履修要件　キャリアプラン入門Ⅰを履修していること。

履修上の注意　必ず出席し，レポート提出は期限厳守のこと。

キャリア学習ポートフォリオを継続的に作成すること。

出席は必須である。さらに，出席しているだけでは意味がない。

積極的に発言し，議論をすることが重要である。また，議論と口

ゲンカとは大いに異なることをよく認識すること。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

中山信太郎：総合科学部３号館１N０２，０８８−６５６−７２３６，
nakayama@ias.tokushima-u.ac.jp
平井松午：（総合科学部１号館南棟１ F１S２６，６５６−７１５９，
hirai@ias.tokushima-u.ac.jp）
田中徳一：（Tel：６５６−９３２０，E-mail:t_tanaka@career.tokushima-
u.ac.jp）
（メールアドレス）

中山信太郎：nakayama@ias.tokushima-u.ac.jp
平井松午：hirai@ias.tokushima-u.ac.jp
田中徳一：t_tanaka@career.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）

中山信太郎：授業など公務がない平日１７時から１８時

平井松午：月曜日１２：００〜１３：００および１７：３０〜１９：３０

田中徳一：火曜日１３：００〜１４：００

キャリアプラン入門Ⅱ 

Introduction ⑵ to Career Plan

２単位（必修）１年（後期）

中村光裕，増田俊哉，平井松午，田中徳一

 
【授業の目的】　将来の社会的・職業的自立を目指し，キャリアプ

ラン，ライフプランに対する基本的な視点・展望を持つために必

要な素養と社会的能力を養う。キャリア体験講座や適性把握演習

を通じて自らの立ち位置ならびに適性を把握するとともに，学

部・学科の教育理念を理解し基礎学力を養成するための準備を行

う。

【授業の概要】　前半のキャリアプランニング部分は，学部合同で

講義される。キャリア体験講座を通じて学生個々に自らの職業観

について考える。必要に応じてレポートが課せられる。次いで適

性検査にもとづき，自らの適性を性格，言語，係数，総合の観点

から診断・把握する。それらをもとに自らキャリアプランを作成

する。さらにコンピテンシー（企業等で要求される能力・行動特

性）について学ぶとともに，各自が必要なコンピテンシー項目を

選定し，Web 版キャリア学習ポートフォリオに登録する。後半部

分は，小クラスに分かれ，ゼミナール形式で遂行される。将来の

自立のために大学での学業面での充実を目指し，学科の理念を理

解し，自らの社会力・基礎学力を養成するために何をすべきかを

学ぶ。

【キーワード】　キャリアプラン，ライフプラン，適正把握，コン

ピテンシー，化学，化学工学，生物化学

【先行／科目】　『キャリアプラン入門Ⅰ［Introduction ⑴ to Career 
Plan］』

【到達目標】１．誰もが将来，社会的・職業的自立をしなければな

らないことを認識し，そのための行動を始める。

２．大学における自学・自習とレポートの作成，発表プレゼンテー

ションという流れを実感し，４年間の大学生活の流れを理解する

【授業の計画】　１．授業ガイダンス（キャリア教育）　２．適性把握

演習（テスト実施）　３．キャリアプラン体験講座（１．考え方）　

４．キャリアプラン体験講座（２．事例紹介）　５．自らのキャリア

プラン・ライフプランを考える　６．適性把握演習（テスト解説）、

７．税の仕組みと社会の関わり　８．コンピテンシーの意義と考え

方　９．授業の趣旨説明　１０．徳島の産業を調べる　１１．徳島の

産業に関する発表⑴　１２．徳島の産業に関する発表⑵　１３．徳

島の産業に関する発表⑶　１４．徳島の産業に関する発表⑷　１５．ま

とめ　１６．総括授業

【成績評価の方法】　前半８回は，出席や（レポートの提出状況な

ど）受講態度による。また，Web 版キャリア学習ポートフォリオ

への報告内容についても成績評価の対象となる。後半部分のゼミ

ナールでの担当教員の評価と合わせ総合的に評価する。後半は，

出席５０％，発表５０％。

【受講者へのメッセージ】

履修要件　キャリアプラン入門Ⅰを履修していること。

履修上の注意　必ず出席し，レポート提出は期限厳守のこと。

キャリア学習ポートフォリオを継続的に作成すること。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

中村光裕（２N０２）
増田俊哉

平井松午

田中徳一

（メールアドレス）中村光裕：mnaka@ias.tokushima-u.ac.jp
【備考】　１．授業計画の内容についても，受講者との相談の上，そ

のつど変更することもあります。

科学と人間 

Science and Humanity

２単位（選択必修）１年（前期）

山口裕之，小山晋之，三好�和，桑原　恵，

今井晋哉，内海千種，渡部　稔，吉岡宏祐

 
【授業の目的】　現代社会において科学技術と付き合っていくため

に必要な，多面的な思考方法を学ぶ。

【授業の概要】　「科学は客観的で価値中立的である」という通俗的

な見方がある。そこで，なにか社会問題などが起こった時には，

「科学的に解決しよう」という言葉が呪文のように唱えられる。た

しかに，ある観点から自然を理解しようとするとき，科学的方法

は客観的な指針を示してくれる。しかし，科学の前提となる観点

自身の是非については，通常の場合，科学はそれを評価すること

ができない。また，科学は魔術ではなく，科学にもできることと

できないことがあり，どんなことでも解決できるわけではない。

むしろ，人種問題などのように，「科学」が問題を生み出したとい

う状況さえある。
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　この授業では，「科学」についていくつかの事例を取り上げて多

面的に考察することで，科学を導く「前提」の部分を問い直して

いきたい。そうすることで，科学に過剰に期待することなく，ま

た逆に科学を軽視するのでもなく，妥当な評価を下すことができ

るであろう。その上ではじめて，科学的な思考法そのものを身に

付けることもできる。

　講義は二部構成になっており，第一部のテーマは「「科学的に考

える」とはどのように考えることか」，第二部のテーマは「人はな

ぜ人を分類し差別するのか」である。まず第一部で「科学とはい

かなるものか」ということを学び，第二部ではそうした方法論を

社会問題に当てはめたときにどのようなことが起こるかというこ

とを考える。「科学」の名の下に「エセ科学」が流通し，時にそれ

が大きな力を発揮してしまう現状にあって，「科学」と「エセ科学」

を見抜く力を身に付けること，人間にかかわる諸問題を適切に

（科学的に）考えていく力を身に付けることが重要である。

　毎回，講義を受けての学生のコメントを収集し，主だったもの

について翌週に回答することで，受講する学生の全員が授業に参

加できるようにする。また，毎回，マークシートを利用した小テ

ストを行い，成績評価に利用する。

　授業で使用したファイルや資料はウェブページに掲示するので

復習などに利用すること。

ウェブに掲示板を設け，連絡事項などを掲示するので，毎週確認

し，授業に関連する質問などがあれば利用すること。授業ウェブ

サイト URL：
http://web.ias.tokushima-u.ac.jp/shin-kokusai/scienceandhumanity/top.html

【キーワード】　科学とエセ科学，科学史，人種問題，生命倫理

【到達目標】

１．この授業では，「情報リテラシー」を身につけることを目標と

します。

２．また，「日本語で論理的文章を書く能力」の基礎を身につける

ことを目標とします。

【授業の計画】

①　４／１２　イントロダクション：授業の進め方の説明・担当者

紹介

〈第一部：「科学的に考える」とはどのように考えることか〉

②　４／１１　「科学的に考える」ための基本的な方法（山口）

＊下記の教科書『コピペと言われないレポートの書き方教室』が

必要です。

③　４／１８　誤解と誤信の心理学（内海）

④　４／２５　江戸時代の科学（桑原）

⑤　５／９　科学とエセ科学（小山）

⑥　５／１６　化学的に考える（三好）

⑦　５／３０　第一部の総括とパネルディスカッション

〈第二部：人はなぜ人を分類し差別するのか〉

⑧　６／６　人種と優生学の西洋史（今井）

⑨　６／１３　人種と優生学の西洋史（続）（今井）＋人種分類の

科学的背景（渡部）

⑩　６／２０　レポート課題の発表と「レポートの書き方教室」（山

口）

＊下記の教科書『コピペと言われないレポートの書き方教室』が

必要です。

⑪　６／２７　遺伝子操作と生殖補助技術（渡部）

⑫　７／４　「新優生学」の流行（山口）

⑬　７／１１　現代アメリカの人種問題（吉岡）

⑭　７／１８　第二部の総括とパネルディスカッション

⑮　７／２５　総括アンケートなど

【教科書】　コピペと言われないレポートの書き方教室：３つのス

テップ：コピペから正しい引用へ／山口裕之著，：新曜社，２０１３，

ISBN：９７８４７８８５１３４５７
特になし。

【参考書】　ウェブページを通じて紹介・配布します。

【成績評価の方法】　授業へのコメント，レポート，小テスト，授

業への取り組みやディスカッションでの発言などによって総合的

に評価する。配分は，メールでのコメント１０％，レポート２０％，

小テスト７０％。ボーナス加点として，ディスカッションでの発言

は一回２点，よいメールコメント１回１点（最高７点まで）。「授

業への取り組み」の評価として，無断欠席や遅刻，授業中の内職・

居眠りなどは減点対象。基準として，授業中の悪質な態度（内職・

ゲーム・携帯メールなど）は減点５，遅刻は−２，居眠りは−１。

３分の１以上の欠席は不可（再履修）

【再試験の有無】　行わない

【受講者へのメッセージ】　レポートや授業への質問などは原則的

にメールを使って提出してもらいます。メールやパソコンの使い

方などが分からない学生はオフィスアワーなどを活用して早めに

習得すること。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　復習のために，毎回の「授

業に対するコメント」を提出してもらいます。ウェブページなど

を参照しながら復習してください。予習については適宜指示しま

す。

【WEB ページ】

http://web.ias.tokushima-u.ac.jp/shin-kokusai/scienceandhumanity/top.html
【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

山口裕之：総合科学部１号館北棟１ F　Tel　０８８−６５６−７６１５
渡部　稔：（総合科学部１号館中棟１階１M１９室，０８８−６５６−

７２５３，minoru@ias.tokushima-u.ac.jp）
吉岡宏祐：「（２N１４，０８８−６５６−７２４５，yoshioka@ias.tokushima-
u.ac.jp）」
今井晋哉：（総合科学部１号館北棟２F，２N２３号室，TEL：０８８−６５６
−７１３９）

小山晋之：（総合科学部３号館１N０７，０８８−６５６−７２３３，koyama@
ias.tokushima-u.ac.jp）
内海千種：総合科学部３号館南棟３階（３S０７）
桑原　恵：総合科学部１号館北棟２階（２N１６）
（メールアドレス）

山口裕之：yamaguti@tokushima-u.ac.jp
渡部　稔：minoru@ias.tokushima-u.ac.jp
吉岡宏祐：yoshioka@ias.tokushima-u.ac.jp
今井晋哉：shi-imai@ias.tokushima-u.ac.jp
小山晋之：koyama@ias.tokushima-u.ac.jp
内海千種：uchiumi@ias.tokushima-u.ac.jp
桑原　恵：megumi@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）

山口裕之：毎週火曜１０：３０〜１１：３０

渡部　稔：月曜日１２：００−１３：００。これ以外の時間帯は事前に

連絡を取ってください。

吉岡宏祐：水曜日１４：００〜１５：００

今井晋哉：㈬９・１０講時，北棟２ F 研究室

小山晋之：火曜日・木曜日１１：５０〜１２：５０

桑原　恵：時間を指定せず，学生からのメールを受けて時間を調

整して適宜対応する。

健康と福祉 

Health and Welfare

２単位（選択必修）１年（後期）

荒木秀夫，境　泉洋，福森崇貴，原　幸一，山口鉄生

 
【授業の目的】　健康問題は時代を反映するが，その時代の病める

部分が個人にも社会にも健康問題として表れてくる。講義では，

現代社会において問題視されている健康と福祉に関するテーマを

扱い，その原理や対処法の学習を通じて健康問題の本質を理解す

ることを目的とする。

【授業の概要】　現代社会における「健康と福祉」に関連する諸問

題を，運動学，心理学，医学の面から概説する。

【キーワード】　健康，福祉，環境，心，身体，医療

【到達目標】

１．人間科学に関わる幅広い知識の理解：現代社会における「健

康と福祉」に関連する諸問題を知る。

２．地域社会で活躍する能力の育成：それらの問題に対してどの

ような対応がなされているかを知る。

３．地域社会の生活環境の創造への貢献：自らの問題と捉え，対

応法を模索する。

【授業の計画】

１．ガイダンス−健康観の変遷−（荒木）

２．脳科学と運動科学−知性・感性・身のこなし−（荒木）

３．身心相関論（荒木）

４．不登校（境）

５．ひきこもり（境）

６．認知行動療法（境）

７．ストレスとは（福森）
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８．ストレスへの対処（福森）

９．心−身−社会のつながり（福森）

１０．コミュニケーションについてⅠ（原）

１１．コミュニケーションについてⅡ（原）

１２．コミュニケーションについてⅢ（原）

１３．生活習慣病

１４．運動器障害

１５．リハビリテーションと社会復帰

１６．総括授業

【教科書・参考書に関する補足情報】　教科書は使わない。視聴覚

機器などを利用する。

【成績評価の方法】　出席態度，レポートおよび課題への取り組み

を総合的に評価する。

【再試験の有無】　なし

【受講者へのメッセージ】　様々な問題に関心を持ち，積極的な姿

勢で授業に臨むことを期待する。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　講義後に，次回のテー

マを紹介するので，必ず事前に予習をしておくこと。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

荒木秀夫　２M１３　０８８−６５６−７２１４　araki@ias.tokushima-u.ac.jp
境　泉洋　３S０３　０８８−６５６−７１９１　motohiro@ias.tokushima-u.ac.jp
原　幸一　３S０４　０８８−６５６−７６１７　hara@ias.tokushima-u.ac.jp
福森崇貴　３S０８　０８８−６５６−７１９４　fukumori@ias.tokushima-u.ac.jp
山口鉄生（新任）　２M１６　０８８−６５６−７２０９
（オフィスアワー）授業終了後

【備考】　教員の講義担当日は，予定を変更することがある。

情報処理の基礎Ⅰ 

Introduction to Computing I

２単位（選択必修）１年（後期）

豊田哲也，矢部拓也，真岸孝一，小野公輔，佐藤充宏，

村上公一，西山賢一，佐藤高則，行實鉄平，田口太郎，

内藤　徹

 
【授業の目的】　客観的なデータに基づく検証は科学における認識

の基礎である。本授業では，統計データを扱うための基本的な知

識と技術を身につける。

１．表計算ソフト Excel の基本操作を習得する

２．データの尺度や性質とそれにふさわしい基本統計量を理解す

る

３．標準化や相関関係などデータ分析の基本を学ぶ

【授業の概要】　Excel を用いた統計分析入門

【キーワード】　情報処理，統計学，リテラシー，論理的思考力，

Microsoft Excel，社会調査士

【関連／科目】　『社会統計学Ⅰ［Social Statistics I］』，『社会統計学

Ⅱ［Social Statistics II］』，『行 動 統 計 学［Applied Statistics in 
Behavioral Science］』

【到達目標】

１．データの整理や分析に必要な情報リテラシーを学ぶ。統計学

の基礎的な考え方を理解し，ソフトウェアを使ってデータ分析

をおこうなうことができる。

【授業の計画】

１．ガイダンス：データの見方，考え方

２．データの尺度と比率⑴：質的データと量的データ，静的比率

と動的比率

３．データの尺度と比率⑵：比率の計算，表の作成

４．グラフの種類と表現⑴：グラフの特性と読み方

５．グラフの種類と表現⑵：　データ加工とグラフの作成

６．集計表の作成⑴：データベースの形式，単純集計とクロス集

計

７．集計表の作成⑵：質的データと因果関係，媒介関係とコント

ロール変数

８．ヒストグラムと代表値⑴：度数分布表の作成　，累積相対度

数

９．ヒストグラムと代表値⑵：平均値，中央値，最頻値

１０．データの散らばり⑴：分散，標準偏差，四分位値，尖度，歪

度

１１．データの散らばり⑵：正規分布，データの標準化

１２．２変数間の関係⑴：散布図と相関係数，因果関係と疑似相関

１３．２変数間の関係⑵：回帰分析と最小二乗法，決定係数，残差

１４．推測統計学への道⑴：母集団と標本

１５．推測統計学への道⑵：統計的推定と検定

１６．授業のまとめ

【教科書・参考書に関する補足情報】　各回の授業時にプリントを

配布する。教材はこの授業のために開発されたオリジナルな内容

である。参考資料は授業時に指示する。

【成績評価の方法】　課題の評価（７０％）に授業への取組（３０％）

を加味して評価する。

【再試験の有無】　おこなわない

【受講者へのメッセージ】　受講者は前提として Windows 操作の

基礎知識をすでに獲得していることが求められる（１年次前期に

共通教育「情報科学入門」を受講済みであることが前提である）。

授業は講義と実習を組み合わせておこない，各回の内容に応じた

課題を与える。なお，利用可能な端末の台数によって受講者を制

限する場合がある。初回授業ではガイダンスとクラス分けをおこ

なうので，開講前の９月末に掲示板等で指定された教室に集合す

ること。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　授業は講義と実習を隔

週で実施し，各１回で１つのテーマを扱う。毎週必ず内容を復習

し，与えられた課題は締切までに提出すること。また，e ラーニ

ングシステムを活用して授業教材や講義ビデオを配信しているの

で，欠席したときや予習・復習のときに役立ててほしい。

【WEB ページ】　http://web.ias.tokushima-u.ac.jp/region/excel/
【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

豊田哲也：（総合科学部１号館１S２５，toyoda@ias.tokushima-u.ac.jp）
内藤　徹：contact@kpu.hustle.ne.jp
佐藤充宏：１号棟２階２M１１（スポーツ社会学研究室）　TEL　
０８８−６５６−７２０７

西山賢一：（総合科学部３館２S０５室，０８８−６５６−７２３９，nisiyama
@ias.tokushima-u.ac.jp）
小野公輔：（総合科学部１号館２階２S０５，Ex３６１０，ono@ias.
tokushima-u.ac.jp）
田口太郎：（２号館美術棟２ F，地域計画学研究室，Tel：０８８−
６５６−２２３５，taguchi@tokushima-u.ac.jp）
佐藤高則：（総合科学部３号館３N０５，e-mail:tsatoh@ias.tokushima-
u.ac.jp）
矢部拓也：１号館南棟１階

行實鉄平：（０８８−６５６−７２８６）

村上公一：総合科学部１号館南棟２ F
真岸孝一：（総合科学部３号館１N０９，０８８−６５６−７２３０）
（メールアドレス）

豊田哲也：toyoda@ias.tokushima-u.ac.jp
内藤　徹：contact@kpu.hustle.ne.jp
佐藤充宏：satom@ias.tokushima-u.ac.jp
西山賢一：nisiyama@ias.tokushima-u.ac.jp
小野公輔：ono@ias.tokushima-u.ac.jp
田口太郎：taguchi@tokushima-u.ac.jp
佐藤高則：tsatoh@ias.tokushima-u.ac.jp
矢部拓也：yabe@ias.tokushima-u.ac.jp
行實鉄平：yukizane@ias.tokushima-u.ac.jp
村上公一：murakami@ias.tokushima-u.ac.jp
真岸孝一：magishi@tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）

豊田哲也：水曜　１２：００−１３：００

西山賢一：月１２〜１３時

小野公輔：月曜日１６：１５〜１７：００

田口太郎：適宜。田口へメールにてアポイントを取ってください。

佐藤高則：平日の９：００−１７：００で，授業以外の時間

学習支援室（３号館１階スタジオ）：時間帯は別途指示

Study Support Space 学習支援・アドバイザー（常三島図書館１階

ピアサポートルーム）：時間帯は別途指示

矢部拓也：希望者は，随時，メールにてアポを取って下さい。

行實鉄平：月曜午後

村上公一：火曜日　１６：３０−１７：００　村上研究室

真岸孝一：木曜日　１２−１３時（これ以外に随時，教員室に居れ

ばできるだけ対応します。）
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【備考】

１．社会創生学科・地域創生コースで取得可能な資格である社会

調査士のカリキュラムのうち，【C】基本的な資料とデータの分

析に関する科目（必修）に該当する。

２．社会創生学科・地域創生コースで取得可能な資格である GIS
学術士資格のカリキュラムのうち，【A】GIS に関連する情報処

理を中心とする科目（必修）に該当する。

情報処理の基礎Ⅱ 

Introduction to Computing Ⅱ

２単位（選択必修）１年（後期）

石田基広，掛井秀一，齊藤隆仁，中島浩二

 
【授業の目的】　問題解決やアルゴリズムの基礎を学び，初歩的な

プログラミング能力を習得し，コンピュータを自分の意図した処

理を実行する道具として使えるようになる。

【授業の概要】　初心者向けプログラミング超入門

【キーワード】　プログラミング，コンテンツ，情報リテラシー

【到達目標】

　簡易なプログラミング言語である Visual Basic などを用いて受

講者自身がコンピュータ上でマルチメディアコンテンツなどを自

力で作成できるようになり，基礎的な情報リテラシーを身につけ，

プログラミングは楽しいと感じられるようになることを目標とす

る。

　本講義は，情報リテラシーの要請を目標としています。

【授業の計画】

　ガイダンス，Visual Basic によるプログラム作成の流れ

最初のプログラム

文字の入力，数値の入力と計算

パブリック変数，数値の表示

条件の判断処理（２方向分岐）

条件の判断処理（多方向分岐）

変数の配列，繰り返し処理（For 文）

繰り返し処理（Do 文）

ファイルの操作

アルゴリズム

タイマー，アイコン

選択処理

プログラミングの応用⑴

プログラミングの応用⑵

プログラミングの応用⑶

【参考書】

「新訂版　Visual Basic 標準テキスト−図解・例解」／安藤明之：

工学図書

【成績評価の方法】　授業中に課される課題による評価。

【再試験の有無】　無し

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

石田基広：２６０６

齊藤隆仁：総合科学部３号館１階１N０８室　TEL０８８−６５６−７２３２
掛井秀一：総合科学部２号館 E 棟

中島浩二：（１S１１，０８８−６５６−７１５１）
（メールアドレス）

石田基広：ishida-m@ias.tokushima-u.ac.jp
齊藤隆仁：saito.takahito@tokushima-u.ac.jp
掛井秀一：kakei@tokushima-u.ac.jp
中島浩二：nakasima.kj@tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）

石田基広：金曜日１６時〜１８時

齊藤隆仁：火曜日１２：００〜１３：００

掛井秀一：水曜１３：００−１４：００

中島浩二：前期：月曜１６：１０−１７：００　研究室（１S１１）
後期：火曜１６：１０−１７：００　研究室（１S１１）
 

国際交流・協力体験 

Field Work on International Cooperation

２単位（選択必修）２年（前期）

饗場和彦

 
【授業の目的】　国際交流，国際協力をめぐる意義や問題を座学と

現場体験を通して学び，自らも関わる意欲を醸成する。

【授業の概要】　授業では国際交流・国際協力を現場で実践してい

る専門家から具体的な話を聞きつつ，ワークショップや討論も通

して基本的な知識を習得する。また学外で実際に自ら国際交流，

国際協力の活動に直接関わってみて，体験学習を行う。

【キーワード】　国際，交流，協力，実践

【到達目標】　１．国際交流，国際協力について基本的な知識を得

る。　２．広い視野，国際的な視野を持つ。　３．社会性・公益性を

つける。　４．積極的な行動力をつける。　５．コミュニケーション

力をつける。

【授業の計画】

１．イントロダクション・基礎講座

２．徳島における国際交流

３．世界の貧困をめぐる実際と支援　その１

４．世界の貧困をめぐる実際と支援　その２

５．世界の紛争をめぐる実際と支援　その１

６．世界の紛争をめぐる実際と支援　その２

７．国際連合による支援と課題

８．民間企業による支援と課題

９．国際協力機構（JICA）による支援と課題

１０．ワークショップ・討論　その１

１１．ワークショップ・討論　その２

１２．ワークショップ・討論　その３

１３．現場体験　その１

１４．現場体験　その２

１５．体験報告会

１６．総括と補足

【教科書】　無し。

【参考書】　授業中，適宜配布する。

【成績評価の方法】　期末レポート（およそ５０％）と平常点（およ

そ５０％）。平常点の要素は授業の出席と，現場体験，ワーク

ショップ，討論での取り組み方，体験報告のプレゼンテーション。

【再試験の有無】　無し。

【受講者へのメッセージ】　現場の体験学習を日帰りで二日間実施

する。土日を当てるが，具体的な日時や場所は授業中に指示する。

昨年は発展途上国から来ている研修生に徳島市内を案内し，また

香川県内の公益社団法人でカンボジア支援の活動に参加した。な

お，少人数形式の授業であるため，受講者の上限をおよそ２５人と

する。超過する場合は成績などで選抜することがある。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　体験学習の前に，各自，情

報収集や英語表現の確認を行い，また終了後に，発見した知見，

疑問についてそれぞれ調査，考察する。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）国際政治学研究室，総合科学部１号館中棟３階，

０８８−６５６−７１８６

（メールアドレス）aibak@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）月曜日１２：００〜１６：００。この時間以外でも

研究室に在室の際はいつでも可。

【備考】　重要：受講生は，できる限り共通教育の授業「国際協力

論−四国から世界へ　知って理解し動ける人に−」（前期の水曜，

９・１０講時）に参加すること。受講登録せず，傍聴の形でも可。

基礎英語講読Ⅰ 

English Reading I

２単位（選択必修）２年（前期）

三浦　哉

 
【授業の目的】　現代社会において，英語は国際的な共通語という

役割をもっており，英語で文献を読む能力はどのような分野に進

む学生にとっても必要になっている。いまや異文化を理解するだ

けでなく，自国の文化を外国に発信する場合も，英語の能力は重
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要となっている。人文科学や社会科学分野の英語文献を読み，英

語の文章を読む力を身につけると同時に，それらの分野の基礎的

な知識を身につけることを目指す。基礎外国語基礎演習（英語）

Ⅰ・Ⅱで習得される英語の実用的な運用能力とも関連させて，英

語の文章を読む力を養う。

【授業の概要】　人文科学や社会科学分野の文献・資料を英語で読

み，英語の文章を読む基礎的読解力を身につけると同時に，それ

らの分野の基礎的な知識を身につける。具体的には，健康，医療，

スポーツ科学に関連する英語文献，英字新聞・インターネットの

記事などの資料を活用して英文を読む訓練を行う。英語文献を通

じて健康科学，スポーツ科学などを広く学び，現代社会のさまざ

まな知識，考え方を学ぶと共に，専門の基礎となる英語文献を読

むための基礎的読解力をつける。

【キーワード】　英語，講読，読解力

【到達目標】　１．広く英語の文章に親しみ，辞書を使えば普通程

度の専門書を理解できる読解力を身につけることを目指す。また

多読，精読なども行い，語彙力をつけることも目指す。

【授業の計画】

１．体力に関連する最新トピックⅠ

２．体力に関連する最新トピックⅡ

３．体力に関連する最新トピックⅢ

４．生活習慣病に関連する最新トピックⅠ

５．生活習慣病に関連する最新トピックⅡ

６．生活習慣病に関連する最新トピックⅢ

７．生活習慣病に関連する最新トピックⅣ

８．認知機能に関連する最新トピックⅠ

９．認知機能に関連する最新トピックⅡ

１０．認知機能に関連する最新トピックⅢ

１１．健康づくりに関連する最新トピックⅠ

１２．健康づくりに関連する最新トピックⅡ

１３．健康づくりに関連する最新トピックⅢ

１４．介護予防に関連する最新トピックⅠ

１５．介護予防に関連する最新トピックⅡ

１６．試験

【教科書】　その都度資料を配付する。

【教科書・参考書に関する補足情報】　資料等は随時配布する。

【成績評価の方法】　授業への取り組み，訳読，討論，レポートな

どを総合的に評価する。

【再試験の有無】　無

【受講者へのメッセージ】　分野ごとにクラスを分けるので，自分

の興味のある分野を選ぶこと。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　授業で使用する資料

（英文）は事前に配布するので，授業当日までに訳し，内容を把握

すること

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

三浦　哉　２M１７　応用生理学研究室　０８８−６５６−７２８８

hajime-m@ias.tokushima-u.ac.jp
（メールアドレス）hajime-m@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）木曜日１１：５０〜１２：５０

基礎英語講読Ⅰ 

English Reading I

２単位（選択必修）２年（前期）

水島多喜男

 
【授業の目的】　中東産油国の政治経済学的理解に必要な基本文献

の読解を通じて，中東地域を理解する。

【授業の概要】　昨年度に引き続き，中東産油国を理解するための

基本概念である“Rentier State”に関する論文集の中から１本を選

び精読する。

【キーワード】　中東産油国，政治，経済

【到達目標】

外国語文献に慣れる。

異文化，異なる政治体制，経済システムの理解を深める。

【授業の計画】

　事前に配布したテキストに基づき，事前に分担部分を決定し，

担当部分を授業で訳してもらう。教員は，記事内容を理解するた

めの補足説明を行う。従って，週ごとの進度をあらかじめ決めて

おくことはできない。

　関連する授業は，共通教育（「中東経済入門─歴史と文化基盤

─」「中東経済入門─第二次世界大戦後の政治と経済─」）ですが，

これらを受講していなくても，本授業の受講には問題ありません。

　レポート，小テストは行わない。ただし，定期試験としてはテ

キストで読み残した部分の訳を提出してもらうので，評価を高く

しようとすれば授業中に扱ったテキストの内容理解が不可欠とな

る。

【教科書】　The Rentier State/Beblawi, H et al. ed. :Croom Helm, 
１９８７，ISBN：０−７０９９−４１４４−７

【教科書・参考書に関する補足情報】　使用テキストは学年始めに

配布する。参考資料は授業中に提示する。

【成績評価の方法】　授業への取り組みを重視する。

【再試験の有無】　（なし）

【受講者へのメッセージ】　担当した部分については，指定された

授業時間に必ず訳すこと。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　中東関係の新聞記事

（日本語）を読むようにしてください。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）水島多喜男（３M０９，０８８−６５６−７１８８，
mizushima.takio@tokushima-u.ac.jp）
（メールアドレス）mizushima.takio@tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）授業後

【備考】　初回の授業のとき，受講者調整を行います。掲示を出し

ますので，それを必ず見ておいてください。

基礎英語講読Ⅰ 

English Reading I

２単位（選択必修）２年（前期）

清水真人

 
【授業の目的】　現代社会において，英語は国際的な共通語という

役割をもっており，英語で文献を読む能力はどのような分野に進

む学生にとっても必要になっている。いまや異文化を理解するだ

けでなく，自国の文化を外国に発信する場合も，英語の能力は重

要となっている。人文科学や社会科学分野の英語文献を読み，英

語の文章を読む力を身につけると同時に，それらの分野の基礎的

な知識を身につけることを目指す。基礎外国語基礎演習（英語）

Ⅰ・Ⅱで習得される英語の実用的な運用能力とも関連させて，英

語の文章を読む力を養う。

【授業の概要】　人文科学や社会科学分野の文献・資料を英語で読

み，英語の文章を読む基礎的読解力を身につけると同時に，それ

らの分野の基礎的な知識を身につける。具体的には，スポーツ科

学，国際経済学，環境政治学，哲学思想，現代日本文学，社会学

の分野に関する英語文献や英字新聞・インターネットの記事など

の資料を活用して英文を読む訓練を行う。英語文献を通じて人文

科学や社会科学などを広く学び，現代社会のさまざまな知識，考

え方を学ぶと共に，専門の基礎となる英語文献を読むための基礎

的読解力をつける。

【キーワード】　株式会社，ソーシャル・ビジネス，マイクロクレ

ジット，貧困撲滅

【到達目標】　広く英語の文章に親しみ，辞書を使えば普通程度の

専門書を理解できる読解力を身につけることを目指す。また多読，

精読なども行い，語彙力をつけることも目指す。

【授業の計画】　１．英文テキスト講読　２．英文テキスト講読　３．英

文テキスト講読　４．英文テキスト講読　５．英文テキスト講読　

６．英文テキスト講読　７．英文テキスト講読　８．英文テキスト

講読　９．英文テキスト講読　１０．英文テキスト講読　１１．英文

テキスト講読　１２．英文テキスト講読　１３．英文テキスト講読、

１４．英文テキスト講読　１５．英文テキスト購読　１６．総括授業

【教科書】　Creating a World Without Poverty： Social Business and 
the Future of Capitalism/Muhammad Yunus：PublicAffairs, 2009, 
ISBN：９７８１５８６４８６６７９
貧困のない世界を創る：ソーシャル・ビジネスと新しい資本主義

／ムハマド・ユヌス著，猪熊弘子訳，：早川書房，２００８，ISBN：
９７８４１５２０８９４４１

【教科書・参考書に関する補足情報】

１．本授業では，英語版と日本語版の双方を参照しながら講義を

進める予定である。
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２．また，時事問題に対する理解を深めるよう，Wall Street Journal
や Financial Times 等の記事を適宜配布し，解説を交えながら読

み進める予定である。

【成績評価の方法】　出席状況（５０％程度），授業における発言およ

び課題レポート（５０％程度）により評価する。

【再試験の有無】　再試験は行わない。

【受講者へのメッセージ】

１．本書を通じて，株式会社制度が私たちの生活に密接に関係し

ていることを学ぶとともに，現代資本主義が抱える問題につい

て考えてもらいたいと思っています。

２．英語版と日本語版のテキストを両方使用することで，英語力

と専門性の双方を身に付けることを目標とします。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　講義にて適宜アドバイ

スを行う。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）１号館中棟３階商法研究室

清水真人「部屋番号：３M０７，電話番号：０８８−６５６−７１７４（内線

２３７２），E-mail:shimizu@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）火曜日９・１０講時

基礎英語講読Ⅰ 

English Reading I

２単位（選択必修）２年（前期）

石田三千雄

 
【授業の目的】　現代社会において，英語は国際的な共通語という

役割をもっており，英語で文献を読む能力はどのような分野に進

む学生にとっても必要になっている。いまや異文化を理解するだ

けでなく，自国の文化を外国に発信する場合も，英語の能力は重

要となっている。人文科学や社会科学分野の英語文献を読み，英

語の文章を読む力を身につけると同時に，それらの分野の基礎的

な知識を身につけることを目指す。実用外国語基礎演習（英語）

Ⅰ・Ⅱで習得される英語の実用的な運用能力とも関連させて，英

語の文章を読む力を養う。

【授業の概要】　人文科学や社会科学分野の文献・資料を英語で読

み，英語の文章を読む基礎的読解力を身につけると同時に，それ

らの分野の基礎的な知識を身につける。具体的には，スポーツ科

学，国際経済学，商法，哲学思想，日本史，社会学の分野に関す

る英語文献や英字新聞・インターネットの記事などの資料を活用

して英文を読む訓練を行う。英語文献を通じて人文科学や社会科

学などを広く学び，現代社会のさまざまな知識，考え方を学ぶと

共に，専門の基礎となる英語文献を読むための基礎的読解力をつ

ける。

【キーワード】　英語読解力

【到達目標】　この授業では，外国語の基本的運用能力とそれに基

づく国際感覚を身につけることを目的とする。広く英語の文章に

親しみ，辞書を使えば普通程度の専門書を理解できる読解力を身

につけることを目指す。また多読，精読なども行い，語彙力をつ

けることも目指す。

【授業の計画】　哲学思想分野の英語文献・資料を読む。広い意味

での環境思想や環境倫理に関する英語文献を読み，環境思想や環

境倫理についての知識を身につける。今年度使用するテキストは，

Murray Bookchin and Dave Foreman, Defending the Earth, １９９１であ

る。

【教科書・参考書に関する補足情報】　その都度資料を配付する。

【成績評価の方法】　授業への取り組み，訳読，討論，レポートな

どを総合的に評価する。

【再試験の有無】　なし

【受講者へのメッセージ】　初回の授業のとき，受講者調整を行い

ます。掲示を出しますので，それを必ず見ておいてください。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　授業の前に，あらかじ

め資料を読んでおいてください。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）石田三千雄（総合科学部１号館１N１７，０８８−６５６
−７１４７，mishida@ias.tokushima-u.ac.jp）
（メールアドレス）mishida@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）水曜７・８講時

基礎英語講読Ⅰ 

English Reading I

２単位（選択必修）２年（前期）

田中智行

 
【授業の目的】　現代社会において，英語は国際的な共通語という

役割をもっており，英語で文献を読む能力はどのような分野に進

む学生にとっても必要になっている。いまや異文化を理解するだ

けでなく，自国の文化を外国に発信する場合も，英語の能力は重

要となっている。人文科学や社会科学分野の英語文献を読み，英

語の文章を読む力を身につけると同時に，それらの分野の基礎的

な知識を身につけることを目指す。基礎外国語基礎演習（英語）

Ⅰ・Ⅱで習得される英語の実用的な運用能力とも関連させて，英

語の文章を読む力を養う。

【授業の概要】　人文科学や社会科学分野の文献・資料を英語で読

み，英語の文章を読む基礎的読解力を身につけると同時に，それ

らの分野の基礎的な知識を身につける。具体的には，スポーツ科

学，国際経済学，商法，哲学思想，社会学，中国文学の分野に関

する英語文献や英字新聞・インターネットの記事などの資料を活

用して英文を読む訓練を行う。英語文献を通じて人文科学や社会

科学などを広く学び，現代社会のさまざまな知識，考え方を学ぶ

と共に，専門の基礎となる英語文献を読むための基礎的読解力を

つける。

【キーワード】　英語，講読，読解力

【到達目標】　１．広く英語の文章に親しみ，辞書を使えば普通程

度の専門書を理解できる読解力を身につけることを目指す。また

多読，精読なども行い，語彙力をつけることも目指す。

【授業の計画】

１．ガイダンス

２．中国古典文学に関する基礎知識を学ぶ

３．英語文献を講読する。取り上げる文献・資料としては，以下

のようなものを予定している。

４．中国古典文学の英訳―英訳で“漢文”を読む―

５．中国古典文学に関する英語論文―解釈に関わるもの―

６．その他，中国古典文学に関する英語文献を素材として進めた

い。

【教科書】　適宜配布する。

【参考書】　How to Read Chinese Poetry/Zong-qi Cai: Columbia 
University Press, 2007, ISBN：９７８０２３１１３９４１０

【教科書・参考書に関する補足情報】　テキストは Zong-qi Cai, 
HOW TO READ CHINESE POETRY を中心に，こちらで用意した

プリントを適宜配布して進める。杜甫の「春望」の解釈を題材に

律詩の読み方を論じる箇所を取り上げる予定。

【成績評価の方法】　授業への取り組み，課題などを総合的に評価

する。

【再試験の有無】　無

【受講者へのメッセージ】　取り上げるのは有名な「国破れて山河

在り」の句から始まる杜甫の「春望」ですが，高校までの漢文と

はかなり異なるアプローチです。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　ひたすら辞書を引くこ

と。その際には，英和辞典だけでなく国語辞典・漢和辞典なども

使うこと。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）田中智行（総合科学部１号館２N０６）
（メールアドレス）tomoyuki@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）いちおう水曜１０時３０分〜１２時とするが，随

時相談には応じる。事前にメールで連絡すること。

【備考】　初回の授業のとき，受講者調整を行います。掲示を出し

ますので，それを必ず見ておいてください。

基礎英語講読Ⅰ 

English Reading I

２単位（選択必修）２年（前期）

樋口直人

 
【授業の目的】　現代社会において，英語は国際的な共通語という

役割をもっており，英語で文献を読む能力はどのような分野に進
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む学生にとっても必要になっている。いまや異文化を理解するだ

けでなく，自国の文化を外国に発信する場合も，英語の能力は重

要となっている。人文科学や社会科学分野の英語文献を読み，英

語の文章を読む力を身につけると同時に，それらの分野の基礎的

な知識を身につけることを目指す。基礎外国語基礎演習（英語）

Ⅰ・Ⅱで習得される英語の実用的な運用能力とも関連させて，英

語の文章を読む力を養う。

【授業の概要】　人文科学や社会科学分野の文献・資料を英語で読

み，英語の文章を読む基礎的読解力を身につけると同時に，それ

らの分野の基礎的な知識を身につける。具体的には，スポーツ科

学，国際経済学，商法，哲学思想，現代日本史，社会学の分野に

関する英語文献や英字新聞・インターネットの記事などの資料を

活用して英文を読む訓練を行う。英語文献を通じて人文科学や社

会科学などを広く学び，現代社会のさまざまな知識，考え方を学

ぶと共に，専門の基礎となる英語文献を読むための基礎的読解力

をつける。

【キーワード】　生殖技術，生命倫理，中絶，遺伝子操作

【到達目標】　広く英語の文章に親しみ，辞書を使えば普通程度の

専門書を理解できる読解力を身につけることを目指す。また多読，

精読なども行い，語彙力をつけることも目指す。

【授業の計画】　次の分野の英語文献・資料を読む。使用するテキ

ストは，比較的やさしい文献とするが，専門的な内容の文献も使

用することがある。

　性と生殖に関わる英語文献（主に新聞記事）を読み，中絶や代

理母，遺伝子操作などに対する各国の捉え方の相違を理解する。

　その際，アメリカ，イギリスの代表的な新聞や雑誌から教材を

選択する。

【教科書・参考書に関する補足情報】　教科書・参考書は特になし。

必要な資料はこちらで配布するが，その訳を毎回きちんと全員が

やってくることを前提とする。やってこない場合には欠席扱いに

する。

【成績評価の方法】　平常点。無断欠席は２５点減点，当てられて

やっていない場合には１０点減点，欠席は課題を出さない限り１０

点減点。

【再試験の有無】　無

【受講者へのメッセージ】　単に英語を読むだけでなく，理解した

内容に対して自分なりの意見を持てるように授業を組んである。

文献を読むだけでは読みこなしたうちに入らず，それを理解した

うえで自らの血肉にするべく評価するプロセスを重視する。

語学は，一定の強制がなければなかなか学習しないし力もつかな

い。その意味で，読解力をつけたい学生向きの授業にしてある。

要求水準は高いが，それに見合った質の授業を提供するので，厳

しくても力をつけたい人に受講をお勧めする。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（メールアドレス）higuchinaoto@yahoo.co.jp
（オフィスアワー）木曜日昼休み

【備考】　初回の授業のとき，受講者調整を行います。掲示を出し

ますので，それを必ず見ておいてください。

基礎英語講読Ⅱ 

English Reading II

２単位（選択必修）２年（後期）

大沼正樹，石田啓祐，真壁和裕

 
【授業の目的】　英文で書かれた科学文献を読み，その内容を的確

に読み取る力を養う。

【授業の概要】　科学文献を読む際には「何がどこまで分かってい

るのか」，「現在，何が未解明の問題なのか」，「どのような方法で

得られたどのような結果から，何がどの程度の確度で分かったの

か」，「その研究に潜む問題点は何か」，「今後はどのような研究を

続行すべきなのか」などを的確に理解することが大切である。こ

の授業では，自らの研究を通じて科学の英語に接している教員

（大沼・石田・真壁）が，それぞれの研究分野（数学・地球科学・

生命科学）から題材を集め，英語で書かれた文献に対して上記の

ような力を養うべくトレーニングを行う。

【到達目標】　外国語の基本的運用能力の養成，およびそれを通じ

ての国際感覚の醸成と論理的文章を理解し書く能力の養成

【授業の計画】

概要説明と受講上の注意（大沼・石田・真壁）

大沼１：数字の読み方

大沼２：数式の読み方

大沼３：図形の表現

大沼４：数（自然数，実数等）について

大沼５：関数の極限について（その１）

大沼６：関数の極限について（その２）

大沼７：連続について（その１）

大沼８：連続について（その２）

大沼９：片側連続について（その１）

大沼１０：片側連続について（その２）

大沼１１：連続関数の性質について（その１）

大沼１２：連続関数の性質について（その２）

大沼１３：数列の極限について（その１）

大沼１４：数列の極限について（その２）

石田１：基礎１　基本構文（動詞の特性）

石田２：基礎２　基本構文（冠詞の使い分け）

石田３：基礎３　基本構文（複数）

石田４：基礎４　基本構文（形容詞・副詞）

石田５：基礎５　基本構文（接続詞）

石田６：基礎６　基本構文（比較・仮定法）

石田７：基礎７　基本構文（関係詞・前置詞）

石田８：応用１　長文読解（地球科学関連テキストより−１）

石田９：応用２　長文読解（地球科学関連テキストより−２）

石田１０：応用３　長文読解（地球科学関連テキストより−３）

石田１１：応用４　長文読解（地球科学関連テキストより−４）

石田１２：応用５　長文読解（地球科学関連テキストより−５）

石田１３：応用６　長文読解（地球科学関連テキストより−６）

石田１４：応用７　長文読解（地球科学関連テキストより−７）

真壁１：演習１（前置詞１）・解説１（時制）

真壁２：演習２（前置詞２）・解説２（仮定法）

真壁３：演習３（接続詞）・解説３（否定）

真壁４：演習４（動名詞・関係詞）・解説４（強調と倒置）

真壁５：演習５（句と節）・解説５（分詞構文）

真壁６：演習６（動詞１）・解説６（比較）

真壁７：演習７（動詞２）・解説７（it と物主構文）

真壁８：演習８（動詞３）・応用１（ノーベル賞論文の要旨とイン

トロ１：初期胚の遺伝的制御）

真壁９：演習９（形容詞）・応用２（ノーベル賞論文の要旨とイン

トロ２：細胞内輸送シグナル）

真壁１０：演習１０（副詞１）・応用３（ノーベル賞論文の要旨とイ

ントロ３：細胞周期制御因子）

真壁１１：演習１１（副詞２）・応用４（ノーベル賞論文の要旨とイ

ントロ４：プログラム細胞死）

真壁１２：演習１２（名詞１）・応用５（ノーベル賞論文の要旨とイ

ントロ５：嗅覚受容体）

真壁１３：演習１３（名詞２）・応用６（ノーベル賞論文の要旨とイ

ントロ６：RNA 干渉）

真壁１４：演習１４（名詞３）・応用７（ノーベル賞論文の要旨とイ

ントロ７：iPS 細胞）

最終回：総括（大沼・石田・真壁）

【教科書】　講義中に指示する。

【成績評価の方法】　予習してきた英文の和訳の発表による。

【受講者へのメッセージ】　第１回目の講義の時に３クラス合同の

ガイダンスを行いますので，必ず出席してください。その後，各

クラスに分かれて講義を行います。この講義においては，他の講

義科目以上に出席・受講態度も重要な評価ポイントになります。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　次回講義の部分の予習（単

語検索等）をすること。

実用外国語基礎演習（英語）総論 

Practical English (Basic)

（選択必修）２年（前期）

山内暁彦，吉岡宏祐，佐久間亮

 
【授業の目的】　現在のグローバル化した世界において，共通語の

地位を占めている英語を用いてコミュニケーションをおこなう能

力，さらには多様な英語媒体から情報を収集し，整理し，提示す

る能力は必須であろう。「実用外国語基礎演習（英語）」は，国際

文化コースのコース専門コア科目である「実用外国語演習（英語）」
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とあわせて，中学，高校，更には全学共通教育で培ってきた英語

の能力を，より実際的なコミュニケーションの道具として使える

レベルにまで高めることを目標とする。前期の基礎演習Ⅰでは，

日本語を介さずに英語を英語のままで聴いて理解するための基礎

トレーニングをおこなう。後期の基礎演習Ⅱでは，Ⅰでのトレー

ニングを踏まえて，多様な英語媒体から情報を収集，加工し，そ

れらをプレゼンテーションする訓練をおこなう。なお，基礎演習

でおこなわれるトレーニングは，TOEIC，TOEFL，英検などの資

格試験の準備にも有益である。受講者は与えられた課題をこなす

だけではなく，演習で提示されるトレーニングを自ら実践するこ

とが求められる。言うまでもなく，実用的な英語のレベル向上は，

日々の自発的トレーニング抜きには期待できない。この演習を刺

激として，英語によるコミュニケーション能力という一生の財産

となりうる確かな技能を身につけて欲しい。また，将来，海外協

定校などへの留学を希望する学生は，是非受講されるようお勧め

する。

【授業の概要】　基礎演習Ⅰ，Ⅱともに３クラス用意される。Ⅰは

一つが basic class，二つが advanced class である。受講可能なのは

３クラスあわせて７５名までとし，受講登録者がそれを超えた場合

は，抽選により人数調整を行う。受講クラスの決定は，Ⅰ（前期）

の場合は，初回の授業時に行う。いずれのクラスでも，ニュース，

ドキュメンタリー，映画，ドラマなどの音声視覚教材を駆使して，

発音ドリル，ディクテーション，シャドウイング（声を出して英

語を追いかける練習）など，現代の生きた英語を聴き，さらに英

語を話すための基本的な訓練がおこなわれる。Ⅱの３クラスは学

生番号順でクラス分けされる。それぞれのクラスで，ニュースト

ピックについて多様な英語媒体から情報を収集し，内容を要約し，

プレゼンテーションをする訓練などがおこなわれる。

【キーワード】　ディクテーション，リスニング，スピーキング，

プレゼンテーション

【到達目標】

１．実用的なコミュニケーション能力の基礎として，１）英語を英

語のまま理解する能力を養成する。２）多様な英語を聴き取る

能力を養成する。３）シャドウイングを通じて英語を滑らかに

口から出せるように訓練する。４）これらを通じて外国語の基

本的運用能力を養成する。５）英語媒体のニュースなどの情報

収集，加工を通じて，国際感覚の養成を目ざす。

【授業の計画】　１．個々の担当者のシラバスを参照すること。

【教科書】　個々の担当者のシラバスを参照すること。

【成績評価の方法】　平常点や期末試験の成績が評価に占める割合

も含めて，各担当教員のシラバスを参照すること。

【再試験の有無】　行わない。

【受講者へのメッセージ】　個々の担当者のシラバスを参照するこ

と。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

山内暁彦：１号館北棟２階２N１０　Tel：０８８−６５６−７１３２
吉岡宏祐：１号館北棟２階２N１４　Tel：０８８−６５６−７２４５
佐久間亮：１号館北棟２階２N２２　Tel：０８８−６５６−７１５２
（メールアドレス）

山内暁彦：yamauchi@ias.tokushima-u.ac.jp
吉岡宏祐：yoshioka.koyu@tokushima-u.ac.jp
佐久間亮：sakuma@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）

山内暁彦：金曜日　１２時〜１３時

吉岡宏祐：水曜日　１４時〜１５時

佐久間亮：火曜日　１２時〜１３時

実用外国語基礎演習Ⅰ（英語） 

Practical English (Basic) I

２単位（選択必修）２年（前期）

山内暁彦

 
【授業の目的】　全学共通教育段階までに蓄積してきている英語運

用能力を増進するための訓練を行なう。

【授業の概要】　BBC のニュースを用いて作成された DVD 付きの

教材を利用し，映像をも援用しながら，スクリプトの穴埋め，内

容把握，語彙の習得等の練習により，聴き取りによる内容理解力

を高めて行く。

【キーワード】　リスニング，時事英語，BBC
【到達目標】　英語のニュースを聴いて即座に内容を把握できる聴

解力を身につけること。

【授業の計画】

１．Class Division & Pre-Test
２．Unit1：The Queen: Patron of the Arts
３．Unit2：Finding British Food in France
４．Unit3：Facebook and Free Speech
５．Unit4：The Stonehenge Site
６．Unit5：Muslim Dress
７．Class Test1（Unit1-5）
８．Unit6：The Death of the Book?
９．Unit7：A Day Trip to Derry?
１０．Unit8：Bringing Back the Bees
１１．Unit9：Becoming British Citizens
１２．Unit10：At Home with Dementia
１３．Unit11：The Price of Parking
１４．Class Test2（Unit6-11）
１５．Final Test
１６．Review
【教科書】　DVD で 学 ぶ BBC ニ ュ ー ス の 英 語 １ ／ Dominic 
Cheetham ／武岡由樹子／田村真弓／浦口理麻　編著：金星堂，

２０１４，ISBN：９７８４７６４７３９７５
【成績評価の方法】　Class Tests 1&2: ５０％, Final Test: ５０％
【再試験の有無】　行わない。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　教材付属の DVD の音

声を繰り返し良く聞いてから授業に臨むと良い。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）総合科学部１号館北棟２階　２N１０，Tel：０８８−
６５６−７１３２

（メールアドレス）yamauchi@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）金曜日　１２時〜１３時

実用外国語基礎演習Ⅰ（英語） 

Practical English (Basic) I

２単位（選択必修）２年（前期）

吉岡宏祐

 
【授業の目的】　グローバリゼーションが進展する現代の世界にお

いては，多様な文化・信条・背景を持った人々との相互作用がま

すます重要となってきている。このような現状において，今求め

られているのは，コミュニケーション・ツールとしての英語運用

能力の獲得であるといっても過言ではないであろう。本授業では，

とりわけ，英語ニュースを聴いて，これを理解する力を高めるこ

とを目的とする。

【授業の概要】　CBS で放送されたニュースを扱ったテキストを

使用する。その際，DVD を視聴することによって，映像を手掛か

りに，聴き取りによる内容理解力を高めていく。加えて，ディク

テーションならびに語彙の習得を通じて，理解力を高める際の一

助とする。

【キーワード】　英語ディクテーション

【到達目標】　英語ニュースを聴いて即座に内容を把握できる聴解

力を身につける。

【授業の計画】

１．Introduction
２．Unit1：Addicted to Your Smartphone?
３．Unit2：Tutoring for Tots
４．Unit3：Corporate Wellness Programs Gaining Popularity
５．Unit4：Are Kids Hurt When Moms Work?
６．Unit5：New Graphic Warnings for Cigarette Smokers
７．Unit6：Silicon Valley School: No Computers in Classrooms
８．Unit7：Buzz Words: "Skinny" the Latest to Catch On
９．Unit8：Learning Small Talk
１０．Unit9：Happy Meal Ads Target Kids
１１．Unit10：Internships - Are They Worth It?
１２．Unit11：Happiness 101
１３．Unit12：Therapy Dogs Help the Sick
１４．Class Test (Unit1-12)
１５．Final Test
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１６．Review
【教科書】　CBS News Break ／熊井信弘／ Stephen Timson：成美堂，

２０１３，ISBN：９７８４７９１９１２８７２
【成 績 評 価 の 方 法】　Weekly Assignment ４０％， Class Test ３０％， 
Final Test ３０％

【再試験の有無】　なし

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）吉岡宏祐（２N１４，Tel：０８８−６５６−７２４５）
（メールアドレス）yoshioka.koyu@tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）水曜日１４：００〜１５：００

実用外国語基礎演習Ⅰ（英語） 

Practical English (Basic) I

２単位（選択必修）２年（前期）

佐久間亮

 
【授業の目的】　『実用外国語基礎演習（英語）　総論』を参照のこ

と。

【授業の概要】　英語を聴き，話し，そして英文を英語の論理で読

むために必須の基礎トレーニングをおこないます。素材として

ニュースやドキュメンタリなど身近で，時事的なものを用います。

比較的最近の話題ならば，耳から聴く音とその意味との関連付け

が容易なので，その分だけ英語の音を意味をもつ音のつながりと

して体になじませるトレーニングを容易におこなえるからです。

また，将来「英語で勉強する」（「英語を勉強する」ではなくて）　

ための基礎訓練をすることもここでは意識しています。トレーニ

ングメニューは以下の通りです。　a．音に慣れるトレーニング

（カタカナ英語の払拭，音の連結や脱落に慣れる）　として，ディ

クテーション（書き下し）　b．英語を英語のまま理解する回路を

頭の中に作り上げるトレーニングとして，意味をもったかたまり

（phrases）　ごとに，文頭から理解していく練習をします。英語の

論理は核心部分を先に述べて，その説明を次々に追加していくと

いうものです。最後を知って初めて全体の意味が分かる日本語の

論理とは根本的に異なります。そのことを体得するために，以下

のメニューで b のトレーニングをします。１）スクリプトの速読

（かたまりごとにスラッシュをいれ，文頭から理解するトレーニ

ング）　２）スクリプトを見ながら，シャドウイング（発音のト

レーニングを兼ねる）　３）スクリプトを見ないで，シャドウイン

グ（文字に頼らないで英語を話すトレーニングとしてきわめて重

要です）。

【キーワード】　authentic English, dictation, shadowing, BBC news
【関連／科目】　『実用外国語基礎演習Ⅱ（英語）［Practical English 
（Basic）II］』，『実 用 外 国 語 演 習（英 語）［Practical English 
（Advanced）］』，『実 用 外 国 語 演 習（英 語）［Practical English 
（Advanced）］』，『実 用 外 国 語 演 習（英 語）［Practical English 
（Advanced）］』，『実 用 外 国 語 演 習（英 語）［Practical English 
（Advanced）］』
【到達目標】　国際社会で活躍する能力の養成，海外の大学への派

遣留学に必要な英語力の養成，外国語の基本的運用能力の養成，

国際感覚の醸成

【授業の計画】

１．上記 a，bのトレーニングを毎回おこないます。具体的には↓

２．毎回，５分前後の素材を音声あるいは映像で呈示し，テーマ，

おおまかな内容について英語で議論します

３．次回までの宿題としてそのディクテーション（スクリプトを

作ること）　を課します。

４．ディクテーションの成果を確認し，さらに文法なことがら，

語彙も含めて内容の分析をします。

５．さらに次回までに自宅でシャドウイングしてくる（最初は一

部分からはじめる）

６．「NHK　ワールドニュース」からはじめて，順に「BBC」，
「ABC」などネイティブ向けの authentic　なニュースへと移行し

ていきます。

【教科書・参考書に関する補足情報】　教科書は使用せず，音声 or
ビデオ素材を配布します。各自，USB 接続のメモリ（MP ３の音

声ファイルと MPEG　のビデオ素材を保存できるもの）を用意す

ること。携帯プレーヤーになっているものが望ましい。６４MB 以

上のものを用意するようにしてください。，なお，受講に際し，英

英辞典を必ず用意し，活用するように（日本語を媒介としない英

文の理解，聞き取りに必須のアイテムです）。COBUILD English 
Dictionary (Collins) を推奨します。電子辞書でもでています。

【成績評価の方法】　演習中や自宅でのトレーニングの達成度など

の平常評価（３０％）と期末試験の結果（７０％）を併用する。

【再試験の有無】　『実用外国語基礎演習（英語）　総論』を参照

【受講者へのメッセージ】　英語でコミュニケーションが出来るよ

うになる上で，突破すべき最初の壁がリスニングです。これは，

どれだけ多くの英語を「意識的して」聴き込むかにかかっていま

す。この演習は，担当教員が日々行っているトレーニングの一端

をお見せすることで，皆さん個々のトレーニング方法を確立する

手助けとすることをねらいとしています。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　すでに記したように，

この演習は担当教員自身が日々行っているトレーニングの一端を

お見せすることで，皆さん個々のトレーニング方法を確立する手

助けとすることをねらいとしています。基本的なリスニング能力

の確立は，演習時間外でいかに集中して，意識的に聴き込むかに

かかっています。毎回の演習の度に，ディクテーション，シャ

ドーウィングの宿題を出しますが，課された以上に，少しでも多

く聴き込むよう心がけてください。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）佐久間亮（２N２２，６５６−７１５２）
（メールアドレス）sakuma@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）火曜１２時〜１３時　佐久間研究室（１号館北

棟２ F）

実用外国語基礎演習Ⅰ（ドイツ語） 

Practical German (Basic) I

２単位（選択必修）２年（前期）

井戸慶治

 
【授業の目的】　全学共通教育の全学共通教育のドイツ語で習得し

た知識を基礎として，初級文法の不足している部分を補いながら，

より実用的なレベルをめざす。今後の授業やゼミでドイツ語と関

わる可能性があるか，ドイツ語やドイツ語圏の文化などに関心を

持つ受講生の，さらなる自律的学習のための基礎固め・橋渡しと

なれば幸いである。また，折に触れてドイツ語圏の文化や事情を，

視聴覚教材などを用いて紹介するが，このことは英語圏の知識に

偏らない健全な国際感覚を持つために有益であろう。

【授業の概要】　この授業は，１）専門の授業においてドイツ語を必

要とするので，ドイツ語をメインにして「実用外国語演習」を履

修したい，または２）ドイツ語またはドイツ語圏一般に関心があ

り，１年間履修したドイツ語の知識をより確実なものにしたい，

という受講生のための授業である。全学共通教育のドイツ語を履

修ずみで，ドイツ語圏の言語や文化・社会に関心を持つ人であれ

ば，所属学科・コースにかかわらず受講を歓迎する。ただし，他

の外国語との関連で単位に関する制約があるので，下の「注意」

を参照のこと。

【到達目標】　ドイツ語初級文法の復習と補完（接続法まで）をお

こなう。

　ドイツ語の基本的な表現を習得し，辞書を用いて比較的容易な

ドイツを読み，作文することができるようになること。

　ドイツ語圏の事情や文化に触れる。

【授業の計画】　１年次に習った内容は受講クラスによって多少異

なるため，具体的な内容や進度，取り上げるテキストについては，

最初の授業でおこなう既習事項に関する簡単なアンケートを参考

にして，受講生のレベルや関心に応じて決定する。

　以下は，取り扱う文法事項という観点から記述した授業計画の

一例と考えてもらいたい。

１−５回目：ガイダンス，発音，現在人称変化，冠詞（類）の格

変化などの復習。

６−１０回目：話法の助動詞，未来，過去，現在完了など。

１１−１５回目：関係代名詞，受動，接続法など。

【教科書】　何か一冊に決めて購入するか，必要に応じてプリント

を配布する。４月初め頃の授業で決定する。

【参考書】　必要に応じて視聴覚教材や参考文献，あるいはそれか

らのコピーを提示する。

【成績評価の方法】　平常点（授業中の発表や教員とのやりとりに

対する評価）が中心になるが，他に，筆記の課題を課すこともあ

る。また，前回の授業で習った（あるいは復習した）基本的な暗



−１４９−

記事項などについて，小テストをおこなう。

【再試験の有無】　なし。

【受講者へのメッセージ】　以下の点に注意が必要である。学部共

通の選択必修 B は，卒業に必要な単位としては上限４単位という

制限がある。また，英語，フランス語などの同種の授業と同じ時

間帯に開講されているので，これらと同じ年度に履修することは

できない。年度をずらして複数の外国語を受講したとしても，

「卒業に有効な」単位として算定されるのは，いずれかひとつだけ

である。もちろん，「卒業に有効な」単位にならなくても，受講す

ることはできるし，「せっかく１年間学んだのだからもっとしっ

かり学びたい」という気持ちはもっともであり，そのような受講

生向けにも開設された授業である。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　課題をしっかりと果た

すこと。さらにドイツ語を本格的に学びたい人は，できるだけ多

くの時間，ドイツ語に触れるようにしてください。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）Tel：０８８−６５６−７１３８，E-mail: ido@ias.tokushima-
u.ac.jp
（メールアドレス）ido@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）火曜日１６−１７時（第一火曜日は１６：３０まで），

場所は総合科学部３号館１階スタジオ隅の学習支援室

実用外国語基礎演習Ⅰ（フランス語） 

Practical French (Basic) I

２単位（選択必修）２年（前期）

田中　佳

 
【授業の目的】　異文化（広い意味で自分とは異なるものすべて）

に触れ，理解しようとすることは，多大なるエネルギーを要しま

す。「常識」と思っていたものが覆され，発想の根本的な転換が迫

られることもしばしばです。しかしその経験が，人生に幅をもた

らしてくれることも事実です。フランス語と文化に関する知識を

深め，フランス語の総合的・実践的な運用能力を高めながら，普

段の日本語生活からは見えてこない新しい世界を知ることがこの

授業の目的です。

【授業の概要】　フランス語入門・初級で学習した文法事項を復習

しながら，フランス語の基本的な知識を定着させ，実際に使える

ようにしていきます。原則として教科書に沿って進めていきます。

使用する教科書には，会話練習から文法事項の復習，関連語彙，

読解テキストまでが総合的に組み込まれていますが，必要に応じ

て作文や聞き取りの練習も採り入れ，映像資料も使っていきます。

【キーワード】　フランス語

【先行／科目】　『フランス語入門［Introductory French］』，『フラン

ス語入門［Introductory French］』，『フランス語初級［Elementary 
French］』，『フランス語初級［Elementary French］』

【関連／科目】　『実用外国語基礎演習Ⅱ（フランス語）［Practical 
French (Basic) Ⅱ］』，『実用フランス語演習Ⅲ［Seminar on Practical 
French Ⅲ］』，『フランス語圏文化論［French Culture］』

【到達目標】

�　本講義は，外国語の基本的運用能力を養成することを目的と

しています。

�　「フランス語入門」や「フランス語初級」で修得した知識を確

実なものとし，より実践的な場面で活用できるようにすること。

個々の関心に応じた情報収集をフランス語でできるようにする

こと。

【授業の計画】　※受講生の人数や希望に適宜柔軟に対応していき

ます。

　１，オリエンテーション　２，疑問の表現　３，情報を得る　４，料

理に関する表現　５，意見を言う　６，応用練習　７，提案する　８，自

然を愛でる　９，賛成・反対の表現　１０，応用練習　１１，仮定の

表現　１２，人物について述べる　１３，間接話法と時制の一致　

１４，応用練習　１５，試験　１６，総括

【教科書】　パショネマン２／阿南婦美代ほか：第三書房，２０１０，

ISBN：９７９４８０８６２１８５８
【参考書】　授業の中で適宜紹介する。

【教科書・参考書に関する補足情報】　毎回，辞書を持参のこと。

【成績評価の方法】　平常点（教室での発言，課題，小テストなど）

と学期末試験の結果を総合的に判断する。

【再試験の有無】　再試験は行わない。

【受講者へのメッセージ】　語学習得の近道は，まず何より楽しむ

こと，そして復習と反復練習です。授業中は，指示されなくても

積極的に発音・発言し，何でも質問してください。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　復習と課題を怠らない

ことが一番大事です。またテレビや雑誌やインターネットなどを

通じて，フランス関係の情報には簡単にアクセスできますので，

積極的に活用して下さい。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）田中　佳　２N２４　電話番号０８８−６５６−７１３５

（メールアドレス）kei.tanaka@tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）金曜５・６講時

実用外国語基礎演習Ⅰ（中国語） 

Practical Chinese (Basic) I

２単位（選択必修）２年（前期）

葭森健介

 
【授業の目的】　全学共通教育中国語初級で身につけた中国語の能

力を高め，実用として使いこなす事のできるよう，読解と聞き取

りを中心にトレーニングを行う。

【授業の概要】　この授業では教材に現代中国の社会や文化に関す

る記事を取り上げ，時事や現代文化に関する語彙力と速読の能力

を養成する。前期は市販の教科書を使って，最新の中国について

の記事を扱う。また，記事に関係して，中国の放送番組によるビ

デオ教材も用い，聞き取りの力も養成する。

【キーワード】　中国語，　時事問題，　現代中国

【到達目標】　１．中国語の新聞やインターネットの記事が辞書を

引いて読めること。指定する基本単語及び基本表現を覚え使いこ

なせることを目標とする。

【授業の計画】

１．中国語入門・初級の復習−表現と単語−　２．中国語入門・初

級の復習−文法−　３．時事中国語を読むための基礎　４．中国の

ノーベル文学賞作家　５．国家元首のファッション　６．本にキス

する少女　７．一人っ子同士の結婚生活　８．中国語表現の復習　

９．PM２.５に悩む中国　１０．一人一人が文明の使者　１１．中国の

映画事情　１２．国道３８１号線−ラサから上海へ　１３．中国語の

ネットをのぞく　１４．文法のまとめ　１５．期末試験　１６．総括

【教科書】　セレクト８時事中国語２０１４／三潴正道・陳祖 ：朝

日出版，２０１２，ISBN：９７８−４−２５５−４５２５２−，１６００円（税

別）

【参考書】　１年次に使用した辞書及び中国語のテキストを必ず持

参のこと。

【成績評価の方法】　授業での発表，小テストと学期末テストの点

数を総合して行う。

【再試験の有無】　原則無し。ただし受講態度・日常の努力の度合

いをみて再試験を行うこともある。

【受講者へのメッセージ】　共通教育で中国語入門・初級または中

国語４単位を履修済み，あるいはそれに相当する中国語能力を有

していることが絶対条件である。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）葭森健介（総合科学部１号館２N０５　Tel：６５６−
７１５６

（メールアドレス）yosimori@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）月曜日：１４：３０〜１５：３０

実用外国語基礎演習Ⅱ（英語） 

Practical English (Basic) II

２単位（選択必修）２年（後期）

スティーヴンズ　メリディス，早内ジュディス，

パトリック　ジェフリー，佐久間亮，山内暁彦

 
【授業の目的】　To read and listen to current events, and discuss and 
present them to the class in English.
　To learn the vocabulary necessary to understand the news.

【授業の概要】　Students will research a news event each week, 
summarize it in a diary entry and provide a personal response to the 
event. Each week five students will give a five minute oral presentation 
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on the news event. The current event may be obtained from any news 
website in English. Students will be encouraged to consult websites 
from a range of countries such as New Zealand, Canada, Australia, 
South Africa and Singapore.

【キーワード】　Current Events
【授業の計画】　Students will be provided with a summary of the 
events which have happened in the previous week. New vocabulary 
will be explained. Students will respond to the events in pairs, and then 
discuss them with the class.
　Three students will then make presentations on the news stories they 
have been following that week.

【教科書・参考書に関する補足情報】

http://www.bbc.co.uk/news/also_in_the_news/
【成績評価の方法】　Class Presentations
Final Presentation
Current Events Portfolio

【再試験の有無】　Only possible with a medical certificate.
【受講者へのメッセージ】　Do not simply listen to the news 
passively, but rather try to notice the unfamiliar expressions, and try to 
use them yourself.

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　Please listen to the news 
in English from a news website for about twenty minutes every day. 
Keep a note of new vocabulary and collocations and try and use them 
for yourself.

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）２NO３，０８８−６５６−７１３３
（メールアドレス）meredith@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）Fri ２．３５−４．０５

実用外国語基礎演習Ⅱ（ドイツ語） 

Practical German (Basic) II

２単位（選択必修）２年（後期）

依岡隆児

 
【授業の目的】　初級から中級程度のドイツ語を読め，簡単なドイ

ツ語が運用できるようにする

【授業の概要】　実用ドイツ語をブラッシュアップし，読む・書く

の技能を中心に，中級程度のレベルを目指す。書くためにも，読

むトレーニングは不可欠である。中級程度の教科書を適宜使用し

ながら，多様なドイツ語に触れられるようにする。

【キーワード】　ドイツ語，実用外国語，比較文化

【到達目標】

１．初級から中級程度のドイツ語が読め，簡単なドイツ語を実際

に運用できる技能を身につけること。

２．外国語の基本的運用能力と国際感覚の醸成。

【授業の計画】

１．ガイダンス

２．初級から中級程度のテキストの読解

　　ドイツ案内，「ファンタジー」に関するテキスト，ミヒャエル・

エンデの『モモ』『はてしない物語』，日独比較文化に関するテ

キストを使用

３．背景の文化・社会についての理解を深めるためのビデオ鑑賞

【教科書】　ドイツ案内や，「ファンタジー」に関するテキスト，日

独比較文化的視点で書かれたテキストを適宜使用。

【教科書・参考書に関する補足情報】　ドイツ案内や「ファンタ

ジー」に関する文章やミヒャエル・エンデの『モモ』『はてしな物

語』のテキストなどのプリントを，適宜，配ります。

【成績評価の方法】　授業への取り組みにもとづいて総合的に評価

します。

【再試験の有無】　無

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　次回分のテキストは事

前に目を通して，音読できるようにしておくこと。また一度やっ

た箇所は，何度も復習すること。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）依岡隆児　１号館２階，０８８（６５６）７１４３

（メールアドレス）yorioka@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）火曜日１２時から１２時５０分

実用外国語基礎演習Ⅱ（フランス語） 

Practical French (Basic) II

２単位（選択必修）２年（後期）

田島俊郎

 
【授業の目的】　大人になって始めた外国語について，仕方がない

ことなのだけれど悔しいのは，実際の知的レベルよりずっと低い

こともわからなかったり言えなかったりすることです。母国語

だったら小学生にも言えるようなことも，語彙が足りないために

わからない，うまく言えない。そんなフラストレーションを感じ

てしまいます。　そろそろフランス語の雰囲気はつかめたという

君。語彙を増やすためには，そろそろ自分の知的レベルにあった

ものを読み始めよう。聞き話せるようになるためにも，読んでこ

とばの奥にあるもののとらえ方考え方に慣れるようにしよう。

【授業の概要】　フランス語で読み，フランス語で発信する世界。

【キーワード】　フランス語

【到達目標】

�　本講義は，外国語の基本的運用能力を養成することを目的と

しています。

�　外国の事情をフランス語で情報収集できる能力と，日本の事

情をフランス語で発信する能力の獲得。

【授業の計画】

１．音声や動画を使って聞き取り，発音する能力を訓練します。

音声教材としてはフランスのニュースや映画などの現在進行中

の題材も使うようにします。

２．音声や動画を使って聞き取り，発音する能力を訓練します。

３．音声や動画を使って聞き取り，発音する能力を訓練します。

４．音声や動画を使って聞き取り，発音する能力を訓練します。

５．音声や動画を使って聞き取り，発音する能力を訓練します。

６．音声や動画を使って聞き取り，発音する能力を訓練します。

７．フランスの中学や高校の，公民や哲学，歴史の教科書などか

ら抜粋したさまざまのトピックを読んで語彙を身につけます。

８．例えば「人権」や「差別」や「知」や「宗教」や「失業」な

どの語彙を身につけます。

９．例えば「人権」や「差別」や「知」や「宗教」や「失業」な

どの語彙を身につけます。

１０．例えば「人権」や「差別」や「知」や「宗教」や「失業」な

どの語彙を身につけます。

１１．例えば「人権」や「差別」や「知」や「宗教」や「失業」な

どの語彙を身につけます。

１２．思考方法は言語に規定されてしまう部分もある。いかにわれ

われが日本の文化に寄りかかって議論を組み立てているか，外

国語で読み，外国語で話す際，議論する時に気づかされること

もあります。外国語の議論を理解するためにこちらの想像力を

動員する必要もあります。そういったことも含めて考えましょ

う。

１３．思考方法は言語に規定されてしまう部分もあることも含めて

考えましょう。

１４．思考方法は言語に規定されてしまう部分もあることも含めて

考えましょう。

１５．思考方法は言語に規定されてしまう部分もあることも含めて

考えましょう。

１６．思考方法は言語に規定されてしまう部分もあることも含めて

考えましょう。

【教科書】　コピーや音声素材を配布します。

【参考書】　フランス語入門や初級で使用した教科書など

【成績評価の方法】　出席および授業中の発言を重視します。

【再試験の有無】　行いません

【受講者へのメッセージ】　全学共通教育のフランス語基礎および

初級の単位を修得しているか，それと同等以上のフランス語能力

が必要。

【WEB ページ】

http://web.ias.tokushima-u.ac.jp/ob/francais/index.html
【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）田島俊郎　２N０８　０８８−６５６−７１４４
（メールアドレス）tajima@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）木曜日１２時〜１３時　２N０８（総合科学部１号

館北棟２階）
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実用外国語基礎演習Ⅱ（中国語） 

Practical Chinese (Basic) II

２単位（選択必修）２年（後期）

邵　迎建

 
【授業の目的】　１．確実に中国語の実力を身につけ，実用レベル

に到達します。初級中国語で学んだ文法の基礎の上に立って，名

文に触れ，ことばの感性を育てながら，語彙を増やし，表現を豊

かにします。中国語力を高めることを目指します。

【授業の概要】　名作を読解します。朗読，翻訳をした後，言い回

しや文型を用いて作文の練習をします。

【キーワード】　朗読　理解　活用

【到達目標】　確実に中国語の実力を身につけ，実用レベルに到達

します。

【授業の計画】

１．ガイダンス

２．第一課　「打電話」を朗読，翻訳

３．作文練習

４．第二課「弯弯的月亮」を朗読，翻訳

５．作文練習

６．第三課「誠」を朗読，翻訳

７．作文練習

８．第四課「改詞儿」を朗読，翻訳

９．作文練習

１０．第五課「叫我一声」を朗読，翻訳

１１．作文練習

１２．第六課「愛好」を朗読，翻訳

１３．作文練習

１４．第七課「軍犬�子」

１５．期末試験（『人民日報』のコラムを翻訳する，辞書持込可）。

１６．なお，より詳細な授業計画は第一回の授業で説明するので，

必ず出席すること。

【教科書】　心あたたまる短い小説１０選／渡辺晴夫・大川完三郎：

同学社，２００６，ISBN：４８１０２０７５８７，￥２３００円（税別）

辞書については授業で指示する（必ず購入すること）。

【成績評価の方法】　平常点及び期末試験により綜合的に評価する。

【再試験の有無】　無

【受講者へのメッセージ】　授業時間の二倍を使って，予習，復習

をしましょう。欠席・遅刻はしないこと（特に第一回目はガイダ

ンスなので必ず出席すること）。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）１号館　中国文学・文化研究室２N１９　Tel：（０８８）
６５６−７１４６　E-mail:shaoyingjian@yahoo.co.jp
（メールアドレス）yingjian@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）水曜日１２：００−１３：００

キャリアプラン 

Career Plan

２単位（選択必修）２年（前期）

平井松午，大渕　朗，田中徳一，山野明美

 
【授業の目的】　自分のキャリアデザインにあった仕事をリサーチ

するための素養を養うとともに，就業力に不可欠な日本語力，コ

ミュニケーション力およびプレゼンテーション力の向上を図る。

【授業の概要】　まず徳島大学の進路情報と合わせて就職環境の変

化など，就職環境全般の知識を習得する。次に種々の分野の職業

人によるジョブリサーチ講座が実施される。次いで，就業力に重

要な日本語力，コミュニケーション力を向上させるための演習を

実施する。またアクティブラーニングの一環として，経済新聞を

用いて情報収集・取りまとめをするとともに，全員の前でプレゼ

ンテーションを行う。第９，１５回の授業時にそれぞれレポート課

題が出される。なお各回の学習内容の要点等はweb版キャリア学

習ポートフォリオに記入し，授業終了後にキャリア教育担当教員

のチェックを受ける。

【キーワード】　ジョブリサーチ，日本語力，コミュニケーション

力，プレゼンテーション力，ポートフォリオ

【先行／科目】　キャリアプラン入門Ⅰ，キャリアプラン入門Ⅱ

【到達目標】　ジョブリサーチのための素養，ならびに就業力に最

低限必要な日本語力・コミュニケーション力・プレゼンテーショ

ン力を身に付けるとともに，キャリア学習ポートフォリオ作成を

通して自らのキャリアプランを自主的に進めることができる。

【授業の計画】

１　ガイダンス

２　徳島大学の進路情報

３　キャリアプラン体験講座（１．考え方）

４　キャリアプラン体験講座（２．事例紹介）

５　自らのキャリアプラン・ライフプランを考える

６　ジョブリサーチ講座⑴

７　ジョブリサーチ講座⑵

８　発表資料進捗確認・指導

９　ジョブリサーチ講座⑶／レポ（１／２）

１０　日本語力（エントリーシート）演習

１１　コミュニケーション演習

１２　発表用資料整理・分析取り纏め

１３　プレゼンテーション演習⑴

１４　プレゼンテーション演習⑵

１５　プレゼンテーション演習⑶／レポ（２／２）

【教科書】　各講師よりその都度提示された書籍等は自発的に読ん

でレポートにまとめることが望ましい。

【成績評価の方法】　到達目標の達成度を，レポート２回分のレ

ポートとキャリア学習ポートフォリオの進捗状況により評価する。

各レポート評価の合計（１００点満点）が６０点以上を合格とする。

【受講者へのメッセージ】　必ず出席し，レポート提出は期限厳守

のこと。キャリア学習ポートフォリオを継続的に作成すること。

短期インターンシップ 

Short Term Internship

２単位（選択必修）３年（前期）

山野明美

 
【授業の目的】　学生が，在学中に企業や団体の実務の現場で，仕

事を通して自己実現を図り，職業観・人生観の育成を行い，自ら

の専門能力向上にもつなげられること。インターンシップの意義

とは，①自主性・独創性のある人材育成②理論の実践による学習

効果の向上③企業が求める人材要件の明確化がある。学生にとっ

ての意義は，「社会人として働くということはどのような事なの

かを知る」「自分がどういう職業や業種に向いているのかを選択す

るための経験」「今後の学生生活の目標を明確にする」「就職希望

である業種の実情を知りたい」「社会経験を通じて自分に足りない

能力を見つける」などがあげられる。

【授業の概要】　①インターンシップとは，企業・行政機関・公益

法人・団体等における実習・研修的な就業体験を通じて，自らの

将来計画におけるキャリア・デザインについて考える授業である。

②前半の事前学習では，学外研修の準備としてのコミュニケー

ション・マナー，守秘義務等法律知識等を修得する。また，各種

企業からゲストスピーカーを招聘し，社会人・企業人として望ま

れる人材ならびに学生の見方について学ぶ。③後半では，７月〜

９月の間に，各自５日間程度の学外研修を受ける。④社会の一員

としてのマナーや責任感や厳しさを体験することにより，自己啓

発の機会を得る。

【キーワード】　事前学習，学外研修，インターンシップ，ビジネ

ス・マナー，キャリア・デザイン

【到達目標】　①事前学習により，社会人として必要なマナーとビ

ジネス・コミュニケーションを理解し，社会人，職業人として相

応しい行動がとれる。②学外研修で実習テーマの内容を理解する

とともに，課題解決に努め，これらの内容を報告書にまとめる能

力を養う。

【授業の計画】

１．ガイダンス

２．事前学習：インターンシップの意義・目的

３．事前学習：インターンシップ受入団体講演⑴

４．事前学習：インターンシップ受入団体講演⑵

５．事前学習：社会人としての必要な法律知識

６．事前学習：社会人としての必要なビジネス・マナー（小テス

ト）

７．事前学習：インターンシップ申し込み等の文章指導
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８．事前学習：参加のための各種必要書類の作成

９．事前学習：お礼状や報告書の作成法指導（レポート）

１０．学外研修：⑴研修，日誌（授業コメント）作成

１１．学外研修：⑵研修，日誌（授業コメント）作成

１２．学外研修：⑶研修，日誌（授業コメント）作成

１３．学外研修：⑷研修，日誌（授業コメント）作成

１４．学外研修：⑸研修，日誌（授業コメント）作成

１５．学外研修：⑹講評とまとめ（報告書）

【教科書・参考書に関する補足情報】　初回講義時に，テキストと

して本学作成の「インターンシップ・ハンドブック」を配布する

予定。

【成績評価の方法】　事前学習（１〜９回）で出席を２／３未満の

場合は成績評価の対象にならない。到達目標の達成度を，小テス

ト（２０点）：レポート（３０点）：報告書（５０点）により評価する。

なお，学外研修先の評価も参考とする。合計（１００点満点）が６０

点以上を合格とする。

【再試験の有無】　なし

【受講者へのメッセージ】　キャリアプラン入門Ⅰ・Ⅱを履修して

いること（編入生は除外）。事前学習（１〜９回）を受講しなけれ

ば学外研修を受けることができない。学外研修の日誌をポート

フォリオの授業コメント欄に記載しておき，それを参考にポート

フォリオの報告書を完成させる。レポートおよび報告書は提出締

切厳守。学外研修の日程と集中講義の日程が重ならないように注

意しておく。学外研修先は，キャリア支援センター紹介・学科紹

介および自由応募先のいずれかとする。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

山野明美

部屋番号：総合科学部１号館３M１２　キャリア教育推進室

Tel：０８８−６５６−９３２１
（メールアドレス）

E-mail:yamano@tokushima-u.ac.jp
【備考】　インターンシップに参加する際には，何を学びたいのか，

何を中心課題とするのかなどの具体的な視点や課題をもって臨む

こと。また，「知っている」「わかる」から「できる」姿勢で臨む。

一例として「あいさつ」がある。つまり，物事に取り組む際の主

体性の発揮とコミュニケーション力（発信力・傾聴力）の強化を

図ること。さらに，課題発見・発想力強化に役立つことができる

ようにする。「短期インターンシップ」を通じて，得たいものは何

か，思い浮かんだ言葉やキーワードを文字でマッピングしてみる。

安易な取り組みに成果は期待できない。就職したい企業，希望の

職種，必要な能力は何か。インターンシップは，それを探る機会

となる。 
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単位数等授　業　科　目配当学年ページ

２

２

２

２

２

２

２

２

日本語表現の基礎

文化研究の基礎

哲学・思想の基礎

近現代世界の成立と展開

心理学の基礎Ⅰ

心理学の基礎Ⅱ

ヘルスプロモーションの基礎

健康体力科学の基礎

①

①

①

①

①

①

①

①

１５５

１５５

１５５

１５６

１５６

１５７

１５７

１５７

１２単位以上計

２．人間文化学科

　　　学科共通科目
学
科
共
通
科
目

人
間
文
化
学
科

人間文化学科／学科共通科目
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日本語表現の基礎 

Proper Japanese

２単位（選択）１年（前期）

村上敬一

 
【授業の目的】　現代日本語の基本的なしくみ（構造）と，その適

切な運用について理解することを目的とする。日本語を母語とす

る者としての最低限必要な知識（音声・文法・語彙など）と，そ

の具体的な運用を実践的に学び，高めていく。

【授業の概要】　高校までの「国語」ではなく，日本語をひとつの

言語として客観的に眺めることから始める。現代日本語の具体的

な事例に基づいて，ことばに関する研究（言語学）や，日本語を

母語としない人たちへの日本語教授法（日本語教育学）の考え方

を解説する。

【キーワード】　現代日本語学　日本語教育学　日本語の音声　日

本語の語彙　日本語の文法

【到達目標】　１．日本語の基本的なしくみ（構造）について理解す

る。　２．日本語の適切な運用能力について，具体的な実践を通し

て高めていく。　３．現代日本語の現状について，客観的に眺める

目を養い，具体的に説明できる力を身につける。

【授業の計画】　１．日本語表現と日本語のしくみ　２．日本語の音

声・音韻　３．日本語の文字・表記　４．日本語の語彙①（語構成

と語構造，語種）　５．日本語の語彙②（語の意味，語源，語史）　

６．日本語の語彙③（新語，流行語，若者語など）　７．日本語の

文法①（動詞，形容詞）　８．日本語の文法②（助動詞，格助詞，

終助詞，接続助詞など）　９．日本語の文法③（使役，受身）　１０．日

本語の文法④（条件，テンス，モダリティ）　１１．日本語らしい

表現①（助詞の「は」と「が」，とりたて助詞）　１２．日本語らし

い表現②（授受表現）　１３．日本語の変化と多様性①（日本語の

男女差）　１４．日本語の変化と多様性②（日本語の世代差）　１５．日

本語の変化と多様性③（日本語の地域差）　１６．総括

【教科書】　やさしい日本語のしくみ／庵　功雄［ほか］著，：くろ

しお出版，ISBN：４８７４２４２８４７
【参考書】　新しい日本語学入門：ことばのしくみを考える／庵功

雄著，：スリーエーネットワーク，２０１２，ISBN：９７８４８８３１９５８９３
【成績評価の方法】　出席など授業への参加度（４０％）日常的な小

レポート（２０％）レポート①（３０％）　レポート②（３０％）

【再試験の有無】　再試験

【受講者へのメッセージ】　授業を受身で「聞く」「受ける」のでは

なく，積極的な参加を期待します。日常的な小レポートのほか，

日本語に関する実践的な能力を身につけるための課題にも，積極

的に取り組んでください。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】

（予習）

授業の計画に従って，事前に教科書を読み，問題点や疑問点を整

理しておくことが望ましい。

（復習）

授業の内容をふまえたレポートには，積極的に取り組むこと。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）南棟１階２８号室　TEL０８８−６５６−７１１７
（メールアドレス）murakami.keiichi@tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）毎週水曜日　PM.１：００− PM.２：００　南棟１階

２８号室

事前にメール等で予約することが望ましい（緊急の場合は，この

限りではない）。

文化研究の基礎 

Foundations of Cultural Studies

２単位（選択）１年（後期）

田島俊郎，石川榮作

 
【授業の目的】　文化とはある人間の集団，民族や国民や，部族の

ような人々の集まりの構成員に共有される約束ごとをいう。大は

いわゆる民族や部族のような地域的，政治的グループであっても，

学生，会社員，医者，などの職業や年齢などによる比較的小さな

グループ，さらに遊び仲間のようなごく小さなグループであって

も，そのグループに独特の約束ごとはもっている。そういった約

束ごとの総体を文化と呼ぼう。文化を共有するかどうかで，共同

体に受け入れられ，あるいは排除されることがある。文化は時に

部外者には不合理で不可解なものに見える。さらに集団のなかで

共有された規約であるはずなのに集団の構成員自身にも不可視で

あることがある。不可視な文化的約束ごとは，内部の人間にとっ

ても不合理で不可解であることもある。そういった文化を約束ご

ととして認識していくことが，文学や言語学，哲学，美学，文化

人類学などが文化研究の方法である。

【授業の概要】

�　前半に田島が文化を観察し分析する方法論について述べ，後

半には石川が，ヨーロッパの伝説を素材とした芸術作品を具体

的に分析する。

�　田島は言語学，文化人類学，レトリック論，文学など，文化

を読み解く手法について概観する。

�　石川は，トリスタン伝説を素材としたワーグナーのオペラ

『トリスタンとイゾルデ』（１８６５年初演）とケビン・レイノル

ズ監督の映画『トリスタンとイゾルデ』（２００６年アメリカ）を

取り上げ，それぞれの特質を探っていく。

【キーワード】　文化，文学，オペラ，言語学，レトリック，神話

【到達目標】　分析の方法について学び，実際の表現方法の諸相に

も触れることによって，文化を研究するための基礎を築き上げる。

【授業の計画】　１．文化とは何か，文化を研究するとは　２．こと

ばと文化　３．ことばで世界を切りわける　４．文化人類学，野生

の思考　５．レトリック，隠喩と換喩　６．文学の方法　７．文学

は世界の見方を提示する　８．アイルランドの駆け落ち譚　９．ト

リスタン伝説の生成と展開⑴　１０．トリスタン伝説の生成と展

開⑵　１１．ワーグナーのオペラ『トリスタンとイゾルデ』第一幕、

１２．ワーグナーのオペラ『トリスタンとイゾルデ』第二幕　１３．ワ 
ーグナーのオペラ『トリスタンとイゾルデ』第三幕　１４．ケビン・

レイノルズ監督映画『トリスタンとイゾルデ』⑴　１５．ケビン・

レイノルズ監督映画『トリスタンとイゾルデ』⑵　１６．レポート

【教科書】　資料を提示，配布する。石川の授業ではプリントを配

布するほか，石川榮作『トリスタン伝説とワーグナー』（平凡社新

書）を使用する。

【参考書】　授業中に紹介する。

【成績評価の方法】　レポートおよび授業への参加貢献の程度によ

る

【再試験の有無】　なし

【受講者へのメッセージ】　コメントや質問などは大いに歓迎しま

す。授業への積極的な参加を期待します。

【WEB ページ】

http://www.ias.tokushima-u.ac.jp/ob/introcul/index.html
【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

石川榮作，１N０８，０８８−６５６−７１４２
田島俊郎，２N０８，０８８−６５６−７１４４
（オフィスアワー）

石川，金曜日１５時から１６時　１N０８（総合科学部１号館北棟１階）

田島，木曜日１２時から１３時　２N０８（総合科学部１号館北棟２階）

哲学・思想の基礎 

Introduction to Philosophy

２単位（選択）１年（前期）

山口裕之，石田三千雄，熊坂元大

 
【授業の目的】　「正しく考える」ための知識や技術を，哲学的な思

想を取り上げつつ学ぶ。

【授業の概要】　哲学とは「正しい知識」を得るための方法論であ

る。日本語で「正しさ」というと，「科学的な正しさ」（事実認識

の正しさ）と，「倫理的な正しさ」という二つの意味がある。この

授業では，前半に「科学的な正しさ」について講義し，後半で

「倫理的な正しさ」について講義する。

【キーワード】　哲学，科学と哲学，倫理学

【到達目標】　１．人文科学（哲学）に関わる幅広い知識の理解を目

標とする。　２．日本語で論理的文章を書くことができる能力の養

成を目標とする。　３．高い倫理観の涵養を目標とする。

【授業の計画】　１．イントロダクション：現代における哲学の意義

（石田，山口，熊坂）　２．社会と哲学⑴　哲学史における自由（熊

坂）　３．社会と哲学⑵　異文化と寛容さ（熊坂）　４．社会と哲学
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⑶　アイデンティティ（熊坂）　５．まとめとディスカッション（石

田，山口，熊坂）　６．現代科学論の系譜⑴　自然法則とイデア論

（山口）　７．現代科学論の系譜⑵　経験は真理を保証できるか（山

口）　８．現代科学論の系譜⑶　プラナリアの記憶物質（山口）　９．

現代科学論の系譜⑷　因果関係は実在するか（山口）　１０．まと

めとディスカッション：「科学の正しさ」をめぐって（石田，山口，

熊坂）　１１．倫理的な正しさとは何か　その１：功利主義とリベ

ラリズム（石田）　１２．倫理的な正しさとは何か　その２：リバ

タリアニズム（石田）　１３．倫理的な正しさとは何か　その３：

コミュニタリアニズム（石田）　１４．まとめとディスカッション

（石田）　１５．授業全体のまとめ（石田，山口，熊坂）

【教科書】　なし

【参考書】　授業中に適宜指示する。

【教科書・参考書に関する補足情報】　授業で必要な資料は配付す

る。

【成績評価の方法】　毎回の授業の最後に記入する「一言カード」，

授業中に行う「小テスト」，「まとめ」授業における発表，学期末

レポートを総合して評価する。得点の配分や発表と期末レポート

の採点基準については授業中に説明する。

【再試験の有無】　なし。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　配布したプリントを何

度も読み，そこに何が書かれているのかを考えることが，一番大

切な予習であり，復習です。可能ならば，授業で扱った文献を自

分で読んでください。

【WEB ページ】

http://www.ias.tokushima-u.ac.jp/shin-kokusai/philosophy/top.html
【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

山口裕之：総合科学部１号館北棟１ F　Tel０８８−６５６−７６１５
石田三千雄：総合科学部１号館１N１７，０８８−６５６−７１４７
（メールアドレス）

山口裕之：yamaguti@tokushima-u.ac.jp
石田三千雄：mishida@ias.tokushima-u.ac.jp
熊坂元大：kumasaka@tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）

山口裕之：毎週火曜１０：３０〜１１：３０

石田三千雄：水曜７・８講時

熊坂元大：メールで事前予約のうえ，随時面談する。

近現代世界の成立と展開 

Formative History of the Modern World

２単位（選択）１年（後期）

今井晋哉，田中　佳，桑原　恵，荒武達朗

 
【授業の目的】　１８世紀後半−２０世紀初頭のヨーロッパ，日本，中

国の歴史を対象として，近現代世界がどのように成立してきたの

か，またどのような問題を孕んでいるのかについて考察する。

【授業の概要】　１８世紀後半−２０世紀初頭のフランス，ドイツ，日

本，中国の政治・社会・文化などについて概観する。とくに各国

の近代化過程における国民形成とナショナリズム，文明化に焦点

を当て，また対外関係を重視しつつ講義する。

【キーワード】　国民国家，ナショナリズム，帝国主義，文明化，

近代化

【到達目標】　１．講義でとりあげる各国の近代化過程を，比較史

的に，またグローバルな視野をもって理解すること。

２．学習した内容を再構成して，明快な論説文によって表現でき

ること。

【授業の計画】　１．ガイダンス―日程と授業の概要について［今井，

田中，桑原，荒武］　２．近代の胎動―アンシャン・レジームの文

化的変容［田中］　３．フランス革命と「国民」の創出［田中］　４．帝

国主義，植民地支配と異文化の摂取［田中］　５．「国民国家」の基

本的特徴［今井］　６．統一国家ドイツの成立過程と国民統合―内

政上のいくつかの論点に即して［今井］　７．国民統合とナショナ

リズムの機能―ドイツ帝国の対外政策との関わりで［今井］　８．江

戸時代から明治国家へ―国家の変容と「国家観」［桑原］　９．近代

日本の「国民」像―理想と現実［桑原］　１０．文明化と近代化・

平和主義と民族主義―単一民族神話の誕生［桑原］　１１．試験と

まとめの講義［桑原］　１２．伝統的中華世界の国際関係［荒武］　

１３．西力東漸―ウエスタンインパクト　西方からの衝撃［荒武］、

１４．十九世紀末中華帝国の崩壊―東アジアにおける近代的国家

関係の形成［荒武］　１５．試験［荒武］　１６．総括授業

【教科書】　特定の教科書は用いない。授業内容をまとめたプリン

トや資料を配付する。

【参考書】　講義中に適宜紹介する。

【成績評価の方法】　出席状況，レポート・試験の結果をもとに総

合的に評価する。

【再試験の有無】　実施しない。

【受講者へのメッセージ】　日頃から新聞などを通じて，世界の

ニュース，国際状勢にも関心をもっていてほしい。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　授業時に紹介される文

献を中心に，講義のテーマに関係する参考文献に積極的に目を通

すようにしてください。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

今井晋哉（総合科学部１号館２N２３，０８８−６５６−７１３９）
田中　佳（総合科学部１号館２N２４，０８８−６５６−７１３５）
桑原　恵（総合科学部１号館２N１６，０８８−６５６−７１５７）
荒武達朗（総合科学部１号館２N０７）
（メールアドレス）

今井晋哉：shi-imai@tokushima-u.ac.jp
田中　佳：kei.tanaka@tokushima-u.ac.jp
桑原　恵：megumi@ias.tokushima-u.ac.jp
荒武達朗：aratake@tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）

今井晋哉：㈬９・１０講時

田中　佳：㈮５・６講時，またはメールで適宜アポを取ってくだ

さい。

桑原　恵：とくに時間を指定していないので，メールで連絡を下

されば，日程を調整します。

荒武達朗：㈪−㈮８：１５−８：３５あるいはメールでアポをとるこ

と。

【備考】　教員免許中学一種「社会」および高校一種「地理歴史」

の「教科に関する科目」

心理学の基礎Ⅰ 

Basic Psychology Ⅰ（Developmental Psychology）

２単位（選択）１年（前期）

山本真由美

 
【授業の目的】　本授業では，心理学のさまざまな分野のうち，発

達を心理学的観点から検討する。生涯発達を受胎から死に至るま

でと位置づけ，遺伝と環境をキーワードにして，生涯にわたって

発達し続ける存在である人間を発達段階別に捉え，各発達段階の

特徴を説明することができること，各発達段階の特徴を遺伝と環

境の両要因から考えることを目的とする。

【授業の概要】　従来の発達心理学では，人間が成長，発達してい

く時期は乳幼児期から青年期までと考えられていた。しかし，長

寿化，価値観や生き方の多様化という社会の中で成人期以降でも

自分らしい生き方の模索などは共通課題であると考えられるよう

になってきた。

　そこで，生涯にわたって発達し続ける人間の発達段階別特徴と

発達課題について教授する。

【キーワード】　生涯発達，遺伝と環境，個人と環境，相互性

【関連／科目】　『心理学の基礎Ⅱ［Basic Psychology Ⅱ（Clinical 
Psychology）］』

【到達目標】　人間科学に関わる幅広い知識の理解　日本語の論理

的文章を理解できる能力の養成　日本語で論理的文章を書くこと

ができる能力の養成　コミュニケーション能力の養成　プレゼン

テーション能力の養成　豊かな人間性の涵養

【授業の計画】　ガイダンス　ライフサイクルとは

発達の要因と法則

　乳児期①　どのようにして歩けるようになるのか。どのように

して話すようになるのか。　乳児期②　親子関係　幼児期①　ど

のような遊びをするのか。　幼児期②　仲間関係　児童期①　ど

のようにして学ぶのか。　児童期②　仲間関係　青年期①　どの

ようにして自分に気づくか。　青年期②　対人関係　成人期①　

なぜ働くのか。　成人期②　恋愛関係と夫婦関係　成人期③　死

に向かって
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期末テスト　総括

【教科書・参考書に関する補足情報】　本年度教科書は使用しない。

授業中に資料を配付し，参考書も呈示する。

【成績評価の方法】　レポート，プレゼンテーション，期末試験な

どによって総合的に評価する。具体的にはガイダンス時に説明す

る。

【再試験の有無】　再試験は実施しない。

【受講者へのメッセージ】　人間が生きることの素晴らしさについ

て，授業を通して考えてほしい。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）山本真由美（３S０６，TEL：０８８−６５６−７１９２，
E-mail:yamamotom@tokushima-u.ac.jp）
（メールアドレス）　yamamotom@tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）　在室時はいつでも可。

心理学の基礎Ⅱ 

Basic Psychology Ⅱ（Clinical Psychology）

２単位（選択）１年（後期）

内海千種

 
【授業の目的】　近年，心理学に関連した資格を持つ専門家の役割

が認識され，社会的にも関心を寄せられるようになっています。

しかし，一般にいわれている「こころ」についての考えは，必ず

しも心理学でいわれている知見と一致するわけではありません。

本授業では，臨床心理学的視点からの，「こころ」に対するアプ

ローチの理解を目指します。

【授業の概要】　臨床心理学の歴史を概観した後，心理学的な支援

を行う際に必要となるアセスメント，理論，技法などについて講

義します。また，心理臨床家が支援をおこなっている領域につい

て概観します。

【キーワード】　臨床心理学，アセスメント，心理療法

【到達目標】　１．臨床心理学における基本的な理論や技法を理解

し，心理臨床家が支援する様々な領域について認識することを目

標とします。

【授業の計画】　１．はじめに　２．臨床心理学とは　３．臨床心理

学の資格と仕事　４．臨床心理学の対象①発達に関して　５．臨床

心理学の対象②適応に関して　６．アセスメントの方法①面接　

７．アセスメントの方法②検査　８．アセスメントの方法③その他、

９．おもな理論と技法①歴史　１０．おもな理論と技法②基礎　１１．お

もな理論と技法③応用　１２．おもな理論と技法④その他　１３．危

機介入とコンサルテーション　１４．臨床アプローチ　１５．学期

末試験　１６．総括

【教科書】　教科書は使用しません。参考図書を紹介しながら，適

宜資料を配布します。

【成績評価の方法】　２／３以上の出席者にのみ学期末試験を実施

します。評価は，授業への取り組み状況，学期末試験の成績から

総合的に行います。

【再試験の有無】　無

【受講者へのメッセージ】　何らかの心理的困難を抱えている人を

支援するには，心理学の知識はもちろんのこと，幅広い知見と柔

軟な思考が必要です。他の関連科目もしっかりと学習してくださ

い。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）内海千種：総合科学部３号館南棟３階（３S０７）

ヘルスプロモーションの基礎 

Introduction to Health Promotion

２単位（選択）１年（前期）

佐藤充宏，山口鉄生

 
【授業の目的】　身体の仕組みを学ぶとともに，健康の保持増進の

ために必要な基本的な医学的な知識と運動の在り方，さらには健

康増進を図る上での政策や組織的取り組みに対する理解と基礎知

識を身につける。

【授業の概要】　生きる力の基礎としての健康と体力の意義を考え，

加齢と運動，生活習慣病と予防，健康づくり政策について学び，

ヘルスプロモーションにおける基本的な知識と方法を理解する。

【キーワード】　健康，生活習慣病，行動変容，身体活動

【授業の計画】

１．ヘルスプロモーションとは（佐藤）

２．子供の「早寝・早起き・朝ご飯」と運動習慣（〃）

３．身体イメージと健康（佐藤）

４．健康行動変容の理論（禁煙）（〃）

５．トランスセオレティカル・モデルと行動変容のプログラム（佐

藤）

６．健康づくりのソーシャル・マーケティング（〃）

７．健康寿命と高齢者の生活をケアする人々（佐藤）

８．健康格差問題と健康のための社会政策（〃）

９．健康について（山口）

１０．骨格筋・心筋（〃）

１１．捻挫・脱臼（山口）

１２．神経（〃）

１３．免疫・感染症（山口）

１４．糖尿病（〃）

１５．試験

１６．総括

【教科書・参考書に関する補足情報】　必要に応じて資料を配付し

ます。

【成績評価の方法】　２名の教員で担当しますが，１５回目に筆記試

験を行います。

【再試験の有無】　再試験は，２名の教員の担当分野から不十分と

思われる分野の課題を挙げてレポート提出とします。

【受講者へのメッセージ】　教科書を利用しないので，毎回の授業

でのノートをしっかりとって下さい。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（オフィスアワー）

佐藤　水曜日　１２時００分〜１２時４０分

山口　水曜日　１６時１０分〜１７時１０分

健康体力科学の基礎 

Introduction to Health and Physical Fitness

２単位（選択）１年（後期）

三浦　哉，荒木秀夫，佐竹昌之

 
【授業の目的】　健康と体力の問題を，エネルギー代謝系と情報処

理系をテーマとする生理科学・運動科学の諸知見を学んだ上で，

人間生活における健康体力の意義を理解する。

【授業の概要】　現代社会における健康問題は，次第に複雑な様相

を示しつつある。その最大の特徴は，身心が相互に関係し合い，

様々な身体・運動能力の変化が相乗的に影響し合うといったバラ

ンスの欠如にある。この問題を正しく捉えるために，神経系，筋

系，呼吸循環器系，代謝系，運動機能に関わる基礎的な理解を踏

まえ，日常生活における具体的な健康体力の諸問題の解決策を学

習する。

【キーワード】　健康，体力，身体，運動

【到達目標】　１．健康と体力に関する科学的基礎知識を得る

【授業の計画】　１．わが国の健康に関連する諸問題の現状　２．現

代社会における健康体力問題の解決策　３．エネルギー供給機構、

３．エネルギー消費・摂取について　４．運動処方について　５．健

康と体力の評価　６．トレーニング論　７．運動の仕組み　８．基

本的動作の習得　９．動きの発達とスキルの獲得　１０．健康と

脳・神経Ⅰ　１１．健康と脳・神経Ⅱ　１２．脳に及ぼす運動効果　

１３．健康のための運動実践、１４．中高齢者のための健康運動　

１５．総括授業―日常生活と健康志向−　１６．試験

【教科書】　必要に応じて授業用のテキスト，資料などを随時配布

する。

【教科書・参考書に関する補足情報】　資料等は随時配布する。

【成績評価の方法】　中間試験・レポートと期末試験により総合評

価する。

【再試験の有無】　原則として再試験は行わない。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

三浦　哉：２M１７　応用生理学研究室　０８８−６５６−７２８８　hajime-
m@ias.tokushima-u.ac.jp
荒木秀夫：０８８−６５６−２０１４，araki@ias.tokushima-u.ac.jp
佐竹昌之：総合科学部１号館中棟２階，Tel：０８８−６５６−７２１２
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（メールアドレス）

三浦　哉：hajime-m@ias.tokushima-u.ac.jp
荒木秀夫：araki@ias.tokushima-u.ac.jp
佐竹昌之：satake.masayuki@tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）

三浦　哉：木曜日　１１：５０〜１２：５０

荒木秀夫：毎週金曜日　午後１２時１０分〜１３時１０分

佐竹昌之：毎週月曜日１６時３０分〜１７時
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３．社会創生学科
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社会創生学の基礎 

Civil and Envioronmental Studies

２単位（必修）１年（後期）

佐藤征弥，平木美鶴，栗栖　聡，塚本章宏，松嶋一成

 
【授業の目的】

１）社会創生学科の教育課程の基本骨格を提示する。

２）総合科学の課題意識や方法を紹介し，各々の学生が卒業まで

の学習計画を検討するよう促す。

【授業の概要】　現代社会の重要テーマである「持続可能なまちづ

くり」に関し，地域・文化・経済・行政・環境等の観点から，具

体的事例を紹介しながら，「社会創生学」には，さまざまな学問分

野の総合と融合が必要であることを学ぶ。徳島県内には持続可能

なまちづくりで優れた実践が数多く展開されている。これらを踏

まえて，地域づくりのダイナミズムを学生に伝え，地域社会に対

する関心を喚起し，地域調査や地域実習への主体的な取り組みを

働きかける。

【キーワード】　持続可能な発展，地域づくり，総合科学

【到達目標】　地域づくりに関する学問的諸課題やそれらにアプ

ローチするさまざまな方法について理解する。

【授業の計画】　第１週授業概要及び教員紹介：「環境共生」の成り

立ち：自然観の変遷と環境破壊・環境保全の歴史　２　「環境共生」

の未来：環境に優しい技術と地域づくり　３　「地域生物資源」の

利用：生物資源の観光・農業・産業・教育への活用の実例　４　「ア 
ートによる街作り」による情報発信：全国的な実践例　５　「大学

生と住民による街作り」の現在：地域とのコミュニケーションに

ついて　６　「アートによる街作り」を徳島で：徳島での実践例　

７　地域における気候変動政策　８　地域における持続可能なエ

ネルギー政策　９　地域における持続可能な交通政策　１０　「空

間情報」を活用した地域資源の共有と活用　１１　地域の防災教育

における「空間情報」の活用事例　１２　地域資料と「空間情報」

を用いた地域学習の取り組み　１３　地域中小企業の発展プロセ

ス：ヒト，モノ，カネのダイナミクス　１４　地域における需要搬

入のコア企業の役割　１５　地域における産業インフラ，ネット

ワークの役割　１６　総括

【教科書】　全般的なテキストは用いない。講義時に関連資料を示

す。

【参考書】　講義時に参考文献を紹介する。

【成績評価の方法】　５人の先生による，提出したリポート等の内

容及び出席状況をもとに総合的に評価する。

【再試験の有無】　再試は行わない。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）平木研究室は２号館２階 E２０３
（メールアドレス）hiraki@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）平木研究室は２号館２階。相談時間：火曜日

１１：５０〜１２：５０

経済学の基礎Ⅰ 

Fundamentals of Economics I

２単位（必修）１年（前期）

内藤　徹

 
【授業の目的】　ミクロ経済学の理論的な考え方の習得と基本事項

の厳密な把握と理解を目的とする。

【授業の概要】　本講義では，消費者理論および生産者理論の議論

を行った後，完全競争市場を前提とした市場均衡理論を解説しま

す。後半ではこれらの知識をもとに不完全競争市場，市場の失敗，

不確実性と情報の経済分析，ゲーム理論といったミクロ経済学の

先端の話にも触れる予定です。

【キーワード】　ミクロ経済学，消費者理論，生産者理論，市場均

衡，市場の失敗

【到達目標】　１．ミクロ経済学の基本事項を理論的に説明できる

ようになる。

【授業の計画】　１．ミクロ経済学で学ぶこと　２．需要の理論　３．消

費者行動の理論：需要の理論の背景にあるもの　４．供給の理論　

５．需要曲線と弾力性　６．市場の理論　７．中間テスト　８．需要

と供給で解く経済問題　９．余剰分析で解く経済問題　１０．市場

の失敗⑴：外部性と公共財　１１．市場の失敗⑵：情報の非対称性、

１２．市場の失敗⑶：独占　１３．不確実性のもとでの選択行動　

１４．まとめ　１５．筆記試験　１６．総括授業

【教科書】　基礎からわかるミクロ経済学（第２版）／家森信義／

小川光：中央経済社，２００３．１１

【参考書】　講義で使用するレジュメ等を公開します。

【成績評価の方法】　期末テストと中間テスト（もしくは課題）の

総合評価

【再試験の有無】　なし

【WEB ページ】　ｅラーニングシステム「i-Collabo」にて講義スラ

イドとレジュメを公開（要パスワード）

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（メールアドレス）contact@kpu.hustle.ne.jp

社会学の基礎Ⅰ 

Introduction to Sociology I

２単位（選択必修）１年（後期）

矢部拓也

 
【授業の目的】　私たちを取り巻く「社会」とは，どのように成立

しているのか？　＜社会的なもの＞と＜個人的なもの＞とはどの

ような関係にあるのか？　私たちの日常生活とマクロな社会の構

造や変容とはどのような関連をもつのか？　本講義では，社会学

の基礎的な概念や理論を用いて，各々が日常的に経験している

「社会」を理解する視座である「社会学的想像力」を獲得すること

を目指す。

【授業の概要】　日本の社会学者たちが編集した『社会学』（長谷川

ら編集，有斐閣，２００７）をテキストとする。毎回一つのテーマを

設定して，それに関する社会学の用語や考え方を用いて問題点を

論じる。また，徳島での事例を取り入れながら授業を進めてゆく。

毎回の授業では，テキストで論じられている視点を元に，自分た

ちの経験をふまえたコメントをリアクションペーパーに記入して

提出してもらう。

【キーワード】　社会学

【授業の計画】　１．ガイダンス　２．自己と他者の社会学⑴　３．自

己と他者の社会学⑵　４．親密性と公共性　５．相互行為と自己⑴、

６．相互行為と自己⑵と社会秩序と権力　７．「自己」再考　８．組

織とネットワーク／マクドナルド化する社会　９．マクドナルド

化と日本　１０．世代間格差と公正性　１１．格差と階層化　１２．消

費社会論　文化と再生産　１３．空間と場所　１４．家族とライフ

コース　１５．レポート相談　１６．総括授業

【教科書】　長谷川公一，浜日出夫，藤村正之，町村敬志編『社会

学』有斐閣，２００７年

【参考書】　アンソニー　ギデンズ『社会学（改訂第３版）』　而立

社　１９９８年

【成績評価の方法】　期末レポートの評価および，毎回の授業で提

出してもらうリアクションペーパーにより判断する。

【再試験の有無】　無

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）１号館南棟１階

（メールアドレス）yabe@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）希望者は，随時，メールにてアポを取って下さ

い。

【備考】　１．今年度開講せず（隔年開講）２０１５年開講

社会学の基礎Ⅱ 

Introduction to Sociology II

２単位（選択必修）１年（後期）

樋口直人

 
【授業の目的】　高校までに社会学を学んだ人はほとんどいないだ

ろう。そうした人たちに対して，社会学的な思考法を教えること

がこの講義の目的となる。身近なところで起こっている社会現象

が，どのようなしくみでなりたっているのか，それを意識的に考

えてもらうことで社会学のものの見方を身につけてもらうことを

目標とする。

【授業の概要】　秩序と逸脱，環境，集団，階層と教育，権力と支
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配といったテーマに即して，自分の振る舞いやこれまでの歩みを

振り返ってもらう。自分がいかに社会のなかで作られているか，

自分と社会がいかにしてつながっているのかを，それぞれのト

ピックに即して解説していく。

【到達目標】　１．社会学的な思考にもとづきレポートを書けるよ

うにする

【授業の計画】　１．オリエンテーション　２．秩序と統制⑴：規範・

監視・契約　３．秩序と統制⑵：互酬の連鎖としての社会　４．環

境と社会⑴：合理性の悲劇　５．環境と社会⑵：社会的費用と社会

的負担　６．主観と客観⑴：逸脱と犯罪　７．主観と客観⑵：主観

と客観　８．真実とは何か：映画『羅生門』鑑賞　９．支配と正統

性⑴：社会と政治　１０．支配と正統性⑵：ジェンダーと社会　１１．教

育と階層⑴：教育と選別　１２．教育と階層⑵：進学と階層　１３．集

団と排除⑴：ネットワークと社会　１４．集団と排除⑵：社会的包

摂と社会的排除　１５．まとめ

【教科書】　特になし

【参考書】　関連する書籍リストを初回に配布する。

【教科書・参考書に関する補足情報】　

　いくつかの課題図書の中からレポート対象図書を選んでもらう。

初回にリストを配るので欠席しないこと。

【成績評価の方法】　詳しくはオリエンテーションの際に資料を配

るが，授業中の課題が５０％，レポート５０％を基本とする。到達度

で評価されたい場合には，そうした選択肢も用意する。

【再試験の有無】　行わない

【受講者へのメッセージ】　授業の「秩序」維持のため，１０分経過

したら入室を認めない。また，携帯メールをみることも，授業を

無効化するため見つけ次第退室してもらう。また，初回に詳細を

説明するので，必ず出席されたい。欠席により不利益を蒙っても

関知しない。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）樋口直人

【備考】　１．隔年開講。本年度開講

生命科学の基礎 

Basics of Life Science

２単位（必修・選択必修）１年（前期）

横井川久己男，佐藤高則

 
【授業の目的】　・生物は，さまざまな生体成分が密接に相互作用

して「生きている」状態を維持している。本講義では，生命の単

位である細胞と主要生体成分について，それらの構造と機能を理

解させると共に，それらの代謝や制御機構を通じて，生命現象の

基礎を学ぶことを目的とする（横井川）。　・細胞は多種多様な化

学物質によって構成されており，生命現象は詳細に制御された化

学反応の連鎖に基づいている。ここでは生命科学の基礎として細

胞を構成する化学成分について学ぶ（佐藤）。

【授業の概要】

・生命の単位である細胞と主要生体成分の構造と機能，またそれ

らの代謝や制御機構を通じて生命現象の基礎を学ぶ（横井川）。

・生命科学の基礎としての細胞を構成する生体高分子（タンパク

質，糖，脂質，核酸）の化学的基礎と遺伝情報の流れについて

学ぶ（佐藤）。

【到達目標】　１．生命の自然科学的な統一像を得ること（横井川）。

細胞を構成する生体高分子について，その構造や特性が理解でき

る（佐藤）。

【授業の計画】　１．生命科学全般を概説し，生命現象の包括的な

概念を教授する（横井川）　２．生命誕生の歴史と多様な生物を解

説する（横井川）　３．真核細胞と原核細胞の構造と機能を解説す

る（横井川）　４．細胞の増殖と分化について解説する（横井川）　

５．遺伝について解説する（横井川）　６．エネルギー代謝を解説す

る（横井川）　７．脂肪代謝とアミノ酸代謝を解説する（横井川）　

８．感染症と薬剤耐性について解説する（横井川）　９．生命の化学

的基礎（佐藤）　１０．細胞を構成する元素と原子（佐藤）　１１．細

胞を構成する生体高分子（タンパク質）（佐藤）　１２．細胞を構成

する生体高分子（糖）（佐藤）　１３．細胞を構成する生体高分子

（脂質）（佐藤）　１４．細胞を構成する生体高分子（核酸）（佐藤）、

１５．核酸と遺伝情報の流れ（佐藤）　１６．定期試験

【参考書】　・生命科学（東京化学同人）（横井川）

・「Essential 細胞生物学」（南江堂）に沿った資料を授業中に随時

配布する。配布したパワーポイント資料および実施した課題は

HP に掲載する（佐藤）。

【成績評価の方法】　・授業への取組み態度（２５％），定期試験

（２５％）により総合的に評価する（横井川）。

・毎回の課題（３０％）と定期試験（２０％）の合計で成績を算出す

る（佐藤）。

【受講者へのメッセージ】　毎回，課題を出しますので出席してく

ださい（佐藤）。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　授業内容の予習は，HP
の資料を参考にしてください。毎回の課題は提出後に添削し返却

しますので，間違えたところは復習してください。（佐藤）

【WEB ページ】　佐藤担当分の資料・課題は，下記 HP よりダウン

ロードできます。

http：//www.geocities.jp/satokichi2004jp/syllabus/jyugyou.htm
【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

横井川久己男　１M１７，０８８−６５６−７２６７
佐藤高則　３N０５，０８８−６５６−７６５７
（メールアドレス）

横井川久己男　yokoigaw@ias.tokushima-u.ac.jp
佐藤高則　tsatoh@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）

横井川久己男：毎週月曜日 PM１６：３０−１７：３０　総合科学部１号

館中棟１階１M１７室

佐藤高則：平日の９：００−１７：００で，授業以外の時間

学習支援室（３号館１階スタジオ）：時間帯は別途指示

Study Support Space 学習支援・アドバイザー（常三島図書館１階

ピアサポートルーム）：時間帯は別途指示

法律学の基礎Ⅰ 

Bacics of Legal Science I

２単位（選択）１年（前期）

中里見　博

 
【授業の目的】　「憲法」の目的（存在理由）は，現在および将来の

国民の「人権」保障と，それを実現するための「国民自治」（すな

わち民主政治）を制度化することにあります。そのような「憲法」

の一つである現行憲法（１９４６年制定）を，しかし日本の保守政

権は認めてきませんでした。「改（壊）憲」を究極目標に掲げる第

二次安倍内閣が２０１２年１２月の総選挙の結果生まれたことは，憲

法の学習上重大な問題です。本講義は，「憲法総論」「人権総論」

「人権各論⑴）の学習をとおして，そうした憲法の「光」（人権と

自治の保障）とそれをめぐる「闇」（改〔壊〕憲）を理解すること

にあります。

【授業の概要】　本講義では，最初に「憲法総論」として，「日本国

憲法の成立過程」「日本国憲法の意義と改憲問題」「平和主義」を

学びます。次いで，「人権総論および各論⑴」に入り，「人権総論」

では「公と私」「自由と安全」「平等」について，「人権各論⑴」で

は自由権（身体的自由と精神的自由）について学習します。

　ちなみに，経済的自由と社会権は，２年次配当の「憲法」で学

びます。

【キーワード】　基本的人権，国民自治，憲法改正，平和主義，身

体的自由，精神的自由

【到達目標】　憲法の存在理由，日本国憲法の意義と改憲論の問題

点について理解できる　憲法の制定過程，平和主義について基本

的な問題を理解できる　身体的自由，精神的自由に関する諸論点

について理解できる

【授業の計画】

第１回　ガイダンス等

第２回　日本国憲法の成立

第３回　日本国憲法の意義と改憲問題

第４，５，６回　平和主義

第７回　公と私

第８回　自由と安全

第９回　平等

第１０回　思想・良心の自由

第１１回　信教の自由

第１２，１３回　表現の自由

第１４回　学問の自由
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第１５，１６回　総括授業，期末試験

【教科書】　クローズアップ憲法（第２版）／小沢隆一編：法律文

化社，２０１２，２６２５円

憲法２４条＋９条　なぜ男女平等がねらわれるのか／中里見博：か

もがわ出版，２００５，６３０円

【教科書・参考書に関する補足情報】　

　公務員試験受験を考えている方は，憲法判例集（たとえば別冊

ジュリスト「憲法判例百選Ⅰ，Ⅱ」など）を購入してください。

　また，法学の授業を複数受講するために小型の六法を持ってい

る学生は，この講義でも持参してください。

【成績評価の方法】　課題図書レポート（２０％），ビデオ教材を使っ

たさいの感想レポート（１０％×２），期末試験（６０％）で総合評

価します。

【再試験の有無】　なし

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　事前にテキスト該当箇

所を予習して講義にのぞんでください。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）部 屋 番 号：３M０５　Tel：０８８−６５６−７０１４　内

線：２６１０

（メールアドレス）h-naka@ias.tokushima-u.ac.jp

地理学の基礎Ⅰ 

Introduction to Geography I：Human Geography

２単位（選択）１年（後期）

豊田哲也

 
【授業の目的】　１．教職免許科目として学校地理教育に求められ

る知識と教授法を学ぶ。　２．経済地理学の基礎を学び，地域の社

会現象を地理学的視点から考察する。　３．社会科学における理論

の構築と発展のプロセスを知り，論理的な思考力を養う。

【授業の概要】　　経済地理学概説経済や情報のグローバル化が急

速に進む現代において，地域のかたちやしくみはどうあるべきか

が問い直されている。あらゆる経済活動は地域の資源や市場を前

提に成立しており，われわれのくらしは農業，工業，商業など産

業の立地によって支えられている。そうした地域と立地のメカニ

ズムを系統的かつ論理的に考えてみるのがこの授業の目的である。

前半は，チューネン，ウェーバー，クリスタラーに代表される古

典理論の系譜を紹介し，後半では現代における立地論の新たな展

開と応用について学ぶ。

【キーワード】　人文地理学，地域科学，地域経済学，政策科学，

産業，立地，地理教育，教職免許

【関連／科目】　『地域構造論［Geography of Regional Structures］』
【到達目標】　１．人文地理学の体系の中で最も重要な根幹部分を

なす経済地理学の基礎理論を学び，社会現象を理論的・空間的に

考察する能力を身につけることを重視する。

【授業の計画】　１．地理学の体系と立地論の系譜　２．チューネン

の農業立地論　３．地代と土地利用モデル　４．ウェーバーの工業

立地論　５．外部経済と集積の利益　６．クリスタラーの中心地理

論　７．都市の階層的システム　８．テスト（第１回）　９．オフィ

スの立地　１０．流通革命とコンビニの立地戦略　１１．公共施設

の立地・配分モデル　１２．クルーグマンの産業立地モデル　１３．ポ 
ーターの産業クラスター論　１４．グローバリゼーションと多国

籍企業　１５．テスト（第２回）　１６．授業のまとめ

【教科書】　立地論入門／松原　宏：古今書院，２００２，ISBN：
４７７２２５０６２X　地域と産業−経済地理学の基礎／富田和暁：原書

房，ISBN：４５６２０９１０８８
【教科書・参考書に関する補足情報】　毎回授業に関連する資料は

プリントとして配布する。

【成績評価の方法】　授業内容の確認と復習を兼ねたテスト（持ち

込み不可）を２〜３回に分けて実施し，授業への取り組みと併せ

て成績評価をおこなう。

【再試験の有無】　なし

【受講者へのメッセージ】　地理学は地名や物産を暗記する科目で

はない。地形，気候，産業，社会など地域のさまざまな現象につ

いて，その分布の特徴や立地の法則を空間的な視点から解明する

ことが地理学本来の目的である。この授業は経済地理学の入門と

して立地の理論を学ぶ。学説史の流れや理論の展開を通じ，論理

的な思考力を養ってほしい。 

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）豊田哲也（総合科学部１号館１S２５，toyoda@ias.
tokushima-u.ac.jp）
（メールアドレス）toyoda@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）水曜　１２：００−１３：００

【備考】　１．この授業は教員免許取得（中学校・社会，高校・地

歴）のための必修科目・人文地理学となっている。隔年開講のた

め，平成２６年度は開講するが平成２７年度は開講しない。開講年

次に注意して履修計画を立てること。

文系数学の基礎 

Introduction to Mathematics for Social Sciences

２単位（選択）１年（前期）

日置善郎，石田基広，掛井秀一，趙　 ，豊田哲也，吉川隆吾

 
【授業の目的】　大学受験の場面では文系と分類される分野であっ

ても，専門課程では数学的なモデルによる説明や統計的な手法に

よる分析が頻繁におこなわれる。経済学，社会学，地理学，行動

科学などでは，数式が全く出てこない教科書を探すことはむしろ

難しい。また一般社会においても，数学に関する計算力や思考力

は職業に必要な基礎的能力とみなされ，各種試験において必須と

されている。いずれの場合でも，高校で学習するレベルの数学の

知識や能力が前提となっている。この授業では，高校で学んだ数

学が大学の人文・社会科学でどのように展開され活用されていく

のかを具体的に例示しながら，その基本となる数学を復習し必要

な能力を固めることを目的とする。「数学は苦手」という学生にこ

そ，この授業を受講してほしい。

【授業の概要】　人文・社会科学に求められる数学の基礎とその考

え方

【キーワード】　高校数学，統計学

【関連／科目】　『情報処理の基礎Ⅰ［Introduction to Computing I］』
【到達目標】　１．人文・社会科学において求められる数学的な基礎

知識を身につける。

【授業の計画】　１．データの分析⑴　徳島は交通安全県か？　２．デ

ータの分析⑵　平均的な所得額はいくら？　３．データの分析⑶、

視聴率はどのように調べるのか？　４．確率⑴　じゃんけんに強

い人・弱い人？　５．確率⑵　ジャンボ宝くじで大金持ちに？　６．確

率⑶　偏差値はそんなに大事なのか？　７．図形と式⑴　マン

ホールのふたはなぜ丸い？　８．図形と式⑵　関数とグラフの関

係は？　９．図形と式⑶　線形計画法とは？　１０．指数・対数⑴、

サラ金でお金を借りると？　１１．指数・対数⑵　震度とマグニ

チュードの違いは？　１２．指数・対数⑶　対数で表すと何が便利

なのか？　１３．微分・積分⑴　平均速度と瞬間速度の違いは？　

１４．微分・積分⑵　最大値と最小値をさがすには？　１５．微分・

積分⑶　学歴と生涯賃金の関係は？　１６．授業のまとめ

【教科書・参考書に関する補足情報】　授業時間にプリントを配布

する。

【成績評価の方法】　課題や小テストについて理解度を見るほか，

授業への取り組みについて総合的に評価する。

【再試験の有無】　無

【受講者へのメッセージ】　受講者は数学に関し特に予備知識を必

要としない。むしろ，これまで数学に対し苦手意識や不安感を

持ってきた受講生を対象としている。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

豊田哲也（総科 1 号館，toyoda@ias.tokushima-u.ac.jp）
（メールアドレス）

日置善郎：hioki@tokushima-u.ac.jp
石田基広：ishida-m@ias.tokushima-u.ac.jp
掛井秀一：kakei@ias.tokushima-u.ac.jp
趙　　 ：zhaotong@ias.tokushima-u.ac.jp
豊田哲也：toyoda@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）

日置善郎：火曜　１２：００−１３：００

石田基広：金曜　１６：００−１８：００

掛井秀一：水曜　１３：００−１４：００

趙　　 ：水曜　１２：００−１３：００

豊田哲也：水曜　１２：００−１３：００
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アート創生プロジェクト 

Projects for Art Creation

２単位（選択）１年（後期）

平木美鶴，石井健二，河原崎貴光

 
【授業の目的】　芸術をキーワードにして私達の住む地域の活性化

に貢献する。

【授業の概要】　アートを使った地域活性化事業について理解し，

対象地域の調査結果を基に地域に相応しいアートを発想し，地域

住民参加型などの作品制作をする。

【キーワード】　芸術，地域活性化

【到達目標】　地域の活性化に貢献できる。

【授業の計画】　１．地域活性化事業について　２．アートを使っ

た地域活性化事業について　３．地域の視察，調査等　４．地域

の視察，調査等　５．美術を使った地域活性化を発想し意見交換

６．美術を使った地域活性化を発想し意見交換及び役割分担

７．意見交換　８．共同作業による作品制作（説明）　９．共同作

業による作品制作（制作）　１０．共同作業による作品制作（制作）

１１．作業による作品制作（制作）　１２．作業による作品制作（制作）

１３．共同作業による作品制作（制作）　１４．完成作品の記録及び聞

き取り調査　１５．外部に向けた成果発表会　１６．まとめ

【教科書】　使用しない

【参考書】　菜の花里美発見展記録集／監修　北川フラム：現代企

画社

大地の芸術祭　越後妻有アートトリエンナーレ２０００／監修　北

川フラム：現代企画社

【成績評価の方法】　地域活性化事業を理解した積極的な参加を評

価する。

【再試験の有無】　行わない。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

平木美鶴　総合科学部人間社会学科絵画表現研究室

TEL ／ FAX０８８−６５６−７１６７
（メールアドレス）hiraki@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）火曜日　昼休み

化学の基礎 

Fundamentals of Chemistry

２単位（選択必修）１年（後期）

今井昭二

 
【授業の目的】　専門に進んで，科学の諸分野を専攻する上で必要

とされる，化学の基礎的内容を修得することを目的とする。

【授業の概要】　物質世界を支配するエネルギーによって化学現象

の原理が理解できる。原子や分子の運動，エネルギーと化学反応，

乱れるエネルギー，反応速度の真実など，サイエンスのおもしろ

さが詰まっている。

【キーワード】　エントロピー，エンタルピー，化学平衡，反応速

度，原子の構造など

【到達目標】　１．原子の構造に関する基礎的な内容を理解してい

る。　２．化学結合の種類や特徴について理解している。　３．化学反

応式の量的関係を理解している。　４．物質の三態の間の関係につ

いて理解している。　５．酸と塩基について理解している。６．熱

力学の基礎的内容について理解している。

【授業の計画】　１）受講前確認テストと気体状態方程式（理想気

体と実在気体）　２）化学熱力学入門　熱力学第一法則　３）化学

熱力学入門　熱力学第一法則　熱化学　Δ H　４）化学熱力学入

門　熱力学第二・三法則　Δ S　５）化学平衡とエネルギー入門

（自発的変化・平衡移動の法則）　６）化学平衡論入門（酸化還元

平衡：電池と酸化還元）　７）化学平衡論入門（酸塩基平衡：pH
と緩衝作用）　８）化学平衡論入門（沈殿平衡：溶解度積とエネル

ギー）　９）化学物性論入門（融点・沸点，蒸気圧，浸透圧の基

礎）　１０）化学反応速度論入門（反応次数，速度定数：１次反応，

２次反応，酵素反応）　１１）化学反応速度論入門（衝突理論，遷

移理論とエネルギー）　１２）元素の周期性　（周期性・原子構造）．

１３）原子構造と特性（電子配置，イオン化エネルギー，電子親和

力，電気陰性度）　１４）化学結合の立体性と性質（イオン結合，

極性，分極）　１５）化学結合の立体性（sp 系と dsp 系の混成軌道：

メタン〜アセチレン，水和イオンなど）　１６）期末試験：総括　

試験

【教科書】　一般教養現代物理化学／阿武聡信：培風館，１９８８．３，

ISBN：９７８−４−５６３−０４５０２−

理系学生の基礎化学／姫野貞之，内野隆司　共著，：学術図書出版

社，２０１１，ISBN：９７８４７８０６０２６１６
サイエンスビュー化学総合資料：化学基礎・化学対応／実教出版

編修部　編，：実教出版，２０１２，ISBN：９７８４４０７３２４８２２，高校

化学の復習教材であり，且つ化学基礎実験でも利用できます。

芝原寛泰，齊籐正治　著「＜大学への橋渡し＞一般化学」　化学同

人

【参考書】　演習で納得！！理工系学生のための化学基礎／川泉文

男　著，：学術図書出版社，２０１３，ISBN：９７８４７８０６０３５５２
【教科書・参考書に関する補足情報】　

　小テスト，宿題プリント，期末試験を実施するためには，自分

で練習問題（演習と呼ぶ）を解いてくること。

【成績評価の方法】　小テスト１０回程度，宿題プリント４回程度を

課す。宿題においてゼロ評価の場合には，授業への取組状況（受

講態度点）として負の評価を与える。宿題提出日に欠席した学生

については，提出日を含める週内に提出することができる。期末

テスト，小テスト，宿題，授業への取組状況を点数化した加算法

により評価する。

　受講前小テストについては，評価に入れない。詳細は，初回授

業開始時に説明する。

【再試験の有無】　平常の受講姿勢，評価点などを鑑みて一定の基

準を満たしている学生には再試験を許可する。

【受講者へのメッセージ】　予習を前提に講義を進めるので，事前

に内容を調べて授業に臨んで下さい。遅刻しないこと。専用ノー

トを一冊準備すること。これにより，学習，受講態度，自習につ

いて，判断する。自習している事項についてのみ，質問などに対

応する。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　副テキストや参考書に

は詳しい回答のついた例題や練習問題が多数掲載されているので，

時間をかけてしっかり自主学習して下さい。主テキストには，最

低限の答えが掲載されているので，自分で答えあわせができます。

大学とは，そのような場所です。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）０８８−６５６−７２７３　留守テレは，利用不可です。

（オフィスアワー）１８：００〜　アポを取ること。

生命科学基礎実験 

Experiments in Basics of Life Sciences

２単位（選択必修）１年（前期）

山城　考，中川秀幸，小山保夫，大橋　眞，佐藤高則，

真壁和裕，松尾義則，佐藤征弥，渡部　稔，金丸　芳，

横井川久己男，浜野龍夫，服部武文，川上竜巳

 
【授業の目的】　高校で生物学を履修していない学生は中学校レベ

ルの生物学的知識を忘れています。そのまま，大学生活，そして

大学院生活あるいは社会生活に入りますと，苦労することが多い

でしょう。日常社会で話題になりやすいことは生命科学分野の話

です。そこで，高校で生物学を履修していない学生にも，もちろ

ん，生物学を履修した学生にも，新鮮な気持ちで「生命科学」に

触れていただきたいと思います。この実習では，生命科学系の実

験を行う上で必要な基本的な技術などを体験させると同時に，生

命の基本的現象を観察・理解してもらいます。

【授業の概要】　目的には書きましたが，社会に出てから「最も身

近な学問」は生命科学です。なぜなら，健康問題，環境問題など

の理解には生命科学分野の知識が求められるからです。生命科学

の実験の一端に触れることで，いろいろな問題を容易に理解でき

る「切っ掛け」になります。細胞（単細胞生物，心臓の細胞，卵

子，精子など），微生物，昆虫，植物，生体分子（DNA など）な

ど，毎回，様々なテーマで生命科学の知識を広げていきます。同

時に，生命科学実験の基礎技術についての理解できるようになり

ます。

【キーワード】　生命科学，環境，生態，細胞

【到達目標】　１．生命科学（生命現象）に興味を持ってもらう。　

２．生命科学系の実験を行う上で最低限必要な器具・機器の操作法，
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基本的な技術などを習得してもらう。

【授業の計画】　１．ガイダンス（実習の進め方，内容，レポート，

受講学生の確認など一般的な指導を行います）　２．顕微鏡の使い

方（中学・高校の顕微鏡と違います）と淡水中のプランクトンの

観察（水一滴の中の世界に多くの生物がいます）　３．ラットの単

離心筋細胞の収縮運動と細胞の死（心臓の一個の細胞の収縮，そ

して細胞が死ぬという現象を観察します）　４．レクチンによるウ

サギ赤血球の凝集反応（血液型の判定の基礎が解ります）　５．生

命科学における情報処理の基礎（もちろん，生命科学でもパソコ

ンは必須です）　６．DNA の抽出（DNA 診断の第一歩となる技術

です）　７．無菌操作（私たちは微生物に囲まれていることを実感

してください）　８．リン酸の定量（生命現象の中で大きな役割を

果たすリン酸を定量してみます）　９．葉で樹木の検索表を作って

みよう（身近な植物を注意深く見てみましょう）　１０．小型魚類

の色素胞の伸縮に及ぼすイオンの影響（細胞の運動の様子を観察

します）　１１．アフリカツメガエルの人工受精と初期発生（卵が

受精をして発生していく様子を観察します）　１２．ゲルろ過法に

よる生体分子の分離精製（分子量の異なる生体分子を分子量の大

きい順に分離します）　１３．動物個体群の成長と生残（貝やカニ

を採集して測定し，成長率や生残率を推定します）　１４．　酵素反

応の同定　１５．レポート返却・解説・研究紹介など

【教科書】　実習の１回目に具体的なスケジュール（実習書）に示

し，実習の概要を説明します。必要に応じて，個々の実習につい

てのプリントを配布します。

【教科書・参考書に関する補足情報】　実習用の冊子を配布。また，

適宜，参考資料も配布。

【成績評価の方法】　提出されたレポートの内容と，実習にどのよ

うに参加しているか，基本的な実習態度も含めて評価します。全

ての実習の平均点で評価します。

【再試験の有無】　実習ですので，再評価はありません。

【受講者へのメッセージ】　自分で積極的に「生命現象」を体験し

てください。そして，必要に応じて図書館などで生命についての

疑問点を調べて，面白い内容のレポートを作成してください。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　実習用の冊子を事前に

読むこと。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

山城　考：１M２０，tyamash@ias.tokushima-u.ac.jp
渡部　稔：（総合科学部１号館中棟１階１M１９室，０８８−６５６−

７２５３，minoru@ias.tokushima-u.ac.jp）
横井川久己男：総合科学部１号館中棟１階１M１７室　TEL０８８−
６５６−７２６７

浜野龍夫：（総科３号館３階３N０４，hamanot@ias.tokushima-u.ac.jp）
服部武文：（総合科学部１号館１階生物資源保全学研究室１M１５，
Phone：０８８−６５６−７１８３，E-mail:thattori@ias.tokushima-u.ac.jp）
金丸　芳：（総合科学部３号館３N０７，０８８−６５６−７２６８，kanemaru
@tokushima-u.ac.jp）
佐藤高則：（総合科学部３号館３N０５，e-mail:tsatoh@ias.tokushima-
u.ac.jp）
大橋　眞：総合科学部３号館３階Ｎ３０２

小山保夫：（総合科学部３号館北棟３階３N０６室，Tel：０８８−６５６
−７２５６，E-mail:oyama@ias.tokushima-u.ac.jp）
佐藤征弥：（部屋：総合科学部３号館北棟３階３N０３，E-mail:satoh@
ias.tokushima-u.ac.jp）
中川秀幸：（中棟１階１M１６：電話：０８８-６５６-７２５９）
川上竜巳：（３号館３階未定）

【備考】　１．実習全体についての質問は山城（tyamash@ias.tokushima-
u.ac.jp）までお願いします。個々の実習についての質問は担当し

ている教員にお願いします。
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数理科学の基礎Ⅰ 

Foundations of Mathematical Science I

２単位（選択必修）１年（前期）

大渕　朗

 
【授業の目的】　微分積分学は数学のみならず他の広い分野で用い

られている。今では自然科学の事象を表す一つの言語であり基礎

的なものです。本講義では高校の時に学習するであろう関数の連

続や微分及び積分という概念を改めてその定義に立ち返り学習し，

高校の時には扱わないような関数も含めてそれら計算が出来るよ

うになることを目的とします。また，様々な解析学に関する言葉

の定義を具体的な例を通して理解しその知識を取得することも目

的の一つです。

【授業の概要】　微分積分学

【キーワード】　一変数関数の微分積分学

【関連／科目】　『数理科学の基礎Ⅱ［Foundations of Mathematical 
Science II］』

【到達目標】　１．微分積分学に関する定義が理解出来る　２．微分

積分の計算が出来る　３．微分積分法を応用した問題を解くこと

が出来る　４．論理的に理解出来る答案を作成出来る

【授業の計画】　１．数列の極限（その１）（定義と性質）　２．数列

の極限（その２）（計算）　３．１変数関数の極限　４．連続関数　

５．中間値の定理と逆関数　６．１変数関数の微分　７．逆関数の

微分　８．平均値の定理　９．不定形の極限　１０．テイラーの定

理　１１．１変数関数の積分（原始関数と不定積分）　１２．部分積分

と置換積分　１３．有理関数などの不定積分　１４．定積分（その

１）（定義と性質）　１５．定積分（その２）（計算）

【教科書】　「基礎微分積分学」／戸田　暢茂：学術図書出版社

【成績評価の方法】　受講姿勢及びレポートによる平常点と期末試

験による得点で評価します

【受講者へのメッセージ】　計算力を付けるためには問題演習は欠

かせませんがそのための時間を講義内で多く取ることは困難です。

各自で問や演習問題を解くことをお願いします。疑問があったら

気軽に聞いて欲しい。高校数学の内容でも構いません。高校で数

学Ⅲを履修していない学生は全学共通教育での「高大接続科目・

数学」を受講する事をお勧めします。この講義の内容理解の助け

になると思います。

【WEB ページ】

http://www-math.ias.tokushima-u.ac.jp/~ohbuchi/index1.html

数理科学の基礎Ⅱ 

Foundations of Mathematical Science II

２単位（選択必修）１年（後期）

大沼正樹

 
【授業の目的】　微分積分学は数学のみならず他の広い分野で用い

られている。　今では自然科学の事象を表す一つの言語であり基

礎的なものです。本講義では高校の時に学習するであろう関数の

連続や微分及び積分という概念を改めてその定義に立ち返り学習

し，高校の時には扱わないような関数も含めてそれら計算が出来

るようになることを目的とします。また，様々な解析学に関する

言葉の定義を具体的な例を通して理解しその知識を取得すること

も目的の一つです。

【授業の概要】　微分積分学

【キーワード】　多変数関数の微分積分学

【到達目標】　１．微分積分学に関する定義が理解出来る。　２．微

分積分の計算が出来る。　３．微分積分法を応用した問題を解くこ

とが出来る。　４．論理的に理解出来る答案を作成出来る。

【授業の計画】　１．１変数関数の広義積分（その１）（定義とその

性質）　２．１変数関数の広義積分（その２）（計算）　３．２変数関

数の極限　４．２変数関数の微分（偏微分）　５．全微分　６．合成

関数の微分と偏微分　７．テイラーの定理　８．陰関数定理　９．極

値問題　１０．２変数関数の積分（重積分）　１１．累次積分と重積分

の計算　１２．重積分における変数変換　１３．広義積分　１４．多

重積分　１５．重積分の応用

【教科書】　基礎微分積分学／戸田　暢茂：学校図書出版社

【成績評価の方法】　受講姿勢及びレポートによる平常点と期末試

験による得点で評価します。

【再試験の有無】　有

【受講者へのメッセージ】　　計算力を付けるためには問題演習は

欠かせませんがそのための時間を講義内で多く取ることは困難で

す。各自で問や演習問題を解くことをお願いします。　疑問が

あったら気軽に聞いて欲しい。　前期に開講される「数理科学の基

礎Ⅰ」を受講している事が望ましい。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　講義で学習した内容に

関する問等の計算練習をしてください。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

大沼正樹（総合科学部１号館南棟２階２S１０，０８８−６５６−７２２５，
ohnuma@ias.tokushima-u.ac.jp）
（オフィスアワー）

（後期）水曜日　１２時から１２時５０分

【備考】　この科目は教員免許状の「教科に関する科目（数学）」の

単位となります。

物理科学の基礎 

Foundations of Physical science

２単位（選択必修）１年（前期）

日置善郎

 
【授業の目的】　自然科学の基礎としての物理学の理解

【授業の概要】　物理学は現代の科学技術を支える大きな柱であり，

将来どのような分野に進もうと理系学生の基礎として極めて重要

な科目である。本講義では，この物理学の中で巨視的な現象を扱

う古典物理学（力学・電磁気学・熱統計力学）から現代物理学の

中核をなす量子論・相対論の基本的な構成までを概観する。そこ

には通常の常識では全く理解できないような現象も登場するが，

それが正に現代の科学技術の基礎となった諸法則に結び付いてい

る。それらを丁寧に，数式の取り扱いだけでなく基礎概念の理解

にも力点を置いて解説していく。

【キーワード】　古典力学，古典電磁気学，量子力学，相対性理論

【到達目標】　１．古典物理の成功と限界，それを超える現代物理

（量子力学・相対性理論）の基本的構成の理解　２．物質科学に関

わる幅広い知識の理解，現代科学に対する総合的視点，論理的思

考力の養成，および日本語で論理的文章を書くことができる能力

の養成

【授業の計画】　１．物理学の目的・現代物理学概観　２．古典物理

学の世界⑴　　素朴な自然観　３．古典物理学の世界⑵　古典力

学概説　４．古典物理学の世界⑶　電磁気学概説　５．古典物理学

の世界⑷　熱統計力学概説　６．相対性理論の世界⑴　研究の歴

史　７．相対性理論の世界⑵　特殊相対性理論　８．相対性理論の

世界⑶　一般相対性理論　９．古典物理学は万能か？⑴　原子世

界と古典物理　１０．古典物理学は万能か？⑵　古典物理の破錠、

１１．古典物理学は万能か？⑶　量子力学と現代物理学　１２．量

子物理学の世界⑴　量子の概念　１３．量子物理学の世界⑵　

ボーアの原子模型　１４．量子物理学の世界⑶　粒子の波動性　

１５．量子物理学の世界⑷　量子力学の完成　１６．量子物理学の

世界⑸　原子核・素粒子

【教科書・参考書に関する補足情報】　教科書は市販のものではな

く，自製テキストを使用する（徳島大学生協書籍部で販売）。加え

て，必要に応じてプリントを配布する。また，関連する参考書に

ついては，講義中に適宜紹介する予定。

【成績評価の方法】　毎回のレポート（または小テスト）＋受講態

度で判定する。通常の「期末試験」は行わない。詳しくは第１回

目の講義で説明する。

【再試験の有無】　無

【受講者へのメッセージ】　受講態度も重要な評価項目となります。

私語・携帯使用などは厳禁で，違反者はその時点での評価には無

関係に「再受講」となります。また，教室にいても眠っていたり

関係のないことをやっている場合には「欠席」扱いとなります。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　講義中にノートした事

項は，忘れないうちに復習すること。その際，第３者が読んでも

理解できるように補足等も含めて整理しておくことが重要。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）日置善郎（総合科学部３号館　１N０４，Tel：０８８
−６５６−７２３４，E-mail:hioki@tokushima-u.ac.jp）
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（メールアドレス）hioki@tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）火曜日　１２時〜１３時（これ以外の時間帯でも

在室時は質問等可）

化学の基礎 

Fundamentals of Chemistry

２単位（選択必修）１年（後期）

今井昭二

 
【授業の目的】　専門に進んで，科学の諸分野を専攻する上で必要

とされる，化学の基礎的内容を修得することを目的とする。

【授業の概要】　物質世界を支配するエネルギーによって化学現象

の原理が理解できる。原子や分子の運動，エネルギーと化学反応，

乱れるエネルギー，反応速度の真実など，サイエンスのおもしろ

さが詰まっている。

【キーワード】　エントロピー，エンタルピー，化学平衡，反応速

度，原子の構造など

【到達目標】　１．原子の構造に関する基礎的な内容を理解してい

る。　２．化学結合の種類や特徴について理解している。　３．化学

反応式の量的関係を理解している。　４．物質の三態の間の関係に

ついて理解している。　５．酸と塩基について理解している。　６．熱

力学の基礎的内容について理解している。

【授業の計画】　１）受講前確認テストと気体状態方程式（理想気

体と実在気体）　２）化学熱力学入門　熱力学第一法則　３）化学

熱力学入門　熱力学第一法則　熱化学　Δ H　４）化学熱力学入

門　熱力学第二・三法則　Δ S　５）化学平衡とエネルギー入門

（自発的変化・平衡移動の法則）　６）化学平衡論入門（酸化還元

平衡：電池と酸化還元）　７）化学平衡論入門（酸塩基平衡：pH
と緩衝作用）　８）化学平衡論入門（沈殿平衡：溶解度積とエネル

ギー）　９）化学物性論入門（融点・沸点，蒸気圧，浸透圧の基

礎）　１０）化学反応速度論入門（反応次数，速度定数：１次反応，

２次反応，酵素反応）　１１）化学反応速度論入門（衝突理論，遷

移理論とエネルギー）　１２）元素の周期性　（周期性・原子構造）、

１３）原子構造と特性（電子配置，イオン化エネルギー，電子親和

力，電気陰性度）　１４）化学結合の立体性と性質（イオン結合，

極性，分極）　１５）化学結合の立体性（sp 系と dsp 系の混成軌道：

メタン〜アセチレン，水和イオンなど）　１６）期末試験：総括　

試験

【教科書】　一般教養現代物理化学／阿武聡信：培風館，１９８８．３，

ISBN：９７８−４−５６３−０４５０２−

理系学生の基礎化学／姫野貞之，内野隆司　共著，：学術図書出版

社，２０１１，ISBN：９７８４７８０６０２６１６
サイエンスビュー化学総合資料：化学基礎・化学対応／実教出版

編修部　編，：実教出版，２０１２，　ISBN：９７８４４０７３２４８２２，高校

化学の復習教材であり，且つ化学基礎実験でも利用できます。

芝原寛泰，齊籐正治　著　「＜大学への橋渡し＞一般化学」　化学

同人

【参考書】　演習で納得！！理工系学生のための化学基礎／川泉文

男著，：学術図書出版社，２０１３，ISBN：９７８４７８０６０３５５２
【教科書・参考書に関する補足情報】　小テスト，宿題プリント，

期末試験を実施するためには，自分で練習問題（演習と呼ぶ）を

解いてくること。

【成績評価の方法】

　小テスト１０回程度，宿題プリント４回程度を課す。宿題におい

てゼロ評価の場合には，授業への取組状況（受講態度点）として

負の評価を与える。宿題提出日に欠席した学生については，提出

日を含める週内に提出することができる。期末テスト，小テスト，

宿題，授業への取組状況を点数化した加算法により評価する。

　受講前小テストについては，評価に入れない。詳細は，初回授

業開始時に説明する。

【再試験の有無】　平常の受講姿勢，評価点などを鑑みて一定の基

準を満たしている学生には再試験を許可する。

【受講者へのメッセージ】　予習を前提に講義を進めるので，事前

に内容を調べて授業に臨んで下さい。遅刻しないこと。専用ノー

トを一冊準備すること。これにより，学習，受講態度，自習につ

いて，判断する。自習している事項についてのみ，質問などに対

応する。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　副テキストや参考書に

は詳しい回答のついた例題や練習問題が多数掲載されているので，

時間をかけてしっかり自主学習して下さい。主テキストには，最

低限の答えが掲載されているので，自分で答えあわせができます。

大学とは，そのような場所です。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）０８８−６５６−７２７３　留守テレは，利用不可です。

（オフィスアワー）１８：００〜　アポを取ること。

生命科学の基礎 

Basics of Life Science

２単位（必修・選択必修）１年（前期）

横井川久己男，佐藤高則

 
【授業の目的】　・生物は，さまざまな生体成分が密接に相互作用

して「生きている」状態を維持している。本講義では，生命の単

位である細胞と主要生体成分について，それらの構造と機能を理

解させると共に，それらの代謝や制御機構を通じて，生命現象の

基礎を学ぶことを目的とする（横井川）。　・細胞は多種多様な化

学物質によって構成されており，生命現象は詳細に制御された化

学反応の連鎖に基づいている。ここでは生命科学の基礎として細

胞を構成する化学成分について学ぶ（佐藤）。

【授業の概要】　・生命の単位である細胞と主要生体成分の構造と

機能，またそれらの代謝や制御機構を通じて生命現象の基礎を学

ぶ（横井川）。　・生命科学の基礎としての細胞を構成する生体高

分子（タンパク質，糖，脂質，核酸）の化学的基礎と遺伝情報の

流れについて学ぶ（佐藤）。

【到達目標】　１．生命の自然科学的な統一像を得ること（横井川）。

細胞を構成する生体高分子について，その構造や特性が理解でき

る（佐藤）。

【授業の計画】　１．生命科学全般を概説し，生命現象の包括的な

概念を教授する（横井川）　２．生命誕生の歴史と多様な生物を解

説する（横井川）　３．真核細胞と原核細胞の構造と機能を解説す

る（横井川）　４．細胞の増殖と分化について解説する（横井川）　

５．遺伝について解説する（横井川）　６．エネルギー代謝を解説す

る（横井川）　７．脂肪代謝とアミノ酸代謝を解説する（横井川）　

８．感染症と薬剤耐性について解説する（横井川）　９．生命の化学

的基礎（佐藤）　１０．細胞を構成する元素と原子（佐藤）　１１．細

胞を構成する生体高分子（タンパク質）（佐藤）　１２．細胞を構成

する生体高分子（糖）（佐藤）　１３．細胞を構成する生体高分子

（脂質）（佐藤）　１４．細胞を構成する生体高分子（核酸）（佐藤）、 
１５．核酸と遺伝情報の流れ（佐藤）　１６．定期試験

【参考書】　・生命科学（東京化学同人）（横井川）　・「Essential 細
胞生物学」（南江堂）に沿った資料を授業中に随時配布する。配布

したパワーポイント資料および実施した課題は HP に掲載する

（佐藤）。

【成績評価の方法】　・授業への取組み態度（２５％），定期試験

（２５％）により総合的に評価する（横井川）。　・毎回の課題（３０％）

と定期試験（２０％）の合計で成績を算出する（佐藤）。

【受講者へのメッセージ】　毎回，課題を出しますので出席してく

ださい（佐藤）。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　授業内容の予習は，HP
の資料を参考にしてください。毎回の課題は提出後に添削し返却

しますので，間違えたところは復習してください。（佐藤）

【WEB ページ】　佐藤担当分の資料・課題は，下記 HP よりダウン

ロードできます。

http://www.geocities.jp/satokichi2004jp/syllabus/jyugyou.htm
【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

横井川久己男　１M１７，０８８−６５６−７２６７
佐藤高則　３N０５，０８８−６５６−７６５７
（メールアドレス）

横井川久己男　yokoigaw@ias.tokushima-u.ac.jp
佐藤高則　tsatoh@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）

横井川久己男：毎週月曜日 PM１６：３０−１７：３０　総合科学部１号

館中棟１階１M１７室

佐藤高則：平日の９：００−１７：００で，授業以外の時間

学習支援室（３号館１階スタジオ）：時間帯は別途指示

Study Support Space 学習支援・アドバイザー（常三島図書館１階

ピアサポートルーム）：時間帯は別途指示 
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地球科学の基礎 

Foundations of Earth Science

２単位（選択必修）１年（後期）

石田啓祐，村田明広，西山賢一，青矢睦月

 
【授業の目的】　地球表層部における地球科学的な現象と事象に関

して，現在の姿と歴史を学ぶ。

【授業の概要】　地史学・進化古生物学（石田），構造地質学・地震

学（村田），岩石学・火山学（青矢），地形学・気象学（西山）な

どの地球科学における基礎的な内容を扱う。また，それぞれの分

野で最近話題になっている研究内容を紹介し，地球科学の勉学の

ための導入的な講義とする。

【キーワード】　地層と化石，地球の歴史，断層，褶曲，プレート

テクトニクス，活断層，地震，地形，火山，マグマ，岩石，鉱物，地

球表層物質循環

【到達目標】　地球の歴史と地層・化石（石田），活断層と地震（村

田），岩石と鉱物（青矢），火山・地形の形成と天気の変化（西山）

の基本や概要が説明できること。

【授業の計画】　１．地質時代区分：絶対年代（放射年代）と相対年

代（石田） ２．年代指標・環境指標としての古生物・大型化石と

微化石（石田）　３．地層の種類と形成環境（堆積岩類と堆積環境）

（石田）　４．地球の運動と環境変化・生物界の変遷（石田）　５．東

日本大震災の津波災害（村田）　６．南海トラフ地震に備える（村

田）　７．活断層と地震（村田）　８．断層と褶曲（村田）　９．プレー

トテクトニクスと岩石の分類（青矢）　１０．火成岩の分類（青矢）、

１１．全岩化学組成と鉱物化学組成（青矢）　１２．変成岩とその形

成場（青矢）　１３．山地地形とその変化（西山）　１４．平野地形と

その変化（西山）　１５．海岸地形とその変化（西山）　１６．火山噴

火と火山地形（西山）

【教科書】　指定しない。

【参考書】　講義資料は各教員が配布する。

【教科書・参考書に関する補足情報】　講義資料は各教員が配布す

る。

【成績評価の方法】　４人の教員が，それぞれの担当部分の理解力

を問う小試験や課題レポートを講義時間の最後に課すので，出席

が大前提となります。

【再試験の有無】　積極的な取り組みの見られる学生に対しては行

うことがある。

【受講者へのメッセージ】　パワーポイントやビデオなどを使うこ

とがあります。遅刻・欠席をしないこと。積極的にノートを取る

こと。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

石田啓祐：総合科学部３号館南棟２S０４室，Tel：０８８−６５６−７２４３，
E-mail:ishidak@ias.tokushima-u.ac.jp
村田明広：総合科学部３号館南棟２S０３室，Tel：０８８−６５６−７２４２，
E-mail:murata@tokushima-u.ac.jp
西山賢一：総合科学部３号館南棟２S０５室，Tel：０８８−６５６−７２３９，
E-mail:nisiyama@ias.tokushima-u.ac.jp
青矢睦月：総合科学部３号館南棟２S０２室，Tel：０８８−６５６−７２６５，
E-mail:aoya@tokushima-u.ac.jp
（メールアドレス）

石田啓祐：ishidak@ias.tokushima-u.ac.jp
村田明広：murata@tokushima-u.ac.jp
西山賢一：nisiyama@ias.tokushima-u.ac.jp
青矢睦月：aoya@tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）

石田啓祐：平日１２：００−１２：５０

村田明広：火１２：００〜１３：００。ただし，在室時はいつでも構い

ません。

西山賢一：月１２：００〜１３：００。

青矢睦月：火１２：００〜１３：００。ただし，在室時はいつでも構い

ません。 

プログラミング演習Ⅰ 

Computer Programming Ⅰ

２単位（選択必修）２年（後期）

鍋島克輔

 
【授業の目的】　本演習では，最も多用されているプログラミング

言語の１つであるＣ言語について，文法やプログラミング技法を

初歩から演習を行うことで，修得し，使いこなせるようになるこ

とを目的とする。

【授業の概要】　Ｃ言語による基本的プログラミング技法の修得

【キーワード】　プログラミング，Ｃ言語

【到達目標】　１．Ｃ言語の基本仕様を修得し，種々のアルゴリズ

ムが C 言語でプログラミングできるようになる。

【授業の計画】　１．Ｃ言語とは＆プログラム開発環境の操作方法、

２．データの型　３．入出力関数　４．制御文　if　else　５．制御

文　for　６．制御文　while　７．制御文　switch　８．配列　９．関数

　１０．関数　１１．文字列　１２．プログラムの作成　１３．プログ

ラムの作成　１４．プログラムの作成　１５．プログラムの作成

【教科書】　新版　明解Ｃ言語入門編／柴田望洋：ソフトバンク・

クリエイティブ

【成績評価の方法】　講義での課題３０％，最終課題作成３０％，試験

４０％の合計により成績を評価する。

【再試験の有無】　行わない

【受講者へのメッセージ】　受講者はデータ保存のため，　各自で

USB メモリーを用意すること。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　教科書の例題は完璧に

理解できるようにすること。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）鍋島克輔

（メールアドレス）nabeshima@tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）火曜　１４：００〜１５：３０　金曜　１４：００〜

１５：３０

【備考】　この教科は教員免許状「教科に関する科目（数学）」の単

位となります。

物理学基礎実験 

Fundamental Experiments in Physics

２単位（選択必修）２年（前期）

真岸孝一，小山晋之，中山信太郎，齊藤隆仁，伏見賢一

 
【授業の目的】　物理学は実験と理論を両輪として発展してきた。

単なる自然現象の記述に終わってはならないし，空理空論でもい

けない。実験によって自然に問いかけて法則性を見出すというこ

とと，理論を組み立てるということをキャッチボールのように繰

り返しながら自然を理解していかなければならない。「高校の物

理」では実験が軽視されがちで，無味乾燥な暗記物と誤解してい

る学生が多い。本実験では基礎的な物理実験を行い，現象の中か

ら法則性を見出したり，理論的推論を確かめたりすることによっ

て，物理の面白さを体験することを目的とする。また卒業研究等

の自分で研究を行う際に，実験（研究）経過・過程をきちんとノー

トに記録するということは大切である。これをどの様にしたら良

いかという点を実験を通して学んでいく。

【授業の概要】　最初の数回は，物理測定法の基礎を講義し，デー

タを扱う方法を学ぶ。また，ノギスとマイクロメータを使って物

の長さを測るという測定を，テスターとオシロスコープを使って

電圧や抵抗を測定するということを学ぶ。以後，力学，熱，波，

電磁気，物性の中の基礎的な物理実験を数回行う。

【キーワード】　物理学，実験

【先行／科目】　『情報処理の基礎Ⅰ［Introduction to Computing I］』，
『物理科学の基礎［Foundations of Physical science］』
【関連／科目】

『力学Ⅰ［Mechanics I］』，『電磁気学Ⅰ［Electromagnetism I］』
【到達目標】　１．実験を正しく行い，その実験の経過をノートに

記録することができる。実験の解析を正しく行うことができる。

【授業の計画】　１．導入　２．誤差論１とノギス・マイクロメー

ターの実験　３．誤差論２とテスターオシロスコープの実験　４．誤

差論３と関数電卓の使い方　５．Excel を使ったデータ処理　６．実
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験の解説とレポ−トの書き方　７．実験１　８．面接試験１　９．実

験２　１０．面接試験２　１１．実験３　１２．実験４　１３．実験５、

１４．実験予備日　１５．面接試験３　１６．総括授業

【教科書】　「基礎物理学実験テキスト」総合科学部物理学教室編

（徳島大学生協）

【成績評価の方法】　提出されたレポートの評価および，個別面接

時の実験ノートのチェック，実験テーマの理解度，実験の正確さ

の評価を併せて評価する。

【再試験の有無】　原則として行わない。

【受講者へのメッセージ】　全回出席し，全てのレポートを提出し

なければならない。止むを得ず欠席した場合は，空いている時間

に実験を行うこと。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　テキストプリントをよ

く読み，実験内容について事前によく理解しておくこと。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

真岸孝一：総合科学部３号館１N０９，０８８−６５６−７２３０
中山信太郎：総合科学部３号館１N０２，０８８−６５６−７２３６
齊藤隆仁：総合科学部３号館１N０８，０８８−６５６−７２３２
伏見賢一：総合科学部３号館１N０１，０８８−６５６−７２３８
小山晋之：総合科学部３号館１N０７，０８８−６５６−７２３３
（メールアドレス）

真岸孝一：magishi@tokushima-u.ac.jp
中山信太郎：nakayama@ias.tokushima-u.ac.jp
齊藤隆仁：saito.takahito@tokushima-u.ac.jp
伏見賢一：kfushimi@tokushima-u.ac.jp
小山晋之：koyama@ias.tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）

真岸孝一：木曜日　１２−１３時（これ以外に随時，教員室に居れ

ばできるだけ対応します。）

中山信太郎：授業など公務がない平日１７時から１８時

齊藤隆仁：水曜日１２：００〜１３：００

伏見賢一：随時。研究室の扉に掲示しています。

小山晋之：火曜日・木曜日　１１：５０〜１２：５０

【備考】　この科目は，中一種免・高一種免「理科」の「教科に関

する科目」になっています。

化学基礎実験 

Fundamental Experiments in Chemistry

２単位（選択必修）２年（前期）

今井昭二，増田俊哉，三好�和，山本裕史，

山本　孝，中村光裕，山本祐平

 
【授業の目的】　物質総合コースと環境共生コースに必須の基礎的

な化学実験を行い，物質の分離分析，同定，合成等に必要な基本

操作を習得することを目的とする。実験を通して化学物質の取り

扱いを習熟し，その理解を深め危険な化学物質に対する安全な取

り扱い方も学ぶ。

【授業の概要】　物質総合コースと環境共生コース向けの試薬の取

り扱いと化学実験の基礎的かつ基本的操作の習得

【キーワード】　基礎化学実験，分析化学，物理化学，環境分析化

学，有機化学

【先行／科目】　

『化学の基礎［Fundamentals of Chemistry］』，『物理科学の基礎

［Foundations of Physical science］』
【関連／科目】　

『物理化学Ⅰ［Physical Chemistry I］』，『無機化学Ⅰ［Inorganic 
Chemistry I］』，『有機化学Ⅰ［Organic Chemistry I］』

【到達目標】　１．化学物質の取扱の習熟，実験の安全教育の徹底，

化学実験の基礎の習熟

【授業の計画】　１．実験の基礎知識（器具の説明，試薬全般と安全

指導・安全対策・避難訓練を含む　２．無機定性反応 I（NaOH）
硫酸イオンの定量⑴　　３．無機定性反応 II（NH3）硫酸イオンの

定量⑵　４．無機定性反応 II（H2S）硫酸イオンの定量⑶　５．陽

イオンの系統的半微量定性分析　６．容量器具の取り扱い・シュウ

酸の再結晶・０.１N シュウ酸標準溶液の調製　７．分析化学実験：pH
滴定曲線（水酸化ナトリウム−塩酸）　８．分析化学実験：中和滴

定（０.１NNaOH 標準溶液の標定，０.１NHCl 標準溶液の標定，食酢

の定量）　９．分析化学実験：沈殿滴定（モール法）　１０．分析化

学実験：キレート滴定（Ca-Mg 分別定量，硬度計算）　１１．分析

化学実験：酸化還元滴定（オキシフル中の過酸化水素の定量，亜

硝酸の定量）　１２．環境分析化学実験：化学的酸素要求量（COD 
KMnO4 法）　１３．物理化学実験：酢酸エチルのケン化速度と速度

論　１４．有機化学実験：アセトアニリドの合成　１５．予備日　

１６．総括

【教科書】　環境・分析化学実験／酒井忠雄，相原將人　編著：三

共出版，２００６．２，ISBN：４−７８２７−０５２４−７

分析化学／長島弘三，富田功：裳華房，１９８５．１０，ISBN：４−

７８５３−３１２３−２

これだけは知っておきたい化学実験セーフティガイド／日本化学

会：化学同人，２００６．３，ISBN：９７８−４−７５９８−１０５１−

化学実験初学者であることから，テキストは３冊とも必ず購入す

ること。卒業まで使用します。

【参考書】　サイエンスビュー化学総合資料：化学基礎・化学対

応 ／ 実 教 出 版 編 修 部　編，：実 教 出 版，２０１２，ISBN：
９７８４４０７３２４８２２，１年次購入済みである。

丸山銓二朗「改稿　化学基礎実験」三共出版

【教科書・参考書に関する補足情報】　実験セットとして白衣，油

性マジック，ハサミ，ピンセット，万能雲形定規，JIS 規格直定

規（１５㎝），JIS 規格グラフ用紙などの実習必需品は，生協でセッ

ト販売しているので購入のこと。

【成績評価の方法】　出席点（実験の取り組み姿勢点も含む）とレ

ポート点を併用して評価する。具体的には，出席点とは「実験

ノートの完成度」，「毎回のレポート点」，「期末小テスト」，「実技

テスト」，「積極性」等は加算しますが，「服装，態度，欠席，提出

期限遅れ」等は減点します。それらの総和で採点しています。

【再試験の有無】　実施できない。木曜日の午後，場合によっては，

再実験を行い補習を実施することもある。

【受講者へのメッセージ】　本授業は，化学実験の初級者向けです。

実験の事前準備や心構えが重要です。白衣購入，コンタクトレン

ズ使用禁止，安全メガネ着用，適切な服装の指導など化学実験に

対しての準備について安全上の理由で指導されるので，理解して

ください。安全指導上または教育の継続が難しいと判断したとき，

受講を中止させます。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　以下のチェックを大村

助教により行われます。授業前に実験の予習レポートを捺印して

チェックします。実験中の出来事は，実験ノートに記録します。

実験終了時に，実験ノートを捺印してチェックします。実験レ

ポートは，実験終了の翌週の実験開始前に提出して下さい，提出

後直ちに捺印してチェックします。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（オフィスアワー）各担当教員と相談する。

生命科学基礎実験 

Experiments in Basics of Life Sciences

２単位（選択必修）１年（前期）

山城　考，中川秀幸，小山保夫，大橋　眞，佐藤高則，

真壁和裕，松尾義則，佐藤征弥，渡部　稔，金丸　芳，

横井川久己男，浜野龍夫，服部武文，川上竜巳

 
【授業の目的】　高校で生物学を履修していない学生は中学校レベ

ルの生物学的知識を忘れています。そのまま，大学生活，そして

大学院生活あるいは社会生活に入りますと，苦労することが多い

でしょう。日常社会で話題になりやすいことは生命科学分野の話

です。そこで，高校で生物学を履修していない学生にも，もちろ

ん，生物学を履修した学生にも，新鮮な気持ちで「生命科学」に

触れていただきたいと思います。この実習では，生命科学系の実

験を行う上で必要な基本的な技術などを体験させると同時に，生

命の基本的現象を観察・理解してもらいます。

【授業の概要】　目的には書きましたが，社会に出てから「最も身

近な学問」は生命科学です。なぜなら，健康問題，環境問題など

の理解には生命科学分野の知識が求められるからです。生命科学

の実験の一端に触れることで，いろいろな問題を容易に理解でき

る「切っ掛け」になります。細胞（単細胞生物，心臓の細胞，卵

子，精子など），微生物，昆虫，植物，生体分子（DNA など）な

ど，毎回，様々なテーマで生命科学の知識を広げていきます。同

時に，生命科学実験の基礎技術についての理解できるようになり

ます。
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【キーワード】　生命科学，環境，生態，細胞

【到達目標】　１．生命科学（生命現象）に興味を持ってもらう。　

２．生命科学系の実験を行う上で最低限必要な器具・機器の操作法，

基本的な技術などを習得してもらう。

【授業の計画】　１．ガイダンス（実習の進め方，内容，レポート，

受講学生の確認など一般的な指導を行います）　２．顕微鏡の使い

方（中学・高校の顕微鏡と違います）と淡水中のプランクトンの

観察（水一滴の中の世界に多くの生物がいます）　３．ラットの単

離心筋細胞の収縮運動と細胞の死（心臓の一個の細胞の収縮，そ

して細胞が死ぬという現象を観察します）　４．レクチンによるウ

サギ赤血球の凝集反応（血液型の判定の基礎が解ります）　５．生

命科学における情報処理の基礎（もちろん，生命科学でもパソコ

ンは必須です）　６．DNA の抽出（DNA 診断の第一歩となる技術

です）　７．無菌操作（私たちは微生物に囲まれていることを実感

してください）　８．リン酸の定量（生命現象の中で大きな役割を

果たすリン酸を定量してみます）９．葉で樹木の検索表を作ってみ

よう（身近な植物を注意深く見てみましょう）　１０．小型魚類の

色素胞の伸縮に及ぼすイオンの影響（細胞の運動の様子を観察し

ます）　１１．アフリカツメガエルの人工受精と初期発生（卵が受

精をして発生していく様子を観察します）　１２．ゲルろ過法によ

る生体分子の分離精製（分子量の異なる生体分子を分子量の大き

い順に分離します）　１３．動物個体群の成長と生残（貝やカニを

採集して測定し，成長率や生残率を推定します）　１４．酵素反応

の同定　１５．レポート返却・解説・研究紹介など

【教科書】　実習の１回目に具体的なスケジュール（実習書）に示

し，実習の概要を説明します。必要に応じて，個々の実習につい

てのプリントを配布します。

【教科書・参考書に関する補足情報】　実習用の冊子を配布。また，

適宜，参考資料も配布。

【成績評価の方法】　提出されたレポートの内容と，実習にどのよ

うに参加しているか，基本的な実習態度も含めて評価します。全

ての実習の平均点で評価します。

【再試験の有無】　実習ですので，再評価はありません。

【受講者へのメッセージ】　自分で積極的に「生命現象」を体験し

てください。そして，必要に応じて図書館などで生命についての

疑問点を調べて，面白い内容のレポートを作成してください。

【自主学習（予習・復習）のアドバイス】　実習用の冊子に事前に

読むこと。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

山城　考：１M２０，tyamash@ias.tokushima-u.ac.jp
渡部　稔：（総合科学部１号館中棟１階１M１９室，０８８−６５６−

７２５３，minoru@ias.tokushima-u.ac.jp）
横井川久己男：総合科学部１号館中棟１階１M１７室　TEL０８８−
６５６−７２６７

浜野龍夫：（総科３号館３階３N０４，hamanot@ias.tokushima-u.ac.jp）
服部武文：（総合科学部１号館１階生物資源保全学研究室１M１５，
Phone：０８８−６５６−７１８３，E-mail：thattori@ias.tokushima-u.ac.jp）
金丸　芳：（総合科学部３号館３N０７，０８８−６５６−７２６８，kanemaru@
tokushima-u.ac.jp）
佐藤高則：（総合科学部３号館３N０５，e-mail:tsatoh@ias.tokushima-
u.ac.jp）
大橋　眞：総合科学部３号館３階Ｎ３０２

小山保夫：（総合科学部３号館北棟３階３N０６室，Tel：０８８−６５６
−７２５６，E-mail:oyama@ias.tokushima-u.ac.jp）
佐藤征弥：（部屋：総合科学部３号館北棟３階３N０３，E-
mail:satoh@ias.tokushima-u.ac.jp）
中川秀幸：（中棟１階１M１６：電話：０８８−６５６−７２５９）

川上竜巳：（３号館３階未定）

【備考】　

１．実習全体についての質問は山城（tyamash@ias.tokushima-
u.ac.jp）までお願いします。個々の実習についての質問は担当

している教員にお願いします。

 

地球科学基礎実験 

Fundamental Experiments in Earth Science

２単位（選択必修）２年（前期）

石田啓祐，村田明広，西山賢一，青矢睦月

 
【授業の目的】　地層解析の基本事項（石田），偏光顕微鏡観察と空

中写真判読（村田），地質図・天気図（西山）が活用できる。

【授業の概要】　層序学・古生物学（石田），構造地質学（村田），

地質図学・気象学（西山）に関わる地球科学の基礎的な実習を扱

う。この中には，岩石・鉱物・化石の肉眼鑑定，偏光顕微鏡での

観察，天気図の作成など，地球科学の基本的解析手法の習得が含

まれる。

【キーワード】　基礎実験・実習，層序学，古生物学，構造地質学，

地質図学，気象学

【到達目標】　地球科学の解析に必要となる基本的な実験・調査法

を身につける。

【授業の計画】　１．粒度区分と粒度表（ふるいを使った粒度分析と

粒度表の作成）（石田）　２．海岸の堆積物の観察と漂着貝殻の採集

（石田）　３．海岸の堆積物と漂着貝殻群集の解析（石田）　４．古生

物の分類と特徴（大型化石の観察とスケッチ，レプリカ作成）（石

田）　５．空中写真判読による地質構造解析（村田）　６．リモート

センシングによる地質解析（村田）　７．岩石（火成岩・堆積岩・

変成岩）の肉眼観察（村田）　８．花崗岩のモード測定（青矢）　９．岩

石・鉱物の化学組成に関する計算（青矢）　１０．偏光顕微鏡によ

る薄片観察（火成岩１）（青矢）　１１．偏光顕微鏡による薄片観察

（火成岩２）（青矢）　１２．偏光顕微鏡による薄片観察（堆積岩）

（村田）　１３．コンターマップ・水系図・地形断面図の作成（西山）、

１４．地質図の作成（西山）　１５．地質断面図の作成（西山）　１６．天

気図の作成（西山）

【教科書】　指定しない。

【参考書】　各担当教員が紹介する。

【教科書・参考書に関する補足情報】　各担当教員が資料を配布す

る。

【成績評価の方法】　実習への取り組み姿勢と，成果物の提出・各

教員による課題のレポートを総合的に判断して評価する。

【再試験の有無】　実習であり，再試験は原則行わない。

【受講者へのメッセージ】　実習内容が積み重ね式になっているの

で，出席は大前提となります。

【連絡先（E メールアドレス，オフィスアワー）】

（学生用連絡先）

石田啓祐：総合科学部３号館南棟２S０４室，Tel：０８８−６５６−７２４３，
E-mail:ishidak@ias.tokushima-u.ac.jp
村田明広：総合科学部３号館南棟２S０３室，Tel：０８８−６５６−７２４２，
E-mail:murata@tokushima-u.ac.jp
西山賢一：総合科学部３号館南棟２S０５室，Tel：０８８−６５６−７２３９，
E-mail:nisiyama@ias.tokushima-u.ac.jp
青矢睦月：総合科学部３号館南棟２S０２室，Tel：０８８−６５６−７２６５，
E-mail:aoya@tokushima-u.ac.jp
（メールアドレス）

石田啓祐：ishidak@ias.tokushima-u.ac.jp
村田明広：murata@tokushima-u.ac.jp
西山賢一：nisiyama@ias.tokushima-u.ac.jp
青矢睦月：aoya@tokushima-u.ac.jp
（オフィスアワー）

石田啓祐：平日１２：００−１２：５０

村田明広：火１２：００〜１３：００。ただし，在室時はいつでも構い

ません。

西山賢一：月１２：００〜１３：００。

青矢睦月：火１２：００〜１３：００。ただし，在室時はいつでも構い

ません。

【備考】　

　全ての教員の実習に出席することを原則とする。
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人間文化学科

コース担当教員一覧表

氏　 名職　 名コ ー ス 名

石 川 榮 作
石　 田　 三 千 雄
井 戸 慶 治
桂　 修 治
桑 原　 恵
佐 久 間　 　 　 亮
邵　 迎 建
田 久 保　 　 　 浩
田 島 俊 郎
堤　 和 博
ヘルベルト，ヴォルフガング
宮 崎 � 義
宮 澤 一 人
葭 森 健 介
依 岡 隆 児
新 田 元 規
荒 武 達 朗
今 井 晋 哉
衣 川　 仁
熊 坂 元 大
座 喜　 純
笹 尾 佳 代
田 中　 佳
田 中 智 行
中 村　 豊
福田　スティーブ　利久
山 内 暁 彦
山 口 裕 之
山 田 仁 子
吉 岡 宏 祐
吉 田 文 美
ギュンター　ディルク　クレメンス
スタージ，ドナルド・ウェード
スティーヴンズ，メリディス・アン
岸 江 信 介
村 上 敬 一

�就 
　

�コ 

�教 

�学 

＊
＊

教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
教 授
准 教 授

国 際 文 化 コ ー ス

荒 木 秀 夫
佐 藤 健 二
佐 藤 充 宏
原　 幸 一
三 浦　 哉
山　 本　 真 由 美
内 海 千 種
大 宮 俊 恵
境　 泉 洋
坂 田 大 輔
佐 竹 昌 之
佐 藤　 裕
福 森 崇 貴
山 口 鉄 生
山 下 泰 子
行 實 鉄 平
中　 塚　 健 太 郎

　

�コ �就 　

�学 

�教 

教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
講 師

心 理 ・ 健 康 コ ー ス

　�コ ：コース代表　�教 ：教務委員　�学 ：学生委員　�就 ：就職委員　＊協力教員
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社会創生学科

氏　 名職　 名コ ー ス 名

饗 場 和 彦
栗 栖　 聡
玉　 　 　 真 之 介
内 藤　 徹
眞 弓 浩 三
水　 島　 多 喜 男
石 田 和 之
上 原 克 之
王　 冷 然
小 田 切　 康　 彦
清 水 真 人
多 田 正 仁
趙　 　 　 　  
中 里 見　 　 　 博
松 嶋 一 成

�コ 

�教 

�就 

�学 

教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授

公 共 政 策 コ ー ス

石 井 健 二
石 田 基 広
上　 野　 加 代 子
岸 江 信 介
� 橋 晋 一
豊 田 哲 也
平 井 松 午
平 木 美 鶴
吉 田 敦 也
掛 井 秀 一
河 原 崎　 貴　 光
田 口 太 郎
塚 本 章 宏
土 屋　 敦
内 藤 直 樹
中 島 浩 二
樋 口 直 人
村 上 敬 一
矢 部 拓 也
スタージ，ドナルド・ウェード

�コ 

�教 

�学 
�就 
＊

教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授

地 域 創 生 コ ー ス

大 橋　 眞
小 山 保 夫
中 川 秀 幸
浜 野 龍 夫
真 壁 和 裕
松 尾 義 則
横 井 川　 久 己 男
金 丸　 芳
佐 藤 高 則
佐 藤 征 弥
服 部 武 文
山 城　 考
渡 部　 稔
川 上 竜 巳
今 井 昭 二
増 田 俊 哉
山 本　 孝
山 本 裕 史
中 村 光 裕

�コ 
�教 

�就 

�学 
＊
＊
＊
＊
＊

教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
講 師
教 授
教 授
准 教 授
准 教 授
講 師

環 境 共 生 コ ー ス

　�コ ：コース代表　�教 ：教務委員　�学 ：学生委員　�就 ：就職委員　＊協力教員
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総合理数学科

氏　 名職　 名コ ー ス 名

伊 藤 正 幸
大 橋　 守
大 渕　 朗
片 山 真 一
桑 原 類 史
村 上 公 一
守 安 一 峰
宇 野 剛 史
大 沼 正 樹
小 野 公 輔
中 山 慎 一
鍋 島 克 輔
蓮 沼　 徹

�コ 

�就 

�教 

�学 

教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授

数 理 科 学 コ ー ス

石 田 啓 祐
今 井 昭 二
小 山 晋 之
中　 山　 信 太 郎
日 置 善 郎
伏 見 賢 一
増 田 俊 哉
三 好 徳 和
村 田 明 広
青 矢 睦 月
齊 藤 隆 仁
西 山 賢 一
真 岸 孝 一
山 本　 孝
山 本 裕 史
折 戸 玲 子
中 村 光 裕
大 村　 聡
久 田 旭 彦
山 本 祐 平

�就 

�コ 
　

�学 
�教 

教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
講 師
講 師
助 教
助 教
助 教

物 質 総 合 コ ー ス

　�コ ：コース代表　�教 ：教務委員　�学 ：学生委員　�就 ：就職委員



テニスコート
駐　　車　　場

助　任　の　丘

駐輪場

運　　動　　場

体　　育　　館

第１食堂

キャッシュサービス

国
際
課

学生会館

東門

全学共通教育学生実験室

全学共通教育センター
学習支援室

売
店
・
書
籍

玄
関

玄
関

ス
タ
ジ
オ

自
習
ス
ペ
ー
ス

Ｎ

全
学
共
通
教
育
掲
示
板

第
1
駐
車
場

バ
イ
ク
専
用
入
口

池

総合科学部
学　務　係

総
合
科
学
部

掲
　
示
　
板

学
友
会
室

正
　
門

玄
関

北門
第3駐車場（教職員用）

第2駐車場
（教職員用）

歩道橋

Ｐ

１ 　 号 　 館
総 合 科 学 部

３ 　 号 　 館
総 合 科 学 部

共通教育６号館
大学開放実践センター

非常勤講師
控　　　室

学生生活支援課

キ
ャ
リ
ア

支
　
　
援

セ
ン
タ
ー

教 育 支 援 課
事 務 室
全学共通教育履修
学 生 の 窓 口（ ）

共通教育４号館

共通教育５号館
保健管理・　　　
総合相談センター

（１F ）Ｗ Ｃ

総合科学部（共通教育棟を含む）建物配置図

生協事務所

課外活動棟

池2号館（Ｗ）
総合科学部

総合科学部
2号館（Ｅ）



〔１階〕

講義室・実験室および教員研究室配置図

総合科学部１号館
国際文化コース

環境共生コース

地域創生コース

〔１階〕

1N01 1N03 1N04 1N05 1N06 1N07 1N091N08 1N10 1N11

1N171N161N151N141N131N12 1N18

1N02

書　架

周密書架閲覧室

展示室

学部図書室

書　架

学部図書室
多目的室

1W01

1W02

1W03

1W04

1W05

1W06

1Ｓ01 1Ｓ02

非常勤講師控室

渭
水
会

1Ｍ01 1Ｍ02

機器センター1

1Ｍ12

倉庫

書庫

環
境
共
生

コ

ー

ス

事

務

室

1Ｍ14

微
生
物
科
学

研

究

室

分
子
生
物
学

研

究

室

系
統
分
類
学

研

究

室

1Ｍ13

環
境
共
生

コ
ー
ス
学
生

研

究

室

環
境
共
生

コ
ー
ス
院
生

研

究

室

活
性
物
質

生

理

学

研

究

室

生
物
資
源

保

全

学

研

究

室

発
生
ゲ
ノ
ム

科
学
研
究
室

1Ｍ03

環
境
共
生

実
験
室
１

環
境
共
生

実
験
室
２

環
境
共
生

実
験
室
３

1Ｍ04 1Ｍ05

地
域
創
生

コ

ー

ス

ゼ
ミ
室
１

地域創生コース
学生スペース１

地域創生コース

学生スペース２

空間情報論
研 究 室

言語情報
研 究 室

総合情報
研 究 室

日本語学
研 究 室

社会学
研究室

社会学
研究室

社会学
研究室

社会学
研究室

地域地理学
研 究 室

文化人類学
研 究 室

地域言語論
研 究 室

地域創生コース
学生・院生研究室

地域動態
論研究室

1Ｓ05

地
域
創
生

コ

ー

ス

ゼ
ミ
室
２

1Ｓ06

作
　
　
業

ス
ペ
ー
ス

人
文
地
理
学

研

究

室

方
言
通
信

調

査

室

1Ｓ07 1Ｓ10 1Ｓ11 1Ｓ12

1Ｓ26

1Ｓ251Ｓ24

1Ｓ27 1Ｓ281Ｓ21 1Ｓ22 1Ｓ231Ｓ18

1Ｓ171Ｓ15 1Ｓ16

1Ｓ08

1Ｓ14

1Ｓ19 1Ｓ20

1Ｓ13

環
境
共
生

実
験
室
４

環
境
共
生

実
験
室
５

環
境
共
生

実
験
室
６

博
士
後
期

課
程
学
生

実
験
室
４

博
士
後
期

課
程
学
生

実
験
室
２

博
士
後
期

課
程
学
生

実
験
室
１

博
士
後
期

課
程
学
生

実
験
室
５

博
士
後
期

課
程
学
生

実
験
室
Ｐ
２

博
士
後
期

課
程
学
生

実
験
室
３

博士後期課程

学生研究室１

1Ｍ06 1Ｍ07 1Ｍ08 1Ｍ09 1Ｍ10 1Ｍ11

1Ｍ22

博
士
後
期

課
程
学
生

研
究
室
２

1Ｓ03

1Ｍ211Ｍ201Ｍ191Ｍ181Ｍ171Ｍ161Ｍ15 1Ｍ23 1Ｍ24

地
域
交
流
プ
ラ
ザ

事
務
用
倉
庫

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

Ｗ Ｃ

Ｅ Ｖ

（中川）（服部） （山城）（渡部）（真壁）（横井川）

事
務
長
室

（平井）（豊田）（矢部）（樋口直）（　橋）（内藤直）（上野）（土屋） （岸江）（村上敬）

（石田基）（中島）（塚本）

学 務 係

資 料 室

学 務 係

学 部 長 室

1Ｓ04

1Ｓ09

ＧＩＳ共同利用室

Ｗ
Ｃ

ご
み

置
場

ホ
ー
ル

総 務 係

更
衣
室︵
男
︶

印
刷
室
１

更
衣
室︵
女
︶

Ｗ Ｃ

ＷＣ

玄
　
　
　
関

国

際

文

化

コ
ー
ス
図
書

閲

覧

室

国

際

文

化

コ

ー

ス

ゼ

ミ

室

２

ド
イ
ツ
語
・

比

較

文

化

研

究

室

英

語

・

イ

ス

ラ

ム

思
想
研
究
室

ド
イ
ツ
語
・

ド
イ
ツ
文
学

研

究

室

ド
イ
ツ
語
・

ド

イ

ツ

学

研

究

室

英

米

文

化

研

究

室

国

際

文

化

コ

ー

ス

研

究

室

国

際

文

化

コ
ー
ス
院
生

研

究

室

英

語

学

研

究

室

国

際

文

化

コ

ー

ス

ゼ

ミ

室

１

ド
イ
ツ
語
・

ド
イ
ツ
文
学

研

究

室

哲

学

研

究

室

応
用
倫
理
学

研

究

室

科

学

論

・

科

学

史

研

究

室

（桂）（石川） （熊坂）（座喜）（ヘルベルト） （吉田文）

（井戸）（山田） （石田三）（山口裕）

Ｗ Ｃ



〔２階〕
2N132N01 2N14 2N15

ＷＣ
（男女）

2N122N02 2N03 2N04 2N05 2N06 2N07 2N08 2N09 2N10 2N11
フ

ラ

ン

ス

文

学

研

究

室

フ

ラ

ン

ス

文

化

論

研

究

室

ア
ジ
ア
思
想

研

究

室

デ

ジ

タ

ル

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

研

究

室

ア

ジ

ア

史

研

究

室

中

国

文

学

研

究

室

ア
ジ
ア
社
会

研

究

室

英

米

文

学

研

究

室

日

本

史

研

究

室

2N16 2N17 2N18 2N19 2N20 2N21
日

本

史

研

究

室

日

本

文

学

研

究

室

日

本

近

現

代

文

学

研

究

室

2N23
イ
ギ
リ
ス
史

研

究

室

考

古

学

研

究

室

中

国

文

学

・

文

化

研

究

室

国際文化コース

学 生 研 究 室

（スティーブンズ）（依岡） （今井晋）（佐久間）（中村豊）（笹尾）（堤） （邵）（桑原恵）

（坂田）

（宮崎）（田久保） （吉岡）（スタージ） （スティーブ）（山内）（田中智） （田島）（荒武） （宮澤）（葭森）（新田）（衣川）（田中佳）

英

米

文

学

研

究

室

英

米

文

化

研

究

室

英
語
教
育
学

研

究

室

英

米

文

化

研

究

室

ア
メ
リ
カ
史

研

究

室

Culture

Lounge

健 康 社 会

デ ザ イ ン

第１分析室

ス

ポ

ー

ツ

経

営

学

研

究

室

ス

ポ

ー

ツ

社

会

学

研

究

室

教
育
方
法
論

研

究

室

道
徳
教
育
学

研

究

室

健

康

社

会

デ

ザ

イ

ン

第
２
分
析
室

人
間
形
成
論

研

究

室

運
動
行
動
制
御

研

究

室

コ
ー
チ
ン
グ
論

研

究

室

健
康
体
力
学

研

究

室

健
康
教
育
学

研

究

室

応
用
生
理
学

研

究

室

数

理

科

学

研

究

室

数

理

科

学

研

究

室

数

理

科

学

研

究

室

数

理

科

学

研

究

室

数

理

科

学

研

究

室

数

理

科

学

研

究

室

数
理
科
学

研

究

室

数
理
科
学

研

究

室

数
理
科
学

研

究

室

数
理
科
学

研

究

室

数
理
科
学

研

究

室

数
理
科
学

研

究

室

数
理
科
学

研

究

室

健

康

運

動

指
導
士
養
成

支

援

室

W C

第
２
会
議
室

印 刷 室 ２

数 理 科 学

コ ー ス

演 習 室

ご み
置 場

数 理 科 学

コ ー ス

情報実習室

（桑原類） （大橋守）（村上公） （守安）（大渕）（片山）（蓮沼）

（伊藤）（小野） （中山慎） （大沼）（鍋島）（宇野）

（山下）（行實） （荒木） （山口鉄）（佐竹）（中塚） （三浦）

（大宮）

（佐藤充）

〔２階〕

準備室

スポーツ
科　学
動　物
飼育室

前　室

実験室

2Ｗ01

第
３
会
議
室

2Ｗ02

2Ｗ03 2Ｍ01 2Ｍ02 2Ｍ03 2Ｍ04

スポーツ科学

学 生 ・ 院 生

研 究 室

2Ｍ12

運動生理学

第２実験室
運動生理学

第１実験室

2Ｍ05

ス ポ ー ツ

健 康 増 進

ラボラトリー

2Ｍ06

心 理 健 康

コ ー ス

ゼ ミ 室

2Ｍ07

2Ｍ192Ｍ182Ｍ172Ｍ162Ｍ152Ｍ142Ｍ132Ｍ112Ｍ102Ｍ09

2Ｗ04

2Ｗ05

数 理 科 学

コ ー ス

学生実験室

2Ｓ03

数 理 科 学

コ ー ス

学生研究室

2Ｓ16

2Ｓ02

数
理
科
学

コ

ー

ス

ゼ
ミ
室
２

2Ｓ15

総

合

理
数
学
科

ゼ
ミ
室
２

総

合

理
数
学
科

ゼ
ミ
室
１

2Ｓ142Ｓ13

数

理

科

学

コ

ー

ス

院
生
研
究
室

数

理

科

学

コ

ー

ス

ゼ

ミ

室

１

2Ｓ04 2Ｓ05 2Ｓ06 2Ｓ07 2Ｓ08 2Ｓ09 2Ｓ10

2Ｓ182Ｓ17 2Ｓ19 2Ｓ20 2Ｓ21 2Ｓ22 2Ｓ23

2Ｓ112Ｓ01

2Ｍ08

サ

ー

バ

室

数 理 科 学

コ ー ス

図書閲覧室

2Ｓ12

数 理 科 学

コ ー ス

資 料 室

2Ｓ24

数 理 科 学

コ ー ス

セミナー室

2N262N252N242N22 2N27

応
用
言
語
学

研

究

室

国

際

文

化

コ

ー

ス

情
報
実
習
室

国

際

文

化

コ

ー

ス

資

料

室

ド
イ
ツ
語
・

ド

イ

ツ

史

研

究

室

ド
イ
ツ
語
・

比
較
文
学
・

比

較

文

化

研

究

室

国際文化コース

心理健康コース

数理科学コース

Ｗ Ｃ

Ｗ ＣＥ Ｖ



〔３階〕

倉

庫

２

情報実習室３
学
　
　
部

ゼ
ミ
室
５

W C
（女）

　 （饗場）（松嶋） （眞弓） （内藤徹）（上原） （石田和）（趙） （多田）（小田切）（栗栖）

（清水） （王）（中里見）（玉） （水島）

〔３階〕

W C

ご み
置 場

3N01 3N02

304 講義室

3N04

305 講義室

3N08

302 講義室

3N05

303 講義室

3N09

306 講義室

3Ｓ04

307 講義室

3Ｓ05

310 講義室

3Ｓ06

309 講義室

3Ｓ14

308 講義室

3Ｓ12

第１会議室

3Ｓ10

倉庫１

3Ｓ08

サーバ室

3Ｓ09

コ・ラボ室

3Ｍ01

社会創生学科

ゼ ミ 室 ２

3Ｍ02

公共政策コース

学 生 ・ 院 生

研　　究　　室

3Ｍ03 3Ｍ04

3Ｍ143Ｍ13
キ
ャ
リ
ア
教
育

推

進

室

特
任
講
師
研
究
室

国
際
セ
ン
タ
ー

教
員
研
究
室
２

国
際
セ
ン
タ
ー

教
員
研
究
室
１

3Ｍ123Ｍ113Ｍ10

3Ｍ05 3Ｍ06 3Ｍ07 3Ｍ08 3Ｍ09

3Ｍ22 3Ｍ23 3Ｍ243Ｍ19 3Ｍ20 3Ｍ213Ｍ163Ｍ15 3Ｍ17 3Ｍ18

3Ｗ01

総合科学部
就職相談室

3Ｗ03

3Ｗ02

301 講義室

3N063N03

3N07

3Ｗ05

情
報
実
習
室
２

情
報
実
習
室
１

3Ｗ04

電

気

室

3Ｓ03

学
　
　
部

ゼ
ミ
室
７

3Ｓ13

学
　
　
部

ゼ
ミ
室
６

3Ｓ11

3Ｓ023Ｓ01

技
術
職
員
室

3Ｓ07

商

法

研

究

室

民

法

研

究

室

公
共
政
策

コ

ー

ス

ゼ

ミ

室

地

域

経

済

論

研

究

室

憲

法

研

究

室

国

際

経

済

学

研

究

室

行

政

法

研

究

室

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論

研

究

室

財

政

学

研

究

室

公
共
政
策
学

研

究

室

経

営

学

研

究

室

社

会

創
生
学
科

ゼ
ミ
室
１

院

生

研

究

室

空

間

経

済

学

研

究

室

マ

ク

ロ

経

済

学

研

究

室

環

境

政

治

学

研

究

室

国

際

政

治

学

研

究

室

資
源
環
境

経

済

学

研

究

室

学 部

ゼミ室１

学 部

ゼミ室２

学 部

ゼ ミ 室 3

オ ー プ ン

ス ペ ー ス

学 生 自 習 室

オ ー プ ン

ス ペ ー ス

学 生 自 習 室

Ｗ Ｃ

ＷＣ（男）Ｅ Ｖ

ＷＣ
（女）

ＷＣ（男）

公共政策コース

英米文学

研 究 室

︵
ギ
ュ
ン
タ
ー
︶



（河原崎）（吉田敦）（石井） （平木）（掛井） （田口）

E206E205E204E203E202E201
E208

研
究
室
1

研
究
室
2

研
究
室
3

研
究
室
4

研
究
室
5

研
究
室
6

EV

EV

倉　庫

W103

倉　庫
W105

W104
録音室

前室

玄関

玄関

W202

屋　上

吹　　抜

E207

地域連携
実習室

地域連携
コ・ラボ

W102

地域連携
小ホール

W106
い き い き
チャレンジ
セ ン タ ー

E101

メディア／
デザイン
実 習 室

E102

スタジオ
実 習 室

E103

絵　画
実習室

E104

地域交流
スタジオ

W101

音楽講義室

音　楽
資料室

W201

地域連携
プロジェクト室

地域連携
大ホール

［常三島けやきホール］

ＷＣ

ＷＣ

ＷＣ

多目的
Ｗ　Ｃ

子育て支援室
（仮称）

多目的室
２

多目的室
１

２　号　館

〔２階〕

〔１階〕



風
除
室

階段

風除室

1S07
便所

階段

1N28
便所

階段

1N19
便所

階段 1N27
共通教育実験室

（物理１）

1S10
共通教育実験室

（物理２）

全学共通教育
センター

学習支援室

1S08
EPS

1S09
PS

多目的便所

EV

1S11
スタジオ

DS

1N26
工作室

1N20
PS

1N21
EPS

1N22
倉庫

1N18
試料作成室

1N17
物性実験室

1N16
学生研究室

1N15
量子科学実験室

1N14
電気室

1N09
研究室9
（真岸）

1N08
研究室8
（斉藤）

1N07
研究室7

（小山晋）

1N06
研究室6
（久田）

1N05
全学共通教育

センター
特任准教授

研究室

1N04
研究室4
(日置)

1N03
研究室3
（折戸）

1N02
研究室2

（中山信）

1N01
研究室1
（伏見）

1N25
雑誌閲覧室

1N11
PS

1N12
EPS

1N13
倉庫

1N23
湯沸室
1N24

PS

1N29
多目的
便所

1S01
機器センター2

1S02
機器センター3

NMR

1S03　管理室

1S04
電子顕
微鏡室

（地学）

1S05
共通教育実験室

（化学）

1S06
共通教育実験室

（生物）

階段

階段

2S16
便所

階段
2N38
便所

便所

通路
階段

2N37
印刷室

2N29
臨床心理
面接室１

2N28
臨床心理
事務室

2N31
臨床心理
面接室２

2N30
臨床心理
面接室３

2S19
共通教育実験室
（物理・生物）

 2S20
スタジオ

吹抜

EV

2N25
PS

2N41

2N26
EPS

2N27
倉庫

2N22

2N23
前室

2N10
空調機械室

2N09
学生研究室

2N08
研究室8

（山本祐）

2N07
研究室7

（山本裕）

2N06
研究室6

（今井昭）

2N05
研究室5

（山本孝）

2N04
化　学
図書室

2N40-1
院生

実験室1

2N40-2
院生

実験室2

2N03
研究室3
（三好）

2N02
研究室2

（中村光）

2N01
研究室1
（増田）

2N192N182N16
物理化学
測定室

2N17
前室

2N15
有機合成化学

実験室

2N14
生物環境資源
化学実験室

2N11
PS

2N12
EPS

2N13
倉庫

2N20
環境化学
実験室

2N21
分析化学
実験室

2N35
前室

2N36
薬品庫

2N34
ボンベ

2N32
湯沸室
2N33

PS

2N39
倉庫

2S06
機器センター4

2S21
院生研究室

2S07
機器センター5

RI室

2S09　PS2S08 EPS

2S10

2S01
多目的室

2S02
研究室2
（青矢）

2S03
研究室3
（村田）

2S04
研究室4

（石田啓）

2S05
研究室5
（西山）

2S11
地球科学

学生研究室

2S12
地球科学

第１実験室

2S13
地球科学

第２実験室

2S14
地球科学

第３実験室

湯沸室 2S17
EPS

2S18
PS

臨
床
心
理
相
談
室

特
任
助
教
研
究
室︵
原
田
︶

地
球
科
学
資
料
室

原
子
ス
ペ
ク

ト
ル
分
析
室

無

機

化

学

測

定

室

無
機
・
物
化

試
料
調
製
室

共
通
教
育
化
学

実

験

測

定

室

３　号　館

物質総合コース（物理）

物質総合コース（化学）

物質総合コース（地学）

〔１階〕

〔２階〕



3S22
便所

階段

階段

階段

3N41
便所

階段

便所
3N33

臨床心理
第2プレ
イルーム

3N32
臨床心理
第1プレ
イルーム

通路

3N34
機器センター6

3S25
機器センター7

3N30
PS

3N43

3N31
EPS

3N27
無菌室

3N28
準備室

3N26
培養室

3N25
実験室8

環境資源
利用学
実験室

3N10
交換機室

3N09
院生研究室

3N24
実験室7

環境物質
影響学
実験室

3N23
実験室6
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工学部講義室配置図

Ｎ

１階：学務係，総務係，予算管理係
　　　会計センター経理係
　　　（授業料等納付場所）
２階：K201〜K206
　　　CALL（学生自習室）
３階：K301〜K309
４階：K401〜K407
５階：K501〜K507
６階：K601，K602，
　 　 創成学習スタジオ
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凡　例

■……春季，夏季，冬季，学年末休業等

■……総括授業・定期試験期間

　　……授業振替日

　 ……後期追再試期間

　■……大学入試センター試験，一般選抜，

　　　　　特別選抜，私費外国人留学生入学選抜

□……４月７日㈪　入学式

　　　　３月２３日㈪　卒業式・修了式

□……４月３日㈭〜４月１０日㈭　新入生オリエンテーション

　　　１１月２日㈰　開学記念日

　　　１１月１日㈯〜１１月３日㈪　大学祭

　　　　１月１６日㈮　大学入試センター試験場設営のため休業

※（　）の数字は授業回数を示す

平成２６年度　総合科学部学年暦
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平成２６（２０１４）年度　総合科学部年間行事予定表

前　期（４月１日〜９月３０日）

４月１０日㈭から４月３日㈭新入生オリエンテーション

４月７日㈪入学式

４月��日㈮授業開始

４月��日㈭から４月４日㈮履修登録期間（Web登録期間）

５月２日㈮から４月��日㈮履修登録確認期間（Web修正期間）

５月２日㈮授業振替日（火曜日）

５月７日㈬授業振替日（月曜日）

５月��日㈫履修登録確認期限（履修登録修正願提出期限）

５月��日㈮卒業研究題目届提出期限

８月６日㈬から７月��日㈭総括授業・定期試験

８月��日㈰から８月７日㈭夏季休業

から８月��日㈪成績の通知日（追・再試験は１０月末までに適宜実施）

後　期（１０月１日〜３月３１日）

��月１日㈬授業開始

��月７日㈫から９月��日㈬履修登録期間（Web登録期間）

��月��日㈬から��月８日㈬履修登録確認期間（Web修正期間）

��月��日㈬授業振替日（月曜日）

��月��日㈮大学祭準備のため休業

��月３日㈪から��月１日㈯大学祭（休業日）

��月２日㈰開学記念日（休業日）

��月５日㈬履修登録確認期限（履修登録修正願提出期限）

��月６日㈭授業振替日（月曜日）

１月７日㈬から��月��日㈭冬季休業

１月��日㈭授業振替日（月曜日）

１月��日㈮大学入試センター試験場設営のため休業

１月��日㈮から１月��日㈬卒業研究提出期間

１月��日㈮コース配属・転学科・転コース願提出期限

１月��日㈬，２月２日㈪から２月��日㈮総括授業・定期試験

２月��日㈬成績の通知日

３月６日㈮から３月２日㈪追試験・再試験（４年次生は２月��日㈭まで）

３月��日㈪卒業式・修了式

３月��日㈫から３月��日㈬学年末休業

大学への問い合わせ及び緊急連絡先

◯徳島大学総合科学部学務係

ＴＥＬ　０８８−６５６−７１０８
ＦＡＸ　０８８−６５６−９３１４

総合科学部の英語表記の頭文字「IAS」をモチーフに、人と人を

つなぐかたちを描きながら、奥行きのある「諸科学の融合」を

表現したシンボルマーク。「諸科学の融合」は「人と人との和合」

「世界中の人々の融和」につながっていくことに期待を込めて

いる。
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